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この報告書は、 日本 自転車振興会か ら競輪収益の一部である機械

工業振興資金の補助を受け、昭和50年 度に実施 した 「繊維産業の

システム化情報化に関す る調査研究」の結果を と りまとめた もので

あ ります。
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わが 国 に お け る繊 維 産 業 の構 造 改 善 を 目的 に、 政 府 では知 識 集 約 化 の方 向 で

各 種 施策 が展 開 さ れ てお りま す。

当財 団 で は、 同産 業 に つ い て シス テ ム化、 情 報 化 の側 面 か ら、 この 問題 に関

して通 商 産 業 省 を 初 め各 界 の ご指 導 ご支 援 を得 て調 査 研 究 を 進 め て お ります。

と くに、 昭和50年 度 は 、θ 日本 衣 料 縫製 品 協 会 に委 託 して 、 縫 製 品を 中 心

と した繊 維 産 業 の シス テ ム化 、 情 報 化 問題 の うち、 昭和48年 度 以 来 研 究 して

お り ます 消費 者 ニ ー ズに 対 応 した 製 品 を 開発 ・生 産 す る た め の フ ァ ッ シ ョン情

報 シス テ ム につ い て、 個 別 商 品 の流 通 情 報 を把 握 す るた め の販 売 在 庫 管理 シス

テ ムの基本 設 計 と マ イ ク ・コ ン ピュー タ の利 用 に つい て の検 討 を 行 ない ま した 。

本 報 告 書 は、 そ の成 果 を と り まと めた もの で す。

ここに、 本 調 査 実 施 に あた り、 有 益 な ご意見 を 賜 わ り ま した 繊 維 産 業 シス テ

ム化調 査 委 員 会 及 び 同専 門 委 員 会 の メン バ ー、 また、 モ デ ル企 業 、 協 力企業 と

して貴 重 な デ ー タを ご提 供 いた だ きま した企i業、 な らひ に㈹ 日本 衣 料 縫 製 品協

会 に厚 く感 謝 申 し上 げ る次 第 で あ ります 。
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財団法人 日本情報処理 開発協 会

会 長 植 村 甲午郎
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L調 査 研 究 の 目 的

わが 国 の繊 維 産 業 は,原 綿,原 毛 な どの原 材料 に ・・紡 ぐ ・㌦ ・・織 る 恥,・ 編

む ・,"染 め る ・・,・ 縫 う ・・な どの様 々 な加 工 を行 ない最 終 的 に消 費 者 に対 し

て衣 料 と して の製品 を供 給 す る一 連 の プ ロセス の 全 て を担 当 す る企業 群 に よっ

て構 成 さ れ るわが 国有 数 の大 き な産 業 で あ るば か りで な く,そ の 産 業形 成 の歴

史 も非 常 に古 い ことか らそ れぞ れ の プ ロ セス の分 業 化,細 分化 が進 み 大 きな投

下 資本 の要 求 され る原 糸生 産 プ ロセ ス等 を除 い た殆 ん どの プ ロ セス では 中小 零

細 企業 に よって構 成 さ れ るわ が国 有 数 の=複雑 な構 造 を もつ産 業 で あ る。

この た め,わ が 国 の繊 維 製 品 の生 産 流 通 の経 路 は非 常 に長 い も の とな って い

るば か りで な く,企 業 の 中小 零細 性 か ら くる過 小 資本,信 用 力 不 足 に よって各

流通 段 階 に商 社,卸 商 が 介 在 す る とい う非 常 に複雑 な流 通形 態 と な って い る。

この結 果,生 産,流 通,消 費 に至 る繊 維 製 品の 生産 流 通 体 制 の 有機 的 な結合

(シ ス テ ム化)の 困難 さ が依 然 と して存 在 し,全 体 と して経 済 的 ロス(時 間的

ロス,空 間的 ロス も含 め て)を 派生 させ て お り,こ れ に と もな う リス ク の分散

の た め に委 託 販 売や 返 品 の恒 常化 な どに み られ る よ うな独特 な商 取 引慣 行 が 行

な われ て い る。

一 方 ,こ の よ うな産業 と して の特 質 に加 え て,近 年 繊 維産 業 を と りま く環 境

の変 化 が 顕 著 とな って きて お り産 業 活 動 に様 々 な影 響 を.与え てい る。

た とえ ば,発 展 途上 国 の繊 維 産 業 の 飛 躍的 な発 展 に よる海 外 市 場 で の競 合,

先 進 国 に お け る国 内産 業 の保 護主 義 な どに よる輸 出 の伸 び悩 み や,輸 入製 品 の

急 激 な流入 増 加 等 にみ られ る国際 的 影 響,国 民 生 活 水準 の向 上,余 暇 時 間 の増

大 に と もな う繊 維 製品 需 要 の多様 化,個 性 化,高 級 化 な どに よる 消 費市 場 の急

激 な変 化 に よっ て生 産 の多 品 種 少 ロ ・ ト化,商 品 の ラ イ フサ イク ル の短 縮 化等

に み られ る国際 的 影響 な どが あ る。

この よ うな こ とか ら,わ が 国 の繊 維 産 業 におけ る最 も緊要 な課 題 と して,こ

れ まで の量 産 第一 の供 給 体 制 か ら消 費 市場 の動 向 に対 応 した キ メ細 か な生産 流

一1一
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通 体 制 を図 って高 付 加 価 値 の繊 維 製 品 の供 給 体 制へ の確 立 が強 く要 請 され て き

て い るo

この ため,政 府 は繊 維 産 業 重 点 政 策 の ひ とっ と して,繊 維 工 業 の新 構 造改 善

対 策 を策定 し,.昭 和49年5月 成 立 の 「特 定 繊 維 工 業 構 造 改 善 臨時 措 置 法 の一

部 を改 正 す る法 律 」 に よって具 体 的 な諸 施 策 を展 開 して きて い る。

この度 の構 造改 善対 策 の最 大 の特 徴は,わ が 国 の繊 維 産 業 を知 識 集 約 型産 業

へ 移 行 させ 国 民 の ニ ーズ に対 応 した付 加 価値 の高 い 産 業 へ 転換 さ せ る と ころ に

ある。

本 調 査 研 究 は,こ の繊 維 産 業 の構 造 改 善 対 策 の狙 い を背 景 と して,衣 料 縫 製

業 を中 心 とす る繊 維 産 業 の シス テ ム化,情 報 化 の方 向 とそ の有 効 な 方 策 に つい

て 策定 す る た め昭 和48年 度 か ら実 施 さ れ て い る。

す な わ ち,繊 維 産 業 を消 費 ニ ーズに対 応 した付 加 価 値 の高 い産 業,い わ ゆ る

フ ァ ッシ ョン産 業 化(シ ス テ ム産 業 化,情 報 産 業 化)を 図 るた め,多 様 化,個

性 化 す る情 費者 ニ ー ズ の動 向(フ ァ ッシ ョン性 向)を 正確 に と らえ る た め の情

報(フ ァ ッシ ョン情 報 を中心 と した情報)を 収 集 し,加 工 し,評 価 す る こ とに

よっ て繊 維製 品 の生産 流 通 過程 に おけ る商 品 企 画,生 産,流 通,販 売 等 の諸活

動 に消 費 者 ニ ーズ を迅 速,的 確 に 反映 させ るシ ス テ ム(フ ァ ッシ ョン情報 シス

テ ム)の 形 成 につ い て調 査 研 究 を行 な っ て きて い る。

この た め,初 年 度 で は,衣 料 縫 製業 を中 心 と した繊 維 産 業 の実 態 を 正確 に把

握 し,繊 維 製 品 の生 産 流 通 過 程(企 画=生 産=流 通=販 売)の 全 て に わ た って

有 機 的 に結 合 す るた め の中核 情 報 と して,フ ァ ッシ ョン情報 を と らえ ・そ の流

通 円 滑 化,効 用化 を 図 る シス テ ム,い わ ゆ る フ ァ ッシ ョン情報 シス テ ム の ビジ

ョンを 策定 し,紳 士服 に つ い て そ のモ デ ル を作 成 した。

昨 年 度 は,こ の シス テ ム化 ビ ジ ョン,モ デ ル を踏 ま え て,フ ァ ッシ ョン情 報

シス テ ム の中 で基 礎 とな る製 品 プ ロ フ ィ ール情 報 を迅 速,的 確 に把 握 す るた め

の単 品 管 理 シス テ ム,衣 料 縫 製 品 の フ ァ ッシ ョン ・ラ イ フを把 握 す る た め の試

行的 販 売(い わ ゆ るア ンテ ナ ・シ ョ ツブに よる販 売)に お け る情報 収 集,加 工,
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評 価 の シス テ ム化 を図 る ア ンテ ナ ・シ ョ ップ情報 管理 シス テ ム,そ して消 費者

ニ ーズ に適 合 した,付 加 価 値 の高 い製 品 を生産 す るた め に有 効 とな る フ ァ ッシ

ョン予 測 シス テ ムにつ いて 紳 士服 製造 業 を モ デル と した シス テ ム基 本設 計 を行

な った。

本年 度 は,こ れ ま で の調 査 研究 の 成果 に 基 づ い て,具 体 的 に 衣 料 縫 製業 等 ア

パ レル産 業 を中 心 とした フ ァ ・シ ョン情報 シス テ ム を形 成 す るた め,現 実 の業

務 に おい て どの よ うな シス テ ム を導入 展 開 して ゆけ ば よい か を明 らか にす る と

と もに他 業 界 の係 わ り方 お よび シス テ ム化 の方 向 等 につ いて 調 査 研 究 を行 な う

こ と と した◎

o

●

＼
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2 調 査 研 究 の 方 法

衣料 縫 製 業等 ア パ レル産 業 を中心 とす る繊 維 産 業 の シス テ ム化,情 報化 の 中

核 シス テ ム と して の フ ァ ・シ ョン情 報 シス テ ム を設 計 す る に あた って,初 年 度

の調 査 研 究 で明 らか に し た よ うに,繊 維 産 業 の諸 活 動 を企 画(考 え る),生 産

(作 る),流 通(運 ぶ)ジ 販 売(売 る)と4つ の機 能 に分類 し,そ こで必 要 と

鴫な る情報
,取 得 で き る情報 を明確 に し,各 機 能 に お け る固 有 情報 と共 通情 報 に

つ い て の 関連 性 を解 明 した。 昨 年 度 で は,こ れ ら の 成果 を 現 実 の 企業 活 動 に

どの よ うに位 置 づ け るか とい うこ とか ら消費 老 ニ ーズ と製 品 イ メ ー ジが結 合 し

て と らえ られ る フ ァ ッシ ョン情報 の機 能 を有 効 に活 用 す る フ ァ ッシ ョ ン情報 シ

ス テ ム のサ ブ シス テ ム と して ・単 品管 理 シス テ ム ・・,・ ア ンテ ナ ・シ ョ ップ情

報 管 理 シス テ ム ・・,・・フ ァ ッシ ョン予 測 シス テ ム ・・を設 定 し,こ れ らの シス テ

ム基 本 設 計 を行 ない,単 品 管 理 シス テ ムの重 要 性,適 用 性 を明 らか にす る と と

も に企業 規 模 とコス トパ ー フォマ ンス の面 か らこれ らの シス テ ム に対 して マ イ

ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タの適 用 を提 示 した。

本 年 度 は,こ れ まで の成 果 を踏 え て フ ァ ・シ ョン情報 シス テ ム の基 本 フ レ ー

ム とな る単 品 管 理 シス テ ム設 計 思想 を現 実 の業 務 に 導 入 した マ イ ク ロ コン ピュ

ー タシス テ ム の設 計 を作 成 す る と と もに他 シス テ ムへ の展 開 に つ い て検 討 した

が,具 体 的 な調 査 研 究 を進 め るに あた っ て表2-1に 示 す よ うな 内容 で モ デル

企 業,協 力 企 業 を選 定 し シス テ ム イ メ ー ジづ く りを容 易 に,そ の後 企業 特 性 を

で き る限 り除 去 した シス テ ム設 計 とな る よ う工 夫,努 力 した。

以 上 の ような基 本 方 針 に基 づ い て,具 体 的 な業 務 と して販 売 在 庫 管 理 を と り

あげ そ の マ イク ロ コ ン ピ ュ ー タ シス テ ム の適 用 につ いて,次 の よ うな調 査 研 究

フ ェ ーズ に ょ って実 施 した。

4
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表2-1調 査 研究 の対 象一 覧表

業 種 品 種 内 容

モ デ ル企 業(中 堅上 位 の紳 士服 メ ーカ

紳 士 服 既 製 背 広 服
一)1社 を対 象 に シス テ ム詳 細設 計 ま

で行 う

協 力企業(大 手 企業 グル ープの独立部
ワ イ シ ャ ・ ツ等

布 綿 門 、1社 を対 象 に シス テ ム基 本 設計 ま
の中衣

で 行 う

ブ ラ ウ ス,ド レ 協 力企業(大 手企業,中 堅 企業 、2社
婦人子供服

ス 等婦人服 を対象 に業務 分析 まで行 う

協 力企業(中 堅企業)1社 を対象に業

被 服 ワ ー キ ン グ ウ ェ ア

務 分 析 まで 行 う。

(1)業 務分析

① 業務(部 門)の 種類 と内容に

っいての現地 面接調査

② 業務 フローの作成

③ 業務 フローの修 正検 討

(2)シ ステム基本設計

① 情報 アイテ ム分析

② 情報 フロ ー分析

③ 情報機能分析

④ 入 出力情 報分析

⑤ 情報処理仕様分析

5

(3)シ ステ ム 詳 細設 計

① デー タ ・ベ ー スの仕 様 分析

② コ ン ピュ ー タ処 理仕 様 分 析

③ マ イ ク ロ コ ン ピュー タ仕様 分 析

(4)シ ステ ム 拡 張 と展開

① 他 シス テ ム との 関連 分 析

② 知 識集 約 化 施 策 との 関 連分 析

以 上 の調 査 研 究 フュー ズの手 順 お よび

詳 細 に つ いて は 図2-1に 示 され て あ る。

へ



関連システムの実態把握

商品企画におけるシステ

ム化の現状 と動向分折

(顧客情報管理等)

jms管 理にbeる システ
ム化の現状 と動 向分析

}.(工 程管理等)

関連システムの情報処理

仕様の把握

㍉

町

図21一1調 査研 究手 順概 略図

紳 士 ・ 服

既製 背広 服

モデル企業(1社)

布 用 婦 人 服

ワ イ シ ャ ツ ブラウス ・ドレス

協力企業(1社う 協力企業(2社)

ll:
～

念1

1「;11

対象企業 との調査手順打 ち合せ(調 査時期

被 服

ワーキングウエア

協力企業(1社)

● 業 務 分 析

業務(部 門).の 種類 と内容についての現地面接調査

フ ロ ー の 修 正 検 討

.

シ ス テ ム 基 本 設 計

噺 ・テ・分析(diwwpa・ ・W・噺 竺 煙 出と藝 禰'1

.[情 報 フロー分析(伝 票等情報媒体を中心とした邸門間の情報入出力分析)ピ

h青 報機能分析(各 部門ICleける情報アdテ ムの入力参照伝達機能分析)1

L興 理仕様分析(入 力処理仕様、..出力処理仕様、内部処理仕様)

シ「ス テ ム 詳 細 設 計

デ ー タ ー ベ ース 仕 様 分 析

1デ ー タ'ベ ー フvシ ・' と

各 プロ フ.一 ルの息休 酷 な佐薬イkの滅 †1

閑 プロフ、乏;ルξ磐 灘 売麺 纏

る ブ叩,一 粟 おける
テ」タアイテム
コード体系むよび

データベースの設計(フrl帰 趨、ファイ

仕様 及びベーシックバート,オ7シgtA・t"一 トの構成〉

コンピュータ処理仕様分析

マイクロコンビ=一 夕仕様分析1

1コ ン ビュー タネ7ト ワー クシス テム理論の考察1
ム

1販 売在庫管理システムにおける集中処理と分散処理の検討1
.

lI'

1マ イクロコンビ　 ⇔ 一 ドウエア1デ ー・・ントリ一方 ㈱1ソ升ウエア}鮒
1

1

1ネ ットワークシステムとしてのマイクOコンビ^一棚 に封ナる諸㈱1
1

1マィ輌 コエ ータネ・トワーク滅 鳴 けん一ト脚.ソ フト均=1

シス テ ムの拡張 と展開

1他涙テムとの… 絵 皿 醗 ㎜!に鮒 るm報・;xテムイmm

知識集約化施策との関連分析(情 報セニ!ター構想の検討) ー
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新構造改善対策の実態把握

1.驚蕊竺]
知識集約化グループの

現状分析

アパレル産業の システ

ム化にっい ての

現状 と動向分析

(商品開発センター等)
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aこ れ ま で の 調 査 研 究 の あ ら ま し

本 調 査 研究 は,こ れ ま で も述 べ た とお り,昭 和48年 度 か ら3ケE間 実 施 さ

れ て お り〆 そ の調 査 研 究 の あ らま しは 次 の とお りで あ る。

昭和48年 度 に お い て は,繊 維 産業 シ ス テ ム化 情報 化 を図 るた め のビ ジ ョン

の 策定 を 目標 と して 次 の よ うな調 査 研究 を行 な った。

① 繊 維産 業 の成立 が古 く非 常 に様 々 な業 種,業 態 が 複 雑 に絡 み あった状態

で 活 動 して い る た め,個 々 の業 種,企 業 をモ デ ル と して分 析 して ゆ くと汎

用性 が著 し く低下 して くる。 そ のた め産 業 活 動 を 「企 画 」,「 生 産 」,

「流通 」,「 販 売 」 の4つ の機 能 に分類 し,そ の間 の情 報 の流通,円 滑 化

効用 化 させ る シス テ ム化 の方 向 づけ を行 な っ た。

② こ の4っ の機 能 間 を流 れ る中核 情報 と して,フ ァ ・シ ョン情報 とい う3

つ の プ ロ フ ィ ール(製 品 プ ロフ ィ ール,消 費 プ ロ フ ィ ール,外 部環境 プ ロ

フ ィ ール)が 構 成 され る情 報 を抽 出 した。

③ 消 費者 ニ ーズ に対 応 す る生 産 流通 体 制 を確 立 ず るた め に有 効 とな る方策

と して,製 品 プ ロ フ ィ ール と消費 プ ・フ ィール との結合 とそ の評価 の重 要

性 を提示 した。

④ そ のた め の シス テ ム と して単 品管 理 シス テ ム,ア ンテ ナ シ ョ ップ情 報 管

理 シス テ ム,フ ァ ・シ ョン予 測 シス テ ムを提案 し,そ の概 念 を明 らか と し

た。

⑤ この他,関 連 す るシス テ ム化,情 報 化 の 諸 方法 につ い て概 観 した。

昭和49年 度 に お い ては,消 費者 ニ ーズ に対応 す る生産 流 通 体 制 を確立 す る

た め フ ァ タシ ョン情 報 の流 通 円滑 化,効 用 化 を図 る フ ァ ッシ ョン情報 シス テ ム

の基 本設 計 を 目標 と して 次 の ような調査 研究 を行 な っ た。

① 消 費者 ニ ーズ と繊 維 産 業 と を具 体 的 な形 で結 ぶ 方策 と して マ ーケテ ィン

グ戦略 を と らえ,そ こで有 効 とな る情 報 シス テ ム,い わ ゆ る フ ァ ッシ ョン

情 報 シス テ ムを位 置 づ け,そ の トータル シス テ ム ビジ ョン を提示 した。

② フ ァ ッシ ョン情 報 シス テ ム を単 品管 理 シス テ ム,ア ンテ ナ シ ョ ップ情報

管 理 シス テ ム,フ ァ ッシ ョン予 測 シス テ ムの3つ の サ ブ シス テ ムか ら構 成
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す る もの と して,紳 士服 業 界 を モデ ル と してそ れ らの基 本 設 計 を試 み た

③ こ の3つ のサ ブ シス テ ム の 中 で,フ ァ ・シ ョン情 報 シス テ ム ¢!基礎 とな

る シス テ ム と して 単 品 管 理 シス テ ム を と らえ,そ の シス テ ム の概 要 を明

らか にす る と と もに マ イク ロ コ ン ピ ュ ータ シス テ ム の適 用 を可 能 とす る よ

うな設計 案 を提 示 した。

④ 製 品 プ ・フ ィ ール と消 費 プ ・ フ ィ ール とを結 合 させ る方 策 に つ いて は具

体 的 に特 定 企 業 の協 力 を得 て消 費 者調 査 を 行 な い一 試 案 を 提示 した。

⑤4つ の機 能 間 を有 機 的 に結 ぶ情 報 の うち最 重 要 とな る製 品 プ ロフ ィ ール

にっ い て の情 報 処 理 は単 独 で は非 常 に コス ト高 に な る こ とが予 想 され る た

め,現 実 の業 務 処 理 の 中 に適 切 に ビ ル トイ ンす る方 策 の必 要 性 を提示 した。

この よ うな調 査 分 析 の成 果 を踏 え て,本 年 度 に お い て は,フ ァ ッシ ョン情 報

シ ス テ ム の基 礎 シス テ ム とな る単 品管 理 シス テ ム設 計 思想 を現 実 の業 務 に導 入

した マ イ ク ・ コ ン ピ ュ ー タ シス テ ムの設計 を 目標 と して調 査 分 析 を行 な っ た。

、
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4調 査 研 究 の 概 要

4.1業 務 分 析 の 概 要

4.1.1業 界 の 概 要

本調 査 研究 を進 め る うえ で,対 象 とな る業 界 で あ る紳 士服,婦 人 服,布 畠,

被 服 の各 業 界 の概 況 を把 握 して お く こ とは,シ ス テ ム化 の方 向 を探 る うえで も

重 要 な こ とで ある。 特 に,調 査 対 象 を特定 企業 の数 社 に絞 った た め,業 界 全体

に おけ る位 置 づ け をす る うえ で も重 要 な こ とで あ る。

以上 の よ うな こ とか ら,紳 士服,婦 人 服 にっ いて は ほ ぼ全 体 を,そ して布畠

に つ い て は シャ ツ業 界 を,被 服 につ いて は作業 服,事 務 服,制 服 業 界 を と りあ

げ て そ れ ぞ れ市 場 規 模,市 場 動 向,生 産 流通 の変 化,今 後 の動 向 につ い てそ の

概 要 を以 下 に述 べ る。

1)紳 士服 業 界

(1)市 場 規 模(昭 和49年)

① 生産 金額4224億 円

② 生 産数 量626万 着

(2)今 後 の動向

紳 士服 メ ーカは,こ れ ま で高 度 成長 に支 え られ た 消費 費 需要 とそ れ に対応 し

た百 貨 店 の売場 拡 大 や大 型 専 門店 の 多店 舗 化 の波 に乗 っ て販路 を拡 大 して きた。

しか し,今 後 は需 要 の 停滞,小 売 店 の 多店 舗 化,大 型 化は 減 少 す る こ と等 か ら

メ ーカ ー間 競 争 は激 化 す る もの と予想 さ れ る。 したが っ て消 費者 の求 め る商 品

の開 発 とい う面 か ら各 紳 士服 メ ーカ ーの企 画 力 に よって格 差 が生 じて くるた め

そ の充 実 が一 層重 要 とな っ て くる6

2、 婦 人 服 業 界

(1)市 場 規模(昭 和50年)

① 婦 人服 総 消 費額1兆5534億 円

内既 製品 婦 人 服 消 費額1兆2894億 円
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② 既 製 品 婦 人 服 生 産 額9671億 円

(2)今 後 の動 向

① 婦人 服 の既 製 品 化 率 は,欧 米 なみ に高 くな って きて い る。

② 女性 の年 令 別 人 口構成 をみ る と,現 在 最 も購 買 力 の高 い20才 ～30

才 の層 の ウ ェイ トが しだい に減 少 す る傾 向 に あ る。

3)布 畠業 界(シ ャ ツ業 界)

(1)市 場 規 模(昭 和49年)

① 生産,輸 入 金 額(昭 和49年)

シ ャ ツ専 門 メ ーカ ー ・959億 円(日 本 布 吊 製 品工 業 組 合 連合会)

そ の他'、160〃(推 定)

輸 入315〃(〃)

合 計1,434〃

② 生 産,輸 入 枚 数(昭 和49年)

シ ャ ツ専 門 メ ーカ ー7,980万 枚(日 本 布 吊 製 品工 業 組 合 連合 会)

そ の他1,900(推 定)

輸 入3.160(〃)'

合 計13,040

② 今 後 の動 向

① 韓国,台 湾 等 の東 南 ア ジア諸 国 の大 型産 地 化 は 更 に進 む傾 向 に ある。

② 大手 メ ーカ ーに よる寡 占化 は 更 に大 き くな る。

③ 大 型 チ ェ ー ン専 門店 の成 長 で商 品 の フ ァ ・シ ョン化傾 向 は,さ らに 周

くな る。

4)被 服(作 業服,事 務 服,制 服)業 界

(1)市 場 規 模(昭 和49年)

① 作 業 服448億 円

② 事 務 服51億 円

③ 制 服35億 円
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(2)今 後 の動 向

① 作業 服,制 服 に も紳 士服,婦 人 服 フ ァ ッシ ョン要素 を多 く取 り入 れ ら

れ 多様 化 傾 向 が進 ん でい る。

② 作 業 服,制 服 メ ーカ ーは ス ラ ・クス や ス ポ ーツ ウェア 一等 附 加価 値 の

高 い商 品 の取 扱 い ウ ェイ トを強 め て き てい る。

●

◆

4.1.2業 務 分 析

紳 士服 モ デ ル企業1社,布 鳥協 力企 業1社,被 服協 力 企業1社,婦 人 服協 力

企 業2社 に つい て面 接調 査,伝 票 帳 票 類 の収 集 ・分 類等 を中 心 に業 務 分 析 を行

っ たo

本 節 と して は各 モ デ ル企業,協 力 企業 の各 々 の分析 結果 を比 較 し総 合 して 企

業 レベ ル の特 質 を 超 え た業 種 業 界 レベ ル に お け る相 違 点,類 似 点 に つ い て概 略

を ま と めて お きた い。

ま ず,各 業 種 の業 務 上 の性 格 を規 定 して い る要 因 と して次 の よ うな点 が考 え

られ る。

1)商 品 の特 性

2)各 業 種 の外部 環 境(特 に得 意先 との関係)

こ こで は これ ら二 つ の面 か ら眺 め て い きた い。

まず 第 一 に,扱 い 商 品 の性 格 とい う点 は も っ と も重 要 な規 定要 因 で あ り,企

画 ・生 産 ・販 売 等 あ らゆ る業 務 に関連 して い る。

紳 士服 は フ ァ ・シ ョン性 が 相 対 的 に低 く,基 本 的 な ス タイル等 に変 化 が 少 な

く,ま た 品質 が概 して高 級 で あ る な どの特 徴 を有 し,そ の為 原反 生 産 や製 造 に

長 期 間 を 要 す る。 そ して企 業 か ら販 売 に至 る サ イクル が長 くな って い る。 そ の

他 の業 種 は そ れ程 で もないが,婦 人 服 で は デ ザ イ ン開発 に時 間 を多 く費す もの の

の,概 して プ ロダ ク トサ イ クの短 い 多 品種 少 量 生 産 体 制が浸 透 して い る。 数 次

の原 反 発 注,展 示 会 の 開催 回数 が 多 い こ と,多 様 なブ ラン ド展 開,事 業 部 制 の

採 用 な どはそ の表 われ で あ る とい え よ う。
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そ れ に比 べ る と布 吊,被 服 は な お少 品 種大 量 生 産 的 な形 態 に近 い。 布 吊は近

年 フ ァ ・シ ョン性 を増 して い るが,色 柄 の変 化 が 中心 で あ り生地 手 配 ・製 造面

で の制 約性 が少 な い。 被 服 は季 節 商 品 と して の性 格 も乏 し く備 蓄 性 差 が可能 と

な って い る。

次 に外 部 環 境 の問 題 と して,紳 士服 の場合 特 に得 意 先 に よって取 引 形 態,受

注 形 態 が違 っ て く る とい う事 情 が顕 著 で ある。 そ の た め取 引形 態 別,得 意 先 別

地 域 別 に販 売業 務 を区 分 して お り,ま た コン ピ ュ ータ利 用 に よ る商 品 管 理部 門

の 統 括 機能 の ウエ ー トが高 くな っ て い るのが 注 目 され る。 ま た,得 意 先 との提

携 や ス トア ブ ラ ン ドの展 開 な どが一般 的 で あ る。

婦 人 服,布 吊 もま たそ の よ うな傾 向 は あ るが,相 対 的 に メ ーカ ーの発 言 力は

高 くな っ てい る。 そ れ は消 費 者 の動 向 に迅 速 に対 応 した 企画 一 生産 展 開 を可 能

と して きたか らで あ ろ う。 こ こで は品 種 別 ブ ラ ン ド別 の 部門 区 分 が み られ る。

ま た商 品 管理 業 務 の手 順 が 比 較 的 に簡 素 な 場 合 が 多 い よ うで あ る。

被 服 の場 合 は得 意 先 の大 半 を問 屋 と して い るた め そ の面 で の制 約 は少 ない。

む しろ生 地 メ ーカ ーか ら企 画 面等 で の協 力 を得 る例 が 多 くな って い る。

以 上 の よ うな各 業 種 の条 件 の違 いや特 色 を各 モ デ ル 企業,協 力 企業 の業務 分

析 に即 した形 で比 較 で き る よ うに一 覧表 に した ものが 次 に掲 げ る業 務 分析 結果

一 覧表 で あ る。

鳥

イ

●

ψ
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表4・1-1モ デ ル.協 力 企 業 分 析 結 果 一 覧 表

` 商 品 企 画 受 注 生 産 商 品 管 理 販 売

基本 璽が 固定 してい るため,色, 専門店 向けに展示会 を開 き 自社工場 の比率 が高 い。 商 品 セ ン タ ー を もつ 。 百貨店 との取 引が多い。

柄.'素 材 の選 定が主力 となる。
ノ

シ ーズン より半年前 に一定量 (6割 う

一般 的に ウール生 地 を主体 とした の受注 をすます。 原反発注段階で生産数量の コ ン ピ ュ ー タに よる商 品 管 得意先 別に担当部課 を分けて

紳
高 級な生地が多い。 (確 定受注') 大枠 は決 まる。 理 。 い るo

士ll,、

1 原反コス トが高 く.原 反生産期間 百 貨店等に対 しては大枠 の 商品在庫 の把握が複雑 であ

1服
が 長 い。 品 目,数 量で受注 する。 加工水準が高度で工程数が り,独 立 した商品管理部門 を 取 引形 態が 多様 なた め売上の

モ 多品種少量生産のた め原反発注 口 (見 込 受注) 多いため,生 産期間は長い。 も つ。 発 生の把 握が複雑で あるo

デ プ トが小 さいので生産期間中の追加 そ の他に シーズン中の販 売 (買 取,委 託,消 化)

ル 発注 は困難であ る。 分 が ある。(内 部受注)

企
一 年前か ら一年半前 に企画に着手 展示 会の受注状況 に よって

1業 し受注 をとる前に生 産計画をたて原 生 産計 画 を調整す る。

! 反 確保 を行 う。

オ リ ジナ ル グ ラ ン ド より,ス トア
▼

ブ ラ ン ドの ウ ェ ー トが 高 いo

基本 型が固定 してい るが,サ イズ 展示 会に よる受注 は しない。 グル ープ内の生産事業部へ グ ル ー プ内 に物 流 セ ン タ ー 100%量 販 店 との 取 引。

は 多様。 の発注。 を持 つ為.商 品管理用 の独立 買取 の ウ ェ ー トが 高 い 。

布
無地物 は,マ ス見本 による生地 の 全 て シーズ ン中 の受注 で あ 100φ の見込 み生 産 した部 課 をもたない。

鳥
選 定。 るo コ ン ピ ュ ータ に よる 管 理。

協 柄物 は,デ ザ インを開発 し,生 地 生産期 間は非常に短い。

力 を特注す る。

企 生地手 当 に要す る期間は短い。 加工 水準が あま り高 くな く,

業 (3・ ヵ 月) 工程 は複雑 で左い。

企画着手 は1年 か ら半年前 と比較

…
1__ 的遅い。 ・
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モ デ ル.協 力 企 業 分 析 結 果 一 覧 表

商 品 企 画 受 注 生 産 商 品 管 理 販,売

100φ オ リ ジナ ル デ ザ イ ンを 目 展示会 φ開催 回数 が多い。 専属工場に よる分散生産の ウ A社 専門店 との取 引が主

ざ し てい る。 (6回 、 エ ー トが 非 常 に 高 い 。 商 品 セ ン タ ーは あ るが,小 規 A社

婦
企画開発に最 も力 を入れてい る。 展示会 の受注 状況に よって 加工水準はそれ程高 くな く, 模 で.独 立 した商品 管理部門は 事業部 制は とっていない。

人

服
ブラン ド別 に企画 を分担 させ,多 生産数量 を調 整 し,再 度原反 工程 数 もそれ程 多 くない。

な いo

コ ン ピ ュ ー タ管 理 を 行 なっ て

ブラン ドの数 は少 ない。

様 な品 目展開 をはかってい る。 を発注す る場合 が あるo 生産期間は短 い。 B社1
協 い る。

力 原材料 の種類 が多い。 展示会 に よる受注 のウ ェー B社i
品 種,グ レ ー ド別 に5つ の事

企 原反生産期間 は短い。 トは 大 きい。 商品 センタ ーは もって いなW 業 制 を とって● り各 々企画,生

業 原 反発注 は一度 だけではない。 ' 入出庫は 販売 との直結 して 拾 産.販 売を独 自に行 う。

(イ ㌔ シ ャ ル発 注 リ ピ ー ト発 注)
り独立 した商 品管 理部門は ない。 ブ ラ ン ド数 は 多 い 。

1
コ ン ピュ ータ管 理 を 行 な っΦ る。

戸

↑
1….

一 つのデザ インは三年程変 化 し左 展示会 に ょる受注 はない。 年間計画に も とつ く備蓄生 地域 の同業者 と共同配送 セン 卸 問屋を主 な得意先 とす る。

i
いo

一般には商 品カ タログに ょ 産 で あ る。 シ ーズ ン単 位 の生 ターを設置 し共同利用 している。 (8割)

|

1
品種は多 くない,部 品仕様に よっ って随時注文 を受 け るが,大 産 計画は 老い。 コ'ン ピ ュ ー タ管 理 を行 な って 最 終消費者(着 用者)と の距

被 て変 化をつけ る。 企業の制服等の特別注文を受 生産期間 は短 い。 い るo

一

離が 大 きい。
'

服
財団法 人NUCetcの 外部 団体 に け る場合 もある。 注文に対する不足分は追加

デザ イン開発,縫 製研究 を委託する 生産 を行な うことが可能。

協
場 合が ある。 自社工場 の比率が高い。

力
素材 メーカーとの共同企画 を行 う

企
ζとが多い。

業 化合繊,綿 等 を主体 とした生地で

あ る為,原 反 コ ス トは低 い。

原反手 当は生産開始 の3ケ 月か ら

6ケ 月 前 で あ る。
1 」

「

ゼ 宙 占、 ρ

一
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4.2シ ステ ム 基 本 設 計 の 概 要

4.2.1入 出 力 情 報 の 分 析

紳 士服 モ デ ル 企業,布 畠 協 力企 業 に関 して業 務 分 析 結果 判 明 した伝 票 類(情

報 媒 体)の 種 類,業 務 の流 れ の概 要 か ら,業 務 機 能間 にお け る情報 の流 れ,機

能,構 成 等 を明 らか にす る。

(1)情 報 ア イテ ム分 析

主 要 業務 に使 われ る主 な 伝 票 類 を抽 出 し,そ こに含 ま れて い る情 報 項 目

(ア イテ ム)を 調 査 す る。

横 軸 に 情報 媒 体(伝 票 類),縦 軸 に情 報 アイテ ムを とり,あ る情 報 媒 体 に

含 まれ て い れ ば チ ェ ック す る。 同時 に 全伝 票 間 で どの くらい の割 合 で含 まれ

て い るか を頻 度算 出 し,ラ ンクづ け した。

＼ 、

情 報 媒 体 頻度

情

報

ア

イ

テ

ム

▽ ▽V▽VV、
V>VV

〉 ▽V

V

|

1ラ ンクa
三

.}ラ ン クb

て ラ ン クc

」

'

十

これ に よっ てい か な る伝 票 類 が用 い られ てい るか,そ の中 に どの よ うな情 報

を含 ん で い るか につ い て把 握 す る こ とが で きた。 ま た頻 度順 に整 理 す る こ とに

よっ て,ど の情 報 ア イテ ム の共 用性 が 高 く,常 時使 われ てい る の か等 が判 明 し

た。 共 用性 の 高 い情報 ア イテ ムは,入 出 力情 報 の処 理 仕様 を検 討 す る際 基 本 的

な部 分 と して抽 出す る こ とに な る。

(2)部 門 間 情報 フ ロ ー分 析

現 行 の業 務 を機 能 別 に い くつ か の部 門 に区分 した の ち,そ の機 能 と してみ

た 部 門 間 を情 報 媒 体 で あ る伝 票類 が どの よ うに流 通 し,ど の よ うな形 で相互

に関連 し合 っ て い るか が わ かる。
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そ れ に は あ る情 報 媒 体 が ど こで つ くられ,ど こに運 ば れ て,参 照 され るか

とい う入 力 ・参 照 関 係 を軸 に して考 察 してみ た。

横 軸 に入 力部 門,縦 軸 に出 力部 門 を と り,個 別 的 な入 出 力 関係,参 照 関係

を矢 印 で示 す。

出力

入 力
部 門

匡

日
」立日日1

入 力

伝票 〉

参

<

Ψ 照

伝票

A

〉

<
■

v

木
〉

<

この よ うな分 析 の結 果,ど の伝 票 が どの部 門 で発 生 し,ど の部 門 へ伝 達 され

るか とい った関 連 を 明 らか にす る こ とが で きた。

㈲ 情 報 機 能 分 析

次 に 各情 報 ア イテ ム につ いて そ の部 門間 流 通 の し くみ を把 握 してみ る。

そ れ には,部 門 間情 報 フ ロ ー分 析 に よって得 られ た伝 票 類 の流 れ を基 礎 に

して 情報 ア イテ ムの 部 門間 に お け る入 力参 照 とい った面 か ら分 析 して いけば

よい。 しか し,よ り詳 細 に検 討 してみ る と,情 報 媒 体 で あ る伝票 類 とは別 に

独 自 の機能 を有 して い る こ とがわ か る。 例 え ば,同 じ伝 票 に記 載 さ れ てい る

情報 ア イテ ムで も伝達 先 の部 門 で実 際 に あ る業 務 の遂 行 上 必要 デ ータ と して

利 用 参 照 され る も の と,特 に利 用 さ れ ない場 合 とが 考 え られ る。 そ の よ うな

一16一

●

'



夢

'

点 を考 慮 しつ つ,入 出 力 関連 マ ップ を作 成 して いか ね ばな らない。

横 軸 に部 門,縦 軸 に情 報 アイテ ム を と り,各 項 目 ご とに,入 力(1),参 照(R)

流通(D)¢)記 号 を用 い て 利 用 の され 方 ・機 能 を考 察 で きる よ うにす る。

＼ 部 門

情

報
'ア

イ

テ

ム

ー9一

1 IR IR D

1 1 R

1 1 R 1 R D

R 1 R D

こ の よ うに して どの よ うな情報 が 入 出 力 さ れ,ど の よ うな処 理 を受 け る か

が わ か り,現 実 の業 務 処 理 の た め に用 い られ る諸 情 報 の構 成,相 互 関連 を理

解 す る上 で の資料 とす る こ とが で き る。

(4)情 報 フ ロー分 析

部 門 情報 フ ロ ー分 析,各 情報 ア イテ ム の機 能 分 析 を踏 まえ,諸 情 報 が どの

よ うに構 成 され て い るか,そ れ に よっ て各 管 理 業 務 は どの ように関 連 し合 っ

てい るか を調 べ る。 これ に よ り情 報 の流 れ の面 か らみ た現 行流 通 販 売 シス テ

ムの枠 組 を構 想 す る と とが で き る。

各 個 別 情 報 は あ る特 定 の組 み合 せ を もつ こ とで初 めて現 実 の業 務 処 理 に有

用 な デ ータ とな るが,そ の よ うな あ るま とま りを なす デ ー タ群 を次 の よ うに

設 定 した。

○受 注 デ ータ

o生 産 指 図 デ ー タ

○入 荷 デ ータ

○ 返 品 デ ータ

○出荷 デ ータ

o移 動 デ ータ

ー17一



o売 上 デ ータ

○入 金 デ ータ

流通 販 売 シス テ ム にお け る受 注 管 理,売 上 管 理,在 庫 管 理 の諸 業 務 の処 理

に は これ らの デ ータが入 出 力 情報 と して利 用 され る。

紳 士服 モ デ ル企 業,布 吊協 力 企業 に つ い て これ ま で の分析 結果 を も とに以

上 の よ うな視 点 か ら業 務 処 理 と,入 出 力情 報 との関 連 を図示 した のが情 報 フ

ロ ー概 念 図 で あ る。 例 え ば紳 士服 モ デ ル 企業 の場 合,受 注管 理 に は 受注 デ ー

タ,生 産 指図 デ ー タ,そ れ に在庫 管 理 で 処理 され た デ ータが必 要 で あ り,ま

た 在庫 管 理 に は 出荷 デ ータ,入 荷 デ ータ等 の情 報 を必 要 とす る とい う ような

関係 を読 み とる こ とが で き る。

次 に各 デ ー タの具 体 的 な構 成情 報 ア イテ ムにつ い ては これ まで の分 析 に よ

っ て得 られ た結 果 か ら,整 理 修 正 を加 え た後 デ ータ ご とに列挙 して み た。 総

論 では一 例 と して紳 士服 モ デ ル 企業 にお け る受 注 デ ータ のみ を掲 げ た。

樽

●

■
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表4-2-1処 理 区 分 別 入 力 情 報 一 覧 表(例 紳 士服 受注 デ ータ)

受注管 理

受 注 デ ー タ

σ 情 報 ア イテ ム 頻 度 入 力 部 門 参 照 部 門

受 注 年 月 日 5% 受 注 生産手配,生 産

', 品 名 95 〃 〃

受 注 数 量 5 〃 〃

得 意 先 名 42 〃 〃

体 型 サ イズ明細' 37 〃 〃

年 度 21 〃 〃

⑧ 季 節 21 〃 〃

納 入 単 価 42 〃 〃

小 売 単 価 47 〃 〃

商 品 納 期 11 〃 〃

マ ー ・ ク 11 〃 〃

ス タ イ ル 11 〃 〃

決 済 条 件 11 〃 〃

担 当 者 11 〃 〃

生産指図 デ ータ

生 産指図年 月 日 5% 生 産 手 配 生 産
へ

品 名 95 〃 〃

■ 製 品 マ ー ク 63 〃 〃

体 型サ イズ明細 37 〃 〃

年 度 21 〃 〃

⑨

⑧ 工 場 名 16 〃 〃

加 工 区 分 11 " 〃

生 産指図数 量 5 〃
〃

部 課 5 〃 "

製 品整理番 号 5 〃
〃

製 品 納 期 16 〃
〃

←21一



4.2.2情 報 処 理 の 概 要

紳 士服 と施 用 につ い て 分 析 を進 め て きた結果,処 理 が複 雑 とな っ てい る のは

紳 士服 で ある と判 明 し,紳 士服 を中心 に 作 成 して ゆ くこ とで十 分 布 畠 は カバ ー

す る こ とが で き る こ と も明 らか とな った。

紳 士服 を 中心 に販 売 在庫 管 理 の ため の情 報 処 理 の概 要 を図 示 した ものが図4.

2-8で あ る。 この図 で示 す とお り,大 き く3つ の部 分 にわ け る こ とが で き る。

寸 ず,受 注 の段 階 で あ り,一 般 に 受注 会 な どに よっ て確 定 す る受 注,百 貨 店 な

ど の よ うに あ る程度 メ ドの立 って い る見込 的 な受 注,そ して,営 業 部 内 の調 整

分 と して の内 部 で の受 注 な どに区 別 され る。 つ ぎに,生 産 され た 後,入 出荷 さ

れ た り返 品 され た りす る商 品 在庫 の 段 階,そ して,具 体 的 な売 上 の段 階 で あ り

そ の形 態 には 買取b,委 託,消 化 の3つ が あ る。 この よ うな3つ の段 階 に お け

る そ れぞ れ の処 理 の違 い が,商 品 在庫 の管 理 を複 雑 に して い る。 す なわ ち,在

庫 管理 が 商 品在 庫 管 理 と内部 移 動 管 理 の2つ に わか れ る。 い わ ゆ る一 般的 な在

庫 の と らえ方 で あ る ・入 庫 ・・"出 庫 ・に 加 え て部 門 間移 動 と して の ・振渡 し ・

・・振 戻 し ・・そ して百 貨 店 取 引 きで生 じる ・持 出 し ・"持 帰 り ・とい う商品 の 出

入 れ の概 念 が生 じ る。

この た め,情 報 処 理 の 内容 は 商 品 の在 庫 管 理 を中心 と して 受 注 の把 握,出 荷

手 当,消 し込 み,な どの受 注 管 理 鉛 よび売 上 の把 握,請 求 書 の 発 行,売 掛 金 決

済 な どの売上 管 理 の3つ の 管理 を行 な う。

これ らの内 容(入 力 情 報,出 力情 報,処 理概 要)に つ い て は 各論3-5で 述

べ て あるの で参 照 され た い。
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4.5シ ス テ ム詳 細 設 計 の概 要

4.3.1デ ー タベ ース の設 計

デ ー タベ ース の設 計 に あた っ て は,そ の中 心 を ブァッション情 報 の核 とな る製

品 プロスィール情 報 を基 礎 と した商 品 マス タ ーフ ァ イル と した。 す な わ ち,シ ス

テ ムの展 開 を考 え た場 合,単 品 管 理 シス テ ム の設 計 思想 に あ る よ うな単品 コ ー

ドを設 定 した。

短縮 コ ー ド化

　 (∵:1‖ξ㌧ 熟
㌔:籔

この短縮 コ ー ドに よっ てデ ィス ク フ ァイ ルへ の ダ イ.レク トァ ク セス が可能 と

な る。 この よ うな単 品%の 構 成 と同様 の フ ァ イル構 成 にす る こ とに よって,随

時 分 離処 理,統 合 処 理 が可 能 とな る。 具 体 的 に他 の シス テ ム との イ ン タ ーフ ェ

イス が 図れ るた め の フ ァイル構 成 と して商 品 マ ス タ ーを商 品 仕 様 マ ス タ ー,製

品 仕 様 マ ス タ ー,製 造 仕様 マ ス タ ーの三 部 構 成 と した。 す なわ ち・図4・3-1に 示

す よ うに,単 品%で アク セス され る商 品 マ ス タ ーをそ れ ぞ れ の独 立 した仕 様 マ

ス タ ー と して活 用 す る こ とが可 能 で ある。

まず,商 品%が ア ク セス キ ー とな って い る商 品仕 様 マ ス タ ーは ・ 品名,季 節

年 度,ブ ラン ド,原 価,上 代 価 格 な どの デ ータが格 納 さ れ て お り,得 意 先 マ ス

タ ー との処 理 で"売 上 管 理 ・・が 可 能 とな る。

原 反%が アク セ ス キ ー とな っ て い る製品 仕 様 マ ス タ ーは,色,柄,素 材,原

反 価格,仕 入先 な どのデ ータが 格 納 され て お り,発 注 マ ス タ ー との処 理 で ・原

反管 理 ・・が可 能 と な る。

シル エ ッ ト%が ア ク セス キ ー とな って い る製造 仕 様 マス タ ーは,ス タイ ル,

サ イ ズ,加 工 仕 様,工 賃,標 準 時 間 な どのデ ー タが格 納 され て お り・生 産 ス ケ

ジ ュ ール マ ス タ ー との処 理 で ・生 産 管 理 ・・が可 能 とな る。

さ らに,こ れ らの各仕 様 マス タ ー間 の情報 のや り と りは,単 品孤 を介 して行
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なわ れ る。

こ の よ うに本 シス テ ムに お け るデ ータベ ー スは,他 の シス テ ムへ の展 開 が容

易 に行 なえ る ような構 成 に な っ てい るが,販 売在 庫管 理 シス テ ム のみ に使用 す

る場 合 は もっ と簡 便 な方法 が 考 え られ る。

す な わ ち,「 単 品%に よっ て ダ イ レク トア ク セスさ れ る商 品 マ ス ターが 即 商

品%,原 反%,シ ル エ ッ ト%を 内 包 した 商 品 仕 様 マ ス タ ー と な る 方 法 で あ

る。 」 この方法 だ とデ ィス ク の内容 も少 な くて済 み将 来,他 の シス テ ム

へ 拡 張 す る場 合 には,そ れぞ れ,製 品仕 様 マ ス タ ー,製 造仕 様 マ ス タ ーを作 成

す れ ば よい こ とに な る ので容 易 に行 なえ る。 ま た,そ の場合 は デ ータベ ース と

し て大容 量 のデ ィス ク を使 用 し,こ のデ ィス ク を中心 と した情報 シス テ ムが形

成 され る こ とに な る。

4.3.2コ ンピ ュー タ処 理 の 概 要

シス テ ム導 入 企業 の規 模 と コス トパLフ ォマッ スの面 か ら具 体 的 な処 理 シス テ

ム と して マ イク ロ コン ピ ュ ー タ を複 数 台 組 み合 せ た ネ ッ トワ ーク シス テ ム と し

た。 この ネ ッ トワ ーク形態 に よる処 理 を図 示 した ものが 図4・3・-2で あ る。 この

図 に示 す よ うに ハ イ レベ ル の マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ータ をホス トコ ン ピュ ー タ とし

て,ロ ーレベ ル の マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タをサ テ ライ トコ ン ピ ュ ー タ と した ネ ッ

トワ ーク シス テ ムで あ る。

す なわ ち,ロ ー レベ ル で の処 理,ハ イ レベ ル で の処 理,上 位 コ ン ピ ュ ータ で

の処 理 と3段 階 の処 理 が あ り,ロ ー レベ ル に も,受 注処 理 を専 門 に 行 な うサ テ

ラ イ トコ ン ピ ュ ータ と商 品 在 庫 管 理 を専 門 に行 な うサ テ ラ イ トコ ン ピュ ータの

2っ が あ る。 いず れ に して も,ロ ーレ・ベ ル で は,第1の 機 能 が デ ータ ・エ ン ト

リー機 能 で あ り,次 い で問合 せ機 能,日 報 出 力機能 等 が あ る。

ハ イ レベ ル で は,集 計期 間 ご との諸 管 理表 お よび請 求 書 を 出力 す る。 上 位 の

コ ン ピュ ータで は,こ れ らの諸 デ ー タ を年 間処 理 で あ る とか,統 計 処 理 で あ る

とか,さ らには,経 理 ・財 務 な どの他 シス テ ム の入 力 デ ータ と して活 用 す る こ

と が で き る。
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4.5.5マ イ ク ロコ ン ピュ ー タシ ス テム の 概 要

本 シ ス テ ム で 使 用 す る マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ は,ネ ッ ト ワ ー ク ・シ ス テ ム と

し て の ホ ス トコ ン ピ ュ ータ,サ テ ラ イ トコ ン ピ ュ ー タ の2種 類 に 区 分 さ れ る。

ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ と して の ハ イ レ ベ ル マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ,サ テ ラ イ ト

コ ン ピ ュ ー タ と して の ロ ー レ ベ ル マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タが あ り,双 方 の コ ン ピ

ュ ー タ の 違 い は メ モ リ ー容 量 の大 き さ,周 辺 機 器 の 相 違 で あ り,処 理 内 容 の 相

違 で あ る。 こ れ らを構 成 す る ハ ー ド ウ ェ ア,ソ フ ト ウ ェ ア に つ い て 以 下 述 べ る。

1)ハ ー ド ウ ェ ア の 構 成

ハ ー ド ウ ェ ア は 大 き く分 け て,中 央 処 理 部,周 辺 機 器 部 の2種 類 が あ る。

ま ず,中 央 処 理 部 と して は,マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ を 中 核 とす る マ イ ク ロ コ ン

ピ ュ ー タ本 体 で あ る。'こ れ に シ ス テ ム ・コ ン ソ ール,メ モ リ ー,補 助 記 憶 が

付 加 さ れ る。 シ ス テ ム ・コ ン ソ ール は,プ ロ グ ラ ム の走 行 状 態 を 制 御,監 視

す る た め に 必 要 な表 示 装 置,ス ィ ツチ 等 が 装 備 さ れ て お り,通 常 状 態 に お け

る プ ロ グ ラ ム 走 行 状 態 の監 視 や 電 源 異 常 時 の 自動 復 帰 制 御,プ ロ グ ラ ム 異 常

処 理 の デ バ ック が 行 え る。 メ モ リに は 読 出 しだ け の メモ リ ーで あ る。PROM

(PrograrnableReadOnlyMemory),ROM(Read(}11yrrerrlory)読 出

し.書 込 み 月 間 の メ モ リ ーで あ るRAM(RandomAccessMemory)等 の

ICメ モ リや コ ア メ モ リが あ る。PROMとRAMに よ る メ モ リは 処 理 の標 準

化 が 可 能 な シ ス テ ム に 適 用 さ れ,処 理 の 変 更 が 多 い シ ス テ ム で は コ ァ を適 用

し て コ ス トパ ー フォ マ ン ス の 向 上 を図 る 。 補 助 記 憶 は,主 と して デ ー タ量 が

非 常 に 多 い 場 合,多 くの 異 な っ た処 理 を 行 な う場 合 に 用 い る が,本 シ ス テ ム

で は簡 便 で 安 価 左 フ ィ ロ ッ ピ ーデ ィス ク 装 置 と磁 気 デ ィ ス ク装 置 を 利 用 す る。

次 に,周 辺 装 置 と して は,キ ーボ ー ドデ ィ ス プ レ イ,ミ ニ プ リ ン タ,プ リ

ン タ,そ して 必 要 で あ れ ば デ ー タ フ ァ イ ル と し て の 磁 気 テ ー プ を 用 い る。

と れ らの ハ ー ド ウ ェ ア に つ い て,ロ ー レ ベ ル,ハ イ レ ベ ル 別 に ハ ー ド ウ ェ

ア の 構 成 を 図 示 し た の が 図4・3-3で あ る 。
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2)ソ フ トウ ェ ア の構 成

ソ フ トウ ェ ア は 大 き く分 け て,マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ シス テ ム を効 率 よ く

機 能 さ せ る シ ス テ ム プ ・ グ ラ ム とそ の コ ン ト ロ ール の 下 で機 能 す る処 理 プ ロ

グ ラ ム の2種 類 が あ る。 ま ず,シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム と して は,マ イ ク ロ コ ン

ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム を具 体 的 に管 理 ・制 御 す る 諸 ブ ・ グ ラ ム を駆 動 さ せ る た

め の 呼 び 込 み 役 を果 す ブ ー トス ト ラ ップ ロ ー ダ,シ ス テ ム 全 体 を コ ン ト・ 一

ロ ー ル す る モ ニ タ,OS(オ ペ レ ーテ ィ ン グ ・シ ス テ ム)コ ン ピ ュ ー タ間 の

通 信 を 制 御 す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン コ ン トロ ー ラ,直 接 に シ ス テ ム 全 体 の 状

態 の 監 視,指 令 を果 す る コ ン ソ ー ル ・コ ン ト ロ ー ラ,情 報 の入 出 力 お よび プ

ロ グ ラ ム の 編 集 機 能 を 果 す エ デ ィ タ,デ ー タ,フ ァ イ ル の ア ク セ ス,メ イ ン

テ ナ ン ス 等 の 管 理,制 御 を 行 な うフ ァ イ ル ・マ ネ ジ メ ン トが あ る。

次 に,処 理 プ ロ グ ラ ム と し て は,コ ー ド変 換,入 力 情 報 の編 集 な ど情 報 入

力 サ ポ ー ト機 能 を果 す フ ォ ー マ ・ トサ ー ビス プ ロ グ ラ ム,具 体 的 な処 理 を 行

な い,要 求 さ れ る情 報 を 出 力 す る。 売 上 管 理 プ ロ グ ラ ム,受 注 管 理 プ ロ グ ラ 畠

ム,在 庫 管 理 プ ロ グ ラ ム が あ り,そ の他,受 注 状 況,在 庫 状 況 な ど の 日常 の .

問 合 せ 機 能 を 果 す 問 合 せ 処 理 プ ・ グ ラ ム が あ る。 これ ら の ソ フ トウ ェ ア を 図

に ま と め た の が 図4・3-4で あ る。
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ブ ー ト ス ト ラ ッ プ ロ ー ダ

モ ニ タ,OS

コ ミ ュ ケ ー シ ョ ン コ ン ト ロ ー ラ

コ ン ツ ー ル コ ン ト ロ ー ラ

エ デ イ タ

フ ァ イ ル ・ マ ネ ジ メ ン ト

フ ォ ー マ ッ ト サ ー ビ ス プ ロ グ ラ ム

売上管理プ・グ・ムー 曝 表

難 管理ブ・グ・ムー[暑 ㌧

権 醜 プ・グ・ム ー[羅 妻

問合 せ 処 理 プ ログ ラ右

図4・3-4Lマ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 用 ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 図

4.4本 シ ス テム の拡 張 と 展 開

4.4.1他 シ ス テム と の 関 連

本 調 査研 究 に お け る シス テ ムの基本 的 な設計 思 想は,製 品 プ ロ フ ィ ール情報

を中心 と した シス テ ム設 計 で あ り,そ の た め に商 品 マ ス タ ー中心 の処 理 を基 礎

と した販 売 在 庫 管 理 シス テ 与 を設計 した もので あ る。
,/

この こ とは,こ れ ま で の調 査 研 究 の結 果 か ら,フ ァ ッシ ョ ン情 報 シス テ ム の

基 盤 と な る情 報 と して製 品 プ ロフ ィ ール情報 を抽 出 し,そ の把 握 を 目的 と した

単 品管 理 シス テ ムの設 計 思 想 を基礎 とす る シス テ ム の形 成 が 必 要 で あ る との結

論 を背 景 と した シス テ ムで あ る とい うこ とに よる。 この た め,他 の シス テ ム と

の 関連 を商 品 マ ス タ ーとの 関 連 を中心 にす る こ とに よ り トータル シス テ ム との

位 置づ け も明 確 とな り,調 査 研究 の 目的 に沿 うこ とに もな る。 この よ うな考 え

方 に基 づい て他 シス テ ム と の関 連 を図 示 した もの が図4・4-1で あ る。

・一一31一

＼



● ● 、

ヨ

ー司

≡
/

ぼ
L

/

一

⑳
熱
当

/農
遮 ジ㌶ ご『

一/
/＼ ＼で滞

　
＼ ノ/

工程マスター

・(' ン〉＼
__./

顧 客 マスター

＼_-i

＼
、

＼

鞠
⑳
⑳

一

膳
一

/
⑳、

図4・4-1商 品 マ ス タ ー を 中 心 と した シ ス テ ム 関 連 図

ー

N

め

ー



ε

Φ

●

'

この図が 示 す よ うに,商 品 マス タ ーを 中心 として,得 意 先 マス タ ー,工 程 マ

ス タ ー,顧 客 マス タ ーのそ れ ぞ れ のマス タ ーと の処 理 に よっ て,販 売 管 理,生

産管 理,顧 客 情報 管 理,さ らには,在 庫 管 理,技 術 情 報 管 理 が 行 なわ れ,商 品

企 画 の た め の フ ァ ッシ ョン ラ イ フ情 報,フ ァシ ョン ミ ツク ス情報 が 提 供 され る

こ とに な る。

4.4.2知 識 集 約 化 グ ル ープ との 関連

知 識 集 約 化 グル ープ で の大 きな機能 は,商 品 を企画 で き る機能,そ の商 品 を

生 産す る機 能,そ して そ の商 品 を 自か らが販 売 す る機 能 で あ るこ とか ら,そ れ

らの機 能 をサ ポ ー トす る情 報 シス テ ムが必 要 とな る。 す な わ ち,商 品 企画 の能

力 を高 め るシス テ ム の形 成,多 品 種 少量 生 産 を効 率 的 に 円滑 に行 うた めの サ ポ

ー トシス テ ム の形 成 ,そ して,販 売 お よび在 庫 を単 品 レベ ル で把 握 で き るシス

テ ムの形 成 を狙 った フ ァ ツシ ・ン情報 シス テ ム の実 現 を図 る こ とが 必要 とな る。

具 体的 に は図4・4-2で 示 す よ うに,情 報 セ ンタ ーを中心 と して消 費 者 ニ ーズ,

販 売活 動,生 産 活 動 を統 一 的 に把 握 し,そ れ ぞ れ の情 報 を有 機 的 に結合 す る情

報 シス テ ム の形 成 が 必 要 とな る。

この図 に余 す よ うに,情 報 セ ン タ ーを中 心 と した情 報 シス テ ムは フ ァ ッシ ョ

ン 情報 管 理 シス テ ム,多 品 種 少 量 生 産管 理 シス テ ム,販 売在 庫 管 理 シス テ ムの

3つ の大 きな シス テ ムか ら構 成 さ れ て お り,各 々が情 報 セ ン タ ーのデ ータベ ー

ス に よって 結合 さ れ て い るわ けで あ るが,各 シス テム で そ の情 報 の と らえ方 が

異 なって い る。 す なわ ち,生 産 に おい ては,ど の よ うに製 造 す るか とい うこ と

が 第 一 義 とな る ため非 常 に詳 細 な製品 の情 報 が必 要 とな る製 品 イ メ ージの強 い

情 報 群 で あ り,販 売 に お い て は,消 費者 の感 覚 に ど う訴 え るの か とい う ことが

第 一 義 とな るた め,色,柄,素 材,ス タイ ル とい った要 素 の組 み合 せ か ら くる

商 品 イ メ ージの 強 い 情報 群 で あ り,こ れ らの イ メ ー ジ を技 術 面,採 算 面 か ら考

慮 して 製 品 開 発 を 行 な っ て い るのが商 品企 画 で あ る。

この よ うな情 報 の と らえ方 の相異 か ら生 産 では 製造 仕 様,販 売 で は商 品仕 様

一33一



商 品企画 では 製 品仕 様 とそ れ ぞ れ重 要 とな る仕 様 が あ り,デ ー タベ ース におけ

る商 品 マ ス タ ーの サ ブマ ス タ ー とも関連 して く る。 これ らの仕 様 を中 心 に して

商 品企 画 では;ど の よ うな衣 料 品 を揃 え るか とい った ・品揃 え の設 定 ・どの よ.

うな価 格 帯 とす るか とい っ た"プ ラ イス ゾ ーンの設 定 ・これ らの設 定 され た衣

料 品 を どれ だけ の量 とす る のか とい っ た ・ボ リュ ーム ゾ ーン の設 定 ・を行 な う。

生 産 では,期 間 内 の生 産数 量 を決 め る ・生 産 ボ リュ ーム の決 定 ・をは じめ と し

て,・ 生 産 ス ケ ジュ ール の決 定 ・,・ 生 産価格 の決 定 ・な ど を行 な う。 そ して

販 売 では,期 間内 の販 売数 量 を見込 む"販 売 ボ リュ ー ムの決 定 ・をは じめ と し

て,・ 販売 ス ケ ジ ュ ール の決 定 ㍉"販 売価 格 の決 定 ・な どを行 な う。 この よ

うにそ れぞ れ の機能 で種 々 の決 定 を行 な うため の必 要 な情 報 を提 供 す る な どの

リポー トを行 な うのが,先 に述 べ た3っ のッ ス テ ム で あ る。
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5今 後 の 課 題

本 調 査 研 究 は,繊 維 産業 を消 費者 ニ ーズ に対 応 した付 加 価 値 の高 い 産業,い

わ ゆ るフ ァシ ョン産業 化(シ ス テ ム産 業 化,情 報 産業 化)を 図 るた め,多 様 化

個 性 化 す る消 費者 ニ ーズ の 動 向(フ ァ ・シ ョ ン性 向)を 正確 に と らえ るため の

情報(フ ァ ・シ ョン情 報 を 中心 と した情 報)を 収 集 し,加 工 し,評 価 す るこ と

に よ って繊 維 製 品 の生 産 流通 過 程 に お け る商 品 企 画,生 産,流 通,販 売 等 の諸

活 動 に 消 費者 ニ ーズ を迅 速 ・的 確 に反 映 させ る シス テ ム(フ ァ ツシ ・ ン情報 シ

ス テ ム)の 形 成 に つ い て 分 析検 討 し,ひ とつ の具 体 案 を 提示 したが,モ デル設

計 と して紳 士服 を と りあげ た た め,他 の業 種 へ の適 合 につ いて十 分検 討 が な さ

れ て い ない た め今 後 本 シ ス テ ム の適 用 に つ い ては そ の相 違 を十 分考 慮 しなけ れ

ば な らな い。 ま た,衣 料 縫 製 業 を中 心 とす る アパ レル 産 業 が最 も得 意 とす る と

こ ろ で あ る消 費 者 ニ ーズ を具 体 的 な製 品 イ メ ージに転 換 し製 品 化 す る能 力 を十

分 に発 揮 す る た め には,フ ァ ッシ ョン情報(製 品 プ ロ フ ィ ール情 報)を 中心 と

して 多 品種 少 量生 産 シス テ ム との イ ン タ ーフ ェイス を十 分考 慮 しなけ れ ば な ら

な い。 そ の た め には,本 調 査 研 究 で もそ の方 向 を示 唆 した の で あ るが,製 品 プ

ロ フ ィ ール を核 と して結合 して ゆ く こ とが最 も有 効 と な るで あろ う。 また,新

構 造 改 善対 策 に お い て も有効 とな る シス テ ム と して考 慮 して きた が,実 際 の グ

ル ープ化 では,そ の構 成 メ ンバ ーの業 種,規 模 も多 種 多様 で あ る と こ ろか ら,

そ れぞ れ シス テ ム化 の事 情 が異 な って くる と考 え られ るの で実 情 に あ った シス

テ ム化 を図 って ゆ く必 要 が あ る。

い ず れ に して も,衣 料 縫製 業 を中心 と した シス テ ム化,情 報 化 に つ い ては,

そ の方 向 づ け と 目標 の設 定,そ して,そ れ らの基 礎 シス テ ム とな る単 品管 理

シス テ ム の設 計 思想 を現 実 の業 務 へ 導 入 した シ ス テ ムの開 発 を通 じて,あ る

程度 の レベ ル ま で到 達 した もの と考 え られ る。 この た め,今 後 は,本 調 査 研

究 の成果 を 実際 の シス テ ム開発 に活 用 すべ く,そ の周 知 方 を努 め なけ れ ば な

ら ない。

今 後 にお い て,繊 維 産 業 の シス テ ム・化,情 報 化 の一 層 の推 進 を 図 って ゆ く う
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え で重 要 と在るのが 標 準 化 体 系化 の方 向 で あ る。 す なわ ち,繊 維 産業 で用 い ら

れ る用 語(例 え ば色,柄,素 材 の呼 び方)が 多 種 多様 で統 一 が とれ て い ない.こ

とや 取 引決 済 方法 の不 統 一 の た め,情 報 の円 滑 な流通 の 防げ とな っ て お り,情

報 の効 用 も低 くな って い る現 状 か ら,こ れ らの統一 化,標 準 化 の 推進 が業 界 の

シス テ ム化 レベ ル を向 上 さ るた めの基 本 的 な方 策 で あ り,本 調 査研 究 の所 期 の

目的 を達 成 させ る た め の基 本 要 件 で あ る。

以 上,今 後 の課 題 と して,い くつ か挙 げ た が,最 も重 要 な こ とは,本 調 査 研

究 の成 果 を短 期 間 に実 現 す る こ とは不 可 能 で あ り,ト ータル シス テ ム の一 環 と

して実 現 可 能 な部 分 か ら シス テ ム化す る こ とで あ る。 同一 設計 思 想 の基 盤 に立

った 個別 シス テ ムの構 築 に よっ て点 と点 を結 び 線 と し,線 と線 を結 び 面 と して

ゆ く よ うに効 果 的 な シス テ ム化 の推 進 が可 能 と な る。 そ して,政 府 が 講 じて き

・て い る新 構 造 改 善 対 策 の最 も重 要 な施 策 のひ とつ で あ る知 識集 約 化 施 策 の推 進

と期 を一 に して シス テ ム化 を図 っ て ゆ く こと に よって繊 維 産業 の シス テ ム化 ・

情報 化 の達 成 は非 常 に実現 性 の高 い もの とな る で あ ろ う。

ρ
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1繊 維産業における システム化,情 報化の方向と目標

●

1・17ア ツ シ ョン情 報 と そ の機 能

1・1-iフ ァヅ シ ョン とそ の 情 報の と らえ 方

一 般 に衣 料 製 品 に お い て フ ァ ッシ ョン といえ ぱ ,一 般 にあ ま り普 及 しない 段

階 のい わ ゆる トップ フ ァ ッシ ョ ンを想定 す る傾 向 に あ るが,現 実 に フ ァ ッシ ョ

ンを と らえ る場 合 は,ど の よ うな衣料 製 品 が市 場 にお いて どの よ うな ピヘ ィ ビ

ア を とって い るか とい う非 常 に複 合 した 大 きな意 味 で と らえ なけ れ ば な らない 。

この た めワ フ ァ ッ シ ョンを と らえ る情報 す な わ ち フ ァ ッシ ョ ン情 報 は,単 な る

衣 料 製 品 の 説 明 か ら社 会 経 済 の 動 きまで とい っだ非 常 に幅広 い 内 容 を もつ こ と

に な る。 実 際 に フ ァ ッシ ョ ン衣 料 品 を創 る と きは,図1.1-1に 示 す よ うに,

ファッショーの だ め の 統一 した イメ ー ジが あ って様 々な フ ァ ッシ ョ ン情 報 が収 集

さ れ加 工 され て何 らか の方 法 で統 一 イ メー ジ と関係 づ け られ て,あ たか も,ス

パ イ ラル状 に フ ァ ッシ ョン衣 料 品 が生 れ て きてい る と考 え られ る℃

フ ァ ッ シ ョ ン 情 報

/
'

仔

'

ゾ
フ アツション

衣 料 品 の

創 造 空 間

⊥L
具体 的な商 品

＼フ ァ ッ シ ョ ン 情 報

統

一
イ

メ

…

ジ

図1.1-1フ ァ ッ シ ョ ン と 情 報 関連 図
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1・1-2フ ァ ッ シ ョン情 報

1)構 成 要 素

どの よ うな衣 料 製 品 が 、市 場 に おい て どの よ うな ピヘ ィ ピ ア を と ってい るか

を説 明 す る説 明 変 数 を、 こ こで は フ ァッシ ョ ン情報 と呼 ぶ。

フ ァ ッシ ョン情 報 にお い て、 どの よ うな衣料 製品 が とい った 場合 、 衣料 製 品

が どの様 な要素 か ら成 り、 どの様 に して作 成 され るか とい う製 品 の 生産 に関 す

る情 報 が主 要 情報 とな る。 フ;ッ シ ョン情 報 の この よ うな側 面 を製 品プロフィー

ル と名付 け る と、 これ は い わば衣 料 製 品 の 部 品 展 開 情報 とで もい うべ きもの に

相 当す る。 ま た、 市 場 にお け る ビ ヘ イ ビア とい った場 合 、 作成 され た衣料 製 品

の売 買 に関 す る様 々 な情 報 、す な わ ち衣 料 製 品 の広 義 の 消費 に関 す る 情報 が主

要 情 報 とな る。

ここで の広 義 の 消 費 とい うの は 、最 終消 費 者 へ製 品 を提供 す る ま での 間 に介

在す る一 切 の 売買 を含 む とい う事 で ある 。

フ ァッシ ョン情報 の この側 面 を 消費 プ ロフ ィー ル と名 付 け る と、 これ はい わ

ば 衣料製 品 の 消費 対 象 へ の属性 展 開 とで もい うべ き もの に相 当す る。

この製 品 プ ロ フ ィー ル と消費 プ ロフ ィー ル は、 フ ァ ッシ ョ ン情 報 に おけ る車

の両輪 で あ り、 い ず れ が欠 け て もフ ァ ッシ ョ ン製品 を説 明す る こ とが で き ない

もの で ある。 さ らに これ らの 中 核 情 報 をい ろ い ろ な形 に規 定 す る情報 た とえ ば

製 品プ ロ フ ィー ル に 対す る生 産 技 術 の動 向 ある い は新 素材 の 開発 等 とい っ た情

報 や、 消費 プ ロ フ ィー ル に対 す る 消費者 の所 得 水 準 の動 向 とか 、生 産 意 識 、 価

値 観 の変 化 、 自由 時 間 の増 大 等 々 の 情報、 さ らには 、政 治 経 済 ・社 会 の変化 等

々が、需 給 構造 に お よぼ す影 響 等 々 とい う もの が あ る。 この 情 報 は製 品 プ ロフ

ィー ル と消費 プ ロ フ ィー ル を何 らかの 形 で規 定 す る もの で あ り、 これ を外 部 環

境 プ ロフ ィー ル と名 付 け る。

この よ うに フ ァ ッシ ョン情報 を構成 して い る もの と して3つ の プ ロフ ィー ル

が考 え られ 図1.1.-2に 示 す よ うに 製 品 プ ロフ ィール と消 費 プ ロ フ ィー-lvを 核

に外部 環 境 プ ロフ ィー ルが 外 側 を埋 め る よ うな 図式 が得 られ る。
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2)製 品 プ ロ フ ィー ル

製 品 プ ロフ ィー ルは、 衣 料 製 品 を製造 す る段 階 で必 要 とな る情報 で あ り、 こ

れ には 基 本 用 途 属 性、 生 活用途 属性 、製 造 属性 、 コス ト属性 とい った4種 の 情

報 属性 が 考 え られ る。

基 本 用 途 属 性 とは 、衣 料 品 が満 たす べ き基 本 機 能 に関す る もの で あ り、 寒 さ

か ら身 を防 ぐ保 温 の ため とか 、 防 湿 、 防 風 とい っ た情 報 が あ る。

生 活 用途 属 性 とは、衣 服 をま と う状 況(ど うい う状 況 で 身 に つ け るか)を 説

明す る もの で あ り、 仕 事 、 パ ー テ ィ、 ス ポー ツ、 冠婚 葬 祭 の 儀式 、 レ ジャ ー等

が あ る。

図1.1-・ 一.2フ ァ ッ シ ョ ン 情 報 構 成 図

θ

製 造 属性 とは 、衣 料製 品 を実 際 に作 る段階 で必 要 とな る情 報 でsど の様 な 製

品 を、 どれ位 の バ リエー シ ョ ンで 、 どの 様 に作 るか とい った事 に関す る もの で

あ る。 これ に属 す る情報 と して は 、 色 、 柄 、 素材 、 スタ イル とい った フ ァ ッシ

ョン製 品 の基 本 情 報 や 、付 属 品 、 サ イ ズ、 加工 法 とい っ た ものが 考 え られ る。

第4の 属 性 と して あげ た コス ト属 性 とは 、 最 終 製 品 に対 す る価 格 算 定 の基 準

を与 え る情 報 に 関す る もの で あ り、 素 材 の手 当 な どに要す る仕 入 コス トや 、 製

品加 工 に要 した コス トさ らに、 製 品 加 工 に 関 して 要 す る総 費 用 か ら期待 利 益 を

見込 ん だ形 で の 標 準 原価 とい っ た もの が考 え られ る。
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3)消 費 プ ロフ ィー ル

消 費 プ ロ フ ィー ル は、 製 品 の買 手 側 の特 質 を明 らか にす る ため の 情報 で あ り、

属 性 と して 消費 対 象 、 消費 性 向 、 消 費行 動 とい っ た ものが 考 え られ る。

こ こで買 い 手 側 とは、 最 終 消費 者 の み を指 す もの では な く、 問屋 と小 売店 や

小 量 販 売 間 での 製 品 売 買 に関 す る買 い手 も含 ま れ るわ けだ が,こ れ らは 中間 消

費 と して位 置 づ け られ る もの で ある 。従 来 流通 段 階 での 中 間 消費 に関 す る情報

を もとに フ ァ ッシ ョン製 品 の 予測 を行 な お うとす る傾 向 に あ ったが,こ の 中 間

消 費 に関 す る情報 は管 理 のた め の もの で あ り,最 終 消 費 者 の属 性 との関 連 が担

え られ ない 限 り予測 情報 と して用 い る事 に は無 理 が あ る。

した が って 消 費 プ ロフ ィー ル は最 終 消費 に関す る情報 を含 ん でい なけ れ ば意

味 が な い 。

この最 終 消費 に関 す る3つ の側 面 と して,消 費 に関 す る 対象,性 向,行 動(

状 況)と い う もの を考 え て い る。

こ こに 消費 対 象 属 性 とは,性,年 令,地 域,学 歴,職 業 とい った,ど の よ う

な対 象 に よ り消費 され て い るのか とい う事 に 関 す る もの で あ る。

消費 性向 属 性 とは,ど の よ う左 目的,理 由,制 約下 での 消費 か を明 らか にす

る もの で あ り,所 得 の寡 多,帰 属 集 団 や 世 代,価 値 観.購 買 動機 ρ 差 異 とい っ

た 情報 が あ る。

さ らに 消費行 動 属性 とは,ど の よ うな 状 況 に お け る消 費 で あるか を 説 明 す る

もの で あ り,平 日,週 末 とか休 祭 日 とい った 時 間 に関 す る情報 や,厳 寒 か梅 雨

か とい った季 節,さ らには,勤 務,家 事,く つ ろ ぎとい った 日常行 動 や,ス ポ

ー ツ ,観 劇,儀 式 列 席 とい うた特 定行 動 に関 す る情 報 が考 え られ る。

4)外 部 環 境 プ ロフ ィー ル

最 後 に,製 品 プ ロフ ィー ル,消 費 プ ロフ 帰 一 ルの 両者 を規 定 す る外 部 環 境 プ

ロ フ ィー ルが あ り,こ れ には 国 内動 向 と国 際 動 向 とが ある 。 これ らは,フ ァ ッ

シ ョンの長 期 的 な予 想 とか,こ れ ま での フ ァ ッシ ョ ンと連 続性 の ない フ ァ ッシ

ョ ンを考 え る上 で欠 くこ との で き ない もの で あ る。
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◆

これ に は,産 業構 造 の変 化,人 口構成 の変 化 とい っ た 社 会情 勢 に関 す る情 報

や,消 費 者 の所得 水 準,製 品 生 産 高,販 売高,輸 出入 の変 化 とい っ た経 済 情 勢,

新 素 材 の 開発 とか 自動 化 機 械 の開 発 とい った生産 技術 の動 向 に関 す る 情報,国

際 協 力,外 交 とい っ た政 治 情勢,さ らに は,生 活 様式 や価 値 観 の 変 化 とい った

文 化 現 象 に関 す る情 報 とい っ た,人 間 の生 活 を とりま く あ らゆ る レベ ル の 情報

が 考 え られ る。

●

■

1・1-3フ ァ ッシ ョン 情報 の 構 成

フ ァ ッシ ョン情報 は 製 品 プ ロフ ィー ル,消 費 プ ロ フ ィー ル,外 部 環 境 プ ロフ

ィー ル の3つ のプ ロ フ ィー・・一ルか ら構 成 され て お り,そ れ ぞ れ の プ ロ フ ィール は

次 の よ うに い くつか の属 性 に よって成 り立 って お り,さ らに属 性 は い くつ か の

アイ テ ム に よって構成 さ れ て い る。

〈 属 性〉 〈 ア イテ ム〉

防 寒

防 湿

基本 用 途 防 暑

防 風

'そ の 他

仕 事

八一 ア イ

ス ポー ツ生 活用 途

儀 式

レジ ャー

そ の 他

Fl.
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品

プ

ロ

フ

ィ

ル

製 造

コ ス ト

〈属 性〉

消費対象

ス タ イ ル

加 工 法

付 属 品

サ イ ズ

そ の 他

仕 入 コス ト

販 売価 格

加工 コス ト

〈 ア イ テム〉

消

費

プ

ロ

フ

ィ

ル

消費性向

巨

別

令

域

歴

業

性

年

地

学

職

消費行動

〈属 性〉

巨
一44一

所得階層

帰属集団

帰属世代

価値意識

購買動機特性

感覚的購買行動特性

時間属性

季 節

日常行動

特定行動

くアイテム〉

社 会

経 済

¶

,
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経

政

技

文

図1.1-3フ ァ ッシ ョ ン情 報 プ ロ フ ィ ー ル構 成 図

1・1-4フ ァ ッシ ョン情 報 の 構造

フ ァ ッシ ョ ン情 報 を活用 す る場 合 に フ ァ ッシ ョン情 報 の入 力,処 理,出 力 と

い う一 連 の 作 業 に おい て使 用 で き る単位 は デー タ、と呼 ば れ る 日常入手 可能 な,

伝 達可 能 な情 報 で ある。 この た め 活用 を考 え る場合 フ ァ ッシ ョン情 報 を構 成 し

て い るい ぐつ か の レベ ル の要 素 を分析 す る必要 が あ る。 この た めの 仮 説 と して

フ ァ ッシ ョン情 報 は,階 層 構 造 を な して い る とい う前 提 に立 って 分析 をす す め

た。 そ の 結 果,図1.1-4に 示 す よ うに デー タ,ア イ テ ム,属 性,プ ロ フ ィー

ルか らな る階 層 構 造 を有 して い る こ とが 明 らか とな った。

◆

θ

巨 ・ ッ シ ・
・ 情 副

1
「 1 1

1外 音畷 境 プ ・ フ ィー ・・1悟 費 プ ・ ブ イ ー ・レ1 輿 品 プ ・ フ ィ ー ・レ1

1

11
ll 1 Il

1属 性 トー一」 属性11属性H扇 田 恒 性H属 司
1

日常発生す る情報 の単位

}
1

{ア イテ ム+」 ア イ テ ム1
1

(三)一 …(巳)

図1.1-4フ ァ ッ シ ョ ン 情 報 の 階 層 構 造 図
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1'1-5フ ァ ッ シ ョ ン情 報 の 流 れ

繊 維 製 品 の 生産 流 通 は 大 き く分 け る と 「企 画 」,「 生産 」,「 流 通 」,「.

販 売 」の4つ の機 能 に分 類 す る こ とが で き る。

企 画段 階 の機 能 は,環 境 プ ロフ ィー ルや 消費 プ ロ フ ィー ル,あ るい は共 通

情 報 を もとに,新 しい 製 品 を創 り出 す事 で あ り,集 約 してい え ぱ 『考 え る 』

機 能 で あ る とい え よ う。

生 産 の機 能 とは,企 画 の創 造 に な る新 製品 を原材 料 の手 配 や グ レー デ ィ ン

グ,マ ー キ ング,ソ ー イ ング等 の 工 程 を通 じて 実 際 に作 る製 品 とす る事 で あ

り,い わ ば 『作 る 』機 能 で あ る と考 え られ る。

同 様 に流 通段 階 の機 能 は 『運 ぶ 』 とい う事 で あ り,販 売段 階 の機 能 は 『売

る 』 とい う事が 主 機 能 とな る。

(製 品のライフサイ クル醐 情報)

づ エ 牛 ヨL三'.4イぴ 巴

?

(品 切 れ 防11情 報)

一●_フ ァ ノ シ ョ ノ ・ ミ ノ ク ス情 報

ワ

図1.1--5フ ァ ッ シ ョ ン 情 報 の 流 れ と機 能 関 連 図

したが って 『考 え る 』,『 作 る 』,『 運 ぶ 』,『 売 る 』とい う図式 に おい

て,製 品 は企 画 か ら生 産,流 通,販 売へ と流 れ る事 にな り,こ の製 品 の 流 れ

を円 滑 に す るだめ に 企 画 か ら生 産 へ,生 産 か ら流通 へ,流 通 か ら販 売 へ とい

う情報 の流 れ が 付 随 す る事 に な る。 この各 機 能 を共通 に流 れ る情 報 は,非 常

に プ リ ミテ ィブ な情 報 で あ り,色,柄,素 材,ス タ イル とい っ た最 も基 本 的

な情 報 群 と して の共 通 情報 で あ る。
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生 産段 階 で は,色,柄,素 材,ス タ イ ル,と い っ た共通 情 報 と,製 造 情 報 に

基 づ い て製 品 を作 る。

販 売段 階 で は,製 品 を売 る事 に よ り,色,柄,素 材,ス タ イル とい っ た共通

情 報 と,消 費 情 報 を収 集 す る。

流 通 段 階 では,共 通 情 報 に関 す る生 産量 と販 売 量 をバ ラ ン シ ングさせ る よ う

に 製 品 の流 通 を行 な う。

企 画 段 階 では,色,柄,素 材,ス タ イル の共 通 情 報 と消費 情 報 を企 画 の ため

の 情報 群 と して 受 け 取 り,新 しい 商 品企 画 の 情 報 と して共 通 情 報 と製 造 情報 を

提供 す る。

この よ うな流 れ に よb,企 画,生 産,流 通,販 売 を通 して1つ の 基幹 的 なル

ー プが 構 成 され る。

もち ろん,企 画,生 産,流 通,販 売 の どの 段 階 に おい て も,外 部環 境 情報 は

必 要 不 可 欠 な もの で あ るが,直 接 的 に繊 維 製 品 の 生 産 流 通 にか か れ る情報 とは

な ら左い が,こ こ では,外 部 環 境 情 報 は,各 段階 に対 して,基 幹 ル ープ 情報 の

外 堀 を埋 め る もの と して 位 置 づ け られ る。

◆

●

1・1-6フ ァッシ ョン ミッ クス情報 と フ ァ シ ョ ン ライ フ情報

フ ァ ッシ ョン情 報 に お け る基 幹 ルー プ情 報 に は,図1、1・ 一一5で 示 す よ うに大

き く分 け て2通 りの 情報 の流 れが あ る。

1つ は,生 産 か ら流 通,販 売 へ の ど うい った 製 品 を どの 位作 っ たか とい う情

報 の流 れ に対 す る 情報 の 逆 流 通 過 程 と して の,ど の 製 品 が,ど れ だけ 売 れて い

る か とい う情 報 の流 れ で あ り,製 品の 品 切 れ防 止(余 剰 防止)と い った究 極 的

に は安 定 かつ 最 適 な需 給 バ ラ ンス を図 るた め の役 割 を担 うルー プ で あ る。

この ル ー プの フ ァ ッシ ョ ン情報 を フ ァ ッシ ョン ・ ミック ス情 報 と呼 ぶ 。

この2つ の基 本 的 な ル ー プ,す な わ ち,製 品 の ラ イ フ サ イクル を予 測 す る ル

ー プ と ,製 品 の 品 切 れ を防 止 す る ルー プが 共 存 し,各 機 能 に円 滑 に動 きか け る

事 に よ り,考 え る,運 ぶ,売 る とい う諸 機 能 が 円 滑 に行 なえ る事 に な る。
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こ の た め に は,2つ の 基 本 的 な フ ァ ッ シ ョ ン ・ ミ ッ ク ス,フ ァ ッ シ ョ ン ・ラ

イ フ の ル ー プ が 支 障 な く働 く よ うな 方 策 が 必 要 と な る。

従 来 の フ ァ ッ シ ョ ン 情 報 の と ら え 方 は,フ ァ ッ シ ョ ン ・ ミッ ク ス 情 報 を何 と

か 詳 細 に 分 析 す る こ と に よ り,フ ァ ッ シ ョ ン の 予 測 が 可 能 で あ る と考 え 様 々 な

手 法 を 行 な お う と して い た が,最 後 は 企 画 ス タ ッ フ の 直 観 力 に頼 っ て い た 。

そ の 原 因 は,フ ァ ッ シ ョ ン ・ ミ ッ ク ス 情 報 に は,直 接 消 費 者 を 調 査 し た デ ー タ,

す な わ ち,的 確 な 消 費 プ ロ フ ィー ル の デ ー タが 含 ま れ て い な い と こ ろ に あ る。

そ の た め 今 後 の フ ァ ッ シ ョ ン 予 測 に は 経 験 あ る 企 画 ス タ ッ フ と フ ァ ッ シ ョ ン ミ

ッ ク ス 情 報 と フ ァ ッ シ ョ ン ラ イ フ 情 報 と が 最 適 に コ ン バ イ ン さ れ る こ とが 必 要

で あ る。

1・1-7各 機能 と シ ステ ム化 の 情 報化

各 機 能 間 の最 適 需 給 バ ラ ンス の た め の ル ー プ を支 障 な く働 か せ る に は生 産,

流 通,販 売 段階 で の 自動 化,シ ステ ム化 が 必 要 とな ろ う。す なわ ち,顕 在 的 二
ゆ

一 ズへ の適 応 な らびに,潜 在 的 ニ ー ズ の喚 起 に よる販 売 の極 大化 と,過 剰/過

少生 産 お よび,過 剰/過 少 在 庫 に伴 な う リス クの 回避 な らびに ロ スの軽 減 に よ

る供 給 の安 定 化 ・最 適 化 に よる需 給 バ ラ ンスの最 適化 を 図 る に は,情 報 の 流通

速度 の加 速 化 要因 を各 段 階 の 機 能 に おい て タ イ ム リー に把 握 す る必 要 が あ る。

つ ま り,情 報 収 集 速 度 を 向上 さ せ,リ ア ク シ ョンに 至 るま で の タ イ ム ラ グ を

短縮 させ る と同時 に,リ ア クシ ョ ンが 各 段階 の機 能 に 有機 的 に 作 用 し得 る 様 に

しなけ れ ば な ら ない。

したが って,従 来個 別 に,あ るい は,ぱ らぱ らに収 集 され て い た 情報 を一 元

化 して把 握 出 来 る よ うに す る 必要 が あ る。 さ らに は,情 報 の把 握 が 把握 だ け に

終 って しま って 何 らかの ア ク シ ョ ンに連 が らない ようでは 情 報 収 集 の 意 味 が な

い 。 この た め,各 段階 で の 自動 化 シス テ ム を推進 し,迅 速 な適 応 体 制 を確 立 す

■

る 事 が要 請 され る。

これ らの 事例 と して 次の もの が あ る。
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① 生 産 在庫 管理,工 程 管 理 の シス テ ム化

(1)モ ジ ュー ノレ生 産 方 式 の導 入

製 品 を形状 特 性 や加 工 特性 の 類似 に よ リグ ノレー ピ ン グ レ.・各 グ ノレー プ を

タ ク ト ・シ ス テム 的 に 編 成 して 生 産 の 同期化 を図 る モ ジ ュー ル 生 産 方 式 の 導入

に よ り,多 品種 へ の 適 応 性 を 高 め た り,或 は工 程 別 の 負 荷 の 不 均衡 に対 して バ

ラ ンシ ング し易 くな る。

② 物 流 の シス テ ム化

(1)最 適 配送 計 画 シス テ ム の導 入

配 送 計画 そ の もの の 効率 化 を 図 る事 に よ り,最 適 配 送 ノレー トの ス ケ ジ ュ

ー リングが 極 め て迅 速 に作 成 出来,受 注 か ら出荷 手配 ま で に要 す る リー ドタ イ

ムが大 幅 に短 縮 され る の で,注 文 変 更や 追 加注 文 等 をか な りの 程度 カバ ー 出来,

顧 客 サー ビス を向上 させ る事 が 出来 る。

(2)自 動 倉庫 シ ス テ ム

入 出庫 機 械 の 制 御 か ら,在 庫 管理,入 出庫 スケ ジ ュー ル等 を全 て 計 算機'

で処 理 す る事 に よ り,多 種 多 量 の製 品 を迅 速 か つ 効率 よ く保 管 出来,入 出庫 作

業が 容 易 に行 なえ る た め,省 力化 な らび に作 業 の効率 化 が は か れ る。

製 品 の ラ イ フサ イ クル予 測 の た め の ノレープ を支障 な く働 か せ る には,消 費 プ

ロ フ ィー ノレに関 す る 情 報 を収 集 し得 る メ カニ ズム,活 用 し うる シ ス テ ムが 必 要

と なろ う。 例 え ば,フ ァ ッ シ ョン の予 測 を行 な うシ ステ ム と して,次 の2つ の

方 法 を提 案 した。

① 確率 論 的 な アプ ロー チ

この ア プ ロー チで は流 行 現 象 そ の もの を体 系 的 な モ デ ルで とらえ る こ と ・

を放棄 す る。放 棄 す る とは い って も意 味 の ない こ とで あ る と して,し りぞ け る

の で は な く,そ の よ うな ア プ ロー チは是 認 しつ つ,異 な った視 点 か ら問題 を 把

握 し よ うとす る もの で あ る。
、

そ の基 本 的 な考 え 方 は,フ ら ッシ ョン予 測 にお け る不 確 実 性 か ら生 じる リス

ク を な るべ く最 少 にす る よ うな科 学 的 アプ ロー チ を確 率 論 的 立 場 に立 脚 して 展
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関 す る もの で,こ こで は ベ イ ズ理 論 に よる意思 決 定 の 方 法 を提 示 した。

② 流行 構 造 モ デ ル か らの アプ ロー チ

この ア プ ロー チでは まず 流 行 現 象 を説 明す る モ デル を構 築 す る こ とに主

眼 が あ る。 構 築 され た モデ ル が 実 際 に生 起 す る流 行 現象 を よ く説 明 し,(適 合

度 が よ く),予 測 精 度 が 高 け れ ば,こ の モ デル は 実際 の 経 営 の場 で採択 さ れ る

で あろ う。 しか し,適 合 度 の検 証,予 測 の 精度 の 検証 の た め に は客 観 的 にす ぐ

れ た デー タの 蓄 積 が 不 可 欠 で あ る.ま た流 行 現 象 に は 複雑 な 要 因 が絡 ん で い る

の で,モ デル の 完 成 ま で には 長期 の調 査研 究 を要 す る と考 え られ るが,こ こで

は,こ の種 の モ デル の一 案 と して,相 転移 モ デ ル を提 示 した。

この 両者 の ア プ ロー チが 成 され るた らば,企 画,生 産,流 通,販 売 をフ ァ ッ

シ ョン情 報 が 円 滑 に 流 れ る 事 に な り,各 段階 の機 能が 十 分 に発 揮 され る事 に な

ろ う。 これ らめ連 関 を示 した もの が,図1。1-6で あ る。

(li響∵ 〕c　 饗lll:二)

く諜 ご)
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図 ゴ1-6情 報 流通 と機 能bよ び シス テ ム化 関連 図

1・1-8フ ァ ッ シ ョン情 報 の 流 れ とそ の 活用

これ まで に述 べ た こ とか ら も明 らか な よ うに繊 維製 品 の プ ロダ ク ト ・サ イク
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ル にお け る 中核 情 報 は フ ァ ッシ ョ ン情 報 であ り,そ の フ ァ ッシ ョン情 報 は ,製

品 プ ロフ ィー ル,消 費 プ ロ フ ィー ル,外 部環 境 プ ロ フ ィー ルの3プ ロフ ィー ル

か ら構 成 され て い る。 外 部環 境 プ ロ フ ィー ルは,他 の2つ の プ ロフ ィー ルの規

定 要 因 で あ ると ころ か ら,実 際 の 流通 に は余 り考慮 す る必 要が ない 。 しだが っ

て 、 シ ステ ム化,情 報 化 を図 るた め には,製 品 プ ロフ ィー ル と消費 プ ロ フ ィー

ル を含 ん だ実 際 の 情 報 が 円 滑 に流 通 す る よ うな方 策が 必 要 で ある。 す なわ ち ,

図1.1--7に 示 され て い る よ うに 日常 の生 産,販 売 活 動 に よって 発 生 す る情 報

(フ ァ ッシ ョ ン ミック ス情 報)と 日常 の活動 か らで は な ぐ意図 的 な 行 為 に よっ

て 発 生 す る情 報(フ ァ ッ シ ョ ン ライ フ情 報)を 最 適 に結合 す るた め に必 要 とな

る シ ステ ム化,情 報 化 を推進 す る こ とに よって生 産,販 売活 動 の最 適 コ ン トロ

ー ル,迅 速 ・的 確 な フ ァ ッシ ョ ンの予 測 を可能 にす る。

以 上 の よ うな考 え 方 の上 にた っで 展 開 したの が図1.1-8の フ ァ ッシ ョン情

報 の流 れ とそ の活 用 で あ る。
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図1.1--7フ ァ ッ シ ョ ン情 報 と シ ス テ ム 化,情 報 化 関 連 図
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図1.1-・8.フ ァ ッ シ ョ ン情 報 の 流 れ と,そ の 活 用 概 略 図

1・2フ ァ ッ シ ョ ン情 報 シ ステ ム の 概 要

1・2-1プ ア ツ シ ョン 情報 シス テ ムの 形 成

わ が 国 の繊 維 産 業 は,消 費 者 ニ ー ズの 多 様 化,高 級 化,個 性 化 に対 応 す るた

め に,従 来 の供 給 オ リエ ンテ ヅ ドな衣 料 品 の 供 給 体制(マ ス プ ロ ・マ ス セー ル)

か ら消費 者 オ リエ ン テ ッ ドな衣料 品 の供 給 体 制 へ と.転換 せ ざる を得 な く な って

きて い る。 そ の だ め,繊 維 産 業 そ の もの が,フ ァ ッシ ョン ・ビジ ネ ス と総 称 さ

れ る新 しい 方 向へ と胎動 して きて お り,い まや,フ ァ ッシ ョン ・ビジ ネ スへ の

転換 の可 否 が業 界 お よび これ を構 成 す る個 別 企 業 に と って も緊要 な課 題 とな っ

て きて い る とい っ て も過 言 で は ない 。

特 に,消 費者 に対 して最 終 製 品 を供 給 す る 衣料 縫 製 業 を中心 と した ア パ レル

産業 に と って は,最 も重要 な 課 題 と な って きて い る。 そ の た め には,こ れ まで
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の生 産 偏 重 の企 業活 動 か ら脱 皮 し,商 品 企画=生 産=流 通=販 売 とい うプ ロダ

ク トサ イ ク ル の なか で,い か に して 消費 者 ニ ー ズ に適 合 した製 品 を生 産 して ゆ

くか とい う総 合 的戦 略 に よる企 業 活動 へ と体 質 を転 換 して ゆか ね ば な らない 。

この よ うな企 業体 質 の 転換 の な か で,最 も重視 しな け れ ば な らない こ とは,

アパ レル産 業が,繊 維 製品 の 生産 流 通 体 制 の な かで 他 の 業 種 よ り秀 い で た独 自

の能 力 を発揮 して ゆ く こ とで あ る。 即 ち,消 費者 ニ ー ズ を どの よ うに と らえ よ

う とも,最 終 的 に は製 品 イ メー ジへ とつ なげて ゆ く能力 が 要 求 さ、れ るが,素 材,

柄,色,ス タ イル とい った フ ァ ッシ ョンエ レメ ン トを具 体 的 な生産 へ と結 びつ

け る能 力 は,ア パ レル 産業 の能 力 をい か ん な く発揮 で き る と ころ で あ り,こ の

よ うな能 力 を基 盤 に して,消 費者 ニ ー ズ を迅速,的 確 に 具体 的製 品 の生 産 へ と

展 開 す る こ とに よって,こ れ か らの フ ァ ッシ ョ ン ・ビ ジネ ス にお い て重 要 な地

位 を占 めて い くこ とが で き るで あろ う。

この よ うな能 力 を発 揮 す る た め には,消 費者 ニ ー ズ と製 品 イ メー ジが 結合 し

て と らえ られ る フ ァ ッシ ョ ン情 報 の 機 能 を有 効 に活 用 す る方 策が 非 常 に重 要 な

も の とな る。 そ の た め に は,フ7ッ シ ョ ン情 報 の 流通 円 滑化 と効用 化 を図 る フ

ァ ッシ ョ ン情 報 シ ス テム の 形 式 が 緊要 な こと とな る。'..

フ ァ ッ シ ョン情 報 シ ステ ムの 形 式に おい て 留意 せ ね ば な らない こ とは,消 費

者 は消費 者 ニ ー ズ を'商 品 〃とい う,イ メ ー ジ的,総 称 的 な と らえ方 で 衣 服 を

と らえ,評 価 す る。 また 生 産 者 側 は,衣 服 を'製 品'と い うア セ ンブ リー 生産

的 な意味 で と らえ る とい う こ とで ある。

す なわ ち,一 般 の 消費 材 とは異 な り,繊 維製 品 の特 徴 と して'装 うδ とい う

機 能 が あ る と ころ か ら,消 費 者 の 情緒 へ 訴 え る ウ エ イ トが非 常 に高 い ことを考

慮 しな けれ ば な らない こ とで あ る。 この た め,商 品 特 性 のみ な らず,イ メー ジ

特 性 も重 要 な エ レメ ン トと な って くる。図t2-一,1に 示 す とbり,こ の2つ の特

性 の うち,こ れ ま での 適 用 範 囲 と して と らえ られ て い た の が 商 品特 性 の方 で ・

商 品 企 画 の シス テ ム化 や 多 品種 少量 生 産 シ ステ ム化 を図 って ゆ く もの で あった。

一 方 ,イ メ ー ジ特 性 は情 緒 性 の ウエ イ トが 非 常 に 高い と ころ か ら有 効 な シ ステ
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ム化 は 困 難 で あ るた め,こ こで は小 売 店 の イ メー ジ と しての ス トアー イ メー ジ,

ア パ レル 企 業 の イメ ー ジ としての メ ー カー イメ ー ジ との2つ に区 分 す る こ と と

した。

この2つ の特 性が 結 合 さ れ た形 で 消 費者 と接 す る こ と とな り,こ れ らを統 合

した市場 戦 略 と して 商 品 差別 化 戦 略,消 費 者 セ グ メ ン ト戦 略 が あ る㌧ す な わ ち,

ブラ ン ドとい う包括 的 な概 念 に よって 消費 者 ニー ズ を具体 的 に商 品 市場 で把握

し,そ の 知 名度 が市 場 の 占有率 へ と つな が って くる。

この た め,ア パ レル産 業 に と って メー カー イ メ ー ジ を高 め る ブ ラ ン ド戦 略 は,

これ か ら より重要 性 を増 す で あろ う。 そ の た め に は,消 費 者 ニ ー ズの 性 向 を正

確 に把 握 し,キ メ細 か な商 品 企 画,生 産 体制 を整 え なけ れ ば な らない 。

∋

,

図1.2-1フ ァ ッション情 報 シ ス テ ム と マーケテ ィング戦 略
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1・2-27ァ ッ シ ョン情 報 シ ステ ムの 位置 づ け

これ ま でみ て きだ よ うに,フ ァ ッシ ョン情報 シ ス テム の 形成 は,繊 維 製 品 の

生 産流 通 体 制 の す べ てに わ た って 有 効 性 を もって い る。 ま た,そ の効 用 を高 め

るた め に は 他 の個 別 の シス テ ム と どの よ うに して イ ンタ ー フ ェー ス をと るか と

い うこ とが 考 慮 さ れ なけ れ ば な らない。

た とえ ば,生 産 プ ロ セス で の附 加 価 値 を高 め るた め に は,消 費 の 多様 化,個

性 化 に対応 す る少 ロ ッ ト短 期 生 産 を可 能 とす る多品 少 量 生 産 シ ス テ ム を形成 し

て い か ね ば な らない が,フ ァ ッ シ ョ ン情報 シ ステ ム との イ ンター フェー ス を と

る こ とに よって 消費 者 ニ ー ズの 迅 速 ・的 確 な伝 達が 可 能 と な り,そ の 成 果 も増

大 す る。 これ らの 関 係 を図 示 した ものが 図1-3で ある。 図 で示 して あ る とお

リフ ァ ッシ ョ ン情 報 シ ス テ ム を トー タ ル シス テム の 中 で位 置 づ け る カ ナメ とな

って い るのが,単 品 管 理 シ ス テ ム の作 成 に あた って十 分 に,ト ー タ ル シ ステ ム

の イメー ジ を把 握 し,各 サ ブ シス テ ム間 との イ ンター フェー スが 図 れ る よ うに

設計 され なけれ ば な らない 。

フ ァ ッシ ョ ン情 報 シ ス テ ム の 目標 は,消 費者 ニー ズ を迅速 ・的 確 に把 握 し具

体 的製 品 の生 産 へ と展 開 す る シ ステ ム で あ る。 フ ァ ッシ ョ ン情 報 シ ステ ムの 形

成 に おい て 留意 せ ね ば な らな い こ とは.す な わ ち各 機能 に 共通 す る フ ァ ッシ ョ

ン情報 と して結 合 をは か る とい うこ とで あ る。 製 品 プ ロ フ ィー ル ・消費 プ ロ フ

ィー ル を軸 と した情 報 流 通 を核 と した システ ム設計 思 想 に よ らな けれ ば,消 費

二}ズ に適応 しだ衣 料 製 品の 生 産 流通 体 制 の確立 は 現 実 の もの と な らな い。 ま

た,製 品 プ ロ フ ィー ル情 報 の把 握 を 目的 と した単 品 管理 シ ス テム で,体 系 的 に

消費 者 ニ ーズ との結 合 を行 な うこ とに より,企 画 者 の学 習 効 果 と もあい ま って,

一 層 質の 高い 製品 コ ン セプ ト情 報 が 得 られ る こと とな る。 ま た,単 品管理 シス

テ ムの製 品 プ ロ フ ィー ル を で き るだ け細 か くブ レー ク ・ダ ウ ン し,き め細 かい

レベル で の製 品 イ メ ー ジ を図 り,企 画 ・生産 ・流通 ・販 売 の各 機 能 へ 展 開 で き

る単 品管理 シ ステ ム を 設 計 す る こ と に よ って トー タ ル シ ス テ ム化 へ の基礎 とな

る。
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図1.2-2フ ァ ッ シ ョ ン 情 報 シ ス テ ム と トーータ ル シ ス テ ム

1・2-3単 品 管 理 シ ステ ム の 概 要

単 品管 理 シ ス テ ム は,衣 料 品 の生産 流 通 過 程 を共 通 に結 ぶ 情 報 を フ ァ ヅシ ョ

ン情報 と して と らえ,フ ァ ッシ ョン情報 シ ステ ムの 基 礎 情 報 とな る製 品 プ ロ フ

ィー ル情報 を迅 速 ・的確 に把 握 す る た めの シス テ ム で あ り,こ の 単 品 管理 シ ス

テ ム を,企 画 ・生産 ・流 通 ・販 売 の各 機 能 に ビル トイ ンす る こ とに よ って,フ

ァ ッシ ョ ン情 報 の 流 通 円 滑化 と効 用 を 図 り消費 者 ニ ー ズに 適合 した高 附加 価 値

の衣 料 製 品 の 生 産 流通 体 制 の 確 立 の基 礎 づ く りを め ざ した もの で あ る。

単 品管 理 シス テ ム の特 徴 は 次 の よ うない くつ かの 側 面 か ら説 明 され る。

① 企 画 ・生 産 ・流 通 ・販 売 で発 生 す る主 と して 製品 プ ロフ ィー ルに 関 す る情

報 を収 集 ・加工 す る オ ベ レー シ ョナル な情 報 シ ステ ム で あ る。

② 単 品 レベ ル の製 品 プ ロフ ィー ル情報 で,企 画 ・生 産 ・流 通 ・販 売 の 各機 能

間 を結 び,イ ン ター フ ェ ー ス を と る こ とが で き る。
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③ 単 品 管 理 シ ステ ム 自身 と して は,処 理 レベ ル の低 い フ ァ ッシ ョ ン情 報 シ ス

テ ムの サ ブ シ ステ ム であ る が,企 画 ・生産 ・流 通 ・販 売 に フ ァ ッシ ョ ン情 報 を

提 供 す る こ とに よ り,よ り高 い処 理 能 力 を発揮 させ る情報 シ ス テ ム で ある 。

④ フ ァ ッシ ョ ン情報 シス テ ム を構 成 す る1つ の サ ブ シ ステ ム で あ り,ア ンテ

ナ シ ョ ップ情 報 管 理 シ ス テ ム とフ ァ ッシ ョン予 測 シ ス テ ム と有 機 的 左結合 を図

る こ とに よって,商 品企 画 に と って有 効 な情 報 を提供 す る シ ステ ムで あ る。

次 に フ ァ ッシ ョン情 報 シ ス テム の 中 で の単 品 管理 に つい て述 べ る。

フ ァ ッ シ ョン情 報 の シ ス テ ム化 を促進 す る狙 い と して は,今 迄 述 べ て き た よ

うに,製 品 プ ロフ ィー ル と消費 プ ロ フ ィー一/vの2つ の フ ァ ッ シ ョ ン情 報 要 素 と.

また そ れ らの フ ァ ッ シ ョ ン情報 を フ ァッシ ョ ン ミックス情報(日 常 デー タ)と

フ ァ ッシ ョ ンラ 〈 フ情報(非 日常 デー タ)の2つ の側 面 か らと らえ る ための シ

ス テム と して単 品 管 理 シ ス テ ム と ア ンテ ナ シ ョ ップ情報 管理 シ ス テ ムを 考 え,

そ れ らの情報 を最 適 に結合 す る こ とに よ り,生 産 ・販 売 活動 の 最 適 コ ン トロー

ル ・迅速 ・的 確 な フ ァ ッシ ョンの 予 測 を可能 とす る と ころ に あ る。 図 ■2-3

は,フ ァ ッシ ョ ン産 業 活 動 の4つ の機 能(企 画 一生産 一 流通 一販 売}と,製 品

プ ロフ ィー ル,フ ァ ッ シ ョン ミック ス情 報 の 側面 を に な う単 品 管理 シ ステ ム,

消 費 プ ロフ ィー ル,フ ァ ッシ ョン ラ イ フ情 報 の 側 面 をに な うア ンテ ナ シ ョ ップ

情 報 管理 シ ステ ム,こ の2つ の シス テ ムか らの 情報 を結合 さ せ る フ ァ ッシ ョ ン

予測 シ ス テ ムの 関係 を示 した もの で あ る。 す なわ ち製 品 プ ロフ ィー ルを単 品 レ

ベル で収 集 ・処理 した 製 品 プ ロフ ィー ル情 報 が フ ァ ッシ ョン予 測 シス テ ム の人

力 情報 とな る。一 方,ア ンテ ナ シ ョップ情 報 管 理 シス テ ムで の 消 費 プ ロ フ ィー

ル情 報 につ い て も フ ァッ シ ョ ン予測 シ ステ ム の入 力 情 報 とな る。 そ して,フ ァ

ッ シ ョン予 測 シ ス テ ムで は,消 費 プ ロフ ィー ル と製品 プ ロ フ ィー ルを結 合 す る。

す な わ ち消費 者 ニー ズ を製 品 プ ロ フ ィー ル に結合 さ せ ・ 消費 者 ニ ー ズが 反映 さ

れ た製 品 コ ン セプ トを作 成 す る 。 フ ァ ッシ ョ ン予測 シ ステ ム の予 測 モ デ ルか ら

出 力 され た情 報 を他 の情 報 と と もに企 画 に反映 させ る ことに よ り・ よ り附 加 価

値 の 高 い,消 費者 ニ ー ズ に適 合 し た商 品構 成 を図 る こ とが で きる と考 え られ る。
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さ らに,こ の シ ス テ ムの 開 発 に よって,何 回 も シ ステ ム を サ イ ク リックに運 用

す る こ とに よ り,シ ス テム 運用 に よる学 習 効果 に よ って,一 層質 の高 い 情報 を

抽 出 で きる よ うに な って くる。

ファッション

ライフ

単 品 管 理 シ ス テ ム

製 品 プ ロ フ ィー ル

フ ァッシ ・ン

ミ ッ ク ス

消費 プ ロフィー ル 主 に製 品 プロフィール,フ ァッションミックス情 報

製 品

プロフィー

アンテナシ・ップ情報 管理

消 費 プ ロ フ ィー ル

フ ァッ シ ョ ン予 測 シス テ ム

ファッシ ョン

ク ス

⑨

フ ァッシ ョン ・ライ フ

主 に消 費 プロフィール1
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データ収集 .デ ー一夕照合

ファッションミックス情報…1ヨ常 の生産販売活動 によって発生する情報

ファッシ・ンライフ … 日常 の活動か らではな く意図的な行為 によ

って発生す る情報

図L2-3フ ァ ッシ ョン情 報 シ ス テ ム に お げ る 単 品 管 理 シ ス テ ム の位 置
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1・2-4ア ンテ ナ シ ョッ プ情 報管 理 シ ステム の 概 要

フ ァ ッシ ョン情報 シ ス テ ム とは,消 費 者 ニ ー ズ を迅 速 ・的 確 に把握 しそ れ を

商 品化 して ゆ ぐ仕 組 み で あ り,需 要 側 と供 給 側 と の有 機 的 な結 合 を通 じて 消費

者 ニ ー ズ に 適合 した商 品展 開 を行 ない,情 報 流 通 の 円 滑化 ・効率 化 に よる供給

体 制 の確 立 に資 す る事 を 目的 とす る もの で ある。二 次 縫 製 品 メ ー カ ー の場 合,

商 品化 能 力 を十 分 に持 ち合 わせ て い る に もか かわ らず,最 終 消 費者 との間 に百

貨店 や量 販 店 が 介 在 す る ものが 通 例 で 直接 消費者 ニー ズ を把 え る事 が 困 難 な状

況 に あ り,消 費 者 ニ ー ズ に対 応 した生産 体 制 の 確立 が 重要 な課 題 の一 つ とな っ

て きてい る。 しか も消費 者 ニー ズの 多様 化 ・個 別 化 か ら くる商品 ライ フ サ イク

ノレの短 縮 化 ・効率 化 に よ る迅 速 な 供 給体 制 の確 立 が 増 々要 求 さ れ てい る。

従 来 繊 維 製 品 メー カ ー は,最 終 消 費者 へ の 商 品 の 引 き渡 しを小 売店 や 百貨 店

な どに まか せ て きて お り,間 接 的 に しか 消 費者 情 報 を収 集 し得 な か っ た。そ の

た め に消 費 者 ニー ズ に適 合 した供 給体 制 の確立 を 困 難 友 もの と して きた 。消 費

者 情 報 が メ ー カ ー側 に 投 入 され ない 限 りは どの よ うな効 率 化 を 図 ろ うとも消費

者 ニー ズに適 合 して ゆ く事 はで き ない 。 ここに 見 られ る基本 的 な ネ ック を解 消

して ゆ くた め には,メ ー カ ー 自 らが 消 費者 ニ ー ズ を キャ ッ チ し得 る よ うな仕 組

み を作 って い か ね ば な らない。

ア ンテ ナ シ ョ ップ とは,近 年 特 に衣 料品 業 界 に お い て取 り沙 汰 され,最 終 製

品 の売上 げ 状 況 を把 え 最 終 消費 者 ニー ズ を把握 しよ うとの 目的 で続 々 と展 開 さ

れ て きた メー カー や 問 屋 に よる直営 小 売 店 を意味 す るが,こ こ におけ る情 報収

集 を シ ステ ム化 し従 来 欠 け て い た情 報 の入 手 を可 能 に し,商 品企 画 ヘ フ ィー ド

バ ッグ して ゆ く事 が ア ンテ ナ シ ョ ップ情 報 管理 シス テ ムの 大 きな狙 い とな る。

従 って こ こで は,ど の様 な情 報 を ど うい う仕組 み で収 集 し,加 工 し,商 品企

画 に結 び つ け て ゆ ぐか とい う事 が シス テ ム設計 の ポ イ ン トとな る。 そ の ため に

は,商 品企 画 の段 階 で 消 費者 ニ ー ズ を 商品 イメ ー ジ に 転化 させ る プ ロセ スで有

効 な 情報 が 提 供 で き る よ う収集 情 報 を決 定 す る 事が 必要 とな る。

つ ま リ ア ンテ ナ シ ョ ップ 情報 管理 シ ス テム で収 集 す べ き情 報 は,基 本 的 には
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製 品 を生 み 出す,あ る い は商 品 を 品揃 え す る とい った 事 に役 立 つ もの で なけ れ

ば な らない 。 この た め に は製 品 プ ロ フ ィー ル と消費 プ ロフ ィー ル との一 対一 対

応 の 中 か ら消費者 ニ ー ズ を 吸い 上 げ,商 品 イメ ー ジへの 展 開 が可 能 な様 に 加工

さ れ なけ れ ば な らな い 。 製 品 プ ロ フ ィー ル と消費 プ ロ フ ィー ル との一 対一 対 応

は膨 大 な組 み合 わせ 情 報 を発 生 さ せ,解 読 が困 難 な もの と な るた め,解 読 を容

易 にす る よ うな仕 組 み が 必要 とされ よ う。 これ は 消費 者 ニー ズ を セ グメ ン ト化

す る もの で あ り,製 品 と消 費 との 関連 を明確化 す る もの で なけ れ ば な らな い 。

こ こでは図1.2-4に 示 す よ うな消 費者 ニ ー ズの セ グメ ン ト化 に基 づ い て 製 品

プ ロフ ィー ル と消費 プ ロフ ィー ル の対 応 を可 能 と して製 品 の コ ン セプ トを生 み

出す 判 断 材料 とな り,十 分 商 品企画 へ の フ ィー ドバ ック情報 と なる と考 え られ

⑨

宥

る 。

① 流行採用に対す る意識 に基づ き消費者像を次 の様 に設定す る。

1革 新者2-%

変曲へ

。前期,噸/
追随者1追 随者

遅滞
16%

、

② ① で 設 定 した 消費 者像 と,製 品 プ ロフ ィー ル,消 費 プ ロ フ ィ

ー ルの ク ロ ス集 計 を行 ない,各 ア イ テム の 消費 者 像 に対 す るス

コ アー を算 定 す る。

修/
③ 消費 者像 の差 異 に関 す る ス コ アの大 きい 順 に 各 ア イテ ム を並

びか え る。

レ4
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④ 説明力 の大 きい い くつかの アイテム群 で消費者像 に対 す る総

合評価 を見い 出す。

計量化 出来 る事が望ま しいが定性的な もの でもかな り有効 で

ある。.

「 一 「
6ど うい う層 に向 け て,ど うい う製 品 を 提供 すl

lぺ きか の 判 断 材 料 とす る。1

{計 量 化 が 可能 で あ れ ば市場 規 模 の予 測 へl

Il

Lの 展 開が 考 え られ る・ ・

図1、2-4消 費者=一 ズ セ グメ ン5に よる評 価 手法

●

t

1・2-5フ ァ ッシ ョン予 測 シ ステ ム の概 要

従 来 か らフ ァ ッシ ョン予測 は 極 め て難 しい もの とされ て い る。 この 理 由 は一

般 の 実 用商 品 の 売上 げ 予測 です ら難 しい 上 に,流 行 とい うそ の時 点 の大 衆 意識

に関連 した 要素 が付 加 され る か らで あ る.従 って フ ァ ッシ ョ ンの 動 向 には 非 常

に多 くの 要 因 が関 連 し,専 門 の 商 品 企画 者 の直観 に よる予測 に頼 らざ る を得 な

い とい うのが 現 状 で あ る。 しか る に婦 人 服 を始 め とす るフ ァ ッシ ョン性 の 強 い

衣 服 に対 して は,こ の 商 品 企 画 者 の カ ンに も限 度 が あ る。 も し間違 え ぱ大 量 の

在庫 をか か え る こ とに な り,バ ー ゲ ン等 で さ ば くに して も,大 変 な損 失 を もた

らす 。

この よ うに フ ァ9シ ョン の予測 は,専 門 の 商品企 画 者 の 直観 に よっ て も完 全

に行 うこ とが で き ない。 そ こで最 近 は,顧 客 情 報 を把 握 す る ため に,ア ンテ ナ

シ ョ ップ とか テ ス トマ ー ケ ッテ ィ ン グ,そ して種 々の メー ル調 査 方 法 が採 用 さ

れ て い る。 これ らの 方法 に よ って もか な りの消 費者 情報 が撮 め る で あ ろ うが,

そ の衣 服が 本 当 に 大 きな流 行 とな る か,そ れ とも ご く普通 の 売上 げ で終 るか ど
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うかの判 断 に は,か な りの リス クが伴 うよ うで ある。 一 つ の フ ァ ッシ ョン性 衣

服 を新 た に 売 出 そ う とす る と き,そ の商 品 企 画 の段 階 で,そ の衣 服 が 大 きな流

行 に な るか ど うか,ど の程 度 の売 上 げ に な るか に つ い て 予測 す る ため の予 備 調

査 の方法 は,現 在 ま だ 確立 され て い ない とい って よい 。

こ こで は 図1.2-5に 示 す よ うに フ ァ ッシ ョ ン性 衣 服 に対 して,消 費者 の ア

ンケ ー トも し くは,メ ー ル 調 査 の 方法 に よっ て収 集 した デ ー タ を諸 方法 に よっ

て加工 し,そ の流 行 の成 否 とそ の規 模 を予 測 す る短 期 ・長 期2つ の モ デ ノレを提

示 した。1つ は初 年 度 に基 本 的 な考 え 方 を明 らか に した流 行 構 造 モ デ ル を具 体

化 した もの で あ り,従 来 の 時 系列 分析 とは視 点 を異 に した統 計 力学 的手 法 を用

い た長 期 予測 モ デ ル で あ る。

●

¶

、

、

●
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デ ー タ 収 集

「 一 ー 一 一 ー 一 一 一 一 ー 一 一 ー ー ー 一 一"一 ー 一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー ー ー 一 一 ー ー 一 一 ー ー －Ml

已 品 属性U「)ラ イフ'スタ1'vll)消 費者属性 ㈲l
ll
用 途

製

造

色

柄

素 材

ス タ イ ル

プ ラ ン ト

サ イ ズ

プ ラ イ ス

遥

革 新 者

初期採用者

:諜 く遮
遅 滞 者

L-__一 ー 一_________ ______.,,_一__一_一_一 一__一_一_____.____」

年 令

学 歴

職 業

居 住 地 域

所 得

自由裁量支 出

価 値 観

!

③(・ 撚 綱 準・砕 説明変数とす・半[1SU分析1

… … 一－tラ イ フ ・ス タfル に 対 す る 消 費 者 諸 属 性 の 説 明 力 を 算 出 す る
。1

1

|

④ 皿)及 ひ ㈹ 間 相 関 分 析[
1

… … 商 品 属 性 と 購 買 者 属 性 と の 間 に
,ど の よ うな 規 則 性 が あ る か を 考 察 す る 。l

l
l

lL
______一,_______________________._________________一__」

デ ー タ ・ 加 工

「一三 ー ー 一一 一 一ー 一 一 ー 一 一 一 一 『 一 一ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ーー ー ー ー 一 一 一 一 一 一「

ll
l①(U及 ひ 佃,(1)及 び 卿,(m及 び{1)間 ク ロ ス 分 析l

ll
ll

l②(1}禦 竺 雲腸 鷹 ㌶;器 ㌫
説明力。鮒 。。1

■

短 期f'測 モ デ ル

長 期 予 測 モ ア

図t2-5フ ァ ッシ ョン予 測手 順 概 略 図
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流行現象の ように未 だデータに よる現象の解析 において信頼性 の乏 しい領

域 では,従 来 の時系分析(重 回帰分析,移 動平均法 など)は ・無力な もの と

なる。

しか しこの統計 力学的手法 に よれば,集 団 の構成要素相互 の影響力 をモデ

ルの中に組み込む事 が可能 とな ることか ら有効 な方法 と考え られる もの であ

る。

もう1つ の予測手法 も前年度の ベ イズ流 モデルを具体 化 した短期 予測 モデ

ルであ り,事 前に分か ってい る種 々の情報 を定量化 して予測 式の 中に組み込

み,意 志決 定の際 の リス クを最小化 す るための方法 である。

、

、

、
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2.商 品の流れを中心 とした業務分析

ひ

2・1業 界 の現 状 と動 向

2.1.1紳 士 服 業 界

(1)市 場 の規 模 と動 向

昭 和49年 度 の紳 士 服(背 広 上 下 、背 広 上衣 、 替 ズ ボ ン、 オ ー バ ー コ ー ト、

礼服 ・ レ イ ンダ ス ター コ ー ト、 ジ ャン パー類 、学 生 服 、 作 業衣 、 ス ポー ツウ ェ

ア・ そ の他)の 生 産 は 、 全 日太 紳 士 服工 業組 合連 合 会統 計 に よる と、生 産 数量

で626万 着 ・生 産 金 額 で4,224億 で あ った。 これ は 数 量 で前年 対 比8%の

伸 び で あ ったが 、 金額 では29%の 伸 び で、 コス トア ップ に と もftう 価格上 昇

が単 純 計 算 で20%近 くあ った こと を示 して い る。

更 に5年 前 の45年 度 と比 較 す る と、生 産 数 量 では23%の 増 加 とftっ て い

るo

45～49年

?

億 円

4,000

3,000

2ρ00

(121)

2L!'S2!83

(104)

227Z

(]08)(133)

32693014

(129)

4224

※

(

)

の
数

字
は

対
前

年

伸
率

45 46

図2.1-・1

47 48

紳 士服 生 産 額 推移
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万 着

6,000-

5ρ00

4,000

5090
一

(101)(114)

5148

6126(95)

(108)(
119)

6260

5823

i

一

工 .

45 46 47 48 49

図2.1-2紳 士 服 生産 量 推 移

(2}生 産 流 通 の特 徴 と変 化

主要 主産 地 は大 阪 地 区 と東 京地 区 で あ る。 両 地区 で全 国産 の約70%程 度 の

シェ ア を占 め てい る。

①'紳 士服 ・メー カー の 生産 体制

紳士 服 メー カー は 昭和30年 代 中頃 か ら大量 生 産 、 大量 販 売 シ ステ ム を一貫

させ るた め に 自社 工 場 を設立 す る と ころ が多 か った。 しか し、 消 費 需 要 が多様

化 、 個 性化 して くる につ れ て量産 傾 向 が 弱 ま る と と もに金 利 面 か らの 負担 も重

左 って企 業経営 を 圧迫 した こ とか ら、特 に中 堅 企業 では 次第 に業 績 拡 大 を妨 げ

る要 因 とな って い る。

② ブ ラ ン ド展 開

40年 代 には い っ て か ら大 手 紳 士服 メー カー 、 中小 紳 士服 メー カー と もプ ラ

イベ ー トブ ラン ドに よる商 品 の生 産 、 販 売 を積 極 的 に行 な っ て きた。 しか し最

一一66一
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近 では 、百貨 店 等 の プ ラ イベ ー トブ ラ ン ドの ウェ イ トが大 き く友 って きてい る。

(3)・A・・後 の 動 向

紳 士服 メー カー は これ ま で高 度 成 長 に ささ え られ た 消 費需 要 とそ れ に対応 し

た百貨 店 の売 場拡 大 や大 型専 門店 の多 店 舗化 の波 に乗 って販 路 を拡 大 ↓ て きた。

しか し、 今後 は需要 の 停滞 、 小売 店 の多 店舗 化 、 大 型化 は減 少 す る こ と筆 か ら

メー カー間 競争 は激 化 す る もの と予 想 さ れ る。 したが って 消 費者 の求 め る商 品

の開 発 とい う面 か ら各 紳 士服 メー カーの企 画 力 に よっ て格 差 が生 じて くるた め

そ の 充実 が 一層 重 要 と左 っ て くる。

2.1=2婦 人服 業 界

(1)市 場 の規 模 と動 向

婦 人服 の総 消費 額 は表 ○ 〇 一〇 で示 され る よ うに、 昭和50年 度 で1兆

5,534億 円 と推 定 され て い る。 この うち、 婦 人既 製 品 の総 消費 額 は全 体 の

83%を 占 め る1兆2,894億 円 で、 これ ら婦 人服 既 製 品 の生 産 額 は、9,671

億 円 で あった と推 定 され て い る。

t

●

表21-1'・ ⊃ 婦 人 服 市 場 の 推 移

昭和45年 昭和50年 50/45%

婦 人 服 総 消 費 額 6.060億 円 15,534億 円 256.3

内 既 製 品 総 消 費 額 4,206 12,894 307.0

既 製 品 生 産 額 3,446
'

9,671 280.6

(矢 野経済研究所 資料 よ り)

亡 れ らの市 場規 模 の 推移 をみ る と、 婦 人服 の総 消 費額 では昭 和45年 度 の

6,060億 円 に対 して15,534億 円:2-,56倍 に成 長 し・ 婦 人既 製服 の 消費 額

は3.07倍 に 、婦 人 服 既製 品生 産額 は2.8倍 と大 巾ft成 長 を とげ て い る。

(2}生 産 流 通 の特 徴 と変 化

① 婦 人服 の 小売 市 場 にお け る動 向 と して大 手 の量 販 店 は毎 年 店 舗 の大 型 化 と
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積極 的 左 出店 計 画 に よっ て多 店 舗 化 を図 り、 着実 に婦 人服 の販 売 シェア を拡 大

させ て きて い るが ・ 専 門 店 に お い ては実 績 を伸 して い る大 型 チ ェー ン専 門店 や

各地 の大手 専 門 店 を除 けば、 量 販店 とそ の顧 客層 を同 じ くす る パ パ マ マス トア

や生 業的小 売 店 の販 売 シェ ア は減少 して きて い る。 ま た・ 百貨 店 は安 定 的 な客

層 を把 ん で お り殆 ん ど販 売 シ ェア に変 化 が 左い 。

② この よ うな小 売 店 の 動向 に対応 して婦 人服 メー カー で は オ リジナル ブラン

ド展 開 を積極 的 に進 め高 級 品化 を図 っ てい る。

(3).合 後 の動 向

① 婦 人服 の既 製 品化 率 は欧 米ltみva高 くなっ て きて い る。((,表Z－ ① 一② 参

照)

② 女性 の年 令 別 人 口構 成 をみ る と、現 在 長 も購 買 力 の 高 い20才 ～30才 の

層 の ウェ イ トが しだ い に減 少 す る傾 向 に あ る。`痢 銀1-3)参 照)

表2 .1・ 一'2… 、 婦 人 服 の 既 製 化 率

年

商 品
40年 43年 45年 46年 47年 48年 49年

ス ツ 24.8 33.6 41.7 45.5 59.9 67.4 66.7

ワ ン ピ ー ス 33.8 40.1 50.0 62.7 67.1 67.0 72.9

コ ー ト 45.0 57.0 67.3 72.0 82.1 84.6 89.6

ス カ ー ト 60.0 6.5.0 68.1 79.8 83.2 82.7 85.7

パ ン タ ロ ン

ス ラ ッ ク ス 8α0 86.0 89.7 91.8 90.3 91.5 93.2

'

国際羊毛 事務 局の資料 より
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表21-3 女 性 人 口 の 推 移

単 位1,000名%

●

45年 50年 55年

、、
、

女性人口 構成比 女性人口 構成比. 女性人口 鰯 ヒ,

0～14才 12295 23.1 13,358 235 14,463 23.1

15〃 841 1.6 780 1.4 915 1.5

16～19〃 3,702 6.9 3,125 55 3401 5.4

20～24" 5,383 10.1 4,538 8.0 4ρ23 64

25～29" 4,602 8.6 5,378 9.5 3β80 7.2

30～34" 4226 79 4586 8.1 4511 85

35～39〃 4ユ18 7.7 4203 7.4 5,337 138

40～49〃 6,926 13.0 7,754 13.7 8,667 16.7

50～64〃 7,055 13.3 8ρ79 14.2 10,458 11.1

65≦ 一 4ユ47 78 4973 88 6β75

合 計
1

53・2901100 56,774
,

100 62,636
」

100
|

●

日大 人 口 問題 研 究所 『∴

「 日本 の将 来 人 口 」より

曹 2.1.3布 畠(シ ャツ)業 界

(1)市 場 の 規 模 と動 向

昭 和49年 度 の シ ャ ツ類Cド レス シ ャ ツ,ス ポー ソ シ ャ ソ,開 きん シ ャツ)

の生 産 量 は 日本 布 吊製 品工 業 組 合連 合 会 の統 計 資料 に よる と(表21-4),

前年 比18.1%減 の7,980万 点,生 産 額 は8.3%減 の959億 円 とltっ て い ・

るo
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48年,49年 の 業 界 不 況 に よって生 産調 整 が か 浸 りお こな われ て 』 る とい

える。 これ を商 品別 に み る と,ド レス シ ャ ツの生 産 量 は前 年 対 比17.7%の 減

産 で7,171万 点 で,生 産 額 は9.5%減 の852億 円 とな って い るoス ポー ツ

シ ャツは,前 年 対比21.3%減 の686万 点 で,生 産 額 は0.1%の 増 加 とltっ

て い る。 開 きん シ ャ ツは 前 年 対 比 は25.4%減 で生 産 額 は9.3%減 の12億 円

とkっ て い るo

しか し,わ が 国 での シ ャ ツ供給 量 は 日本布 吊製 品工 業 組 合連 合会 の統 計生 産

数量 に 含 ま れ 左い もの と して,台 湾 ・韓 国 を主 力 とす る輸 入 シ ャ ツが ある。 こ

の輸入 シ ャ ツは 日太 布 精製 品工 業 組 合 連合 会 の生 産量 の39.6%に 相 当 す る

3,160万 点 が49年 に輸 入 され て い る。

、

◆

表21-4 シ ャ ツ類(ワ イシャツ,ス ポーツシャツ,開 衿 シ ャツ)推 移

生 産 額(
百万円)

前年比θ 竿輔 前年比(%

昭和45年 65,699 ＼ 、 77,801 ＼
46 78,904 120.1 88,229 113.4

47

⇔

89,243 113.1 97,933 111.0

48 104,587 117.2 97,494 99.6

49 95,871 91.7 79,801 81.9

資料:日 太布吊製 品工業組合連合会

夢

(2)生 産 流 通 の特 徴 と変 化

① 昭和48年 か ら輸 入 シ ャ ツ(韓 国 ・台 湾 ・中国)の 大 巾 左増 加 に より国 内

メー カー の生 産 調 整 も効 果 が な く市 況 の立 ち直 り を遅 らせ て い る。

② 需 要 の低迷 と コス トア ップ に よる収益 圧 迫 で企 業 収益 は大 巾 に低 迷 して き

てお り大手 メー カー は 系 列 化 に よる規 模 拡 大 に よって 市場 の寡 占化 を進 めて き
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て い るo

③ シ ャ ツの 小 売市 場 と して は販 売拡 充 を期 待 して ・大 型量 販店 ・百貨 店 に集

中 す る傾 向 が あ る。

(3)今 後 の 動 向

① 韓 国 ・台 湾 等 の東 南 ア ジア諸 国 の大 型産 地化 は更 に進 む傾 向 に あ る。

② 大 手 メー カー に よる寡 占化 は更 に大 き く在 る。

③大 型 チ ェー ン専 門店 の成 長 で商 品 の フ ァ ッシ ョン化 傾 向 は さ らに高 くな る。

⑰

2パ.4被 服(作 業 服 ・事 務 服 ・制 服)業 界

〔11市 場 の規 模 と動 向

日大 被 服 工 業組 合 連 合 会 統 計 に よる作 業 服 ・事 務服 ・制 服 の 昭和49年 度 生

産 量 は5,242万 点 で あ る。 生 産 額 で は690億 円 とltっ てい る。 しか し・通

商産 業 省 の繊 維 統 計 では 作 業服 ・事 務 服 ・制 服 の生 産 量 は8,370万 点 で生 産

金 額 は1,298億 円 とltっ て い る。 これ は,統 計 の数 値 が主 力産 地 の専 業 メー

カー を 中心 とす る組 合 員統 計 で あ るた め で あ る。(図 乙1-3,、 図21-4参 照)

図21三3一 二

全 国作業服製服生 産量 推移

46474849

年 年 年 年

一ー71-一

図21-4参 照

全国 作業服製服生産額推移

46474849

年 年 年 年

資料:日 大 被服 工 業組 合連 合 会



(2}生 産 流 通 の特 徴 と変 化

① 産 地 性

主 要 な産 地 と して 広 島 地 区 ・岡 山 地 区,埼 玉 地 区 が あ り,主 要 左集 散地 と し

て,大 阪 地 区,東 京 地 区 が あ るが,こ の 他 に北 陸(金 沢)地 区,名 古 屋 地 区等

も産 地 と して あげ られ る。

② 品種 の 多様 化

従 来,作 業服,事 務 服,制 服 友 ど を生 産 して き た業 界 で あ るが,最 近 では,

紳 士 服,婦 人,子 供 服 左 どの 品種 に つ いて も生 産 す る よ うに 左 って きて い る。

(3}4後 の動 向

① 作 業服,制 服 に も紳士 服,婦 人 服 フ ァ ッシ ョン要素 を多 く取 り入 れ られ,

多様 化 傾 向 が進 ん で い る。

② 作 業 服,制 服 メー カー は ス ラ ックス や ス ポ ー ツ ウ エ アー等 附 加 価値 の高 い

商 品 の 取 扱 い ウ ェ イ トを強 め て きてhるo

●

◎

2・2業 務 の 種 類 と流 れ

2・2・4業 務 分 析1紳 士服 モデ ル企 業

紳 士 服 製造 業 の業 務 分析 の対 象 と して選 定 した モ デ ル企 業 は従 業 員 総数500

人 程 度,紳 士 既 製 服 を 中心 とす る 中堅 企 業 で あ る。

分 析手 順 と して ・企 画 をは じめ と して生 産 →流 通 一販 売 と』 うもの の流 れ に

即 した サ イ クルに 沿 って順 に検 討 して 已 くこ と にす る。

紳 士服 業 につ い て は シス テ ムの詳 細 設 計 ま で行 うこ と を意 図 して い るので,

業 務 分 析 にお ㎞ て も より詳 細 な部 分 に立 ち入 った考 察 を行 い,ま た同 時 に一 般

論 的 左 ア プ ロー チ か らみ た諸 業務 の特 質 を明 らか に で き る よ うに した い。

各 モ デ ル企 業,協 力 企 業 の 業務 の流 れ と使 用 帳 票類 に つ い てはそ れぞ れ業 務

フ ロー 図 と業 務 と帳票 類 の関 連 表 を作 成 し簡 明 に理 解 し得 る よ うに す る。 まず

紳 士 服 の場 合 は表2'2-1及 び 図2。2-1に 示 した。
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図2。21 業 務 フ ロ ー 図 〔紳 士 服 〕

生 産 販 売 計 画

巨 材 料 発 註[

↓一

前年販売実績

マス見本

…一伊

竃 「
書蒼

遍叩入
書8「

理1

(展 示 会)
(百 貨店,量 販店との約定)

受註伝票

受 註 とbaと め1

一

1販 売 計 画 調 劃

↓ 雛 依轄

製造指図書
加工指図書

巨 産 管 当

制 覇
〈曇離鍵〉

「商

↑製 品 受 け 入 れ

移 動1

↓
入軍メモ

製品入荷伝票

在 庫 管 理

(セ ン ター)

棚 卸 票

出荷 ・返品 メモ

出荷 ・返品明細書 ・売上伝票

i
⊥
▽

一之在席

得 意 先 管 理

出 荷

人請 綱
目求 品
記 明伝
細 頚
書

▲

入 金

一一73一

返
品
伝
票

輸
送
票

返
品
伝
票

l
l

「買取 ●委託)(消 化)

〈 専F¶苫〉<百 貨

得 意

用
納
品
伝
票

返
品
伝
票

⑰

店〉〈量販店〉

先 )



ー

↓
《
ー

表2e2-1

業務 機 能 と帳 票類 の関連 表 (紳 士服)

部 門 業 務 伝 票 メ モ 類 作 成 ・ 参 照 帳 票 ● レ ポ ー ト

生産販売計画総合表

生 産 販 売 計 画 マ ス 見 太 月別販 売計画表

月別,仕 入,生 産 計 画表

企 画
原材料仕入手配

仕 入 発 註 伝 票

発註 品引取 指図書

受 註
受 註 伝 票

受註品製造依頼書

原材料入荷伝票

直送原材料入荷伝票

返 品 伝 票
原反 受入 ●管理

受 領 書 原 反 管 理 カー ド

委託加工原材料売上伝票

商品原材料移動伝票

生 産 製 造 依 頼 書

生 産 手 配 仕入発註 伝票

製 造 指 図 書

加 工 指 図 書

生 産
着分生地裁断明細伝票 既製 品生産 投入 日報

半製 品裁断 伝票 生産高 月報(総 合)

半製品移動明細書 生産高 月報(工 場 別生 産 数量)

部課別.品 種別生産 実績明細表

⊥______二______」
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ll

納製 品 受 入 品 書

工 場 納 品 伝 票

検 査 製品検査報告書

入 庫 メ モ 棚 卸 し 表
入 庫

入 荷 伝 票 実地棚卸 し在高集計

他 店 移 動 メ モ 移 動 月 報(他 店)
移 動

内 部 移 動 メ モ 移 動 月 報(内 部)

商 品 管 理 出 荷 メ モ

' 返 品 メ モ

出 荷 出 荷 明 細 書 在 庫 月 報(社 内)

処 理 返 品 明 細 書
返 品

(在 庫管理)
消化商 品 出荷 明細書 在 庫 月 報(社 外)

消化商 品返 品明細書

納 品 伝 票,入 日記 等

出 荷 指 図 書

売 上 伝 票

請 求 明 細 書
売 上 旬 報

請 求 書
販 売 売 上

入 金 伝 票
売 上 月 報(総 合)

領 収 書

消化商品実売報 告 メモ
売 上 月 報(ブ ラ ン ド別)

販売価格変 更 メモ



(1)商 品 企画 →原 材 料 発 注

一般 的 に ,最 近 に お け る アパ レル産 業 の フ ァ ッシ ョン産 業化 の 方 向 の 中で縫

製 メー カー レベ ル で も主 体 的 友商 品 企 画能 力 が強 く要 求 さ れ る よ うに左 って い

る。 従来 の生 産 志 向 型 か ら消 費 者 の ニ ーズ をい ち早 く把 握 し,積 極 的 に売 れ る

商 品 をつ くる体制 へ 移 行 す る上 で,企 画 の 充実 は どの 業種 に と って も太 き友課

題 で あ る。

紳 士服 業 にお い て も,そ う した 方 面へ の 関心 は 非 常 に高 ま って き て い る。 従

来,紳 士服 は商品 特 性 と して 堅 実 主面 が つ よ く,ス タ イル 左 ど長 期 にわ た って

不変 主要 素 に よって構 成 さ れ て い る の で,フ ァ ッシ ョン性 とい う面 で は,婦 人

服 等 に比 べ相 対 的 に展 開 さ れ に くい状況 に あ った。 しか し,消 費者 の 志 向の変

容 は 紳士 服 に も及 び,増 々多様 左品種 が用 途,価 格,季 節 等 に応 じて 求 め られ

る よ うに 左 り,そ う した 消 費 動 向 に対応 した形 で メー カー側 の体 制 を整備す る

動 きが 一般 化 して い る。

紳 士 服 モ デル 企 業 にお 』 て も,商 品 企画 部 ・ マー ケ ッテ ィ ン グ部 等 の大社 組

織 を中 心 に,販 売,仕 入,生 産 か らの情 報,又 社 外 か らの情 報 提 供,参 加 を受

け て,製 品化 に伴 う諸要 素 を分 析総 合 し左 が ら商 品 企 画 に多 くの 神 経 を注い で

い るo

と ころ で,紳 士服 は 商 品特 性上 他 の縫 製 業 に比 較 して い くつ か の特 質 を企画

面 で もって い る。特 に特 徴 的 左 ポ イン トは原 材料 と して 使用 す る原 反 の手 当 に

非 常 に 多 くの時 日 を要 す る こ と で あ る。 企 画 とい うの は,イ メー ジ と して考 え

だ され る商 品概 念 を実 際 の もの に つ くり上 げ,し か も商 品 と して売 れ る もの へ

と具 体 化 す る作 業 で あるが,製 品 を構 成 す る素 材 を決 定 し,確 保 す る こ とは企

画全 体 を左右 す る。 衣 料 品 の商 品 イ メー ジを決定 す る 色柄,ス タ イル の 中で も

素 材 は色,柄 に大 き く関係 す る の で特 に ウェ ー トが 高 い。 紳 士服 の 場 合 は毛 織

物 を主要 な素材 と して用 い,し か も相 対 的 に高 品質 左織 布 が 多 くそ の 製造 に手

間が か か る'。モ デ ル企 業規 模 の紳 士 服生 産 に おい て は,原 反 発 注 か ら初 回の 入

荷 ま で に約3ヵ 月 で あ る。 ま た 紳 士服 は縫 製 期 間 も相 対 的 に長 期 間 に わた るの
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で総 合 す る と,原 反 発 注 か ら入 庫 ま で半年 以 上 とな らざ る を得 安い 。 この よ う

左事 情 に よって,商 品企 画 の開 始 時 期 と して も販 売 シー ズ ンの一 年近 く前 に設

定 し左け れ ば 間 に合 わ方 い こ とに 左 る。

この よ うに,か な り以 前 の段 階 か ら企画 に着手 す る こ とが紳 士服 業 の最 大 の

特 色 と 左 って い る。

モデ ル 企 業 にお け る企 画 業 務 は整理 す る と次の よ う左構 成 要素 に分 割 され る。

(a)市 場 分析

句)テ ー マ設 定

(O)デ ザ イン"ポ リシー メー キ ン グ

@)デ ザ イニ ング

(e)素 材 の選 定,附 属 品 の 設 定

(f)原 反 発 注

(9)パ ター ン及 び サ ン プル メー キ ン グ

伍)生 産,販 売計 画 の作 成

市 場 分 析 は,社 会 動 向,市 場 動 向,フ ァ ッシ ョン動 向 に関 して種 々の情 報 源

か ら入 手 し分 析 す る。 情 報 入 手 経路 につ い ては,フ ァ ッシ ョン雑 誌,海 外 提 携

先 か らの情報 提 供,社 内販 売 員 の報 告,小 売店 情 報,そ の他 に商 社,生 地 メー

カー,消 費者 調 査 等 か らの情 報 も ある。

これ らの情 報 に もとづ き,来 シー ズ ンの 売 れ 行 きを予 測 した上,ど の よ う左

商 品 イ メー ジ を打 ち 出 し顧 客 に ア ピー ル して い くか を決 め るのが テー マ設 定 で

あ り・ デ ザ イ ンポ リシー の 画定 で あ る。 甚 大 カ ラー,基 太素 材,素 材構 成,又

それ らを どの 品 目に適 用 す る か(ブ ラン ド展 開)笹,基 礎 的 たマ ー チ ャ ンダ イ

ジ ング思想 が画 定 さ れ る。 ま た こ こでは 前年 の販 売 実 績 資料 も参 照 さ れ る。 こ

の後,品 目 ご との デ ザ イ ンニ ン グへ と移 る。 具 体 的 左 デ ザ イ ン,ス タ イル,シ

ル エ ッ ト,色 柄 とい っ た製 品 コ ンゼ プ トが決 め られ る。 そ して,そ の結果 を素

材 の 選 定,附 属 品,型 紙 とい った生 産 に直結 す る製 品仕 様 の決 定 へ とつ 左 げ て

い く。 素 材 の選 定 は第 一 次 の デ ザ ィニ ン グが終 った段 階 で生 地 メー カー との 打
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合 せ を行 い ・生 地 の切 れ 端 しであ る マ ス見太 が作 成 され るが,そ の 中か ら適 当

左 もの選 ぶ ・生 地が 決 ま る と附 属 品 を含 め た 全体 の デ ザ イ ンが最終 的 に 決ま る。

こ こで原 反 が 発註 さ れ る。 次 に,パ ター ン とサ ン プ ル を作成 す る。 パ ター ン と

い うの は発 註 した生 地 の サ ン プル を加 工 反番 ご とに切 って既 定 の用紙 に貼 りつ

け た もの で,こ れ に よ って得意 先 の註 文 を受 け る の で あ る。 サ ン プ ル製 作 は何

回 か行 わ れ る が,詳 細 左加 工 仕様 の 修 正検 討 に使 わ れ た り,最 終 的 に販 売 見本

と して展 示会 等 の展 示 用 と在 る。

以上 の よ う左手 順 を踏 ま え て商 品 企 画 の実 際 的 左作 業 が進 め られ るわ けで あ

るo

特 に,原 反 発註 は製 品 の甚 大 酌 女属 性 に関係 し,生 産 数 量 計 画の大 枠 を決 定

す る もの で,企 画 機 能 の 中心 的 左部分 で あ る。 モ デ ル企 業 にお け る原 反 発註 仕

入 業務 の概 要 は次 の よ うに左 って い る。

・担 当部 課 は営 業部 の仕入 企 画課 で あ る。

。業務 区 分 は,仕 入先 との契 約,引 取 指 図,品 質 検 査 ,受 渡 し,返 品 処理,

買 掛 金 処 理,で あ る。

この うち,受 渡 し・検 品 業務 は生 産 部 門 に属 す る。

基 太 的 左 業務展 開 と使 用 伝票 類

題 反購入契 副 マ硯 太,手 合書

屋 註 報 告1仕 入発註伝票

(発 註責任者一仕入 課,統 計部)

巳 註品引取指図

』 「1

1返 品 処 副

発註 品引取指図書

(仕 入課→仕入先,受 渡 し)

原材料入荷伝票

(受 渡 し→製造部,仕 入 課)

返 品 伝 票

(受 渡 し→製造 部,仕 入課,仕 入先)

一78-一

ぐ

ψ



α

〉

●

(2}受 註 お よび生 産手 配

商 品企 画,原 材 料 手 配 を経 て太 格 的 左生 産 準 備 に移 ら安け れ ば 左 らな いが ・

そ こで シー ズ ンの半 年 前 の段 階 で展 示 会 が 開催 さ れ る。展 示 会 は一般 小売店

(専 門店)の 得 意 先 を対 象 とす る受註 会 で あ り,紳 士 服 では,秋 冬物 ・夏物 ・

梅 春物 ご とに1回 又 は2回 開 かれ る。

一般 に衣 料 品 製造 業 の取 引 形 態 は 相手 の得 意 先 の 事情 に よっ てい くつ かの 特

別 左形 式 に分 割 さ れ て い る。 得意 先 別 では,専 門店 ・百 貨店,量 販店 等。 取 引

形 式 別 では 買取,委 託,消 化 が あ る。 専 門店 との契 約 は 買取 りが太 き 左比率 を

占 め ・返 品 率 が低 く安 定 してい る。.そ れ だ け契 約 に際 して整 った形 式 を必要 と

す る。 又 メー カ ーに とって も リス クの 少 左い専 門店 との取 引 をで きるだ け早 』

時 期 に確保 して お く こ とが,安 定 した 生 産,販 売 につ 左が り,更 に商 品 の 宣伝

や 数量 の調 整 。決 定 の資料 とす る こ とが で き る。(確 定 受註)

紳士服 の場 合,生 産 数量 は原 反 発 註 段 階 でほ とん ど決 定 され て しま うので,

展 示 会 の結果 に よ って生 産計 画全 体 に影 響 す る こ とは 方い。 む しろ,ど の商 品

を優 先 的 に生 産 へ 投 入 す るか とい っ た生 産 手 配 上 の調 整 と販 売 計画 の 策定 に関

係 して くる。 と くに,当 初 の専 門店 向 け販 売 計 画 数 量 に対 して展 示会 で の受註

量 が満 た 左い の が普 通 で あ り,販 売 担 当 者 は シー ズ ンに入 って註 文 を受 け にい

か ね ば た らたい の で,展 示 会 の 受註 状況 は そ の後 の販 売 業 務 に とっ て太 き友意

味 を も って くる の で あ るo

一方,百 貨 店 量 販 店 竺 と の註文 契 約 も同様 の 時期 に行 われ るが展 示 会 は開 か

れ ず,担 当者 が得 意 先 の仕 入担 当者 と接 触 した上,大 枠 の数 量,品 目 の指定 に

よって約 定 を取 り交 わ す。 これ は,委 託 取 引,消 化 取 引形 態が 多 い為 で ある。

(見 込 受註)

この ように して み る と,紳 士服 部 門 に お い ては 企 画 段 階 でほぼ 決 定 され た生

産計 画 を シー ズ ン開 始 より半 年 前 とい う早 い段 階 で得意 先か らの註 文 を受 け ・

生 産 数 量 の 一 定 の割 合 を消 し込 ん でい く よ うに 方 って 』 る ことが わか る。 そ し

て この段 階 で売 り先 のつ か 安い 商品 や 当 初 か らシー ズ ン中販 売 用 に決 め て あ る
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商 品 は シー ズ ンの前 段 か シー ズ ンに入 って か ら販 売 ルー トを開 拓 す る。 また受

註 形 式 は展 示 会 を開 く場 合 と開 か 支 い場 合 とが あ る。 いず れ の 場 合 も生 産 計 画

の大枠 は 企 画 段 階 で予 め 設 定 され て い る。

一 方 ,特 殊 友場 合 と して,百 貨 店 の ス トア ブ ラン ド商 品 の生産 は,実 質的 に

受註 生 産 とい え る もので あ る。 モ デ ル企 業 にお い て も,主 要 な ス トア ブ ラン ド

商 品 には特 別 の在 庫 区 分 を設 け,特 註 生 産 的 左形 態 に た って い る。

モ デ ル 企 業 に おい て受註 に用 い られ るの は 受註 伝 票 と受 註 品製 造 依 頼 書 とで

あ る。 受註 伝票 は展 示会 にお い て得 意 先 別 に各 商 品 ご との 指 定数量 を記 入 して

い き,後 で集 計 す る。 受註 品製 造 依 頼 書 は 主 に百貨 店 との約 定 の際 に用 い られ

るo

受 註 状 況 を取 りま とめ た段 階 で最 終的 に生 産 数 量,投 入 手 順(投 入 時 期,仕

上 り予定e七e)・ 加 工 先 配分ltど 詳 し』生 産 計 画 が決 定 され る。 そ れ に従 って

製造 依 頼 書 が作 成 さ れ る。 これ は営 業部 が作 る もの で,商 品 ご とにそ れ ぞれ サ

イズ毎 の数 量 ・合計 数量 ・部 課 別 割 当量がわかるようになってお 擦そのゆ あ一 票が 商

品配 分表 と して 入庫 の 際 の資料 と して使 わ れ る ことに た る。 又,よ り詳 細 左製

造 仕様 は,製 造 指図 書 に よっ て製造 工 程 へ 伝 達 され る・ これ は企画 段 階 で作 成

され 得 る もの であ るが,生 産 部 は これ より各工 程 ご との加工 手 順 に展 開 し工 程

管 理 を行 って い く。 又,委 託 加 工 先 へ の 加工 指 図 には加 工 指 図伝 票 が切 られ る。

原 反 の入 荷 日等 必要 友条 項 が 記 入 さ れ,一 票は 裁 断報 告書 と左 っ て大 社 の生 産

部 に戻 っ て くる ように 左 って い る。

これ らの諸 伝票 に よ って生 産 手 配 情 報 が各 方 面 に伝達 さ れ て い く。 左 お製品

仕 入 は特 別 左場 合,例 えば 礼 服 や海外 提 携 先 の オ リジ ナル商 品 の輸 入 等 に多 く,

モ デル 企 業 の場 合 も比 率 は10%程 度 に す ぎltい 。 この業 務 は 原 材料 の仕 入 と

同様 の手 順 で行 わ れ る。

(3}生 産

生 産 面 に 関 して は ・諸 工 程 ご との詳 細 友分 析 は 行 わ な い が,基 本 的 左特 徴 と

他 の業 務 部 門 との 関係 に触 れ て お く こ とにす る。
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紳 士 服 の生 産 工 程 は大 き く分 け て,縮 絨,裁 断,縫 製,仕 上,と 左 っ てい る。

紳 士 服 とい う商 品 の特 性上,複 雑 精 密 左縫 製 作 業や,生 地 加工 が必 要 とされ る

割 合 が高 い の で縫 製 期 間 は あ る シー ズ ン物 全 体 を仕上 げ るの に 現在 大 体,5カ

月程 度 を要 して い る 。 この 間,生 産 部 門 の行 う仕 事 は 次の よ う疫 もの で ある。

④ 原反 管理

(b)工 程 管理

(G)進 捗 管理

但)品 質管 理

原 反 管理 は,原 反 メ ー カー か ら納 品 さ れ た原 材料 の 受入 れ,検 査,在 庫管 理

及 び外註 先 へ の 引渡 し(売 上),さ らに縮 絨 工 場 へ下 請 に 出 した原 反 の 受入,

保 管 も含 まれ る。 原 反管 理 の 主 力帳 票 と して は原 反 管理 カー ドが 使 われ てい る。

進 捗 管理 は,生 産 の進 捗 状 況 を把 握 し全 体 的 左進 み具 合 と各 工 程 の作 業状 況

との調 整 をは か り,又 営 業 か らの要 請 や原 反 入荷 状 況 等 の情 報 を適宜 に参照 し

な が ら最適 の生 産 体 制 を維 持 す る。 特 に工程 で の遅 れ や無 駄 が生 じ支い よ うに

手 配 し友け れ ば 左 らな い。

外 註 管理 は委 託 加 工 先工 場 へ の加 工 指図,納 期 指定,技 術 指 導等 を行 って 』

る。外 註 先 の類 別 と しては,縮 絨 のみ を行 う縮 絨工 場 と製 品 の加 工 を請 負 う縫

製工 場 とが あ り,後 者 は 更 に,製 品 全体 を加工 す る と ころ と,商 品の み縫 製 す

る工 場,ま と め だけ を請 負 う工 場 とが あ る。 モ デ ル企業 の場 合,外 註 工 場 の数

は約50,生 産 比 率 で 約6割 とftっ てい る。 他 業種 に比 べ 外 註 比 率 は 低 く左 っ

てい るo

品 質管 理 は,工 場 での完 成 品,外 註 先,仕 入 先か らの納 品分 を検査 す る もの

であ る。 サ イズ,外 観,縫 製,プ レス筆 の仕 上 り状 態 をみ る。 ま た広 くは,工

程管 理 と結 び つ い て工 場 内 で の指 導,デ ー タ管理 を通 して品 質 の維 持 向上 に あ

た るo

次 に,生 産 部 門 で参 照 され る帳 票 につ い て は生 産 高 月報,既 製 品生 産 投入 日

報,生 産 実 績 明細 表 が挙 げ られ る。生 産 高 月 報 は,入 庫 時 に切 られ る伝 票か ら
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集 計 し電算 機処 理 に よって作 成 さ れ る ア ウ トプ ッ トで あ り,品 目別,生 産形 態

別(工 場,委 託,仕 入)ブ ラ ン ド別 の数 量 ・金額 が 示 され る。 生 産 投入 日報 は,

営 業 部 課 ご とに そ の 日に ど この工 場 に,ど れ だけ,ど の製 品 を生 産 に投 入 した

か を報 告 す る もの で,同 時 に原 価 計 算書 とも左 ってい る。生 産 実 績 明細 表 は,

部 課別,品 種 別 に生 産 投 入 高 と納 入 高 を対 照 した もの で あ る。

(4)商 品管 理

商 品管 理 とは工 場 か らの納 入 され た製 品 を受 け入 れ て か ら出荷 す るま での段

階 を指 す。 これ を構 成 す る フ ァ ク ターは,納 品(入 庫),在 庫 管理,移 動,出

荷,返 品等 で ある。

紳 士服 業 の場 合,委 託 販売 左 どの取 引 形式 が 広 く存在 して い るの で,返 品 等

の 事例 が 多 く,在 庫 商 品 の管 理 掌握 に多 くの注意 を払 う必要 が あ る。 ま た・販

売 に対 して生 産 が 先 行 してい る為,シ ー ズ ンカ1太格 化 した 中 で も売 り先 の定 ま

ら安 い商 品 が多 く残 る とい った 事情 もあ る。 こ う した面 か ら くる流 通一 販 売 経

路 の 複雑 化,煩 雑 さ,流 動 性 の高 さ とい った難点 へ の取 組 み が 大 き な問 題点 と

刀 って きた。

モ デル企 業 に おけ る商 品 管理 体 制 は 次 の特 色 を もつ。

(a)商 品管 理 部 が 独立 して 設 け られ て い る。

(b)商 品管 理 業務 に関 して 電算 機 処 理 を行 ってい る。

(c)商 品 セン ター を 持2。

(d)商 品管 理 に つ いて東 京,大 阪 の2つ の地 区 に分 割 され て い る。

多 くの場 合,企 業規 模 が一 定 の水 準 に達 す る と販 売業 務 と商 品 管 理 業 務 を一

一体 化 した ま ま に して お くこ とは ,シ ス テ ムの 円滑 左運営,簡 明 左事 務処 理機

能 の維 持等 の面 か らみ て非 効 率 を生 じさ せ る傾 向 が あ る。 この よ う左問 題点 を

避 け るに は,物 の掌 握,出 し入 れ に 関 して は商 品管 理 部 門 が独 立 して これ に あ

た り,販 売 は得 意 先 管理,出 荷 指 図等 の人 と情報 主体 の側 面 に で き る限 り限 定

した 業務 配 分 を とる こ とが要 求 され る。 モ デ ル企 業 もそ う した 態 勢 を とって お

り,本 社 及 び 各 支店 に商 品管 理 部 が 設け られ てい る。(小 さ 左支 店 は一 体化 し
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て 』 る。)

商 品 セ ン ター は東 京 と大 阪 に二 つ ある。 東 京 の セ ン ター は東 京 支 店 の 商 品管

理 部,大 阪 の場 合 は太 社 の 商 品管理 部 に属 す る。 商 品 セン ター の機 能 は,一 般

的 な在 庫 倉 庫 と して の働 き の他 に ・工 場 納 品分 を プー ル して各 地 の支店 に配 送

す る こ とが あ る。生 産 地 と営 業支店 とが 隔 ってい る場 合 に セ ン ターへ 一旦 入 庫

さ れ る事 が 多 い。 二 つ の商 品 セ ン ター は ・東 京方 面 と大 阪 方 面 に,商 品管理 と

販 売 業務 とが 大 別 さ れ てい る こ とに対応 して い るが ・.特に大 阪 の商 品 セ ンター

は 主 力工 場 に近 接 して お り・又 コ ン ピュ ー ター を持 つ 本 社 の商 品管 理 部 に属 し

て い るの で 中 心 的 左規 模 と機 能 を もっ てい る。

コン ピュー タ
.一 の活 用 に よる管理 は ・商 品管 理 部 門 が 中心 で あ り ・入 庫 メ モ

を は じめ と して この部 門 の各 種 イン プ ッ ト帳 票 を基 礎 に してい る。 ・

商 品管理 面 で の各 種 業 務 区 分(納 品,入 庫,在 庫 把 握,移 動,出 庫)は 各 々

次 の よ う友内容 が あ る。

a)納 品一 人 置

自社工 場 で生 産 され た製 品 の納 入 に は納 品伝 票,ま た委 託 加 工 先 や 仕入 先 か

らの場 合 は納 品書 に よって 所 定 の製 品 の納 入情 報 が発 生 す る。 起 票 者 は工場 の

発 送 部 門 で あ る。 納 入先 や 納 期 は生 産 手 配 段階 で指 示 され て い る。

納 品 され る と商 品管理 部 は,納 品 伝票 や納 品書 に基 づ い て入 庫 手 続 き を行 う。

仕 入 商 品 の場 合 は製 品検 査 も行 う。 入庫 処 理 には 入庫 メ.モ と製 品入 荷 伝票 が 用

い られ る が,そ の うち入 荷 伝 票 の方 が外 註 先 か らの納 品分 につ い て 使 わ れ,納

品書 と発 註 品引 取 指 図書 とを引 合 せ た上 起 票 され る。

入 庫 メモ等 は 電算 機 処理 の 為の イン プ ッ ト用伝 票 で もあ り・ イ ン プ ツふ され

る項 目(商 品 コー ド等)は 太 枠 で 囲ん だ欄 に記 入 す る よ うに 宏 って い る。 入 庫

関係 で入 力 さ れ た 情報 の処 理 に よ り作 成 され る 出力 情 報 は生 産 高 月報 で ある。

即 ち製 品 の 入 庫 で生 産高 を把 握 して い るわ け で ある。

b)在 庫 管 理(在 庫集 計 区分 に よる把 握)

これ は 入 庫 後,出 荷 に至 る ま での商 品 の保 管 ・掌握 に 関 す る業務 を 指す。 数
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量 の調 整 や 品質 の維 持 に も注意 し安 け れ ば な ら左 い。

紳 士服 モ デ ル企業 に お いて は ・在 庫 商 品 の倉 庫 と して2つ の商 品 セ ン ター一

(東 京,大 阪)を 含 み 各営 業 支店 の 社屋 内等 合 計8ヵ 所 あ る。 そ して,倉 庫 に

入 って い る在庫 商品 は 販 売 計画 や受 註 一 一生 産 手 配 の段 階 で予 め 出荷 先 や売 り

上 げ に責 任 を もつ販 売 部課 が決 め られ て い るの で,在 庫 管理 上 も担 当 部 課別 に

区 分 け して登 録 され る。

在庫 集 計 区 分 が そ の区 分 方 法 で あ り,コ ー ド記 号 化 して あ る。

在 庫 集 計 区 分 は営 業 の販 売部 課 区 分 を基 礎 に してい る が,他 にス トア ブ ラン

ドの商 品 見太,部 課 共 通 の プー ル 商 品,企 画部 見太,又 商品 セ ン ター にス トッ

クされ る新 品商 品 の うちセ ン ター所 在 地外 の支 店 へ配 送 され る分 ,等 につい て

別 個 に区 分 され て い る。

次 に,在 庫 管理 に 使用 さ れ る帳 票 類 を挙 げ る。

。 実 地棚 卸 原 票

。 棚 卸 表

・ 実地 棚卸 在 高 集 計(社 内 ,社 外)

。 在 庫 月報(社 内 ,社 外)

棚 卸 しは ・品 目別 に担 当 者 が 在庫 状 況 を実地 に調 査 す る もの で,そ の うち実

地棚 卸 原 票 は数量 の み,棚 卸 表 は単 価 金 額 も記 入 す る。 部課 ご とに そ れ らを集

計 した もの が実地 棚 卸 し在 高 集 計 で あ る。 社外 の集 計 とは 消化取 引 の際 の持 出

し在 庫 の集 計 の場 合 であ る。

在庫 月 報 は統 計 上 で商 品 の動 き を把 握 す る もの で,月 単位 に,品 目別 ブラ ン

ド別 の前 月繰越 高,生 産 高,売 上 高,移 動,消 化 等 を集 計 し太 目在 高(数 量 の

み)を 一 覧 表 に した もの で あ る。

c)移 動.

移 動 とい うもの は,各 部課 別 に割 り当 て られ た商 品 の在 庫 場 所 を変 え る こ と

で あ り,ま た在 庫商 品 の 中で も売 り先 の確 定 して い 互 い もの,例 え ば 部 課共通

の プー ル商 品,返 品 商 品,未 受註 商 品等 を あ るモ チ ー フに従 って 所属 部課 を移
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す こ とで あ る。 そ の 際,現 品 の在 庫 場 所 が変 化 し,商 品が 実 際 に移 送 され る場

合 も・事 務手 続 の み の場 合 も含 まれ る。

モ デ ル企 業 にお いて移 動 の起 こされ る主 たモ チー フは 次 に整理 され る。

ピ)商 品 セ ン タ ーへ 一度 納 品 され た 製 品 を各 支店 の営 業 倉庫 へ配 送 す る場

合 。

特 に工 場生 産 の比 重 が 大阪 方 面 に か たむ い て い る為,大 阪 で生 産 され

商品 セン ターへ 入 庫 した商 品 を各 地 の支 店へ 配 送 す る例 が 多 い。 これ は

太来 在 庫 場 所 の み の移 動 で あ るが ・在 庫 集計 区 分 には セ ン ター か ら配 送

され る分 の区 分 もあ る の で,在 集 部課 の コー ド変 更 も行 わ れ る。

←)異 った地 区 の営 業 部 課 の移 動

あ る商 品 がそ の売 れ 行 き状 況 に影 響 され て,他 の部 課 が 持 っ て』 る同

一 品 目の商 品 か ら相 互 に補 充 しあ う場 合 で ,各 部課 の販 売 担 当 者 間 で連

絡 を と りあ っ た り,大 社 の商 品管 理 部 に問 い合 わ せ 指示 を受 け る 庁 ど し

て 必要 方情 報 を得 た上,移 動 を起 こす ことに た る。 この場 合 は 部課 も所

在 場 所 も変 更 され る。

←う 同 一 支 店 内 での異 っ た部 課 間 の移 動

移 動 の契 機 は(ロ)と同 様 で,在 庫 場 所 の変 化 が伴 わ 左 い もの で ある。

次 に移 動 の種 類 につ いて 述 べ る

移 動 に は 内部 移 動 と他店 移 動 とが あ る が,こ れ は営 業単 位 を大 阪 方 面(大 阪,

名 古屋,福 岡)と 東 京 方 面(東 京,仙 台,札 幌)と の 二 つ に分 割 して 』 る為 で,

各 営 業単位 内 の 移 動 を内部 移 動,異 左 る営 業 地域 に あ る部 課 間 の 移 動 を他 店 移

動 と して処理 してい る。各 々,処 理 手 順 と して は 内部移 動 メモ,他 店 移 動 メモ

を用 い,移 動 を起 こす 元部 課 で起 票 す る。

移動 月報(他 店,内 部)は,月 間の移動状況 を把握十る為にア ウ トプ ソ トされ る帳票

で ある。 在庫 集 計 区分 の部 課 別 に 品 目 ,、ブ ラ ン ド毎 の振 請 け を数 量 ・金額 で示す。

d)出 荷

出荷 及 び返 品 業 務 は実 質的 に販 売 と重 複 して い る。 と くにモ デ ル 企 業 の販 売
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管理 シス テ ム に おい て は売 上 の把 握 を 出荷(納 品)と 返 品 の差 額 で行 ってい る

の で,実 地 で行 われ る出荷 返 品 処 理作 業 は 重要 左意 味 を もつ てい る。 しか も・

業界 の性格 上種 々の取 引 形 態 が併 存 し,得 意先 別 に処 理 手続 き を変 えね ば 左 ら

左ho

この よ うに販 売 管 理 面 の制 約 条 件 に対応 して 出荷 業務 の 内容 が規 定 され るの

で,そ の面 で の区 分 や相 違 に つ い て は販 売 管 理 の面 で触 れ る こ とに す る・

一般 的 に 出荷 返 品業 務 の 内容 に つい て ま とめ てお く と・概 略 次の よ うに在 る・

ρ

¶

出 荷 指 図 出 荷 指 図 書

(営 業部 一 → 商品管理部)

出 荷(納 品) 納 品書,入 日記 等

(商 品管 理 部 一→ 得 意 先)

出 荷 報 告 出荷 メモ ・ 出荷 明細書

(商 品 管理 部)→ 営 業'経 理,統 制

Cコ ンピューター)

返 品 は方 向 は逆 で あ るが,ほ ぼ 同様 で あ る6

'(引 販 売 管 理

販 売 管理 に お け る主 要 左問 題 は,製 品 の仕 上 り状況,在 庫 状 況 とバ ランス を

と りつ つ受 註 納 品 を行 い,販 売 計 画 の 円滑 左達成 をは か る こ とに あ るが,衣 料

品 の場 合 は季 節 商 品 の性 格 が強 く限 られ た シー ズ ン期間 の う ちに適 確 に 売 り先

を開 拓 し,売 残 りを防 止 し左 け れ ば 左 ら左 い。 しか し,得 意 先 の 力 がつ よ く業

界特 有 の 商取 引 慣 行 が 左 お 一般 的 で あ る為,効 率 的 左販 売 企画 を立 案 し達成 し

得 る段階 には 至 って い 安い のが現 状 で あ る。 逆 に販 売 業 務上 の処 理 にも種 々の

複雑 さが つ き ま と う結果 と左 って い る。

紳 士服 モ デ ル企 業 につ い て も,得 意 先 の種 別 が 多様 で,ま た取引 形 態 も一 様
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で 左い箏 特 に複雑 左事情 が重 左 って お り業 務 処理 方法 上 の区分 をい ろ い ろ と設

け る 左 ど して い る。

モ デ ル 企 業 にお け る,得 意 先 の種 類 と構 成 比 率,取 引 形 態 につ い て 次 にま と

め たo

)先

店

店

店

他

意

貨

門

販

の
・

得

百

事

量

そ

(

a

b

C

d

(比 率)

58%

18%

18%

5%

(取 引 形 態)

買 取 り,委 託,消 化

買 取 り・委 託

買取 り,委 託

(直 販 左 ど)

●

取 引形 態 の うち,買 取 り契 約 は甚 大 的 に返 品が起 ら 左い もの で あ る。 返 品 が

左い の で リスク負 担 は軽 い が利 益 も少 た く浸 る。委 託 取 引 には必 ず 返 品 が 出 る

が ま とま った量 を扱 うこ とが 多 く利 益 が あが る。 消化 取 引 は得 意 先 の店 頭 に在

庫 を持 つ こ とで,得 意 先 は仕 入 をお こさ ず メー カ ー も通 常 の 出荷 処 理 は行 わ 左

いo

モ デ ル企 業vateい て ・三 つ の取 引形 態 の比 率 は大 体買 取 り10%,委 託75

%,消 化15%の 割 合 に 左 ってhるo

百 貨 店 と の取 引 が多 いの が特 徴 で あ る。 そ して,全 体 的 に委 託取 引 の 比率 が

高 い た め 返 品の 可 能性 が常 に存 在 し・ シー ズ ンに入 ってか らの在庫 調 整 や販 売

企 画 にそ れ だけ 重要 左役 割 が 課 せ られ る こ とに 左 る。

販 売管 理 にお け る業 務 は一般 に 受註 一 出荷(納 品)一 売上 とい う流 れ に沿 っ

て い る。 紳 士 服 モ デ ル 企業 の販 売 部 門 の組 織 は,得 意 先 の 区別 に 沿 って 担 当部

課 を分 割 して お り,各 担 当 部 課 ご とに在庫 を もち,売 上 の集 計 区 分 をた てて い

るo

受註 に 関 して は既 に触 れ た よ うに,シ ー ズ ン前 段 で確 定 してい る もの と・ シ

ー ズ ン に入 っ て か ら獲 得 す る場 合 とが あ る
。 後 者 の 場合,註 文 を受 け る と出荷

指 図書 に よっ て商 品 管理 部 へ 出荷 指 示 を送 り,そ こ で 出荷 手 続 が と られ る。 出
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荷 返 品 の処 理 は商 品 管理 部 門 に属 す るが 販 売 部課 が得 意 先 別 に分 かれ て い る こ

とに対応 して・ 百貨 店 ・専 門 店,量 販 店,直 販 用 に別個 の専 用 伝票 が 用 い られ

る。 しか も ・売 上 処 理 は縞 目 まで の 出荷 返 品 の差 額 に よって把 握 して い るの で,

実質 的 に 出荷 返 品 業 務 と重 だ って い る。 従 って,専 門店 との取引 の 場 合以外 は

売上 伝 票等 は 使 わ れ 左い 。

左お,百 貨店 との 消化 取引 の 際 に は社外 へ の持 出在庫 で あ るので,出 荷 返 品

とは 別 に 持 出 し持帰 り と して 扱 い,売 上 げ は実 売 報 告 に よって計上 す る。

出荷(返 品)及 び 売上 関係 業 務 の 伝 票処理 につ い ては 表2・2-2に ま とめ

た。 この うち統 制 部 とは コ ン ピュー ター室 と商 品 セ ンター を統轄 す る部 課 で あ

るが ・ コ ン ピュー ター に よる商 品管 理 販 売 管 理 シス テ ムの 業務 と情 報 の 関連 は

図2。2-2の 通 りで ある。

次 に売 上 管 理 用 ア ウ トプ ッ トにっ い て は,売 上 旬 報 と売上 月報(総 合,ブ ラ

ン ド別)が あ る。 売 上 旬 報 は売 上 集 計 区 分 部 課 別 に旬単 位 で納 品高,差 引売上

高 粗 利 益 につ い て数 量,金 額 を集 計 した もの で あ る。 百貨 店 の 場合 は店 別取 引

別 の合 計 ・専 門店 は地区 と係別,量 販 店 は チ ェー ン太 部 別,直 販 の場 合 は売上

区分 別 の合 計 も 出 る。 売上月 報 は売 上 旬 報 に 品 目を附 加 した もの で あ る。

⑳

表2・2-2 出荷 業務 に拾け る伝票 の処理

① 百貨店 との買取 。委託

〆A商 品管理部(控)

-iご …ヨ難::

E(輸 送票)現 品附 帯 で得意先へ
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俗

β

●

② 量 販 店

'A

…

iB

出荷 メモ(、o

|
lD

㌧E

得 意 先 専 用 納 品 伝票

・商 品管 理

'統 制

・経 理

営 業

(出 荷 明細 書)

(〃)

(輸 送票一×破棄)「 儲 先

③ 専 門 店

(A

出荷 メモ ね

{C
'A

{B
|

売 上伝票 ～o

D

VE

・統 制部(控)

統 制 部

・得 意 先

・商 品管 理(控)

・経 理

・得 意 先

・営 業

・経 理

(入 日 記)

(納 品 伝 票)

(請 求 明細書)

(返 品の場合 は赤 伝 とす る)

④ 直 販 部 門

lA出荷
メモ 〈
(B↑

販 売 原 始 伝 票

・営 業

・統 制

郡

部

⑥ 百貨店消化取引

・A 商品管理 部(控)

→ 統 制部

消化商品 出荷 明細書)→ 経理部

'得意先

消化 商品B

持 出 ・モ1・
`

(

人D (輸 送 票)
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図2・2-2 モ デ ル企 業 に おけ る コ ン ピ ュー タ管理 の 甚 大 的 構 成

/

商品管理部

(倉 庫)
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商品管理部4

返(倉 庫)

入

庫 出

報 荷

報

弐

▲

消化商品持 出持帰

出 荷 ・返 品

＼

鑑

/
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2'2・2業 務 分 析2布 畠

布 吊縫 製 業 の業 務 分 担 に際 しては協 力企 業 を一社 選 定 した。 そ の上 で協 力 企

業 の グル ー プ内 で ドレス シ ャ ツ販 売 部 門 を独立 させ た事 業部 会 社 の 業 務 を主 要

左分析 対 象 に す る こ とに した。

協 力 企 業 グルー プ全体 と しては,ワ イ シ ャ ツ.ニ ッ ト,ス ポ ー ツ ウェ ア等 の

品 目別 に5つ の タテ割 事 業 部制 を とって い る。

ドレス シ ャ ツの販 売 部 門 と生産 部 門 とは100%出 資傍 系 会 社 と して独 立 し

てい る。 分 析 対 象 と在 る ドレス シャ ン会 社 は,販 売部,商 品(企 画)部.管 理

部(経 理 部)の 組 織 構成 を と り,従 業 員40人 程度 で あ る。

協 力 企 業(ド レス シ ャ ツ販 売 傍 系 企 業)の 概 略的 左業 務 フ ロー図 と帳 票類 の

一 覧 を図2。2-3 .表2。2-3に 示 した。

以 下,各 業務 機 能 を商 品 の流 れ に沿 って そ の特 色 や 内容 に触 れ てい き たい。

甚 大 的 だ枠組 に つい て は紳 士 服 の項 で展 開 した の で,布 畠縫 製 業 の特 徴 を強調

で きる よ うに進 め て い く こ と とす る。

(1)商 品 企画

協 力企 業 は グルー プの他 の事 業部 に対 して ほぼ 独 自に商 品 企 画 を行 う。 ワ ィ

シ ャ ンの場 合,ス タ イル の差 文 は毎 年 そ れ程 変 化 し左 いが ・色,柄 ・素 材 の面

では変化す るもの と し飾 もの猶 る・ ドレス シ・吐 ど峻 わ 肪 糊 しい

といえ る。 季 別 は梅 春物,夏 物.秋 冬 物 の3シ ー ズ ・の区 別 にftっ てい る。 そ
マ 　 エ

れそれ企画 に着手 す る時期 は,生 地 の染色期間 を見込 む必要が あって遅 くて も

シーズ ンの半年前 に在る。

商 品企画業務 の手続 きは次 の よ うに 左る。

① 市場調査,情 報 の収集分析

② 商品構 成 の設定

③ 生 地(素 材,色 柄)の 決定'発 註

④ 販売生産 計画 の作成
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図2。2-3 布 吊協 力 企 業 業務 プ ロ『図

市 場 調 査 ・分 析下 一 販売実績 ・生地・一・一 原糸・一・一一

」ノ

1商 品 企 ⇒ 一

↓

ー
工

勤(素 材 ・色 ・柄)企 劃

↓

巳 地 発 註 ・仕 入 卜

!
生地仕入契約書i納 品書(仕

↓

↑

1

商 品 計 画

「弍 計 画

生 産 手

1

庫i

販 売 計 画

〈 生 地 メー カー ・商 社 〉

r

製 品 受入 検品

」
配

票動品製

加 工 指 図 書

生 産(外 註)

グ ループ内
[

生産事業部

巨

移 動 処 理
移動伝票

庫 管 理 1一己
`

出荷指図 売上返品伝票

出
《荷

販 売 管
(受 詳)

理
士
上 管 理〉 〉 冗

蓮

邑

A 出荷報告書
売 上 票 (発A
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表2。2-3 業務機 能 と帳票類 の関連表(布 畠)

部 門 業 務 伝 票 メ モ 類 作 成 ・参 照 帳 票 。 レ ポ ー ト

生地仕入契約書

納 入 書 仕 入 先 元 帳
企 画 生 地発註仕入

仕 入 書 支 払 明 細 書

納 品 書(控)

材料移動票

生 産
生 産 手 記

加工 指図書

(外 註) 工 程 表
生 産

材料受払帳

入 庫 製品移動票

移 動 元 帳
移 動 移 動 伝 票

移 動 合 計 表

欄 卸 し 表

商 品管理 台帳

在 庫 管 理 棚 卸 し誤 差 表

品 番 別 商 品 管 理 表

商 品 管 理
KBC荷 受 発 送 枚 数 表

出荷 指図書

出 荷 控

出 荷 出荷報告書
、

納 品 書 ＼

入 日 記
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部 門 業 務 伝 票 メ モ 類 作 成 ・参 照帳 票 。レポ ー ト

受 註 受 註 書

売 上 票 得 意 先 元 帳

売上 返品伝票 請 求 一 覧 表

請 求 書 部門別売上粗利報告書
'

照 合 票 販売員別売上粗利報告書

販 売 売 上 入 金 票 回 収 日 報

領 収 証 異状 取引一覧表

入 金 カー ド 回収予定一覧表

値引処理票 地域 別得意 先別管理 表(総 合 ・部 門別)

入金相 殺値引e七c訂 正票 販 売員別 ●得意 先別売上粗利報 告書

商 品持 出伝票 不良取引得意 先一覧表

商品振替表

◆
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市 場調 査 や 情 報 収集 に お い て は ・商 社(生 地 商)や 生 地 メー カー あ るい は得

意 先 か ら資料 を入手 す る。 内 部的 には 随 時商 品企 画 会 議 を開 き,商 品部.販 売

セ ー ルス等 の間 で意 見 を交 換 し合 って い る。

デザ イ ン決 定 の中 心 は色 柄 ・素 材 で あ り生 地 の選 定 にか か る比 重 が大 で ある。

モ デル企 業 の生 地手 当 は90%特 註 に 在 る が,そ れ は ドレス シ ャ ツ中 心 で柄 物

が 多 く在 る為 で あ る。 通 常 の ワイ シ ャ ツ部 門 では マス 見太 か ら選択 す る。 生 地

の発 註 か ら納 入 ま で に は約3ヵ 月 要 す る。縫 製期 間 の 約1ヵ 月 に比 べ て長 期 に

わ た つて い るo

生 地 の選 定 ・発 註 と並 行 して販 売 計 画.生 産 計 画 が た て られ る。 前 年 度 の販

売 実 績 ・ セ ー ル ス を通 して の得 意 先 情 報 が参考 とさ れ る。生 産計 画 には 数量 の

設 定 ・生 産 ス ペ ー ス の確 保 等 が問 題 と在 る。 紳 士 服,婦 人 服 の よ うに展 示会 を

開 い て受註 し,生 産計 画'生 産 手配 上 の調 整 資料 に用 い る こ とは しltい100

%の 見込 み生 産 体 制 で あ る。 生 産 ス ペ ー スは生 産 部 門 と販 売 部 門 の各 事 業 部 間

の連 絡 会議 を もっ て割 り当 て る。

(2}生 地 の癸註 仕 入

生 地 の発 註 につ い て は生 地 仕 入 契 約 書.仕 入 業 務 に は仕 入票(納 品書)が 用

い られ る。 仕 入 票 は生 地 が納 入 され る時 に仕入 先 が起 票 す る もの で,納 品書 と

納 品伝 票(受 入 れ報 告 書)を 兼 ね てい る。 受け 入 れ場 所 は工 場 又 は物 流 セ ン タ

ー で あ るが ,そ の 際 の検 品.保 管 につ い て は検 査 報 告 書及 び 材料 受 払 い帳 が 用

い られ る。 又 買掛 金 管 理.仕 入 先 管理 に は仕入 先 元 帳 ・支払 明細 合 計 表 等が あ

る。 これ は仕 入 票 か らの イ ン プ ッ ト情 報 のEDP処 理 に よる ア ウ ト ップ帳 票 で

あ るo

(3}生 産 管理

生 産 事 業 部 へ の生 産 指図 は加工 指 図書 に よる。 布 吊 製造 工 程 は.裁 断 … 縫

製}計 穴 釣 一 検 査 一一・仕 上 の各 工 程 に大 別 され る。 工程 管理 は工 程 表 等 の他,

チ ケ ッ トコ ン トロー ル シス テ ム に よる管 理 を実 施 して い る。

生 産 事業 部 で は グルー プ内 の各 事 業 か ら打 ち出 され る生 産 計 画,生 産 要請 を
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調 整 し型紙 の標 準化 等 の合 理 化作 業 を行 う左 ど効 率 的 左生 産 体 制 に取 り組 ん で

レ・るo

左 右 ・電算 機 シス テ ム の導 入 は進 ん で い るが,生 産 管理 にお け る ア ウ トプ ッ

ト情 報 はltい 。 これ は,縫 製生 産 期 間 が1カ 月 と短 期 で あ るの で生 産 高 の把 握

や進捗 管理 の必 要が あま り 左 い為 と思 わ れ る。

(4)商 品管理

製 品 の入庫 か ら出荷 ま での過 程 でそ の 間 に在 庫 管理 と移 動 を含 む。

入庫 には 製 品移 動票 が使 われ る。生 産 部 門 の事 業部 は独立 採 算 制 を とるの で.

納 品 一入庫 を移 動 と して抱 え.か つ仕 入 一 一売上 をお こ してい る。即 ち,製 品

移 動 をお こす工 場が 売上 部 門 であ り,相 手 部 課 が仕 入 部 門 と在 る。 在庫 区分 は

モ デ ル企 業 の 二 つ の販 売 部(東 京 と大 阪)が 一 括 さ れ ひ とつ の単 位 で在 庫 を も

つ よ うに 左 って い る。 紳 士服 モ デ ル企 業 の よ うに細 い在 庫 集計 区分 を しいて い

ltい 。 又 売上 部課 区分 と同 一 であ る。 倉 場 所 は物 流 セ ン ター を含 め9ヵ 所 で あ

る。 エ 場 を出 た製 品 は そ の う ち どれ か の倉 庫 に入 る。

在庫 商 品 の移 動 は移 動 伝 票 に よ る。 部 課 間 の移 動 だけ でな く・ 単 に倉 場所 を

変 え る場 合 で も移 動 伝票 を起 こす。 こ こで も仕 入 一売上 の処 理 を行 う。

移 動 に 関 す る ア ウ トプ ッ トと して,部 課 別 に金 額 のみ把 握 す る移 動 元 帳 が あ

るo

出荷 に 関 して は 販売 業 務 と直 結 してい る の で こ こで は省略 す る○ モ デ ル企 業

にお い て は販 売 部 門 と商 品 部 門 とは組 織 的 には 分離 してお らず,売 上 用 伝票 と

出荷 伝票 とは一括 して 処理 さ れ る。 商 品管 理上 の 出荷 動 向 の把 握 は商 品管理 表

に よって い る。 これ は 品番 別 の売 上 数 量,金 額.在 庫残 数等 を集 計 す る 月報 で

あ るo

入 庫,移 動,出 荷 の動 き を総 合 し在 庫把 握 の基 太 的 左 資料 と在 る ア ウ トプ ッ

ト帳 票 は商 品管 理 台帳 と棚 卸 表 で あ る。 と りわ け管 理 台帳 は 部課 別 品蕃 別 の移

動 と売上 げ状 況 を 日付 を追 って 一 覧 表 と して い る。 数 量 のみ で金額 は表 現 され

左 い。 棚卸 表 は 部課 別 品番 品 名 別 に単 価 数 量 金額 を月単 位 で集 計 す る もの で あ
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(5)販 売管 理

大 部 分 見込 み年 産 で あ るの で受註 一 出荷 一 売 上 げ の 関連 が は っき り とみ

られ る。 しか も,ド レ ス シ ャ ン とス ポー ソ シ ャツだけ を専 門 的 に取 扱 う事 業部

で あ り,さ らに得 意 先 を量 販 店 に 限 って い る等 の特 色 を もつ 。 そ れ だけ に販 売
⑨

管 理 業務 の方 法,手 順 は比 較 的 簡 明 左構造 に 左 って い る。

販 売組 織 は東 京,大 阪 とに分 か れ てい るが在 庫 区分 は共 通 で ある。 販 売 員 は

得 意 先 の量 販 店 を受 持 ち に従 っ て巡 回 し註 文 を受 け て くる。 受註 内容 は受註 書

に記 入 さ れ,そ の コ ピー が 出荷 指 図書 と在 り物 流 セ ン ター や支 店 倉 庫 の管 理担

当 へ 回 さ れ る。 そ こで は売 上 票 とそ の コ ピー であ る 出荷 報 告書,納 品書 等 が起

票 され て,得 意 先 へ の 納 品,販 売 へ の 出荷報 告,コ ン ピ ュー タ ー室 へ の売 上 報

告 が行 わ れ る。 コ ン ピ ュー ター室 での処 理 に より,得 意 先 へ の請 求 ・売掛 管 理 ・

売 上 げ統 計 レポ ー トの作 成 等 が実 施 され るシス テ ム とftっ て い る。(図2・2

-4参 照)

販 売 管 理 用 ア ウ トプ ッ ト帳 票 は十 数種 類 もあ り きめ細 い販 売 実 績 資料 を構成

して い る。 売 上 返 品伝 票,得 意 先 元帳,請 求書,請 求 一覧 表 の他 に主 要 左 もの

と して は,部 門別 売上 粗 利 報 告書(日 報),販 売 員別 売上 粗 利 報 告 書(日 報),

地域 別 部 門別 管 理 表。(月 報)等 が あ る。特 に販売 費 単 位 の情 報 を得 て い るの

が 目立 つ。
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受註 ・売上 関連 業務 フ ロー図2。2-4
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2・.2、 ピ3さ 業務 分析3被 服 協 力 企 業

被服 縫 製 業 の 業 務分 析 と して 協 力 企 業 を一社 選択 した。 協 力 企 業 は,ワ ー キ

ン グ ウ ェア(作 業服)-80%,学 生 服 一20%の 生 産 を中 心 と して い る。 岡

山県 倉 敷 に大 社 をお き大 社 工 場2つ の他専 属 工 場 が7つ あ る。

従 業員 数 は130名 前 後 で あ る。(生 産 部 門 約100名)

被 服 とは 作 業服,学 生 服,ジ ー ン ズ運 動差 等 を指 し,色 ・柄 ・ス タ イル等 の

構 成,類 別 が単 純 で あ り,ラ イ フサ イクル が長 くモ デ ル チ ェ ン ジ を頻繁 に は行

う こ とが 左い とい っ た商 品 特 性 を有 す る。 その為,加 工 技 術,工 程 等 の管理 が

複雑 に 左 らず 商 品 の 備 蓄 も可 能 で あ る。又 販 売 面 では,問 屋 を経 由 した中 ・ ッ

ン

トの受註 の 割合 が 高 く左 る とか,作 業 服 の 場合 売 り先 に 問屋 一 発註 元(企 業等)

一着 用 者 とい っ た階層 構造 が成 立 す る とい った特 徴 が み られ る。

協 力 企 業 に 関 して は この よ う左墓 表 的 左特 色 に加 え,地 域 内 企 業 との共 同設

置 に 在 る配 送 セ ン ター や 企 画 受 註 セ ン ター を利 用 す る 左 ど ・事 業 の 効 率化へ の

取 組 み が み られ る。

各 部 門 の 業務 の概 要 と関連 を 次 に説 明 す る。 左お組 織 構 成 は 総 務(経 理),

営 業(販 売,企 画),生 産 の各 部 課 に区分 され て お り,別 に共 同 配送 セ ンター

と計 算 セ ン ター とを活 用 して い る。

{1}商 品企画

被 服 製 品 の ライ フ サ イク ル は三 年 程 度 で あ るの で,年 度 や季 節 ご とに新 しい

商 品 企 画 が た て られ る わけ では 左 い。 特 に学 生 服 左 どは 何 年 た って も変 わ ら 左

い のが普 通 で あ る。 この こ とは被 服 製 品 は 一般 に フ ァ ッシ ョン商 品 と しての 要

素 が低 い こ とを反 映 してい る。 しか し,最 近 は作 業服 に も機 能 太 位 の面 だけ で

左 く,着 ご こ ちや 心 理 的 友満 足 感 を満 たす よ うたデ ザ イ ン を考 え る傾 向が顕 著

と左 って きて お り,商 品 企 画 へ より多 くの注意 を 向け る必 要 が 認 識 さ れつつ あ

るo

定 期 的 左 モデ ル チ ェン ジや発註 元 か らの特 註 を うけ て新 た に デ ザ イン開発 を

行 う場 合 は,生 地 メー カー か らの情 報 を入手 した り,業 界 が 中 心 と 左 って設 立
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表2。2-4 業務機 能 と帳票類 との連 関表

部 門 業 務 伝 票 メ モ 作 成 ・参 照 帳 票 レポ ー ト

絵 型
商 品 企 画

企 画 仕 様 書

原材料発註仕入 売 約 証

絵型 ・仕 様書
生 産 手 配

裁断指図伝票
生 産

縫 い出 し伝票 仕 掛 在 庫 表
生 産

縫 い上 り伝票 中 間 在 庫 表

入荷依頼書

商 品 管 理 検 収 入 荷 メ モ
在 庫 表

(セ ンター) 入 庫 集荷 手配書,

集荷 一覧表

出 荷 メ モ

入 日 記

出 荷 仕 切 書

配送明細書
販 売

送 り 状

註 文 書
受 註 得意先管理日報

註文引受書

引 しクC
_』 請求(明 細書)



＼

した ユ ニ ホ ー ム セ ン ター の指 導 提 供 を受 け る こ と が あ る。 オ リジナル ブ ラン ド

の企 画 は 独 自に実 施 す るが そ の比率 は50%程 度 で外 部 か らの参加 に よって 企

画 を た て る こ とが 比 較 的 に 多 い とい え る。 ユ ニ ホー ム セ ン ター とは,ユ ー ザ ー

と メー カー の交 流,メ ー カー の企 画 水 準,技 術 水準 等 の 向上 を 目的 に 研究活 動

を してhる もの で,デ ザ イナ ー集 団 と して の性格 が つ よいo

企画 の手 順 は,デ ザ イ ニ ン グー 素 材 ・色 柄 の 決 定 →原 反 の発註 ま で他 の縫 製

業 種 と大 差ltい が,基 大 型 を数種(4～5種)決 め た後,配 色や 部 品 の仕様 に

よ って ヴ ァ リエー シ ョン をつ け る。色 の種 類 は3～4色,無 地 が多 い。 原反 の

手 当 は生 産 開始 の3ヵ 月 前 か ら早 い場合 は6ヵ 月前 に済 ま す。

生 産 計 画,販 売 計 画 は年 単 位 で設 定 す る。 前 年 実 績 や 市場 動 向 の調 査 分 析 を

通 じて年 に一 回 の販 売 幹 部会議 で決 定 され る。 備蓄 と原反 の追 加発 註 が可 能 で

あ る為,過 剰生産 分 は 次年 度 に繰越 し,不 足 分 は追 加 生産 して いけ ば よい。 従

って精 密 左年 間 計 画 や生 産 調 整 に常 時 気 を配 る必 要 は たい よ うに思 われ る。

左 お追 加 生 産,特 註 生 産 の比率 は 約50%で あ る。

(2)生 産

生 産 部 門 に お け る諸 工程 は次 の通 り。

裁 断 一一 株 出 し(仕 分)一 一縫 製 一ー 一検 査 一一 ・仕 上 げ 。

縫 製 工 程 を外註 にす る割 合 が 高 い。

使 用 伝 票 と しては 企 画部 門 か ら仕様 書,絵 型 に よ って 製造 指 図 を伝 え,生 産

ユニ程 内 で は各 々裁断 指 図 伝 票,縫 い 出 し伝票,縫 い上 が り伝票 が使 わ れ る。 又

原 反 管 理,仕 掛 管理 用帳 票 と して は仕 掛 在 庫 表,中 間在庫 表 とが あ る。

(3)商 品管 理

協 力 企 業 で は商 品 管 理 業 務 の近 代 化,流 通 の合 理 化 を 目的 と して取 り組 ま れ

た岡 山県 被服 共 同 配 送 セ ス ター の利 用,運 営 に 参 加 してい る。 同 セ ン ター は県

内 の縫 製 業7社 の共 同 出資 に よ り,物 流費 用 の 削減,情 報処 理 機 能 の充 実 をは

か る為,商 品 の入 庫,仕 分,保 管,梱 包,集 荷,輸 送 の共 同化 効 率化 ・及 び セ

ンター と各企 業 をオ ン ライ ンで結 ん だ コ ン ピュー タ ー に よる シス テ ム化 を狙 い,
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昭 和49年 に設 立 さ れ た。

配送 セ ン ター シス テ ムの概 要 は 図2。2-6に 示 した 通 りで あるが,こ れ に

よっ て迅速 友配 送,在 庫 情 報,得 意 先 管 理 情 報 の適 宜 の参 照 が可 能 と 方って い

るo

(4)販 売管 理

企 業規 模 の面 か らみ て も,又 得 意 先 の8割 が 問屋 で あ る こ とか らみ て も販 売

管 理 業 務 はそ れ程 複雑 表 もの に は 友 ってい な』。

受 註 に関 して は 見込 み生 産,備 蓄生 産 で あ る ため,随 時註 文 を受 け 出荷 手 配

をお こす。 品切 れ の場 合 は納 期 の遅 れ は あ るが追 加生 産 が可 能 で あ るの で生 産

手 配 をお こす こ とに 在 る。 従 って状 況 に よって二 通 りの 業 務経路 が 開 かれ て い

るわ け で,柔 軟 性 の あ る販 売 管理 シス テ ム とた って い る。

受註 形 式 と して は,カ タ ・グ に よっ て デ ザ イ ン,色 柄 等 の 指定 を受 け,註 文

書 及 び註 文 引 受 書 で約 定 す る。

註 文 引 受書 か ら 出荷 メモ が起 票 さ れ配 送 セ ン ター の 出荷 業務 へ 情 報 が伝 え ら

れ る。 以 下,販 売 管 理 業 務 の 流 れ は 業務 フ ロー 図 に示 した通 りで あ る。 左お 出

力 帳 票 と して は得 意 先 管 理 表 が あ る。
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2・2・4業 務 分 析4婦 人 服 協 力 企業 そ の1(A社)

婦 人 服 製 造 業 の業 務 分 析 に は協 力 企 業2社 を選 び分 析 対 象 と した 。 そ の うち

ま ずA社 に つ い て検 討 す る。

婦人 服 協 力企 業A社 は 昭 和42年 設立 の 新 しい 会社 で あ る。 ス カー ト,ワ ン

ピー ス,ブ ラ ウス を中 心 に扱 い,従 業員 総 数 約180名 を擁す る。

次 に と り上 げ る協 力 企 業B社 の よ うな タテ割事 業部 制 は とって い ない。 業務

組 織 と して東 京 に 本社 とそ の別 館 及 び分 室が あ り,分 室 は 商 品 セ ン ター 的 な機

能 を有 してい る。本 社機 構 は 総 務部,管 理部(商 品 管理担 当),営 業 部,生 産

部,企 画 部 で構成 さ れ る。 営 業支 店 もお い てい な い。 ま た 自社 工 場 は な く全て

専 属工 場 へ の外 注 とな って いる 。

企 業規 格,事 業部 制 で な い こ と等 がB社 の 場合 と異 な るが,企 画 方 式,外 注

生 産,多 品種 少量 生 産,電 算機 に よ る商 品管 理等 は 共通 す る と ころ で あ る。
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表2.2-5 業務機能 と帳票類 の関連表(婦 人服協力企業A社)

部 門 業 務 伝 票 メ モ 類 作 成 ・参 照 帳 表 ・ レ ポ ー ト

絵 型 品番登録台帳

縫製指定書 生地別,品 番別台 帳

見 本 作 成 製品発注書 生地在庫台帳

材料払出伝票 縫製工程時間表

パ タ ー ン

受注台帳

企 画 カ タ ログ基 礎 受注集計表

展 示 会 ス ワ ッ チ ・ サ ン プ ル 品 番,色,サ イズ別 数 量 表

カ タ ロ グ 生 地 過不 足 リス ト

生 産 計 画 生産計画表

生地明細 注文台帳

生地発注仕入 注文書 生地台帳

納品書 生地在庫台帳

縫製指定書

生 産 手 配 材料払出伝票 管 理 表

生 産 製品発注=書
一

出荷案内書

製 造 裁断報告書 工場仕掛台帳



.

1

三
1

部 門 業 務 伝 票 メ モ 類 作 成 ・参 照 帳 表 ・ レ ポー ト

商 品 管 理

受 入 れ

綱 目 書

受 領 書

請 求 書

受入 日誌

工場仕掛台帳

検 品 ・入 庫

移行伝票

商品入庫伝票

納品書

受注台帳

出荷 販売

出 荷
出荷明細

入 出庫伝票

売 上

売上 メ モ

納 品 書

請 求 書

請求一 覧表

請求明細書

領 収書

入 金 ノー ト

入金処理依頼書

製品在庫台帳

担当者別 売上 日報

商品 日報

得意先元帳

日計表

商 品一覧表

シー ズン別 商品一 覧表

入金 日報

得意先別売掛 月報

一
・ φ 含'
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(1)商 品 企画

商 品 は,主 材 料 か らほ とん どオ リジ ナル 開 発 に よって い る。 企 画 部 ク リエ イ

ト課 で デ ザ イ ン,素 材 等 の ア イデ ア を開拓 して い くが,デ ザ イ ン決 定 に 時間 を

か け る為企 画 着 手 は1年 以 上 前 に なって い る。素 材 ・色 ・柄 の 決定 後 見 本 反 が

発 注 さ れ入 荷 後 縫 製研 究 用 の見 本 を作 成 し,詳 細 な部 品 や 副材 の 仕 様 を決 め て

い く。 同 時 に この段 階 で ある程 度 の数 量 の 生地 が 発 注 され る(イ ニ シ ア ノレ発 注)

見 本 縫 製 に よ る研 究 が 終 了す る と展示 会準 備 に入 り,・サ ンプ ル作 成 や コス トの

設 定 を行 う。展 示 会 は季 別 ブ ラ ン ド別 に合 計 して年6回 開 かれ るが,こ こでの

受 注 量 を集 計 した結=果は(受 注 台 帳,台 帳 集 計 表)生 産 計 画(数 量,工 場 の指

定etc)の 設 定 資料 とな る。 そ して最 終 的 な数量 が決 め られ る と,再 度 の生

地発 注(リ ピー ト発 注)を 行 い 調 整 す る。

生 地 が納 入 さ れ る と検 品 した後 マー キ ング し,又 要量 だ け工場 へ 材料 払 出 し

伝 票 を添 え て送 る。

② 生産

外 注工 場 へ の製 造 依頼 は 製 品 発 注書,材 料 払 出 し伝 票,縫 製 指定 書,出 荷 案 ・

内書 に よって行 わ れ る。

進 捗 管理 用 帳 票 には裁 断 報 告 書 や仕 掛 台帳 が あ る。

生 産 の 開始 され るの は 大体 展 示 会 前後 の 時期 で あ り,ま た一 つの季 節物 の生

産期 間 は 約4ケ 月 程 度 で あ る。 展 示 会 は シ ー ズ ン開 始 の 半年 前 に開 か れ るの で

シー ズ ン に入 る 頃 には ほ ぼ 生 産 は 終 了 してい る こ とに な る。

(3)商 品管 理

商 品 管理 業務 を担 当す る部 課 と して管 理 部 が あ り,工 場 納 入品 の 検査,分 室

(商 品 セ ンタ ー)の 運営,コ ン ピュー タ制 御 を行 って い る。 全 て の商 品 は 分室

で検 品 を受 け 附 属 品 を添 付 した後 そ のま ま得 意先 へ の発 送 分 とな るか,ま た は

本 社 の 倉庫 へ 移 るか い ず れ;かの処 理 を受 け る ことに なる・
μ

(4)販 売

得 意先 の 比率 は専 門店78%,百 貨 店22%で あ る。
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百 貨 店 に対 して は 出張店 員 が 出 向 いて い る例 が 多い 。 そ の 場合 は 出張 店員 か

ら売上 日報 が 報 告 さ れ る よ うに な ってい る。 全般 的 に販 売 管 理用 出力帳 票 は多

様 で あ り,例 え ば 商 品 日報,得 意 先 元帳 が ある 。(表2.2-5参 照)

専 門 店 に は担 当 員 が 巡 回 す る。 担 当員 は週1同 位 に報告 書 を提 出 した り して,

販 売 情 報,企 画 情報 を供給 す る存 在 で もあ る。

商 品 情 報収 集 の面 で 特徴 的 な の は ア ンテ ナ シ ョ ップ を もつ とい うこ とで あ り,

消費 者 ニ ーズ や プ ア ッシ ョンの ポイ ン トの把 握,小 売店 経 営 の研 究等 に役立 て

て い る 。

『
2.25'業 務券 析8婦=入 服 協 力企 業 そ の2(B社)

婦 人 服 協 力企 業B社 は,従 業 員 総 数340名 余 り(昭 和49年 度)の 中堅 婦

人 服 メ ー カー で あ る(た だ しブ ラ ウスに 関 して は 大 手)。 ブ ラ ウス を専 業 と し

て 出発 したが,こ の10年 程 の間 に商 品 の 多様 化,ト ー タル フ ァ ッシ ョン志 向

を方 針 と して打 ち 出 し,ワ ン ピー ス ・ス カー トそ の 他 婦 人服 全般 を手 が け る よ

うに な った 。 そ の 結果 現 在 では 非 ブ ラ ウ ス部 門 の 比 重 が半 分 以上 と増加 して き

てい る。全 体 と して の 売上 の伸 び も最 近数 年 間 だ けで2倍 以上 とい う急成 長 を

刀くした 。

この よ うな事 業 の 拡 大,成 長 を もた らした要 因 と して一 般 的 に 指摘 さ れ る こ

とで もあ る が,同 協 力 企 業 の組 織 」の 特色として縦 割事業部制と 多様 な ブ ラ ン ド展

開 を挙 げ る こ とが で きる。

協 力企 業 の 業務 組 織 は総 務 二経 理 ・マー ケ ッテ ィ ング とい った総 括機 能 を も

つ本 部 と5つ の 事 業 部及 び支 店 とに大 別 され る。 自社工 場,商 品 セ ンター は も

って い ない。 各 事 業 部 は,扱 い 商 品 の種類,ね らい 等 を基準 に して区 分 され て

い る。 各 々が企 画,生 産,販 売 の機 能 を別 個 に有 し,い くつ か ず つ の ブ ラ ン ド

を担 当 してい る 。現 在 の ブ ラ ン ド数 は合 計19あ る。

支店 とい うの は事 業 部 の 区 分 を こえて 販 売 業務 を行 う もの で,東 京 に3店,

大 阪 に1店,そ の他 生 産基 地 的 な性 格 を もつ 支 店 と して桐 生 に1店 お か れ て い
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表2、2-6 業務機能 と帳票類 の関連 表(婦 人服協力企業B社)

部 門 業 務 使用 伝 票 ・メ モ類 作 成 ・参 照 帳 票 ・ レ ポ ー ト

発注伝票

企 画 生地発 注仕入 納品書

請求書

受領書

加工 発注書

生 産 生 産 手 配 型 紙

(外 注) 見積書

生 産

納品書
商 品 管 理

製 品 納 入 工賃計算書

受 入 請求書

管理書

在 庫 管 理

受 注 オ ー ダ ー シ ー ト

納品伝票

売上伝票
日報 速報

販 売 売 上 請求伝票

(出 荷) 受領書 売上 日計表

仕入伝票 百貨店

納品伝票
売上明細表

■
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る。 各 事 業 部 の販 売 業 務 は主 に大都 市 を中心 と し,支 店 は地 方 の 中小 都 市 へ の

販 路 拡 充 に 重 点 を置 い てい る。 この よ うに 事業 部 毎 の独 自の 企 画,生 産,販 売

を多様 に展 開 させ つ つ,一 方 では 支 店 の 横 断 的 な販 売 活 動 を サ ポー トさせ る こ

とに よって,消 費構 造 の 高度 化 に対応 した営 業 戦 略 を進 め て い る 。

諸 業務 の 種類 と内 容 を次 に み てい く。基 本 的 な流 れ は 紳士 服 等 とそ れ 程 変 わ

って い な い が,よ リフ ァ ッシ ョ ン性 の 高 い商 品 で あ り,ラ イ フ サイ ク ルの短 い

少量 多 種生 産体 制 の 特 質 が 表 わ れ て い る。

(1)商 品企 画

協力 企 業 で は100%オ リジ ナ ルな商 品企 画 を 目指 して い る 。 企画 の 立 案 開

発 は各 事 業 部 が 独 自 に各 事 業 の性格,イ メ ー ジ に沿 った 形 で進 め る.し か し,

全 体的 な方 針 や市 場 分 析 に基 づ い た 戦 略 的 な意 思 は 本 部 の トップ マネ ジ メ ン ト

や マー ケ ッテ ィン グ部 が 提 起 し,各 事 業部 間の 調整 や 指導 を行 って い る。

商 品 企画 の 進 め 方 をま と めて 次 に示 した。

① 情 報 の 収集 分 析

② デ ザ イ ン ・色 柄 等 の決 定

③ 生 地 の選 定,生 地見 本 発 注

④ 絵 型'カ ッテ ィ ン グ,パ タ ー ン等 の作 成

⑤ 着 見 本 に よる縫 製 研 究,部 品仕 様 決定

⑥ 展 示 会(受 注)

⑦ 生 産 計 画,コ ス トの調 整,決 定 。

② 生産

生 産 期 間 は 平均3ケ 月 で 年 間生 産 数量 は280万 点 に上 る。 自社 工場 は もた'

ず 全 て専 属 工 場 へ の 外 注 で 生 産 してい る。工 場 で の作 業 は裁 断 工 程 か らで あ り,

各 事 業 部 か ら型 紙 が 渡 さ れ,工 場 で原 反検 査 後裁 断 に移 る 。 なお 専 属工 場 は各

事 業 部毎 の 直属 で,特 定 の ブ ラ ン ドに よって工 場 が決 って い る場合 もあ る。 こ

の よ うに外 注 先 を専 門 化 す る こ とに よっ て品質 管 理の 精 度 を上 げ る こと を意 図

してい る。

-1 .1.3一



工 場へ の発 注 は 加 工発 注 書 と見 積 書 を用 い る。

(3)商 品管 理 一 販 売管 理

工 場 か らの納 入 品 は 東 京 に あ る本 社 とそ の分室 の倉 庫 に入 る。 本 社 には ブ ラ

ウスや カ ジ ュア ノレ等 の 事業 部 が あ り,分 室 には スー ツ ・ ドレス等 を 中心 とす る

事 業部 が入 っ て い る。 商 品 は そ こか ら得 意先 へ 出荷 さ れ るか支 店 の取 引用 に支

店 の倉 庫 へ 移 さ'れるか す る 。

商 品 セ ンター を もた な い こ と を方 針 と してい る。 そ れ は販 売 と.商品 管 理 を分

離 す る と無駄 が生 じや す く不利 で あ る とい う考 え方 に も とつ く よ うで ある。従

っ て,商 品 管 理 業務 は 生産 担 当者 や 販 売 担 当者 が 取 り扱 って お り,入 庫 には工

場 か らの納 品書,出 荷 には 得意 先 へ の納 品 書 に よるの で商 品 管理 独 自の伝票 類

は ない 。

この よ うに商 品管 理 に っい て非 常 に簡 素 な シ ステ ム を と り販 売 業 務 と重 複 し

て い るが 。そ の理 由 と して は 事 業部 制 で小 回 りの き く組 織 に細 分 され てい る こ

と,得 意先 との取 引 形 態 が 単 純 で あ る こ とな どが考 え られ る。 取 引先 は専 門 店

が60%,百 貨 店 は3,61%の 比率 とな って い る。

販売 管 理 に おけ る 使 用伝 票 は,専 門店 の場 合 オー ダ ー シー トと納 品伝票(売

上 伝 票,請 求 書,受 領 書 と一 括起 票),百 貨店 の場 合 は専 用 仕 入 伝 票 と専 用納

品伝 票 で あ る。

出 力帳 票 と して は 日報速 報,売 上 明細表,売 上 日計 表 が あ る。

、
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表2.3-1
モ デ ル ・ 協 力 企 業 分 析 結 果 一 覧 表

商 品 企 画 受 注 生 産. 商 品 管 理 販 売

基本型 が固定 してい る為.色'

柄 ・素材の選定が主力 となる。

専 門的向け に展示 会 を開き.

シ ーズ ン より半年前に一 定量の

受注 をす ます 。

自社工場 の比率 が高い。

原反発 注段階で生産数量の大

商 品 セ ンタ ー を もつ。

コ ン ピ ュー タ に よる商 品 管 理 。

百貨店 との取 引が多 い。

(6割)

紳

士

一 般的 にウー ル生地 を主体 とし

た高級 な生地が多い。

(確 定受注)

百貨店等 に対 しては大枠の品

枠は決 ま る。

加工 水準が高度で工程数が 多

商品在庫の把握 が複雑 で あり,

独 立 した商品管理 部門を もっ。

得意先別 に担当部課 を分けて1

いる。

服
原反 コス トが高 く,原 反生産期

間 が長 い。

目,数 量 で受注す る。

(見 込受注)

いため,生 産期間は長い. 取引形態が多様 なため,売 上

の発生の把 握が複雑 である。

(買 取.委 託,消 化)
モ

』多 品種少量 生産の為
,原 反発注 その他 にシーズ ン中の販売分

デ ロッ トが小さいので,生 産期間 中 がある。(内 部 受注)

の追 加発注は困難で ある。
ル

展覧会の受注状況 に よって生

企
一 年前か ら一年半 前に企画 に着 産計画 を調整 する。

手 し,受 注 をとる前 に生産 計画 を

業 立て,原 反確保 を行 う。

オ リジ ナ ル ブ ラ ン ドよ り,ス ト

ア ブ ラ ン ドの ウエ ー トが 高 い 。

基本型が固定 しているが,サ イ 展示会に よる受 注は しない。 グループ内の生産事業部への グ ル ー プ 内 に 物 流 セ ン タ ー を 100%量 販売店 との取 引。

ズ は 多様 。

全 て シ ー ズ ン中 の 受 注 で あ る 。

発 注 。 持 つ為,商 品管理用の独立 した

部課 をもだ ない。 買 取 の ウエ ー トが 高 い 。

布
無地物は,マ ス見 本に よる生地 100%の 見込み生産 。

綿 の 選 定 。
コ ン ピ ュー タ に よる管 理 。

生産期間は非常に短 い。
■

協 柄物 は,デ ザ インを開発 し,生

地 を特注す る。 加工水準が あま♪高 くな く,
力 工程は複雑 でない。

企 生 地手当に要 す る期間は短 い.

業
(3ヵ 月1 .

企画着手は1年 か ら半年前 と比

較 的遅い。
1



モ デ ル ・ 協 力 企 業1分 析 結 果 一 覧 表 ,

商 品 企 画 受 注 生 産 商 品 管 理 販 売

100%オ リジ ナ ルデ ザイ ン 展示 会の開催 回数が 多い。 専属工場 による分散生 産の ウ A社1 専門店 との取 引が主。

を 目 ざ して い る。 (6回) エ ー トが 非 常 に高 い 。 商 品 セ ン タ ー は あ るが,小 規

模で,独 立 しだ商品管理部 門は A社1
婦

企画開発に最 も力 を入れてい 展示 会の受注状況 によって,生 加工水準はそれ程 高 くな く, な い 。 事業部制は とっていない。

人 る 。 産数量 を調整 し,再 度原反 を発注 工程 数 もそ れ程多 くない。 ブ ラ ン ドの数 は少 な い。

す る場合 がある。 コ ン ピ ュ ー タ 管 理 を 行 な っ て

服 ブ ラン ド別に企画 を分担 させ, 生 産期間は短い。 い る。

協
多様 な品 目展開 をはか ってい る。 展示 会に エる受注 のウエー トは

大 きい 。

力 原材 料の種類が多 い。 B社 B社1

商 品 セ ンタ ー を も っ て い な い 。 品 種,グ レー ド別 に5つ の 事

企 原反生産期間は短い。 入 出庫 は販 売 と直結 してお り 業 部 制 を とっ て お り,各 々 企画,

独立 した商 品管理部門は ない。 生産,販 売 を独 自に行 う。

1
業

原反発注 は一度 だけ ではない。

=

† (三こ霞 注)
コ ンピ ュー タ 管 理 を行 な って

い る 。

ブ ラ ン ド数 が 多い 。

「

一 つのデザイ ンは三 年程変化 展示会 による受 注はない。 年間計画 にもとづ く備 蓄生 地域 の同業者 と共 同配 送 セン 卸問屋 を主 な得意先 とする。

しない 。 産 で あ る 。 シ ー ズ ン単 位 の 生 ターを設置 し共同利用 してい る。 (8割)

一 般 に は 商品 カ タ ログ に よ っ て 産計画 はない。

品種 は多 くない。部品仕様 に 随時注文 を受 けるが,大 企業の制 コ ン ピ ュ ー タ 管 理 を行 な っ て. 最終 消費者(着 用者)と の距
被

よ っ て 変化 をつ け る。 服等の特別注文 を受け る場合 もあ

る。

生産期間は短 い。 い る 。 離 が 大 きい 。.

服
財 団法人NUCetcの 外部団体 注文 に対する不足分は追加

協 に デザ イン開発,縫 製研究を委 生産 を行 なうζとが可能。

託 す る場合 があるパ
力 自社工 場の比 率が高い・

企 素材 メーカー との共同企画 を 、

行 う こ とが 多 い 。

業

化合繊,綿 等を主 体 とした生

地であ るため,原 反 コス トは低

い。原反手 当は生産開始の3ケ

月 か ら6ケ 月 前 で あ る。

也,'・ し

一
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3商 品を中心 とした販売在庫管理 システムの基本設計

3.1情 報 アイ テ ム分 析

情報 ア イ テ ム とは業 務 関連 部 門 を流 れ る諸情報 を最 小 単 位 で把 えた もの を

指 す 。具 体 的 には 伝票 に あ る一 つ一 つの 項 目で あ り,個 別 の デー タ がそ の項

目の 指示 に従 って記 入 され て い くこ とにな る。

この情 報 ア イテ ム を分 析 す る とい うことは,部 門間 を流 通 す る各 伝 票 が ど

の よ うな項 目(情 報 ア イ テ ム)を情 報 内容 と して保 有 してい るか を調 べ列 挙 し,

さらに伝 票 間 で どの ア イ テ ムが どれだ け の媒 体 に共 用 され てい るか をチ ェ ッ

ク し,そ の 出現 頻 度 を算 出す る こ とであ る。

横 軸 に伝 票,縦 軸 に項 目を と り,順 に記 載 され る項 目 ご とに チ ェ ック して

い けば よ いo

これ に よ って各 伝 票 を構成 す る アイ テ ム と,そ れ が全 伝 票 を統 合 した 中で

どの程 度 の頻度 で使 わ れ て い る もの で あ るか がわ か る。

(1)紳 士服 モ デ ル企業 の 情報 ア イテ ム分析

紳 士服 モ デ ル企業 に つ い て の情 報 ア イ テム分 析 マ ソブは表3,1-1の 通

りで あ る。

作表 の手 順 と して,ま ず全 伝 票類 の中 か ら主要 な もの を抽 出 しな け れ ば

な らな い。

業 務 分 析 結果 に よ る各 業 務 機 能 の内容 と便用 伝 票 ・帳 票類 の種 類 及 び業

務 部 門 の概 要 が 明 らか に な って い るの で,商 品 の流 れ に沿 って そ れ ら業 務

に と って必 須 の伝 票類 を本 シ ス テ ム化 調 査 の 目標 に照 ら して取 捨 選 択 した 。

基 本 的 な視 点は 商 品 管 理 にお け る商 品 の流 れ に即 した シス テ ム化 をは か

る とい うこ とで あ り,そ の 為 の現 状 分析 の一 環 として現 行 の情 報 媒 体 や 情

報 ア イテ ムの様 態 を明 らか に し てい くこ とで あ る。

考 察 の結 果,全 伝票 の 中 か ら受 注 関 係,生 産手 配 関係,生 産 関係,商 品

管理 関係,売 上 関係 の諸 伝票 を と り上 げ,逆 に企 画関 係,原 材料 仕 入 関係

一117一



の伝 票類 につ い ては と りあ げ て いな い。 何 故 な ら企 画情 報 は 製 品 プ ロフ イ

ル と して生 産 関 連情 報 に集 約 され る し,原 材 料 仕 入 関連 業 務 につ い ては 商

品 の 流通 ・販 売 とは別 個 の サ ブ シ ステ ムを構 成 して い るた め で あ る。 商 品

と情 報 の基 本 的 な流 れ た 受注 → 生 産 → 商 品 管 理 → 販 売 とい う形 で把

握 す る こ とが で きる。

以 上 の結 果,分 析 対 象 と して抽 出 した 伝票 類 は 表 に あ る よ うに受 注 伝 票

か ら入金 伝 票 まで の19票 とな った 。

表 は全 て の情 報 アイ テ ムを列 挙 した の ち,頻 度 の高 い もの か ら順 に配 列

しな お し,か つ 頻度 ラ ンク を5段 階 に分 けた。

aラ ン ク

bラ ン ク

Cラ ン ク

dラ ン ク

eラ ン ク

●

●

●

●

●

●

●

●

●

O

60～100%

30～59%

20～29%

10～19%

9%以 下

`

白
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一紳 士服 情 報 ア イ テ ム分析 表 一
表3.1-1

頻

度

%

5

5

9

4

3

3998766

8

8

8

3

3

3

3

2

2

2

7

7

75555555444333

⑲
入
金
伝
票

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

⑱
売
上
伝

票

レ

レ

レ

レ

レ

レ

⑰

返

品

メ
モ

(

直

販
)

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

⑯

出

荷

メ

モ

(

直

販
)

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

⑮
実
地
棚
卸

票

レ

レ

レ

レ

⑭
内
部

移

動

メ
モ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

⑬

他

店

移

動
メ

モ
.

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

⑫
返
品
メ
モ

(
専

門

店
)

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

⑪
出

荷
メ

モ

(

専

門

店
)

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

⑩

返

品

メ

モ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

⑨
出

荷
メ

モ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

ー

⑧
製
品
入
荷
伝
票

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

⑦
製
品

入
庫
メ
モ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

⑥
納
品
伝
票

レ

レ

レ

レ

レ

⑤
加
工
指
図

書

レ

レ

レ

レ

④
製
造
指
図
書

レ

レ

レ

レ

③
製
造
依
頼
書

レ

レ

レ

レ

②
受
註
製
造
品

依
頼
書

レ

レ

レ

レ

レ

ー

①
受
註
伝
票

レ

レ

レ

レ

レ

源報情

ムテ同報情

付

名

量

ド

ク

S

－

一

%

コ

マ課品目品数部製

細分理理服ドド価%号考明

ド

区

処

処

鞭

=

記

似

‥

票

常

消

∴

↑

単

票

価

↑

%

離

伝

正

取

R

腸

菌

原

伝

原

備

体

得

⑤

.

⑮
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頻

度

%

7

2

2

2

233333

6

nO

RV

l

1

122222〔乙

6

6

6

6

6

6

6

6

1

11111111111

⑲
入
金
伝
票

⑱
売
上
伝
票

レ

レ

レ

⑰

返

品

メ

モ

(

直

販
)

レ

レ

レ

レ

レ

⑮
出

荷
メ

モ

(

直

販
)

レ

レ

レ

レ

レ

)

@
実
地

棚

卸
票

レ

レ

レ

⑭
内
部

移
動
メ
モ

⑬
他
店

移
動
メ
モ

レ

、

⑫
返

品

メ
モ

(

専

門

店
)

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

⑪

出

荷
メ

モ

(

専

門

店
)ー

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

⑩

返

品

メ

モ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

⑨

出

荷
メ

モ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

⑧
製
品
入
荷
伝
票

レ

ーレレ

⑦
製
品

入

庫
メ
モ

レ

レ

⑥
納
品
伝
票

レ

レ

⑤
加
工
指
図
書

レ

レ

レ

レ

④
製
造
指
図
書

レ

レ

レ

③
製
造
依
頼
書

レ

レ

レ

レ

②
受
註
製
造
品
依
頼
書

レ

レ

レ

レ

レ

①
受
註
伝
票

レ

レ

レ

＼

源報情

弛

'

力報情

外以

外価晒品

名

価分/単区D先単態分売形区意入引揚小取売得納

号

項

度

別

様#享年/C記叢記特生委仕

)

)荷品出返((価先途分分

所

号

額

期

者区区金入当理埋入単仕用処処住商納納担

⑮

⑥

⑧
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6

P

①②③④⑤⑥⑦⑨⑨⑩⑪ ⑫⑬⑭⑮⑯⑰⇔⑲
頻
度

%

上 代 レ レ 11

マ ー ク 、C/# レ レ 11

ス タ イ ル レ レ
.

11

決 済 条 件 レ レ 11

仕 入 先 マ ー ク レ レ 11

◆

フ ラ ン ド レ レ 11

(相 手)工 場 名 レ レ レ 11'

色 香 レ レ 11

加 工 区 分 レ レ 11

数 量 合 計 レ レ 11

取引形態区分 委託加工 レ レ 11

⑧
〃 製 品仕 入 レ レ 11

年 度 レ レ 11

取引形 態区分D/S買 取 レ レ 11

〃D/S委 託 レ レ 11

[売場区 分 常備 レ レ 11
'

! 〃 催 レ レ 11

処理区分(内 部) レ レ 11

元 部 課 レ レ 11

先 部 課 レ レ 11

売 上 区 分 レ レ 11

店 頭 販 売 レ レ 11

外 販 レ レ 11

招 待 セ ー ル レ レ 11
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頻

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭ ⑮⑯⑰⑱⑲ 度
%

一 一

社 員 売 レ レ 11

そ の 他 レ レ 11

⑧
金 額 レ レ ll

専 用 伝 票% レ レ 11

品 質 レ レ 5

計 レ レ 5

.

メ ー カ(原 反) レ 5

納 入 価 格 レ 5

摘 要 レ 5

'店 名(得 意 先) レ 5

製品原価(当 初見積) レ 5

〃(決 定) レ 5

品 番 レ 5

元 マ ー ク レ 5

⑥
元C/# レ 5

m⑤ レ 5

納 品 時 期 レ 5

予 定 売 価 レ 5

支 店 配 分 レ 5

指定数量合計 レ 5

決 定 数 量 レ 5

細 部 仕 様 レ 5

指 定 事 項 レ 5

部 課 レ 5

1
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,

ψ②③④ ⑤⑥⑦③⑨⑲⑪⑫⑬⑭⑮⇔⑰⑱⑲
頻
度

%

製 品 整 理 番 号 レ 5

〆

(メ ー カー)1

原 反
(マ ー ク)」

レ

レ

5

5

契 約 反 数 レ 5

メ ー タ ー 単 価 レ 5

、

原 反 納 期 レ 5

製 品 納 期 レ 5

型 紙 体 型 レ 5

一
最 地 レ 5

芯 地 レ 5

前 釦 レ 5

⑤ 袖 釦 レ 5
ぺw

,

上 衣 ポ ケ ッ ト レ 5

台 場 レ 5

ス テ ッ チ レ 5

ベ ン ツ レ 5

セ ソ バ レ 5

織 ネ ー ム レ 5

タ ッ ク レ 5

オ.ビ レ 5

ル ー プ レ 5

ズ ボ ン ボ ケ ソ ト レ 5

ピ ザ 当 レ 5

指 定 納 期 レ 5
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頻

◎②③④⑤凶⑦⑧⑨⑲⑪⑫⑬⑭ @ ⑩⑰⑱⑲ 度
%

'

'

整 理 マ ー ク レ 5

仕 入 先 レ 5

元 番 レ 5

表 地 反 番 レ 5

m数 レ 5

@ レ 5

入 荷 日 レ 5

一品 質 表 示 レ 5

裏附属支給明細 レ 5

加 工 指 図% レ 5

`

取引形 態区分 工場 生産 レ 5

⑤ 工 場(仕 入 先)コ ー ド レ 5
、

工 場 レ 5

整 理 番 号 レ 5

色 柄 レ 5

仕 入 金 額 レ 5

買 委 レ 5

仕 入 先(工 場)コ ー ド レ 5

記 事 レ 5

入 荷 場 所 レ 5

発註品取 引指図書泥 レ 5

店 区 分 レ 5

部 門 レ 5

商 品 区 分 レ

1
5
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t

ρ

頻
ψ ②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯ ⑰⑱⑲ 度

%

処 理 区 分(他 店) レ 5

原 価 金 額 レ 5

係 レ 5

マ ー ク レ 5
■

引 合 レ 5

大 別 レ 5

中 別(季 別) レ 5

ノ」・ 別(新 。旧) レ 5

⑤
常 備 レ 5

特 売 一 レ 5

常 備 特 売 レ 5

所 在 場 所 レ 5

パ イ プ 番 号
レ 5

入 日 記% レ 5

入 金 形 態 区 分 レ 5

支 払 期 日 レ 5

1 1 1[

%0

%

%

%

0

0

0

0

下

1

6

3

2

以

～

～

～

～

%

0

0

0

0

0

ρO

q
U

2

1

1

⑤

⑮

⑥

⑧

⑤

クンラ
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(2)布 吊協 力 企業 の情 報 ア イ テ ム

布畠協 力 企業 の場 合 の情 報 ア イテ ム頻度 マ ップは表3.1-2に 示 した。

伝 票 類 は紳 士 服 の場 合 よ りも単 純 で あ る。 見込 み生 産 で シーズ ン中 の受

注 が主 流 の為,流 通 販売 シス テ ムを生 産 と切 りは な して把 握 す る こ とが で

き る。 即 ち,工 場 納 品 分 の入 庫段 階 か らの シス テ ム を と りあ げれ ば よい。

製 品移 動 票 は 生 産 部(工 場)か ら物 流 セ ン ター等 の商 品 管理 倉 庫 へ の入 庫

に際 して用 い られ るが,独 立 採算 制事 業 部 の為 金額 情 報 も保 有 して い る こ

とが紳 士服 の場 合 と異 な って い る。移 動 伝 票 も同様 で あ る。

業 務 分析 でみ た よ うに受注 書 は 出荷 指 図書 と,ま た,出 荷 控 は納 品書,

売 上 票,出 荷報 告 書 と一 体 とな ってい るの で記 載 され る情報 ア イテ ムは 同

じであ る。

対 象 とな る情 報 媒 体 の数 も多 くな く,ア イテ ム数 も限 られ てい るが,そ

れ は 生産 指 図関 連 伝 票 を除 いて い る こ と と,紳 士 服 と異 り受注 即 出荷 の体

制 を基 本 に して独 立 した 商 品 管理業 務 が 行 わ れ て い な い こ とに よる。

な お,商 品持 出伝 票(見 本 持 出用)と 商 品振 替 票(品 番 変 更)と は 非 常

に例 外 的 な部 内処 理 用 伝 票 と思 われ るが,ど の程 度 現 行 業 務 体制 の 中 で ウ

ェー トを 占め て い るか判 明 して な い ので一 応 と りあ げ て お いた。

■

芦

一126一



、

(

表3.1-1布 畠 ・情 報 ア イ テ ム 分 析 表

① ②1③1④1⑤ ⑥ ⑦
情 報 源 →納品書売上票 頻

1 [出 荷 指図書
製 出 受 移 商 商 売
品 動 品 品 上
移
動
荷 注 伝 持

出
振
替
返
品
度

情 報 ア イ テ ム 票 控 書 票 票 票 伝 %

票・

品 番(品%) レ レ レ レ レ レ レ 100

年 月 日 レ レ レ レ レ レ 86

数 量 レ レ レ レ レ レ 86

⑤
摘 要 レ レ レ レ レ 71

単 価 レ レ レ レ 57

金 額 レ レ レ レ 57

倉 レ レ レ レ 57

合 計 レ レ レ 43

品 名 レ レ レ 43

⑮
得 意 先 名 レ レ 43

部 門 名 レ レ レ 43

部 コ ー ド レ レ レ 43

得 意 先 コ ー ド(コ ー ド%) レ レ 29

⑬ 専 用 伝 票 允 レ レ 29

ヘ ソ シ ュ ト ー タ ル レ 29

年 度 レ レ 14

⑥
便 レ 14

個 口 レ 14

サ イ ズ レ 14
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① ②1③1(幻1⑤ ⑨ ⑦
情 報 源

「納曙議㌔
頻

製 出 受 移 商 商 売
品

移 荷 注 動
品

持

品

振

上

返 度
動 伝 出 替 品

情 報 ア イ テ ム 票 控 書 票 票 票 伝

票
%

(原 価) レ→ 出荷 控のみ 14

荷 具 レ L4

運 賃 レ 14

区 分 レ 14

伝 票% レ 14

仕 入 単 価 レ 14

粗 利 益 レ 」4

担 当 者% レ 14

粗 利 益 率 レ 14

⑧
粗 利 益 合 計 レ 14

桁 サ イ ズ レ 14

売 価 レ 14

得意先発注書% レ 14

得意先伝票% レ 14

出 荷 注 意 事 項 レ 14

発 送 年 月 日 レ 14

指 定 扱 便 レ 14

荷 具 の 有 無 レ 14

送 料(元 ・着) レ 14

決 裁 方 法 レ 14

移 動 物 品 区 分 レ 14
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頻

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 度
%

色 又 は サ イ ズ レ 」4

明 細 レ 14

持 出 人 名 レ 14

出 数 レ 14

房 数 レ 14

色 柄 レ 14

⑧
サ イ ズ レ 14

処 理 チ ェ ッ ク レ 14

加 工 指 図% レ 14

工 程 票% レ ]4

柄% レ 14

サ イ ズ エ リ/ユ キ レ 14

備 考 レ 14

@ レ 14

%0

%

%

%

0

0

0

0

下

1

6

3

2

以

～

～

～

～

%

0

0

0

0

∩
)

nO

3

n乙

1

1

⑧

⑮

⑥

⑧

⑤

クンラ
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3.2部 門間情 報 フ ロー分 析

部 門間情 報 フ ロー分 析 のね ら いは,情 報 媒 体 で あ る各 伝 票 が どの よ うな部

門 に お い て入 力 され て ど こへ 伝達 され て い るか,ま た 参照 され るか とい う関

係 を明 らか にす る こ とで あ る。

あ る部門 か ら発 生 した 伝 票 は 必 ず ど こかの 別 の部 門 で必要 な 情報 と して 受

け とられ,参 照 資料 とな る。 そ の時,単 に確 認 を と りチ ェ ック され るだけ の

場合 もあ り,ま た参 照 した の ち何 らか の動作 を起 す 場 合 もあ るが,そ の よ う

な情報 媒 体 の機 能 を考 察 した上,ひ と目で全体 の連 関 をみ る ことが で きる よ

うに表 に まとめ て み る。

形 式 と しては,横 軸 に 出 力部 門,縦 軸 に入 力 部 門 を と り業 務 処理 の順 に従

って配列 す る。 そ して情 報 媒 体 そ れ ぞれ毎 に入 力 され る部 門 と出 力 され る部

門 とに記 入 して い く。 同時 に 入 出 力関係 を横 にの び る矢 印 に よ って示 し,参

照 関 係 につ い ては 縦 に のび る矢 印 に よっ て解 読 で きる よ うに して い く。

と ころで,ま ず 名 部 門 の区 分 を画 定 して い く。 生産 工程 の よ うに現 実 の作

業 区 分 に従 って 自明な 部 門 区 分 が あ るわ け では な いの で,業 務 分析 結果 に従

い対 象企業 の業 務 区 分 に合 わ せ て検 討 してみ る必要 が あ る。

紳士 服 モ デ ル企 業 の場 合,業 務 分析 でみ た よ うに受注 業 務 を独 自の業務 機

能 と して把 え る必 要 が あ る のに対 し,布 畠協 力企業 では 受注 は販 売 機 能 か ら

独立 させ て み る必 要 は な い。 そ れ は 受注 形態,取 引形 態等 の違 い に よ って い

るわ け で あ るが,各 々 そ の特 質 に対 応 して現 行 の業 務 シ ス テ ムの観 察 ・分 析

に最 も適合 した部 門構 成 を考 え てみ な けれ ば な らな い。

結 果 的 に紳 士 服 で はく 受 注 〉,〈 生 産 手 配 〉,〈 生 産 〉,〈 商 品 管理 〉,

〈経 理 〉 の区 分 に ま とめ る こ とが で きた。 受 注 及 び生 産手 配(出 荷 指 図)と

が 営業 業 務 を構 成 す る。 布畠 協 力 企業 の場 合 は ほ ぼ業 務 分析 に よる区 分 に沿

って展 開 して い く ことに よ って ほ ぼ整合 的 な関 連 マ ップ の作 成 を行 うこ とが

・で きた 。 つ ま り,〈 企画 〉,〈 生 地 手 配〉,〈 生産 〉,〈 商 品管 理 〉,<販

売 〉,〈 経理 〉 の 区 分 とな った。

-130-.
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以上 の よ うに入 力 部 門 を 画定 した の ち,諸 伝 票類 の役 割 や相 互 関連 を表 に

加 え て いけ ば よい。 そ の 結=果,ど の 情報 媒 体 が どの部 門 で発 生 し,ど この部

門 で どの よ うに便 用 され て い るか が わ か った 。(表3.2-1,3.2-2参 照)

●
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表a2-1紳 士 服 モ デル 企業 に お け る業 務 ・情報 相 関一 覧 表

出力部門

入 力部門

営 業
生 産

■

r

受 注 生産手配/出 荷指図

営

業

受 注
'受注伝票

1
一 受注品製造依頼書

占&

受注伝票

受注品製造依頼書 一

生産 ・仕入

手 配

・製造 依頼書製造依頼書 一
製造指図書

1
・製 造 指 図書

1→出荷指図書
'↓/

生 産
加 工 指図書 ・ 加 工指図書

納 品伝票一納 品伝 票・

商 品 管 理

‡
製 品入 荷 伝票 ・)

入 庫 メモ

出荷 明細票`

売 上 伝票 ・

返 品 明細 書 ・

消化商 品明細書 ・

消化商品返品 明
`

細書

●

亀
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商 品 管 理

→製造依頼書(配 分表)

工
出荷 指図書

票

工

伝品納

製 品入 荷 伝票)

入 庫 メ モ

出荷 メ モ

L輸 送票

出荷メモ(専 門店)

∴ ご

k三÷
消化商品持 出メモ

d-

L輸 送票

消化商 品持帰 メモ

消化商品実売報告 メモ

(在 庫移動処理)

経 理

出荷 明細 書

売上伝票 ・請求 明細書

返品明細書

消化商品出荷 明細書

消化商品返品明細書

消化商 品突発報告 メモ

得意先

得意先

得意先

百貨店
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表a2-2布 吊 ・協 力 企業 に おけ る業 務 ・情報 相 関 一 覧 表

OUTPUT部 門

INPUT部 門

生 産 計 画

仕 入 手 配

生 産 手 配

生 産

商 品 管 理

販 売

経 理

生 産 計 画

商 品 企 画

商 品 計 画

生 産 計 画

仕入先へ

仕 入 手 配

生産産 計 画

材料仕入契約書 一

副材料仕入契約書

生 産 手 配

材料仕入契約書

副材料仕入契約書

加工指図書

■

亀

－r・1.314一



・

、

生 産 商 品 管 理 販 売 経 理

'加 工 指 図書

∨'

製品移動票
「
'製 品 移動 票

「製品移動票
、

〉出荷 控 ・出荷報告書

→一販 売買 控

・納 品書 入 日記

'売 上 票 一

移動伝票 ・移 動 票
一十 一一

7

出荷 指図 書 ・

商 品持 出伝 票 ←・

受 注 書

ト商 品 持 出伝 票

(持 出 し,

戻 し入)

↓

売上返品伝票

得意先
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3.3情 報 機 能 分 析

先 の情 報 ア イ テム 分析 と部 門 間情 報 フ ロー を基 礎 と して業 務 部 門間 に おけ

る諸 情 報 ア イ テ ムの機 能 分析 を試 み る。

方 法 と しては横 軸 に業 務 部 門,縦 軸 に情報 ア イテ ム を と り,先 に考 察 した

情 報 媒 体 の流れ を参考 に しつ つ,媒 体 に記載 され る ア イテ ム が どの部 門 で発

生 し,ど の部 門 で参照 され るか とい った関係 を調 べ る。次 の よ うな記 号 を用

い て情報 機 能 を表示 で きる よ うにす る。

I

R

D )達伝(

力

照

通

人

参

流

●

■

■

●

●

O

参 照 とは情報 を受け る と受 け手 の側 で何 らかの動作 を起 こす場合 であ り,

そ うで な い場合 は単 な る流通(伝 達)と して とらえ る。 情報 媒 体 の動 きだけ

では どの情 報 が送 り手 の側 で参 照 され るか,流 通 され るか,た だ ち に判 明 し

な い の で各 々 の情報 ア イ テ ムを個 別 に考 察 して い く作業 も含 まれ る。

この よ うな分析 を通 し て,ど の部 門 で どの よ うな情報 が イ ン プ ッ トされ,

どの よ うに処 理 され るか,ど れ程 多 く使 用 され るかが わ か る。(表a3-1 ,

3.3-2参 照、)

、
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表3.3-1紳 士服 情 報 機 能 分析

部 門

ア イテ ム

受

注

生

産

仕

入

手

配

生

産

商

品

管

理

販

売

経

理

得

意

先

日 付 I

I

I

I

I

I

IR

I

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

IR

R

R

R

D

ID

IR

I

I

IR

IRD

IR

IR

IR

IR

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

IR

I

I

工

1

RD

D

R

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

R

D

D

R

D

品 名

%

数 量

部 課 コ ー ド

製 品 マ ー ク

伝 票 区 分

処理区分(正 常取 消)

伝 票%

場 所 コ ー ド

商 品 コ ー ド

RD

RD

D

RD

RD

RD

R

R

R

R

R

R

R

R

R

RD

R

R

R

D

原 単 価

R・M子 供 服

原 価 記 号

備 考

体 型 ・サイズ明細

%

得 意 コ ー ド

小 売 単 価

取 引形態区分(生 産)
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部 門

ア イテ ム

受

注

生

産

手

配

販

売

生

産

商

品

管

理

経

理

得

意

先

売 場 区 分

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

D

R

R

IR

IR

RD

IR

IR

IR

R

IR

IR

R

R

R

R

R

D

R

R

R

I

I

I

IR

IR

I

IR

I

I

I

I

R

R

I

I

I

RD

I

I

I

I

D

R

R

D

R

R

R

R

R

R

R

RD

RD

D

D

R

D

D

R

R

D

D

D

RD

RD

R

D

D

D

得 意 先

納 入 単 価

C/#

記 号

特 記 事 項

生 産 年 度

季 別

仕 様

単 価.

仕 入 先

用 途

納 入 金 額

処 理 区 分(他 店 ・内 部

出荷 ・返 品)

住 所

商 号

上 代

納 期

担 当 者

相 手 先(注 文主)

マ ー ク(C/#)

ス タ イ ル
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決 済 条 件

仕 入 先 マ ー ク

フ フ ン ド

相 手 工 場 名

色 番

加 工 区 分

数 量 合 計

年 度 .

取 引形態区分(得 意先)

元 部 課

先 部 課

売 上 区 分(直 販)

金 額

専 用 伝 票%

品 質

係

メ ー カ ー(原 反)

納 入 価 格

摘 要

店 名

製品原価(当 初見積)

〃(決 定)

T
⊥

1

I

I

T
⊥

I

T
↓

受

注

生

産

手

配

販

売

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

1

1

I

I

T
↓

I

I

I

生

産

R

R

R

R

－139-一

商

品

管

理

R

R

R

R

I

I

I

I

I

I

I

I

I

D

経

理

R

R

R

R

R

R

D

D

D

D

得

意

先

R

R

D

D

D

●
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部 門

ア イテ ム

受

注

生

産

手

配

販

売

生

産

商

品

管

理

経

理

得

意

先

品 番 I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

・

I

I

I

I

I

I

R

R

R

R

R

R

R

R

R

、R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

D

D

D

R

R

R

R

R

D

R

元 マ ー ク

元C/#

m@

納 品 時 期

予 定 売 価

支 店 配 分

指定数量合計

決 定 数 量

細 部 仕 様

指 定 事 項

部 課

製 品 整 理 番 号

(メ ー カ) 原 反

(マ ー ク)

契 約 反 数

メ ー タ ー 単 価

原 反 納 期

製 品 納 期

型 紙 ・体 型

裏 地

芯 地

－r1'40-一'
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部 門

ア イテ ム

受

注

生

産

仕

入

手

配

生

産

商

品

管

理

販

売

経

理

得 、

意

先

前 釦 I

I

I

I

I

I

I

I

I

I,

I

I

R

D

D

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

I

I

I

I R

I

I

I

I

I

I

1

-

1

袖 釦

上 衣 ポ ケ ッ ト

台 場

ス テ ッ チ

ベ ン ツ

セ ツ パ

タ ッ ク

オ ビ

ル ー プ

ズ ボ ン ボ ケ ッ・ト

ビ ザ 当

指 定 納 期

表 地 明 細(8項 目)

裏附属支給明細

加 工 指 図 、%

工場(仕 入 先)コ ー ド

工 場

整 理 番 考

色 柄

仕 入 金 額

山 　"
貝 。i変
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部 門

ア イ テ ム

受

注

生

産

仕

入

手

配

生

産

商

品

経

理

販

売

経

理

得

意

先

仕 入 先(工 場)コ ー ド R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

I

I

I

I

I

I

I

I

IR

IR

IR

IR

IR

IR

IR

IR

IR

I

I

R

'

D

D

D

D

D

D

D

D

D

R D

記 事

入 荷 場 所

発注 品取 引指図書%

店 区 分

部 門

商 品 区 分

原 価 金 額

計

マ ー ク

引 合

大 別

中 別

小 別

常 備

特 売

常 備 特 売

所 在 場 所

バ イ ブ 番 号

入 日 記%

仕 入 単 価
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表3,3-2布 吊 ・情 報 機能 分析 表

部 門

ア イ テム

'

生

産

商

品

管

理

販

売

経

理

得

意

先

品 番 I

I

I

I

I

I

I

I

I

ID

ID

ID

ID

ID

ID

ID

ID

I

ID

ID

ID

ID

I

ID

I

I

I

I

I

I

IRD

IR

IR

IR

IRD

IRD

IR

IRD

RD

IRD

IR

IR

IRD

RD

RD

RD

RD

RD

RD

RD

IRD

IRD

IRD

IRD

RD

RD

IRD

RD

IRD

IRD

D

D

R

IRD

D

RD

RD

RD

RD

RD

RD

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D
'

D

D

D

D

年 月 日

数 量

摘 要

単 価

金 額

倉

合 計

品 名

得 意 先 名

部 門 名

部 コ ー ド

得 意 先 コ ー ド

専 用 伝 票%

ハ ッ シ ュ トー タル

年 度

便

個 口

サ イ ズ

原 価

荷 具

一143一



部 門

ア イ テ ム

生

産

商

品

.管

理

販

売

経

理

得

意

先

運 賃

'

、

よ

`

I

D

D

D

D

D

D

「D

D

D

D

I

I

I

D

D

RD

I

I

I

I

I

"
I

I

I

I

I

I

I

RD

IR

IR

IR

IR

IR

IR

IR

D

D

D

D

区 分

伝 票%

仕 入 単 価

粗 利 益

担 当 者%
,

粗 利 益 率

粗 利 益 合 計

桁 サ イ ズ

売'価

得意先発注書孤

得 意 先 伝 票 ・

出 荷 注 意 事 項

発 送 年 月 日

`

指 定 扱 便'

荷 荷 の 有 無 ・

送 料(元 ・無)

決 裁 方 法

移 動 物 品 区 分

色 又 は サ イ ズ

明 細

持 出 人 名

出 数

一144一
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部 門

ア イテ ム

生

産

商

品

管

理

販

売

経

理

・得

意

先

房 数

I

I

I

I

I

D

D

D

D

D

D

I

IR

IR

IR D

D

D

D

D

D

IR

色 柄

・サ イ ズ

処 理 チ ェ ッ ク

加 工 指 図%

工 程 票%

柄%

備 考

サ イ ズ エ リ/ユ キ

@

夢

■
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3.4情 報 フ ロ ー 分 析

これ ま での 分析 に よ って分析 対 象 と した企 業 に おけ る部 門構 成,情 報媒 体

の種 類,情 報 機 能等 につ い て明 らか に して きた。 次 に商 品 管理,販 売 管理 面

を中心 に して関 連 業務 部 門 を具 体 的 な情報 ア イテ ムが どの よ うに流 通 し,利

用 され て現行 シス テ ム をつ く り上 げ て い るか の検 討 に移 る。 これ まで の分析

に お い ては個 別 情 報 レベ ル で の流通 ・働 きに つ い て注 目 して きた が,逆 に諸

情 報 が どの よ うに組 み 合 わ され相 互 に関連 しつ つ,業 務 機 能,管 理 機 能 を構

成 して い るか とい う見 方 か ら考 察 してみ る必要 が あ るわ け で あ る。

以 上 の観 点 を も とに次 の よ うな手 順 を追 い な が ら情 報 フ ロー図 を作 表 す る。

イ)情 報 媒 体 が 運 ぶ イ ン プ ッ トデ ー タ群 の設 定

ロ)デ ー タ群 が 相 互 に関係 しあ うこ とに よ り維 持 され る管理 機 能 の設定

ハ)デ ー タ群 と機 能 の連 関 ,機 能 間 の連関 を 明 らか に す る

二)諸 デー タ群 の 内容 とな る情 報 ア イテ ムの整 理 統 合 ,類 型化

まず,各 部 門 で イ ン プ ッ トされ る情 報 を グ ル ー プ化 し,い くつ が の単 位 ご

とに ま とめ てみ た。 そ の結 果,次 の よ うな デ ー タ群 を設 定 し得 る。

○ 受注 デ ー タ

○生 産 指 図 デー タ

○入 荷 デ ー タ

Q返 品 デ ー タ

○ 出荷 デ ー タ

○移 動 デ ー タ(

○売 上 デ ー タ

○ 入金 デ ー タ

(受 注 部 門)

(生 産 部 門)

(商 品管 理 部 門)

(〃)

(〃)

('〃)

(売 上 部 門)

(〃,経 理 部 門)

次 に諸 デ ー タが業 務 遂行 上 の 資料 と して使 われ,ち る機 能 を構成 す るが,

そ の機 能 単 位 を,受 注 管理,在 庫 管理,売 上 管 理 の3つ に集 約 して理 解 す る

こ とに した6

受 注 管理 では 受注 伝 票等 に よ り得 意 先 か らの注 文 を受 け,そ こで得 られ た

一一146一
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多

デ ー タ と他 部 門 か らの情 報 を総 合 す る こ とに よ って生 産手 配 乃至 出荷手 配 が

お こ され る。 あ る商 品 に対 す る ニ ーズ と供 給体 制 とを媒介 す る機 能 で あ る。

在 庫 管理 は 商 品 管理 と同 じ意 味 で あ るが,部 門 としての商 品管 理 と区 別 す

る為 に この呼 び 方 を用 い る。 そ の機 能 は商 品 の保 管,移 動,受 渡 し状 況 を常

に正 確 に把 握 し,円 滑 な供 給,融 通 を実現 す る こ とで あ る。

売 上 管理 には 出荷 後 の代 金 回 収,入 金 処 理等 の いわ ゆ る売 掛 金 管理 と,生

産 され店 頭 に並 べ られ た商 品 が 実 際 に どの よ うな売れ 行 きを示 して い るか を

把 握 す る売 上 動 向 分 析 の機 能 が含 まれ る。

以 上 の よ うに整理 統合 した諸 デ ー タ と管 理 機能 間 の相 互 関連 を 図示 す る こ

とに よ り情 報 フ ・一 図 を作 成 した。(図3.4-1,3.4-2)

次 に,諸 デー タの内容 と して具 体 的 にい か な る情報 ア イテ 云を 構成 要 素 と

し てい るか を検 討 す る。

伝 票 類 か ら収 集 した 情報 ア イテ ム か ら必 要 と思 われ る項 目 を選 び,適 当 に'

加 工 し抽 出 す る。

伝 票 の発 行 番 号 な ど付 随的 な情 報 ア イ テムは シス テ ム分析 上考 慮 外 に お く

もの とす る。

分析 対 象 とす る企 業 に のみ み られ る特 殊 な用具 や項 目な どは適 宜 に整 理 し

な るべ く一 般 的 な形 で表 わ す よ うに す るが,と くに大切 な のは現 行 の業 務大

系 の中 では情 報 アイ テ ムの 名 称 が 伝票 や 部 門 に よ って異 って い て も実質 的 に

は 同一 の情報 が記 入 され 流通 す る ものが あ る こ とで あ る。 例 えば得 意 先 名 と

は 受注 伝 票 では 注 文 主,売 上 伝票 に お いては 商 号 とい う別 々 の ア イテ ム と し

て扱 われ て い るが 実 際 には 同一 の もの であ る。 また,逆 に伝 票 間 では 同一 の

ア イテ ムと して い る もの で も実 質 的 には 区別 しなけれ ば な らな い もの もあ る。

これ まで の分析 では そ の よ うな事 情 を無 視 し現状 に即 して扱 って きた が,

この段 階 で は 次 に予 定 され て い る情報 処理 仕 様 の修 正 検 討,デ ー タベ ース の

作 成等 の作業 を進 め るには,そ の異 同 を指摘 し整理 統 合 をお こな ってお く必

要 が あ る。
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そ のた め,紳 士服 モ テル企 業 に関 して主 に検 討 して い く。 布吊協 力 企業 に

つ い て は それ に準 じて扱 えば 充 分 で あ る。

ω 年 月 日

非 常 に頻 度 の 高 い情報 ア イテ ムであ るが,実 質 的 に は各 伝 票 の起 票 年 月

日で あ り,あ る業 務 動作 が お こ され た 日付 で あ る。 従 って各 々別個 の内容

を もつ。

受 注年.月 日

入庫 年 月 日

出荷 年 月 日

入 金 年 月 日

等

同 得 意 先名

商 号,注 文 主,相 手 先,店 名 が あ るが全 て得 意 先 と同 じ内容 で あ る。

内 工場 名

「工場 名 」 と 「工場 」が あ るが,同 じに扱 って よ い。

←)コ ス ト関 連

単 価,金 額 な ど数 種 あ り,現 行 シス テ ム の中 で もあ る程 度 区 別 され てい

る。 金 額 とは単 価X数 量 の こ とで あ る の で単 価 に準 じた扱 って お く。

基 本 的 に区 別 しな けれ ば な らな いの は 原単 価,納 入 単 価,小 売単 価 で あ

る。

受 注 伝 票 に お け る単 価 は納 入 単 価 の ことで あ る。 売 上 伝 票,入 金 伝票 に

お け る単 価 も納 入単価 と同 じ内容 であ るが,売 上単 価 と して扱 う。(専 門

店 の場合 だ け)

受注 関 連 伝 票 に おけ る 「上 代 」,「 予 定 売価 」 は小 売 単 価 の ことで あ り,

又,「 納 入 価 格 」 は納 入 単 価 の こ とを 指 す。
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単価騰 竺 価

団 納 期

納 期,納 品 時期,予 定 納 期,製 品納 期,原 反納 期 な どが あ るが,整 理 す

れ ば 受注 時 に イ ン プ ッ トされ る商 品納 期(得 意 先 へ の納入 予 定 日で あ るが

現 状 で は は っ き りした期 日は示 され な い)と,生 産 手配 に お け る製 品 納期

(仕 上 り予 定 日)と で あ る。

商 品納 期
納 蜘[

製 品納 期

内 数 量

年 月 日 と同様 に イン プ ッ トされ る部 門 に よ って意 味,内 容 が 異 な る。

受 注 数量

生 産手 配 数 量

数 量 一
入 荷 数量

出荷 数量

等

以 上 の よ うな検 討 を通 して諸 デ ー タ を構 成 す る要 素 で あ る情 報 ア イ テ ムー

っ 一 つ の特 性,共 用 性 を踏 まえ た機 能 分 析 を改 め て表 に ま とめ て み た。(表

3.4-1)

その 上 で,諸 デ ー タ群 の構 成 情 報 を抽 出 し各 デ ー タ毎 に一 覧表 に した。

(表3.4-2,3.4-3)情 報 フ ・一図 と と もに参 照 す る こ とに よ って,

業務 機 能 の概 念 構 成 を理 解 す る こ とが で きる。
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表3.4-1主 な情 報 ア イテ ム の修 正 機能 分析

商

品

管

理

生

産

業

生
産
手
配

営

受

注

門

ムテ

部

、

イア報情

　 　

経得 修 類

意 正

理 先) 度

IRIRR

RR

95%

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

●

品

受 注 年 月 日

名I

I

生産 指図年月 日

巳 荷 ‥ 日
出荷 年 月 日

返 品 年 月 日

移 動 年 月 日

売 上 年 月 日

受 注 数 量1

生 産 指 図数 量

入 荷 数 量

出 荷 数 量

返 品 数 量

T
↓

■
4

-

]

R

R

T
』

T
↓

R

R

R

R

R

R

R

R

R

1

IR

I

I

I

I

R

IR

I

I

R

R

R

R

R

R

●

`

移 動 数 量

I

I

I

I

I

R

R

I

R

R

I

IR

I

R

R

R

IR

IR

I

I

I

IR

IR

IR

R

IR

R

I

R

R

R

R

R

R

R

IR

5

5

68

42

47

42

11

16

32

16

11

」

つ

売 上 数 量

原 単 価

納 入 単 価

小 売 単 価

得 意 先 名

商 品 納 期

製 品 納 期

部 課 名

工 場 名
ll苑 上 単 価

!
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表34-2紳 士 服 処理 区 分別 入 力情 報 一覧 表

受 注 管 理

受 注 デ ー タ

情 報 ア イ テ ム 頻 度 入力部 門 参 照部 門

受 注 年 月 日 5% 受 注 生産手配,生 産

品 名 95 〃 〃

受 注 数 量 5 〃 〃

得 意 先 名 42 〃 〃

⑧ 体 型 サ イ ズ明 細 37 〃 〃

年 度 21 〃 〃

季 別 21 〃 〃

納 入 単 価 42 〃 〃

小 ・売 単 価 47 〃 〃

商 品 納 期 11 〃 〃

マ ー ク 11 〃 〃

ス タ イ ル 11 〃 〃

決 済 条 件 11 〃 〃

担 当 者 11 〃 〃

生 産 指 図 デ ー タ

生産指図年月 日 5% 生産手配 生 産
w

品 名 95 〃 〃

製 品 マ ー ク 63 〃 〃

⑧ 体 型 サ イズ 明細 37 〃 〃

年 度 21 〃 〃

工 場 名 !6 〃 〃

加 工 区 分 11 〃 〃
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・

⑱

情 報 ア イ テ ム ・ 頻 度 入力部門 参照部門

1

…

`

`

生産指図数量

部 課

製品整理 番号

製 品 納 期

5%

5

5

16

生産手配

〃

〃

〃

生 産

〃

〃

〃

在 庫 管 理

一 般 在 庫 デ ー タ

情 報 ア イ テ ム 頻 度 入力部門 参照部門

入荷 毎 月 日 5% 商品管理 営 業経理,得 意先

D

◎

出荷 年 月 日

返品 年 月 日

品 名
イ

入荷 数 量

出荷 数 量

返品 数 量

部 課 コ ー ド

製 品 マ ー ク

商 品 コ ー ド

揚 場 コ ー ド

原 単 価

原 価 記 号

得 意 先 コ ー ド

小 売 単 価

取 引形態 区分(販 売)

取 引形態 区分(生 産)

得 意 先 名

納 入 単 価

PO

5

59

〆b

5

5

3

3

3

3

3

2

7

7

2

2

2

2

6

6

6

6

6

4

3

4

3

3

4

4

"

"

"

"

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一153一



情 報 ア イ テ ム 頻 度 入 力部 門 参照部門

処 理 区 分 32% 商 品管理 営業経理,得 意先

納 入 金 額 32 〃

工 場 名 16 〃

◎
工 場 コ ー ド 5 〃/ ←

仕 入 先 名 5 〃

仕 入 先 コ ー ド 5 〃

移 動 デ ー タ

情 報 ア イ テ ム 頻 度 入 力部門 参照部門

移動 年 月 日 5% 商 品管理 商品管理営業経理

品 名 95 〃 〃

移動 数 量 5 〃 〃

■

部 課 コ ー ド(元 ・先)
63 〃 〃

製 品 マ ー ク 63 〃 〃

商 品 コ ー ド
63 〃 〃

⑪ 場 所 コ ー ド 63 〃 〃

原 単 価 63 〃 〃

原 価 記 号 42 〃 〃

原 価 金 額 5
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■

,

売 上 管 理

入 金 デ ー タ

情 報 ア イ テ ム 頻 度 入力部門 参照部門

入 金 年 月 日 5% 販 売 経 理

部 課 コ ー ド
63 〃 〃

得 意 先 コ ー ド 37 〃 〃

⑧ 売 上 金 額 11 〃 〃

専 用 伝 票% 11 〃 〃

入 金 形 態 区 分 5 〃 〃

支 払 期 日 5 〃 〃

消 化 商 品 実売 デ ー タ

情 報 ア イ テ ム 頻 度 入 力部 門 ・ 参照部門

売上 年 月 日
95% 販 売 経 理

品 名 95 〃 〃

売上 数 量 74 〃 〃

邪 謀 コ ー ド
63 〃 〃

製 品 マ ー ク
63 〃 〃

⑧ 得 意 先 42 〃 〃

得 意 先 コ ー ド
37 〃 〃

売 上 単 価 11 〃 〃

売 上 金 額 11 〃 〃

一155-一



1

　
O
Φ
一

図s.4-2布 吊 に お け る販 売 在 庫 管理 シス テ ム と情 報7ロ ー 概 念 図
■

材料仕入契約書

副材料仕入契約書・

◎

⑧

⑥

j

商 品持 出伝票
(戻 入れ)

移 動 伝 票
(振 ・受)

売上デー タ

商品持出伝票

(持 出し)

移 動 伝 票

(振 渡)

〈 移 動 在 庫 〉

_1

一

|

禽 6 奄.



●

β

表3.4-3布 畠 ・処 理 区 分 別入 力情報 一 覧表

受 注 管 理 デ ー タ

情 報 ア イ テ ム 頻 度 入 力部門 参照部門

受注 年 月 日 86% 販 売 商 品管理

品 番 86' 〃 〃

受注 数 量 71
ヴ

〃

単 価 57 〃 〃

金 額 57 〃 〃

⑧ 合 計 43 〃 〃

得 意 先 名 43 〃 〃

得 意 先 コ ー ド 29 〃 〃

桁 サ イズ(色 香) 14 〃 〃

売 価 14 〃 〃

発 送 年 月 日 14 〃 〃

決 裁 方 法 ⊥4 〃 〃

一 般 在 庫 ①

入 荷 デ ー タ

情 報 ア イ テ ム 頻 度 入 力部門 参照部門

品 番 100% 生 産 商 品管理,経 理

入荷 年 月 日 86 〃 〃

入 荷 数 量 71 〃. 〃

単 価 57 〃 〃

⑧ 金 額 57 〃 〃

倉 57 〃 〃

部 門 名 43 〃 〃

部 コ ー ド 43 〃 〃
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情 報 ア イ テ ム 頻 度 入 力部 門 参照部門

加 工 指 図% 14% 生 産 商 品 管理,経 理

工 程 票% 」4 〃 〃

柄 糸 14 〃 〃

サ イ ズ エ リ/ユ キ 14 〃 〃

一 般 在 庫②

出 荷 デ ー タ,入 庫 デ ー タ(返 品)

情 報 ア イ テ ム 頻 度 入力部門 参照部門

品 番 100% 商 品管理 販 売,経 理,得 意先

出 荷 数 量 86 〃 〃

単 価 57 〃 〃

金 額 57 〃 〃

品 名 43 〃 〃

得 意 先 名 43 〃 〃

⑧
得 意 先 コ ー ド 29 〃 〃

年 度 14 〃 〃

サ イ ズ 14 〃 〃

(原 価) 14 〃 〃

荷 具 14 〃 〃

運 賃 14 〃 〃

一 般 在 庫③

出庫 デー タ(持 出),入 庫 デー タ(房 入 れ)

情 報 ア イ テ ム 頻 度 入 力部門 参照部門

品 番 100% 販 売 商品管理

持 出 年 月 日 86 〃 〃

持 出 数 量 86 〃 〃

持 出 人 14 〃 〃
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D

情 報 ア イ テ ム 頻 度 入 力部門 参照部門

出 数 14% 販 売 商 品管理

⑱
房 数 14 〃 〃

移 動 在 庫

移 動 デ ー タ

情 報 ア イ テ ム ・ 頻 度 入力部 門 参照部門

品'番 100% 商品管理 商 品 管理,経 理

移動 年 月 日 86 〃 〃

移 動 数 量 86 〃 〃

単 価 57 〃 〃

金 額 57 〃 〃

◎ 倉 57 〃 〃

品 名 43 〃 〃

部 門 名 43 〃 〃

部 コ ー ド 43 〃 〃

移 動 区 分 14 〃 〃

色 文 は サ イズ 14 〃 〃

売 上 管 理

入 金 デ ー タ

情 報 ア イ テ ム 頻 度 入力部門 参照部門

売上 年 月 日 86% 販 売 経理,得 意先

売 上 金 額 57 〃 〃

⑨ 得 意 先 43 〃 〃

得 意 先 コ ー ド 29 〃 〃

手 形 期 日 11 〃 〃
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3.5情 報 処 理 仕 様

前 節 迄 の現 状 分析 結果 を もとに,商 品 情 報 を中心 と した販 売 在 庫 管理 シス

テ ム の情 報 処 理 仕 様 につ い て,以 下 で述 べ る。

3.5.1現 状分 析 結 果 の レビュ ー

イ ン タ ビュ ー調 査 を通 じて判 明 した販 売 在 庫 管理 シス テ ムの対 象 とな る

業 務 を列 挙 す る と次 の よ うに な る。

(1)販 売 管理 業 務

(a)売 上 管理

(D部 門別 売上 状 況把 握

(IDセ ー ル ス マ ン別売 上状 況 把 握

(m日 次,月 次 等期 間 別売 上 状 況 把 握

咀 商 品 別 売 上 状況 把 握

㈲ 得 意 先 管理

(i)得 意 先 別売 上状 況 把 握

(川 得 意 先 別売 掛 金 状 況 把 握

㈹ 請 求 処理

刷 売 上 伝票 発 行

(c)利 益 管理

(i)部 門 別利 益 状況

(li}得 意 先 別 利益 状 況

㈹ 商 品別 利益 状 況

(ω そ の他

ω 返 品 状況

(2)在 庫 管理 関係

(D在 庫 集 計区 分別 在 庫 状 況

(川 入 庫 予定

㈹ 在 庫 移 動 状 況
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山 人 出庫状況
l

M在 庫更新

⑭ 棚卸 し

倒 その他

入金管理

一方
,得 意 先別販 売活動面か ら販売在 庫管理 シス テムを検討 してみると,

(1)百 貨店,量 販店 に対 する販売在 庫管理 シス テムでは,受 注時点か ら

の営業情報 管理,入 庫予定把握が,営 業活動 面か らみて重要性がたか

いo

　 　 　

(2)専 門店 に対 す る販 売 在 庫管 理 シス テ ム では,セ ー ルス マ ン別 在 庫状

況,売 上 管 理 の ウ ェイ トが高 く未 納 残 把 握 も重 要 で あ る。

とい う点 が 明 らか に な った。

3.5.2情 報 処 理対 象 業 務

前 節 の よ うな状 況 下 で情 報処 理 対 象業 務 を検 討 した 結果,

(1)第4章 で述 べ られ て い るマ イ ク ロ ・コ ン ピュー タか ら くる制約

(2)よ り汎 用 的 な使 用 目的 に対 応 す る こ と

(3)実 務 面 か らの重 要 度

等 の諸 点 を加 味 した うえ で,本 報 告書 では販 売 在 庫 管理 システ ムの情報 処

理 対 象業 務 の範 囲 を以 下 の よ うに決 定 した。

ω 受 注 処理 シス テ ム

確 定 受 注 な い しは 受 注 目標 を入 力 し,受 注 残 管 理,受 注 管理(予 実績

対 比),引 当 処 理 等 を お こな うこ とに よ り,百 貨 店,量 販店 向 販 売活 動

を サ ポ ー トす る情報 提 供 を営 業 部 門 に対 して お こな う。 受 注処 理 に関 し

ては,イ ン タ ビ ュー 調 査結 果 をみ て も,受 注 段 階 か ら情 報 処理 の対 象 と

して い る企業 は殆 ん どな く,そ の有 効性 につ い て論 議 の対 象 とな る と こ

ろ で あ るが,

① 量 販店,百 貨店 等 に対 す る販 売 活動 支 援
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② 生産 計 画 との整合 性 維 持

③ 在庫 数量 の削 減

等 の観 点 か ら,不 確定 要 素,変 動 要 素 が あ る江 して も,受 注 レベ ルか らの

情 報 処 理 の必要 性 を強調 す る意 味 で,本 報 告 書 で取 り上 げ て みた 。

受 注 処 理 を コ ン ピュー タ化 す る ことに よ る狙 いは,

① 納 期,在 庫 有 無,在 庫数 量 等 に対 す る問 合 せ,引 合 に対 処 し,販 売活

動 の支 援 と カス トマ ー ・サ ー ビスの向 上 をは か る。

② 仕 入,生 産 計 画 レベ ノレにあ る仕 掛 残 を入 庫 予定 レベ ル で把 握 し,受 注

に よる引当 を お こな うこ とに よ り,手 持 在 庫 数量 を最 少 限 に お さえ,不

良在 庫 の発 生 防 止 をは か る。

③ 受 注残 把 握 を お こな うこ とに よ り,受 注/売 上 管理 予 測 を お こな うと

共 に,仕 入,生 産 計 画 の調整 を お こな う。

④ 受 注 予測 の精 度 向上 をは か る こ とに よ り,販 売 活動 の よ り正確 性 を求

め る内 部牽 制 効 果 をは か る。

等 にあ り,一 つ には 販 売 活 動 のあ り方 に対 す る見 直 しをは か る と共 に,受

注 管理 の強化 に よ る売 上 把 握 の精度 向上 をは か り,そ れ に よ る仕 入,生 産

計 画 に対 す る調 整 機 能 を 目ざす こ とに あ る。

(図3.4-1)

(2)売 上 処理 シ ス テム

3.5.1項 で取 り上 げ た売 上 管 理,得 意 先 管理,利 益 管理,そ の他 の各 処

理 は原 則 的 に カバ ー す る。 但 し,マ イク ・ ・コ ン ピュー タ の持 つ フ ァ イル

容量 上 で の制 約 か ら取 扱 商 品 点 数,得 意 先,部 門等 に或 る程 度 の制限 を与

え る と共 に,セ ー ル ス マ ン ・レベ ノレでの デー タ把 握 は 日次 処理 に よ る出 力

情報 提供 に留 め,実 務 運 営 面 で の 日報 活 用 を加 味 した シ ス テ ム とす る。

売 上処 理 にお い ては,イ ン タ ビュー調査 の結果 を み て もほ ご各 企業 で取 り

上 げ られ て い る処 理 で あ り,内 容 に差異 が あ るに して も必 須 の処理 で あ る

こ とには 変 りが な い と考 え,極 力 共通 的 に使用 で き る範 囲 に そ の仕 様 を決
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疋'

受注伝票

闇 売上 日報

受 注 処 理 シ ス テ ム

移動伝票

移動 日報
問合 せ

回 答

図3,4-1受 注 処 理 シ ス テ ム の概 要

レ

定 した。

伺,専 問的 向 販 売 比 率 の多 い企業 にお い て,セ ー ノレス マ ン ・レベ ル で の

売 上,利 益 把 握 の要 請 が 強 いが,前 述 の如 く,コ ン ピ ュー タの フ ァイル

容量 上 の制 約 か ら,セ ー ル ス マ ン レベ ル で の売 上 状 況 把 握は 日報 レベ ル

に留 め,こ れ を事 務 処 理 シス テ ムで活用 し,ゴ ン ピュ一 夕 で作 成 され る

部 門 別売 上 リス トと併 用 して利用 す る こ とを提案 す る。

また,利 益 管 理 に つ い ては,そ の重 要 性 に着 目 し,本 シス テ ムで取 り上

げ るこ と とした 。

(図3.4-2)
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受注 処 理 シス テ ム

霊匡L繍

鷺

商 品管 理 システ ム

売 上 処 理 シ ス テ ム

部 門 別

商 別

得 意 先 別

売上 リス ト

1劃繍

部 門 別

商 別

得 意 先 別

利益率 リス ト

,

図3.4-2売 上 処 理 シ ス テ ム の 概 要
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(3)商 品 管理 シス テ ム

3.4.1項 で述 べ た処 理 は全 て カバ ー す るが,セ ール ス マ ン ・レベ ル で

の在 庫状 況 把握 は お こなわ ない。 受 注 処理 シス テ ム との関係 か ら入 庫 予

定(仕 掛 状 況 管理)を 取 り上 げ るが,専 門店 向販 売 を中 心 とす る企 業 で

は 現 実的 で は な く,や ふ不充 分 と考 え られ るが,将 来 的 な業 務 処 理 形 態

と して の必要 性 は 高 い と判 断 し,本 シス テ ムで提 案 す る。 筒,商 品管 理

シ ステ ムで重 要 な役 割 を果 た す のは,商 品 マス ター ・フ ァイノレで あ るが,

本 マス ター ・フ ァイ ノレでは単 に商 品 の在 庫状 況 を把握 す るの み な らず,

利 益 管理,仕 掛 品管 理 等,多 目的 利 用 を 目 ざ した デー タ ・ベ ー ス フ ァイ

ル(詳 細 は 第4章 参 照)を 利 用 す る。

本 シ ステ ム では商 品在 庫 管理 を主 体 と して取 り上 げて い るが,受 注 処 理

シ ス テ ムに おけ る受 注 引当 処理,商 品在 庫状 況 把 握等 につ い て若 干 補 足

してお く(筒,詳 細 は 第4章 デー タベ ー ス設計 の項 を参 照 され た い)。

① 受注 引 当処 理

既 に述 べ た通 り受 注 引 当処 理 の大 きな 目的 は,

(i)在 庫数 量 の 削減

(11)引 合/受 注 に 関 す る納期,在 庫等 の問合 せ回答 に よる販 売 活動

支援

に あ るが,商 品 マス ター 。フ ァイル を 図3.4-3の よ うに持 ち,引 当

可能数 に対 す る受注 引 当 をお こ な うこ とに よ り,仕 掛 残 を入 庫予 定 時

期 で在 庫 とみ な し,在 庫調 整,更 には仕 入,生 産 調 整 を お こな い,手

持 在 庫 は セ ー フ テ ィ ・ス トック ・レベ ル に お さえ る とい う考 え方 を採

用 して い る。

引当 可能 数 の時 間 的 要 素は 各 企 業 の実情 に合 せ て,週,旬,月,期 等

の いず れ もが選 択 で きる よ うシス テ ム上 で配 慮 され るが,導 入 当 初 は

比較 的余 裕 の あ る サ イ クル で把 握 し,処 理 形 態 が定 着 化 す るにつ れ,

短 サ イ クル に持 っ て い くの が現 業 部 門 の 混 乱 を最少 限 に お さえ るこ と
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④ ◎ ◎

集計区分別在庫数 集計区分別受注残 週 単 位 発

自 家 委託加 ■

図3,4-3 商 品 マ ス タ ー ・フ ァイ ル(受 注 処理 関

に な り,効 果 的 で あ る。

荷,こ れ を採 用 す る ことに ょ り,受 注 残,仕 掛 残,引 当 可能 残 を チェ

ック して,仕 入,生 産 調 整 に活 用 す る こ とが で き,よ り精 度 が あが っ

た仕 入,生 産 計 画 の フ ォ ロニ が可 能 とな る。

② 商 品 在 庫状 況 把 握

商 品 在 庫状 況 の把 握 は,イ ンタ ビュー調査 の結 果 をみ る と主 と して

専 門店 向販 売 を しこ(いる企 業 に お いては,セ ー ル ス マ ン ・レベ ル での

在 庫把 握 を要 求 して お り,量 販 店,百 貨店 向販 売 が主体 の 企業 では部

門 レベ ル で の把 握 で充 分 と して お り,そ の取 捨 に難 し さが あ ったが,

コ ン ピュー タ ・フ ァイル の持 つ制 約 と取扱 い商 品 点数 と単 品 管理 レベ

商 コ
1

品 ド

繰越在庫 生 産 面 他店移動

社内 社外 計 自家 委託加工 仕入 計 振受 振渡

唱

④ ◎ ◎ ㊤

在 庫 一④+◎+(◎ 一◎)+(㊧ 一㊦)+(① 一⑦)十(① 二⑧)+④

図34-4商 品 マ ス ター 。フ ァ イル(在 庫
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⇔

●

注 残 週単位引当可能数

工 仕 入 ◎=④ 一 ◎+◎

●

係部分)

ル の深 さか ら判 断 し,セ ー ル スマ ン レベ ルで の 把握 は 廉価 シス テム で

は不 可能 との結 論 に達 した。

他 方,在 庫 場 所 の把 え方 と して,社 内,社 外,こ れ を ミックス した部

門単 位 で の把 握,各 部 門 間 で の移 動 に よ る在 庫 責任 の移 動,受 注処 理

シ ステ ム採 用 に よ る仕 掛 品 の入 庫予 定 レベ ル で の在 庫把 握(仕 掛 品管

理)等 多岐 に亘 る要 望 が あ り,そ の取 捨 に迷 った が,可 能 な限 りこれ

等 諸 要 求 に対 処 す る シス テム に した。

採 用 した商 品 マ ス ター.eフ ァイ ル の一 部 は 図3.4-3で 示 した もの に

加 え,図3.4-4の 通 りであ る。

伺,商 品 管理 シス テ ムの概要 は 図3.4-5の よ.うに な る。'

曾

■ 内部移動 売 上 消,化 在庫調整

振受 振渡 納品 返品 持 出 持帰 社内 社外 計

㊧ ◎ ① ⇔ ① ② ⑫

把握部分)
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入庫伝票 移動伝票 闇 闇庫伝票 闇

商 品 管 理 シ ス テ ム

入庫 日報

出庫 日報

問合せ回答

在 庫集計 区分別

在 庫 リス ト

∈ ス・

入 庫予 定 リス ト

在 庫移動 リス ト

図3.4-5商 品 管 理 シ ス テ ム の 概 要
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商

④ そ の他

得 意 先 管理 の一 環 として お こなわ れ る売掛 金 処 理,請 求処 理,入 金 処

理 を取 り上 げ る。

本 シ ス テ ムの 中心 は 売掛 金 処理 で あ るが,こ れは 各 企業 で必 須 の シス テ

ムであ り,得 意 先 マ ス ター ・フ ァ イル を利 用 して処理 を お こな う。

筒,コ ン ピュー タ ・フ ァイ ル上 の制 約 か ら請 求 明細 は作 成 で きな いが,

与信 限度,売 掛 残 等 に対 す る問合 せ 処理 は お こな う。

売 掛 金 管理 シス テ ム の概 要 は 図3.4-6の よ うにな る。

t

'

闇

闇3.4-6売 掛 金 管 理 シ ス テ ム の 概 要
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4マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ に よ る 販 売 在 庫 管 理 シ ス テ ム の 設 計

4.1デ ー タベ ー スの 設計

・4
.1.1.'tデ ー タ ベー スの考 え 方 ・・

本 シス テ ム の設 計 思 想 と して フ ァ ッシ・ヨン情 報 シ ステ ムに お け る単 品 管理

シス テ ム構想 を実現 させ る と ころ に あ る ことか ら,製 品 プ ・フ ィニ ル情報 を

基 礎 に した汎 用 性 の高 い情 報 フ ァイルが 必要 とな って くる。 しか し なが ら・

これ まで の調 査 分析 か ら明'らか な よ うに,製 品 ブ ・フ ィー ル情報 は利 用 され

る と ころ に よ って構成 要 素 の ウ ェイ トが異 な って くる。 た とえ ば,商 品企 画

を行 な う場 合 は,店 頭 で 消費 者が 目に とま り,手 に触 れ る具 体 的 な商 品 イ メ

ー ジを 中心 と した 製 品 ブ ・フ ィー ル情 報 で あ るの に比 べ て,生 産 を行 な う場

合 は,具 体 的 に生 地 を裁 断 し,縫 製 しゆ くた め の具 体 的 な製 品仕 様 を中 心 と

した製 品 プ ロフ ィール情 報 が 重要 』とな って くる。

このた め,本 シ ズ テ ムの情 報 フ ァイルは,商 品 企 画=生 産=流 通=販 売 と

い った各 機 能 で共 有 され る フ ァ イル で あ る と同 時 に それ ぞ れ の シス テ ムで フ

ァイ ル利 用 の仕 方(種 類 お よび規 模)が 異 な って くる と ころか ら,ト ー タル

シ ス テ ム と して み た場 合 に お い て も容 易 に効 果 的 に シス テ ム を拡張 で きる よ

うに配慮 され な け れ ば な らな い。 す な わ ち,ど の シ ステ ムを考 えて も最 終 的

には フ ァ ッシ ョン情 報 の メ一 夕ル シス テ ムの中 に位 置 づ け られ,イ ンター フ

ェイスが 図 られ な ばな らな い と ころか ら,シ ス テ込 の範 囲,レ ベ ルが フ ァイ

ル の利 用 度 に よ って規 定 され る方 法 と して製 品 プ ロ フ ィール情 報 を 中心 とす

るデ ー タ ・ペ ー ス の考 え方 を採用 した。 す な わ ち,基 本 的 な フ ァイル構成 に

対 して その使 途 目的 に従 って 自由 に フ ァイ ル を編成 す る こ とが で きる フ ァイ

ル構 造 に よ って,フ ァイル間 のや りと りで シス テ ムの 適用 範 囲が 規 定 され る

わ け で あ る。

一 般 に この デ ー タベ ースの 説 明 としては ,こ れ まで の フ ァイル が,処 理 単

位 ご とに作 成 され る専 用 フ ァイ ルで あ った の に対 して,デ ー タ ・ペ ニス では
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但

"

θ

あた か も これ ら専 用 フ ァ イル を統 合 した フ ァイル で あ り,利 用 者 か らみれ ば

フ ァイノレの共 用 化 で あ る等 の特 徴 が あ げ られ る。

また,デ ー タ ・'ベー ス の利 点 と して は 次 の よ うな こ とが あ げ られ る。.

(1)フ ァイル の 共用 化 に よ って同一 デー タの重 複 蓄 積 が 避 け ら,れ,デ ー タ ・

ファイ ル の記録 媒体 の便 用 効 率 が 向上 され る。 .

(2}同 一 デ ー タ の重 複 が な い こ とか らデ ー タ更新 に お け る効 率 が向 上 され る。

つ ま り,こ れ まで の フ デイル だ ど同一 デ ー タが各 フ ァ イル の中 に あ り,そ

れ ぞれ を別 々に デ ー タの更新 を や って いたが,フ ァイル が総合 イヒされ た こ

とに よっ て一 度 で済 む ば か りでな く,二 部 フ ァ イル の更新 もれ な どが 防 げ

る。

こ の よ うな デ ー タ ・べLス の 利 点 を 有 効 に 発 揮 させ る た め に は,利 用 され

る シ ス テ ム の フ ァ イ ル と して あ た か も専 用7ア イ ル で あ る か の よ うな フ ァ

イ ル 構 造 に な っ て い な け れ ば な ら な い 。

そ の た め に は,図4.1-1に 示 す よ うに デ ー タ ・ペ ー ス は 具 体 的 に デ ー

タ が 蓄 積 され 統 合 され た フ ァ イ ル で あ る 「フ ィ ジ カ ル フ ァ イ ル 」 と,そ れ

ぞ れ の シ ス テ ム 専 用 の フ ァ イ ル と し て の'「 ロ ジ カル フ ァ イ ル」 に よ っ て 構

成 され な け れ ば な らな い 。

これ ら の2つ の フ ァ イ ル を結 合 す る方 法 が ア ド レ ス ィ ン デ キ シ ン グ で あ

る。 す な わ ち,フ ィ ジ カ ル フ ァ イ ル の デ 一 夕 ァ ィ ÷ ム を特 定 の 目的 に 従 っ

て集 め る際 に そ の デ ー タ を 索 引 し,そ の フ ィ ジ カ ル フ ァ イ ル上 の ア ド レ ス

が 取 出 せ る よ うに イ ン デ ッ ク ス化 し て ロ ジ カィレフ ァ イ ル 上 に格 納 す る こ と

に ょ って 随 時 目的 の デ ー タ が ア ク セ ス で き る こ と に な る わ け で あ る。
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4.1.2デ ー タ ベ ー ス の 構 造

デ ー タ 。ペ ー ス 方 式 の情 報 処 理 の場 合 に 必 要 とな る の が,フ ィ ジ カノレ ・フ

ァ イ ル に お け る デ ー タ構 造 で あ り,'フ ィ ジ カル フ ァ イ ル と ロ ジ カ ル フ ァ イ ル

を結 び つ け る ア ドレ ス ・イ ン デ ッ ク ス の と り方 で あ り,処 理 シ ス テ ム か ら の

要 求 に よ るそ の 構 造 的 な フ ァ イ ル ア ク セ ス に 基 づ く ロ ジ カ ル フ ァ イ ル の構 造

で あ る 。

ま ず,フ ィ ジ カ ル ・フ ァ イ ル に お け る デ ー タ構 造 は デ ー タ の 検 索 効 率,フ

ァ イ ル の ス ペ ニ ス 効 率 を 回 上 させ る よ うに設 計 さ れ な け れ ば な らな い 。 ま た,

フ イ ジ ガル フ ァ ィ ル,ロ ジ カル フ ァ イ ル を結 び つ け る ア ドレ ス ィ ン デ キ シ ン

グ も,処 理 シ ス テ ム の 目的 に あ っ た 形 で 効 率 の よ い ア ク セ ス が 可 能 な よ うに

設 計 さ れ な け れ ば な ら な い 。 そ し て,こ れ ら の フ ィ ジ カ ル ・フ ァ イ ル,ア ド

レス イ ン デ キ シ ン グ,・ ジ カ ル ・フ ァ イ ル を統 括 す る ソ フ トウ ェ ア が 必 要 と

な っ て く る。 こ の ソ フ トウ ェ ア の こ と を 一 般 に フ ァ イ ル ・マ ネ ジ メ ン トあ る

い は デ ー タ ・ベ ー ス 。マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム と呼 ん で い る。 こ の ソ フ ト ウ

ェ ア の 主 な 機 能 は,フ ィ ジ カ ル ・フ ァ イ ル の ジエ ネ レー トお よび ア ッ プ デ ー ト,

ロ ジ カ ル ・フ ァ イ ル の コ ン ト ロー ル,そ し て,処 理 シ ス テ ム か ら の フ ァ イ ル ・

ア ク セ ス を 行 な う。(図4.1-2参 照)

二 股 に,デ ー タ ・ベ ー ス の 構 造 を決 定 す る場 合 は 次 の よ うな 条 件 を 分.析 ・

検 討 し な け れ ば な ら な い。

(1)取 扱 い デ ー タ の 特 性

(2)処 理 シ ス テ ム の 特 性

(3)コ ン ピ ュ 一一ータ シ ス テ ム の 特 性

本 シ ス テ ム で は,図4.1-3で 示 して あ る よ うに田 の取 扱 い デ ー タ の特 性

と して は,フ ァ ッ シ ョジ 情 報 の 中 か ら特 に 製 品 プ ・ フ ィー ル情 報 を抽 出 し,

そ の階 層 構 造 を 明 ら か と し て い る。

'.
,次 に(2)の 処 理 システ ム の 特 性 と し て は,フ ァ ッ シ ョ ン情 報 シ ス テ ム の 基 礎 と

な る シ ス テ ム と し て単 品 管 理 シ ス テ ム を と りあ げ て お り,他 の シ ス テ ム と の
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関 連 も明 ら か に し て い る。

そ しで;'(3)の コ ンビ=一 夕・・Z添 テ ム の特 性 と し て は,企 業 規 模 と コ ス トパ ー

フ ォ マ ン ス の 面 か ら余 分 の 機 能 を 省 い た 専 用 シ ス テ ム と し て マ イ ク ・ コ ン ピ

ュ ー ダ を 採 用 して い る。

製 口

処理

シ ス ァ ム

特性

取 扱 い

デー タ

特 性

コ ン.ヒ ュ 一 夕 シ ス テ ム

特 性

騒
ル情
報

図4.1-3デ ー タ ベ ー ス 構 造 要 因 概 念 図
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さ ら に,情 報 ア イ テ ム 分 析 の 過 程でデー タ ・ア ク セ ス の 頻 度 に よ る デ ー タ構

造 を 考 慮 し て い る。 す な わ ち,ア ク セ ス 頻 度 の 高 い もの ほ ど検 索 しや す い位

置(先 頭 に 近 い 位 置)に 置 く よ う考 慮 し て い る。

デ ー タ ベ ー ス の た め の フ ァ イ ル 構 造 に は い くつ か の 種 類 が あ り,前 述 した

3つ の特 性 か ら最 も効 果 的 な 方 法 を 採 用 す れ ば よ い こ と に な る。

代 表 的 な2～3の 方 式 に つ い て 以 下 述 べ る 。

① イ ン デ ッ ク ス ト ・シ ー ケ ン シ ャ ル ・フ ァ イ ノレ

図4.1二4に 示 す よ うに フ ァ イ ル 中 の 各 レ コ ー ドに対 応 し た イ ン デ ック

ス を 持 っ て お り ,こ の イ ン デ ッ ク ス を指 定 す る こ と に よ り求 め る レ コ ー ド

の ア ド レ ス が わ か り迅 速 に レ コ ー ドを ア ク セ ス す る こ とが で き る 。

レコー ドを追 加 す る場 合 は ,オ ー バ ー フ ・ ウ エ リァ に格 納 す る こ と が で き

る た め フ ァ イ ル 全 体 を 書 き換 え る必 要 が な い 。

② マ ル チ リス ト ・フ ァ イ ル

図4,.1-5に 示 す よ うに 同 一 の グ ル ー プ に 属 す る レ コ ー ドを ア ク セ ス す

る場 合,グ ル ー プ を表 わ す ア ク セ ス キ ー と そ の グ ル ー プ の 先 頭 レ コ ー ドの

ア ドレ ス が デ ィ レ ク トと呼 ば れ る テ ー ブ ル に 格 納 され て い る。 そ の た め,

求 め る レ コ ー ドを ア ク セ ス す る た め に は,グ ル ー ブ キ ー で まず 先 頭 レ コ ー

ト'を知 り,そ の レコ ー ドに 次 に 続 く レ コ ー ドの ア ド レス が 記 憶 され て い る。

こ の よ うに ひ と つ の キ ー か ら 次 々 と レ コ ー ドの 関 連 づ け を 行 な う こ と を チ

ェ イ ニ ン グ と呼 ん で い る。 この 方 式 の メ リ ッ トは,更 新 が 融 通 性 に 富 ん で

い る こ とや,違 った グ ノレー ブ キ ー か ら も同 一 レ コ ー ドが ア ドレ ス で き る と

い う レ コ ー ドの 共 用 が 可 能 で あ る こ と で あ る 。

③ イ ン バ ー デ ッ ド ・ リ ス ト ・フ ァ イ ル

図4.1-6に 示 す よ うに 同 一 の グ ル ー プ に属 す る レ コ ー ドを ア ク セ ス す'

る場 合,グ ル ー プ を 表 わ す ア ク セ ス キ ー とそ の グ ル ー プ の 全 レ ユ ー ドの ア

ド レ ス が デ ィ レ ク ト リー と呼 ば れ る テ ー ブ ル に格 納 され て い る。 マ ル チ リ

ス ト ・フ ァ イ ル と異 な っ て い る 点 は ア ドレ ス チ ェ イ ニ ン グ が な い こ と で あ
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る。 こ の た め レ コ ー ドエ リア は 大 き くな る が,か な り大 き な デ ィ レク ト リ

が 必 要 と な っ て く る。 ま た,各 レ コ ー ドの長 さが 異 な っ て い て も利 用 で き

る 点 も あ る。

い ず れ に し て も,こ れ ら の プ ア ィ ル の 記 憶 媒 体 は ,ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス

の で き る磁 気 デ ィ ス ク か 磁 気 ドラ ム とな る。 こ の 点 ,最 近 開 発 され た 超 小

型 の 磁 気 デ ィ ス ク で あ る デ ィ ス ケ ッ ト,フ ィ ロ ッ ピー デ ィ ス ク な ど が マ イ

ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の補 助 記 憶 装 置 と し て 利 用 され て い る こ と か ら,こ れ ら

の 方 式 の利 点 を取 込 ん だ フ ァ イ ル の ア ク セ ス方 法 が 考 え られ る。

椙

イ ン デ ッ ク ス →ABCD

ア ド レ スala2a3a4

a2

日1∴ クス

見 出 し

Al

A2

As

竺

脇
云

フ ァ イ ル

■
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図4.t-4イ ン デ ッ ク ス ト ・ シ ー ク ェ ン シ ャ ル ・ フ ァ イ ル 概 略 図
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4.1.3フ ァ イ ル ・ア ク セ ス ・キ ー の 作 成

これ ま で述 べ て き た よ うに,デ ー タ ベ ー ス の た め の フ ァ イ ル 構 造 の 方 式 に

お い て具 体 的 に フ ァ イ ル を ア ク セ ス す る場 合 に 重 要 とな る の が ア ク セ ス ・キ

ー で あ る
。

本 シ ス テ ム の デ ー タ ・ベ ー ス が,製 品 ブ ロ フ'イ ー ル 情 報 を 中 心 と じ て お り,

か つ 単 品 管 理 シ ス テ ム の 具 体 的 な 適 用 と い う と ご ろ か ら,ア ク セ ス ●キ ー は

商 品 コ ー ドの活 用 が 有 効 で あ る と考 え られ る。

,.す な わ ち,商 品 コー ドを 体 系 的,効 果 的 に 展 開 し た マ ス タ ー フ ァ イ ル を 中 心

と す る デ ー タ ベ ー ス の構 成 に よ って商 品 を 中 心 と・し た 販 売 在 庫 管 理 シ ス テ ム,

さ ら に は フ ァ ッ シ ョン情 報 シ ス テ ム の 基 盤 とす る こ と が で き る。

イ ン タ ビ ュ ー 調 査 の 結 果 を み て も,商 品 コ ー ドの 大 き さ は,4桁 採 用 の レ

ベ ル か ら最 大12桁 採 用 の レ ベ ル ま で あ り,こ れ ら の桁 数 の 範 囲 で 年 度,季

別,品 目,色,柄,生 地,デ ザ イ ン ・サ イ ズ,体 型,'ブ ラ ン ド,部 門,連 番

な ど か な りの バ ラ ツ キ を 持 っ た 意 味 を 持 た せ て い る。

こ の よ うに 商 品 コ ー ドの桁 数 の 長 さ,そ の コ ー ドが 持 つ 意 味 の 違 い を 十 分

カ バ ー し た うえ で 汎 用 的 な シ ス テ ム と し て 情 報 処 理 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と

は な か り難 しい 問 題 を 含 ん で い る。

一 方
,各 企 業 にお いて も,受 注,売 上 伝票 等 の起 票 に当 り,こ の よ うな商

品 コー ドを記 吹 す る こ とは,誤 記 入,煩 雑 さが伴 な い,苦 労 の な い 点 で あ る。

これ を解 決 す る手 段 と して,我 々は製 品 マ ーク に よ る取 扱 い法,簡 易 コー

ド設定 法 等様 々な面 か らア ブ ・一 チ を試 み てみ た が,い ず れ の方 法 も難 点が

あ り,結 論 的 には,現 在 使 用 され て い る商 品 コー ド体 系 の ま ま採 用 す る こと

とした。

しかじなが ら,,コ ン ピ ュー タへ の入 力万 法 の観 点 か ら入 力桁 数 の減 少 は ど う

して も必要 の要 件 で あ り,以 下 で述 べ るア ル ゴ リズ ムを採 用 した,コ ン ピュ

ー タに よ る商 品 コー ド管 理 を本 シス テ ムでは 採 用 す る。
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1)新 しい商 品 コー ドの考 え方

商 品 コ ー ドそ の もの に意 味 を持 た せ る ことは,

ω コー ド ・ブ ソクに全 面 的 に依存 しな いで も,あ る程 度 まで そ の商 品

を知 る こ とが で きる。

(2)実 務 面 で の商 品取 扱 いが や り易 い。

(3)コ ー ド管 理(コ ー ドの新 設,廃 止等)が 容 易 。

等 の利 点 が あ る反面,

(1}不 正 確 な記憶 に よ る伝 票類 へ の誤 記 入 。

(2)・商 品 点 数 の増 加 に伴 な う煩 雑 さの増 大。

(3)コ ン ピュー タ入 力項 目の増大 。

等 の欠 点 もあ り,桁 数 が長 くなれ ば な る程,事 務 処 理 面 で の煩雑 さが伴 な

っ て くる。

そ もそ ∀商品コー トト㌦ 分類 を細 か くす る必要 性 が大 き くなつ て きた理 由に

は,単 品 管 理 の重要 性 が大 きな ウェ イ トを 占め て お り,従 って単 品管 理 が

、可能 で あれ ば,ど の よ うな コー ド体 系(即 ち コー ド自体 が意 味 を もって い

な くて も一 意 的 に単 品 に対 応 してい れ ば 良 い)を 持 って も,理 論 的 には 処

理 が で きるは ず で あ る。

そ こで,実 務 面では 必要 不 可欠 な表 意 商 品 コー ド体 系 と,特 に コ ン ピ ュー

タ処 理 を容 易 にす るた め の短 縮 コー ドを対 応 させ た コー パ体 系 を検 討 して

みた 結果,本 シ ステ ム,では 両 コ ー ド体 系 を ミ ックス した方 法 を採用 す る こ

と と した。

2)短 縮 コ ー ドの作 成 方 法

こ こで述 べ る短 縮 コー ドとは,コ ン ピュー タを利 用 した算 術乱 数 に よ り

発 生 され た もの をい つ て い る。

算 術 乱数 とは,非 常 に長 い 周期 を持 って い る規 則 的 な数 字 の排 列 で,本

当 の意味 での乱 数 で は な い ため擬 似 乱数(Pseude-randomnum-

ber)と 呼 ば れ て い る。
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擬 似乱 数 発 生 法 には,

(1)平 方 採 甲 法

コー ドの 中 間 か ら適 当 な数桁 を抽 出 し,そ れ を平 方(自 棄)し て得

られ る数 値 か ら必 要 桁 を取 り出 して新 しい コー ドとす る。

(図4.1-7短 縮 コー ド作成 法 参 照)

(2)合 同法

与 え られ た コ ー ドを或 る適当 な系数 で割 り,そ の剰余 を新 しい コー

ドとす る。

(3)基 数 変 換 法

与 え られ た コー ドを2進 数 として処理 し,こ れ を適当 に区 切 って得

た2k進 数 の数字 配 列 を ・進 法表 示(・k≦ ・く ・k+11)の 数 と考 え,

これ をn-1進 数 に変換 した後,適 当 な桁 数 を取 り出 し ,新 しい コー

ドとす る。

等の方法が あ り,数 学 的 に も確 立 され た理 論 で あ る。

この手 法 を利 用 して短 縮 コー ドを コ ン ピュー タ で作 成 さぜ(即 ち,短

縮 コ ー ドは そ の 新 設,改 廃 を全 て コ ン ピ ュ ー タ に 依 存 す る),短 縮 コ

ー ドが
,ど の 商 品 コ ー ドに 対 応 し て い る か を コ ン ピ ュ ー タ か ら 出 力 さ

せ,こ れ を 商 品 コ ー ド ・ブ ジク と して 利 用 す る。(図4.1-8参 照)

●

●
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図4.1-7短 縮 コ ー ド作 成 法(平 方 採 中 法 の ケ ー ス)

(例)商 品 コ ー ド・10桁 の 場 合
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3)コ ー ド管理

商 品 コー ド並 び に短 縮 コ ー ドの作 成 法 につ い ては 前述 の通 りで あ るが,

実務 運 営 面 か らみた場 合,コ ー ド管 理 面 で の配慮 が 重要 な要 素 と して残 っ

て くる。

商品 ヨー ド体系 俺 関しじ苛 は,イ ン タ ビュー調 査 の結果 をみ て も,そ の体 系

の維 持 が な され て お り,こ れ は そ の ま ま利 用 す る こ とが,コ ン ピュー タ導

入 に伴 な う混 乱 を減 少 させ る うえ で必要 な こ とで あ る。

パ従うて,`商 品 コー ド体 系 の管理 は コン ビ二一 タの処 理対 象 か ら除 外 し,コ

ン ピュー タ処理 が容 易 にな る よ うに設定 され た短 縮 コー ドの管 理 を コ ン ピ

ュー タに お こな わ せ,そ の対 応 が コ ン ピュー タで作 成 され た商 品 コー ド ・

ブ ックでつ け られ(勿 論,コ ン ピ ュー タ内 の商 品 マ ス ター ・フ ァ イル上 で

も対 応 づ け され てい る),伝 票 起 票 特等 に は商 品 コー ド 。ブ ックで短 縮 コ

ー ドを記 入 す る方法 を と る。

・商品 コー「・'Nの噺i設,改 廃 は そ の都 度 コン ピュー タに入 力 し,商 品 マス ター

フ ァイ ルを更 新 す る と同時 に,新 た な短 縮 コー ドを計 算 し,そ の商 品 に関

係 す る商 品 コー ド・ブ ック の頁 に対 応 す る 出力 を作 成 し,商 品 コー ド・ブ

ッ クの頁単 位 に よ る メ イ ンテ ナ ンス を お こ な え る よ うにす る。

4.1.4デ ー タベ ー スの作 成

デ ー タ ベー ス に必要 な デー タ構 造,フ ァイル のア ク セ ス ・メ ソ ッ ドにつ い

て検 討 して きたわ けで あ るが,具 体 的 な作 成 に あた っては,フ ァ ンジ ョン情

報 の ひ とつ であ る製 品 プ ロフ ィー ル情 報 を体 系化 した ア ク セ ス ・キ ーに よる

商 品 マ ス ター フ ァイ ルを構 築 す る こ とに な る。

昨 年 度 までで 明 らか とな つた製 品 プ ・フ ィー ノレ(紳 士服)は 本 年 度 の調 査

に お い て もそ の妥 当性 が検 証 され た(モ デ ル企業 との検 討 結 果)。 そ のため

単 品 管 理 シ ステ ムへ の適 用 の た め新 た に単 品 允 を設 定 し,全 体 の シ ステ ム に

お い て二 貫 して使 用 で き る コー ド体 系化 を図 った 。 図4⊥-9か ら明 らか な

よ うに製 品 プ ・フ ィー ル情 報 を単 品茄 で表 現 す るた め に は,3つ の グル ー ブ

ー184一
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製 品 プ ロ フ ィ ー ル の コ ー ド体 系 表(紳 士 服)図4.1-9
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に よ っ て 可能 で あ る。 す な わ ち,商 品 の 基 本 的 仕 様 を決 定 す る用 途 ア イ テ ム

か ら構 成 さ れ る商 品%1製 品 の基 本 的 仕 様 を 決 定 す る色,柄,素 材 の各 ア イ

テ ム か ら構 成 さ れ る原 反%,そ し て製 造 の 基 本 的 仕 様 を決 定 す る ス タ イ ル,

サ イ ズ,加 工 仕 様 の各 ア イ テ ム か ら構 成 さ れ る シ ル エ ソ ト%の3つ の グ ル ー

プ に よ っ て 構 成,表 わ され る。

これ ら の 面 か ら 構 成 され る単 品.xf6.lt非 常 な桁 数 と な る。 例 え ば,

(商 品%)→ 〔(品 名 コ ー ド)←(用 途 コ ー ド)〕(連 番)

(原 反%)→ 〔(色 コ ー ド)(柄 コ ー ド)(素 材 コ ー ド)〕

単 品%一 →(連 番)

(シ ル エ 。 ト%)一 〔(ス タ イ ・・コ ー ド)(サ イ ズ コ ー ド)

(加 工 仕 様 コー ド)〕(連 番)

の 場 合 を 考 え る と,

用 途 コ ー ド2桁,色 コ ー ド2桁,柄 コ ー ド2桁,素 材 コ ー ド2桁,

ス タ イ ル コ ー ド2桁,サ イ ズ コ ー ド2桁,加 工 仕 様 コ ー ド2桁

と10数 桁 に もな るの で,前 述 した コ ー ド圧 縮 の 方 法 に よ っ て(商 品%)

(原 反 茄)(シ ル エ ッ トn6.)を 圧 縮 して4桁 の ダ イ レク ト ・ア ク セ ス 用 の 圧

縮 コー ドを 作 成 す る必 要 が あ る。 ・

す な わ ち,コ ン ピ ュ ー タ処 理 で 必 要 と な る マ ス ター フ ァ イ ル と し て の商 品

マ ス タ ー フ ァ イ ル は,そ の作 成 時 に 単 品%を 計 算 す る の に 必 要 な コ ー ドを 用

い て コ ン ピ ュ ー タ に入 力 し,そ の コ ー ドを キ ー と して,前 述 した 手 法 を 用 い

て短 縮 コ ー ドイヒされ た 単 品%を 各 商 品 ご とに 計 算 し,求 め られ た 短 縮 コ ー ド

(単 品%)と そ れ を 構 成 す る商 品 コ ー ドに対 し て.コ ン ピ ュ ー タ 処 理 用 商 品

マ ス タ ー に 格 納 され る。

商 品 マ ス タ ー フ ァ イ ル へ の 格 納 の 後,図4.1-10の タ うな形 式 で 商 品 コ ー

ド 。ブ ッ ク を 出 力 し,こ の 商 品 コ ー ドブ ッ ク を 用 い て具 体 的 な 実 務 処 理 を 行

な う。
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図4.1-10単 品 孤 に よ る商 品 コ ー ドブ ッ ク の 作 成 既 略 図
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4.1.5デ ー タ ベ ー ス の ア ク セ ス

デ ー タ ベ ー ス の ア ク セ ス キ ー と し て 単 品%を 採 用 し
,ダ イ レ ク トア ク セ ス

可能 な よ うに 短 縮 コ ー ド化 し て あ るた め,デ ー タ ベ ー ス の ア ク セ ス は 図4 .1

-11に 示 され る よ うに 単 品vllivaよ る デ ィ レク ト リー ア ク セ ス に よ っ て 始 ま

る。

単 品泥 が デ ィ ・ ク ト リ「 ア ド ・ス と し て デ ィ レ ク ト リー に ダ イ ・ ク トア ク

セ ス す る。 デ ィ レ ク ト リー は 商 品%(品 名 コ ー ド)と し て 商 品 友 イ ン デ
ッ ク

ス の ア ド レス を
,原 反%で 色 コ ー ド,柄 コ ー ド,素 材 コ ー ド)と して 原 反 面

イ ン デ ッ ク ス の ア ドレ ス を
,そ し て シ ル エ ッ ト泥(ス タ イ ル コ ー ド,サ イ ズ

コ ー ド・ 加 工 仕 様 コ ー ド)と し て シル エ ッ ト面 イ ン デ ッ ク ス の ア ドレ ス を示

し て い る。 そ の た め,そ れ ぞ れ の イ ン デ ッ ク ス に お け る各 面 の 後 部 に 付 し て

あ る連 番 に よ っ て実 際 の デ ー タ レ コ ー ドを ダ イ レ ク トア ク セ ス す る こ と が で

き る。

こ の よ うに,製 品 プ ロ フ ィー ル 情 報 を 中 心 と した デ ー タ ベ ー ス は
,全 体 と

し ては 大 き な 商 品 マ ス タ ー で あ り,単 品 泥 に よ っ て デ ィ レ ク ト リが ダ イ レク

ト ・ア ク セ ス が で き る よ うに な っ て い る。 そ の た め
,構 成 要 素 と し て は.単

品 面 の 展 開 部 分 で あ る商 品 茄,原 反%,シ ル エ ッ ト盃 の各 部 の イ ン デ ッ ク ア

ドレ ス が 各 単 品 泥 と対 応 し て 格 納 して あ る デ ィ レ ク ト リー 部
,そ して,各 々

の レ コ ー ドフ ァ イ ル の ア ド レス が 連 番 と対 応 し て格 納 し て あ るインデ ックス 部
,

さ らに 実 際 の レ コ ー ド格 納 し て あ る商 品 仕 様 マ ス タ ー ,製 品 仕 様 マ ス タ ー,

製 造 仕 様 マ ス タ ー が あ る。

こ れ ら の 構 成 要 素 は,処 理 シ ス テ ム の 種 類
,コ ン ピ ュー タ シ ス テ ム の 規 模 に

'よ っ て相 異 し て く る こ と に な る
。
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4.1.6デ ー タベ ー スの展 開 と ファイ ル仕 様

フ ァ ッシ ョン情 報 シス テ ムの基 礎 シス テ ムで あ る単 品管 理 シス テ ムを効率

よ く適用 して い くた めに製 品 プ ロフ ィー ル情 報 を 中心 と した デ ー タベ ー ス を

考 えた わ け で あ るが,具 体 的 に他 の シス テ ム との イン タ フ ェー スが 図 れ るた

め の フ ァイル 構成 と して商 品 マ ス ター を商 品仕 様 マ ス ター,製 品仕 様 マ ス タ

戸
一
,製 造 仕 様 マス ター の三 部構成 と した。

す なわ ち,図4.1-12に 示 す よ うに,単 品%で ア ク セス され る商 品 マ スタ

ー を それ ぞ れ の独 立 した仕 様 マ ス ター と して活 用 す る ことが 可能 であ る。

まず,商 品%が アク セ ス ・キー とな って い る商 品 仕様 マ ス ターは,季 節,

年度,ブ ラン ド,原 価,上 代 価格 な どの デ 三 夕が格 納 され て お り,得 意 先 マ

ス ター との処 理 で'"売 上 管理"が 可 能 とな る。

原 反%が ア ク セ ス ・キ ー とな って い る製 品仕 様 マ＼ス ターは,色,柄,素 材,

原 反 価 格,仕 入 先 な どの デ ー タが格 納 され て お り,発 注 マ ス ター との処理 で

"原 反 管 理"が 可能 とな る。

シル エ ッ ト%が ア クセ ス ・キー とな っ て い る整 造仕 様 マ ス ター は,ス タイル,

サ イズ,加 工 仕様,工 賃,標 準 時 間 な どの デー タが格 納 され て お り,生 産 ス

ケ ジ ュー ル マ ス タ ー との処理 で 〃生 産 管理 〃が 可能 とな る。

さらに,こ れ らの各仕 様 マ ス ター間 の情 報 のや り と りは,単 品%を 介 して行

な わ れ る。

この よ うに本 シ ス テム にお け るデ ー タ ベー スは,他 の シス テ ムへ の展 開 が

容 易 に行 な え る よ うな構 成 に な って い るが,販 売 在庫 管理 シス テ ムの み に使

用 す る場 合 は も っ と簡 便 な方 法 が考 え られ る。

す な わ ち,図41-13に 示 され る よ うに,単 品%に よ って ダ イ レク トア ク

セ ス され る レコー ドが即 商 品 仕 様 マス ター で,原 反 面,シ ル エ ッ ト%も 内包

され て い る。 この方 法 だ とデ ィス クの容 量 も少 な くて済 み,将 来,他 の シス

テ ムへ 拡 張 す る場 合 には,そ れ ぞれ,製 品仕 様 マ ス ター,製 造仕 様 マ ス ター

を作 成 す れ ば よい こ とにな るの で容易 に行 な え る。 また,そ の場 合 は チ ー タ

ー190-一
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図4.1-12デ ー タ ベ ー ス 展 開 概 要 図
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ペー ス と して大 容 量 の デ ィス ク を使 用 し ,こ の デ ィス クを 中心 と した 情報 シ

ステ ムが形 成 され る こ とに な る。

また,こ の簡 易 型 の商 品 マ ス タ ー フ ァ イル と得 意 先 マ ス ター フ ァイル の概

要 を図示 した もの が図4.1-14で あ る。

い ず れ に して も,本 シス テ ムで 採用 した フ ァ イル構 成 に よれば ,単 品 の レ

ベ ル を情 報 ニー ズ に応 じて変 更 す る こ とが で き る。 グル ー プ と して各 製 品 ブ

・ フ ィー ル の構成 ア イ テ ム ご とに ま とめ て集 計 す る こ と も可能 で あ り,詳 細

な デー タ レベ ル で も集 計 す る ことが 可能 とな る。

込

,

t

4.2コ ン ピュ ー タ処 理 仕 様

本 節 で は第3・5節 で既 述 した情 報 処理 仕 様 に基 づ き,コ ン ピュー タに ょ

る処 理 概 要 につ い て述 べ て い く。

以 下 で述 べ る処 理 概 要 は,1)処 理 概 要,2)処 理 内容,3)フ ァイル,4

4)処 理 フ ローv5)入 出力 形式 で 構成 され て い る。

4.2.1受 注 処 理 シ ステ ム

受 注 処理 シス テ ムは,営 業 部 門 に設 置 され るローレベル ・マ イク ロ ・コ ン ビ

=一 夕(詳 細 は第4章 参 照)で 処 理 され るシス テ ム で あ る。

1)処 理 概 要

① 各 種 情報 の入 力

入 力 情報 と して 次 の各 情 報 を取 扱 う。

(i)受 注 伝票

(ii)売 上 伝票

㈹ 返 品 伝 票

av)稼 動 伝票

② 各 種 問合 せ

問合 せ と して,納 期 間 合 せ,在 庫 問合 せ に対処 す る。

一193一



③ デ イ リー ・ リポ ー トの 作 成

出 力 情 報 と し て 次 の 各 情 報 を サ ー ビス す る。

(D受 注 日報

㈲ 売 上 日報

(m返 品 日報

側 稼 動 日報

2)処 理 内 容

① 各 種 処 理 の うち,入 力 関 係,問 合 せ 関 係 に 対 す る該 当 伝 票,入 力 フ ォ

ー マ ッ トを デ ィ ス プ レ イ 上 に 出 力 され た メ ニ ュ ー か ら選 択 し,フ ォ ー マ

ッ トを デ ィ ス プ レ イ 上 に 表 示 す る。

② 表 示 フ ォ ー マ ッ トに 従 っ て 必 要 コ ー ド(得 意 先 コ ー ド,短 縮 コ ー ド)

デ ー タ類 を 入 力 す る。

③ 入 力 デ ー タ を ジ ャ ー ナ ル ・ フ ァ イ ル へ 格 納 す る と同 時 に,必 要 に 応 じ

て 各 伝 票 類 の ビ リ ン グ もお こ な う。

④ 入 力 デ ー タ に よ り,得 意 先 マ ス タ ー,商 品 マ ス タ ー の 更 新 を お こ な う。

⑤ 問 合 せ の場 合 に は,セ ン タ ー に あ る ハ イ レ ベ ル ●マ イ ク ・ ・コ ン ピ ュ

ー タ を 呼 出 し ,そ の 商 品 マ ス タ ー ・ フ ァ イ ル を 参 照 し て 必 要 情 報 を 抽 出

し,デ ィ ス ・プ レ イ 上 に 表 示 す る と共 に,必 要 に 応 じ て ハ ー ド ・コ ピー

を 作 成 す る。

3)フ ァ イ ル

ロ ー レ ベ ル 。マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ で は 以 下 に 述 べ る フ ァ イ ル類 が

サ ポ ー ト され る。

① フ ォ ー マ ッ ト ・フ ァ イ ル

デ ィ ス プ レイ 上 に 表 示 さ れ る入 力 形 式,問 合 せ 形 式 の フ ォ ー マ ッ ト

を 格 納 す る フ ァ イ ル で,10種 類 迄 の フ ォ ー マ ッ トの サ ー ビ ス が お こ

な え る。

一194一
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④ ジ ャー ナ ル ・フ ァイ ル

各 種 入 力情 報 の 内容 を格 納 す る一 時格 納 フ ァ イ ル で,日 報 作 成,商 品

マ ス ター,得 意 先 マス ター等 の マス ター ・フ ァイ ノレ更 新 後 には 消去 され

るo

③ 得 意先 マ ス タ ー

得 意 先 個 有 情 報(得 意 先 コー ド,住 所,得 意先 名 等 で構成 され,詳 細

は 第4章 で述 べ られ て い るが,ロ ー レベ ル ・マ イ ク ロ 。コ ン ピュー タ側

では 必要 最少 限 の情 報 内容 に留 め る),営 業 情 報 で構 成 され てい る。

④ 商 品 マ ス ター

商 品 コー ド(短 縮 コー ドも対 応 して あ る),商 品 名,在 庫量 等 の各 種

情 報 の うち,ロ ー レベ ル側 で必要 とす る最 少 限 情報 で構 成 され る。

◆

{
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4)処 理7ロ ー

受 注 伝 票 フ ォ ー マ ッ トを デ ィス プ レ イ上 に表 示 す る。

ロ ー レ ベ ル

μ コ ン ヒ ュ ー タ

フ オ ー マ ツ

フ ァ イ ル

ー

　
ψ
Φ
ー

受注伝票

受 注 日報

ロ ー レ ベ ル

/1コ ン ヒ ュrタ

ロ ー レ ベ ル

ノオコ ン ビ ユ 一 夕

得 意 先

マ ス ター

フ オーマ ツ

フ ァイル

受 注 伝 票 か ら入 力 され た 情 報 で得 意 先 マ ス ター,商 品 マ ス ター を更 新 し,受

注 伝 票 情 報 を ジ ャー ナ ル ・フ ァ イ ル に格 納 す る1日 の処 理 終 了後 に ジ ャ ー ナル

フ 〔 イル か ら受 注 日報 を作 成 す る。

売 上 伝 票 フ ォ ー マ ッ トを デ ィス プ レ イ上 に 表 示 す る。

① 次頁へ

ワ ●
◆



ー

】
●
べ
ー

愈 ◆

①

ロ ー ↓ノペ ル

ノ里コ ン ピ ュ ー タ

得 意 先

マ ス タ ー

売上 日報

ミァ

商 品
マ ス タ ー

ジ亨一ナル

フ7イ ル

ロ ー レ ベ ル

μ コ ン ビ ュ .一 夕

返 品 日報

ロ ー レ ベ ル

μ コ ン ピ ュ ー タ

◎～順 へ

フ オー マ ツ

プ アイル

得 意 先

マ ス タ ー

商 品
マ ス タ

ジャーナル

フ7イ ル

●
◆

売上伝票か ら入力 された情報 で得 意先 マス ター.商 品 マスターを更新 し,売

上伝票情報を ジャーナ ル77イ ルに格納 す る。

必 要に応 じて コン ピュータ ・ピリングに より売上伝票 を作成する。

1日 の処理が終了後,ジ ャーナル ・フ7イ ルから売上 日報を作成す る。

返 品 伝 票 フ ォ ー マ ッ トを デ ィス プ レ イ上 κ 表 示 す る。

返品伝票 から入 力され た情報 で得意 先マス ター.商 品 マスターを更新 し,返
コィゆ

品 伝 票 情 報 を ジ ャー ナ ル ・フrイ ル に 格納 す る。

1日 の処 理 終 了 後.ジ ャ ー ナ ル ・フ7イ ル か ら返 品 日報 を 作 成 す る。
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一
〇
Φ
ー

移動伝票

移 動 日報

㊨

ロ ー レ ベ ル

μ コ ン ピ ュ ー タ

ロ ー し/ペ ル

μ コ ン ビ ュ ー・タ

ロ ー レ ベ ル

ノμ コ ン ピ ュ ー タ

③改頁へ

フ ォー マット

フ7イ ル

得意先
マスタニ

フ ォー マット

フrイ ル

商 品
マスター ジャーナ

ファイル

舎

移 動 伝 票 フt－ マ ッ トを デXス プ レイ上 に 表 示 す るd

移 動 伝 票 か ら入 力 され た 情 報 で,=得 意 先 マ ス.ター,商 品 マ ス タ ー を更 新 し,

移 動 伝 票 情 報 を ジ ャ ー ナ ル ・ フ ァ イル に 格 納 す る。

1日 切 処 理 終 了 後.ジ ャー ナ ル ーフ7イ ル か ら移 動 日報 を作 成 す る。

問 合 せ が あ っ ち場 合,問 合 せ フ ォー マ ッ・トを デ ィス プ レイ上 に表 示 す る。

」●

⑳



ー

　
㊤

ψ
ー

檜 ◆

'
'

問合せ回答書

③

ロ ー レ ベ ル

μ コ ン ピ ュ ー タ

商 品

マ ス ター

ハ イ レ ベ ル

μ コ ン ピ ュ ー タ

商 品

マ ス タ ー

ロ ー レ ベ ル

、μ コ ン ピ ュ ー タ

ハ イ レ ベ ル

μ コ ン ピ ュ 一 夕

シ ャー ナ ル

フ ァ イル

得 意 先

マ ス ター

商 品
マ ス ター

●
●

商品マスターを参照 して問合せに対応す る情報 をディスプレイ上に表示する。

必 要 に 応 じて ハ ー ドコ ピー を作 成 す る。

ロー レペ ル ノμコ ン ビ ぞ 一 夕で サ ポ ー トされ る商 品 マ ス タ ー で情 報 サ ー ビス が

で きな い場 合 に は,ハ イ レベ ル μ コ ン ピ ュー タ を 呼 出 し.そ こで サ ポ ー トされ

る商 品 マ ス ター か ら情 報 サ ー ビス を す る。

1日 の 処 理 終 了 後.ロ ーレベル ノzコ ン ビ=一 夕 の ジ ャー ナ ル ・フ ァ イル に格 納

され て い る各 種 入 力 情 報 をハ イ レベ ル μ コ ン ピ ュー タ に転 送 し,得 意 先 マ ス タ

ー
,商 品 マ ス ター を更 新 す る。



5)入 出力形 式

① 入 力形 式

入 力 は全 て デ ィス プ レイか らお こな うが,そ のサ ン プ ル と して,入 力

形 式 選 択 メ ニ ュー.受 注 伝 票入 力 形式 を以 下 で図 示 す る。

他 の入 力 伝票 フ ォー マ ッ トもサ ンプ ル と同 じ形 式 で入 力 され る。

デ ン ピ ヨ ウ

Qi

Q2

Q3

Q4

受注 処 理 シス テ ム

デ ン ピ ョ ウ メ イ

ジ ユ チ ユ ウ

ウ リア ゲ

ヒ ン

イ ド ウ

(× ×)

キ ーボ ー ドよ り該 当 伝 票

コ ー ドを入 力 す る

入 力形 式 選 択 メニ ュー例

一一200一
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声
ー

● ● ●
●

デン ピヨウ

ア ン ヒヨウ

トクイサキ

タンシユク

(× ××x×)

(× ××x×)

コ ー ド ㊦1

ク ブ ン(×)ブ モ ン

コ ー ド(× × 〉く× ×)

コー ド シ ヨ ウ ヒ ン

× × ×

× × ×

シ ユ チ ユ ウ シ ョ リ シ ス テ ム

*ジ ュ チ ュ ウ デ ン ピ ・ ウ
.*

コ ー ド(× × ×)タ ン ト ウ シ ャ(× × ×X)

TOTAL(×)

トク イ サ キ メ イ ×XX

コ ー ド シ ヨ ウ ヒ ン メイ

×X× ×X× … … × × ×

× 〉〈×)〈)〈 〉〈‥‥・:〉く× ×

シ ョ ウ

(× ×・… ・×X)

(× ×・・… ××)

ヵ ピYY-MM-DD

×XXノ ウキ(× ×一 ××一 ××)

マークc/#。.カ ス,リ 。,ウ ゴし。

(× 〉〈・・一・・××)(× × ・一・・××)(× ×・・…X×)(× 〉ぐ… ・〉〈X)

(× ×・・一・〉〈×)(× 〉ぐ・・・〉〈×)(× 〉ぐ・一・〉〈×)(× 〉ぐ・・≡〉く×)

×X…}… × ×

受 注処 理 シス テ ム 受 注 伝票 入 力 フォ ーマ ジ ト例

⊥



② 出力形式

受 注 日 報
ペ ー ジ ××

年 月 日YY-MM-DD

部 門 コ ー ド 担 当 者 コ ー ド 得 意 先 コ ー ド 得意先名 商 品 コ ー ド 商品名 単価 数量 合 価 受注区分

`

l

N
O
N
ー

売 上 日 報
ペ ー ジ ××

年,月 日YY-MM-DD

＼

部 門 コー ド 担 当者 コー ド 得意先コー ド 得意先名 商 品 コー ド 商品名 単価 数量 合価 販売諸掛 伝票%、 受注区分

＼

●



● ●
◆

返 品 日 報
ペ ー ジ ××

年 月 日YY-MM-DD

部 門 コー ド 担 当 者 コ ー ド 得 意先 コー ド 得意先名 商 品 コ ー ド 商品名 返 品量 返 品高 返 品率

ー

N
O
ω
ー

移 動 日 報
ペー ジ × ×

年 月 日YY-MM-DD

先 部 門 コ ー ド 元 部 門 コ ー ド 商 品 コ ー ド 商 品 名 移動数量 移動金額



4.2.2売 上 処 理 シ ス テ ム

売 上 処 理 シ ス テ ム は 主 と して セ ン タ ー に 設 置 され る ハ イ レベ ル ・マ イ ク

ロ'コ ン ピュー タ によ り処 理 され るが ・ そ の殆 ん どは 日次 を除 く出力帳 票

の 作 成 と マ ス タ ー ・フ ァ イ ル 類 の 更 新 で 構 成 され る。 .'

1)処 理 概 要

① 各 ローレベル ・マ イ ク ・ ・コ ン ピ ュ ー タ で 入 力 され た ジ ャ ー ナ ル ・デ

ー タ に よ り各 マ ス タ ー ・フ ァ イ ル の 更 新 を お こ な う
。

② 更 新 され た マ ス タ ー ・フ ァ イ ルか ら必 要 情 報 を 抽 出 し,以 下 で述 べ

る 出 力 帳 票 を作 成 す る。

(D部 門 別 売 上 リス ト

(ii)商 品 別 売 上 リス ト'

(iji)得 意 先 別 売 上 リス ト'

胸 部 門 別 利 益 率 リス ト

(V)商 品 別 利 益 率 リス ト

⑭ 得 意 先 別 利 益 率 リス ト

刷 そ の 他.

得 意 先 別 返 品 リス ト等

2)フ ァ イ ル

ハ イ レ ベ ル 。マ イ ク ロ ・ コ ン ピ ュ ー タ で は 以 下 で 述 べ る フ ァ イ ル 類

が サ ポ ー ト され る。

(!)メ ニ ュ ー 。フ ァ イ ル

出 力 要 求 に対 応 す る プ ロ グ ラ ム ・メ 三 ユ ー を デ ィ ス プ レ イ上 に 表 示

し,該 当 プ ロ グ ラ ム の 選 択,実 行 を お こ な わ せ る。

② 商 品 マ ス タ ー ・フ ァ イ ノレ

第4章 で述 べ られ て い る商 品 マ ス タ ー ・フ ァ イ ル で 構 成 さ れ る。

③ 得 意 先 フ ァ イ ル

一204一
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(3}処 理 フ ロ ー

(営 業,商 品 管 理 部 門)

ロ ー レベ ル ジャーナル

マ イク ロ 。コン ピュ一夕 ファイル

ハ イ レ ベ ル

イ ク ロ.コ ン ピュー タ

ハ イ レ ベ ル

マ イ ク ロ ・コ ン ピュ一夕

ー

ノ

川
翫

次頁へ

●
●

1日 の 処 理 終 了 後 ジ ャ ー ナ ル ・フ ァ イ ル の 明 細

デ ー タ を サ マ リー して ハ イ レ ベ ル 。マ イ ク ロ コ ン

ピュ ー タ に 転 送 す る。

ジ ャ ー ナ ル 。サ マ リー に ょ り得 意 先 マ ス タ ー、,

商 品 マ ス タ ー を 更 新 す る。

商 品 マス タ ー よ り必 要 情 報 を抽 出,処 理 し,部

'門 別
,商 品 別 売 上 リス トを作 成 す る。



o

l
N
O
O
l

①

＼ノ

⇔
ハ イ レ ベ ル

マ イ ク ロ ●コ ン ピュータ
← 〉

＼ノ

得意先別

売上 リス ト

＼

、

一

ノ

得意先
マ ス タ ー

己
ハ イ レ ベ ル

マ イ ク ロ ・コ ン ピュータ

商 品
← → マ ス ター

得意先
マ ス タ ー

◎ ,

得 意 先 マ ス ター よ り必要 情 報 を抽 出,処 理 し,

得 意 先 別売 上 リス トを作 成 す る。

●
●



了 ● ●
●

部 門 別

利 益率 リス ト

L

ー

『

ト

リ

ス

率

リ

益

率

利

益

先

別
利

意

品

得

商

ー

N
O
『
ー

ノ(] ハ イ レ ベ ル

マ イ ク ロ ・コ ン ビュータ

ー

ト

矧

ス

先

リ

意

品

得

返



(4)入 出 力 形 式

売 上 処 理 シ ス テ ム で は,入 力 と し て 各 ロー レベル ・ マ イ ク ・ ・コ ン ピ ュー タ の ジ ャ ー ナ ル ・フ ァ イ ル か ら 日処

理 終 了 後 に送 ら れ て く る サ マ リー ・デ ー タ とな る の で,入 力 形 式 は 特 に 掲 示 し な い。

出 力 形 式 は 以 下 の よ うに な る。

ー

N

O
oo
－

部 門 別 売 上 リ ス ト
ペ ー ジ × ×

年 ,月日YY-MM-DD

部 門 コー ド 商 品 コー ド 商品名 納品数量 納品金額 返品数量 返 品金額 値引額 販売諸掛 売上数量 売上金額・

」 ■ 卜 ◆



● ■
◆

商 品 別 売 上 リ ス ト
ペ ー ジX×

年.月 日YY-MM-DD

商 品 コ ー ド 商 品 名 納品数量 納品金額 返品数量 返品金額 値 引 額 売上数量 売上金額

1

ー

N
O
㊤
ー

得 意 先 別 売 上 リ ス ト
ページ ××

年月日YY-MM-DD

得 意 先 コ ー ド 得意先名 納入数量 納入金額 返品数量 返品金額 値 引 額 売上数量 売上金額

1



部 門 別 利 益 率 リ ス ト
ページ ×X

年月日YY-MM-DD

部 門 コ ー ド 商 品 コ ー ド 商 品 名 総売上高 返 品 品 値 引 高 原 価 粗 利 益 粗 利 率

ー

N
戸
O
斗

.商 品 別 利 益 率 リ ス ト、
ページ ×X

年,月日YY-MM-DD

商 品 コ ー ド 商 品 名 総 売上高 返 品 高 値 引 高 原 価 粗 利 高 粗 利 率

● ワF
◆i

'



得 意 先 別 利 益 率 リ ス ト
ページ ××

年 月日YY-MM-DD

得 意先 コー ド 得意先名 総 売上高 返 品 高 値 引 高 原 価 粗 利 益 粗 率

ー

N

Ｌ
H
ー

得 意 先 別 返 品 リ ス ト
ページX×

年月 日YY-MM-DD

得 意 先 コー ド 得意先名 商 品 コ ー ド 商 品 名
〔

納入数量 返 品数量 返 品 率

」



4.2.3商 品 管 理 シ ステ ム

商 品 管理 シス テ ムは 主 と して商 品在 庫 管理,仕 掛 品 管理,入 出庫 管理 を中

心 と した シス テ ムで,商 品 管 理部 門 に設置 され るローレベル ・マ イ ク ロ ・コン

ピ ュー タ,セ ン ター に設 置 され るハ イ レベ ル ・マ イク ・ 。コ ン ピュー タの両

者 で処 理 され る。

1)処 理 概 要

① 各 種情 報 の入 力

入 力情 報 とし て次 の各 情 報 を取 扱 う。

(D入 庫 伝 票

(ii)稼 動 伝 票

⑩ 入 庫 予定

② 各 種 問 合 せ

在 庫.納 期 間合 せ に対 処 す る。

③ デ イ リー ・リポ ー トの作 成 。

出力情報 と して,次 の各 情 報 を サー ビスす る。

(i)入 庫 日報

㈲ 出庫 日報

筒,週,旬,月 報 と して次 の よ うな リポ ー トが サ ー ビス され るo

川 在 庫集 計 区 分別 在 庫 リス ト

(iD入 庫予 定 リス ト

(iiD在 庫 移動 リス ト

蜘 入 出庫 リス ト

(V)棚 缶Pし リス ト

2)処 理 内容

① 入 庫,移 動.入 庫予 定,在 庫 問 合 せ等 に関 す る該 当 入 力情報 に対 応 す

る入 力 フォ ー マ ッ トをデ ィス プ レイ上 の メ ニ ュー か ら選 択 し,そ の フ ォ

ー マ ッ トを表 示 す る。

-212一
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●

レ

② デ ィ ス プ レ イ 上 に 表 示 され た フ ォ ー マ ッ トに 従 っ て,必 要 情 報 を キ ー

ボ ー ド よ り入 力 す る 。

③ 入 力 が 終 る と デ ィ ス プ レ イ上 の デ ー タ を ジ ャ ー ナ ル ・フ ァ イ ル に 格 納

す る 。

④ 入 力 デ ー タ に よ り商 品 マ ス タ ー ・フ ァ イ ル を 更 新 す る 。

⑤ 在 庫 問 合 せ の 場 合 に は,・ 一 レ ベ ル ・マ イ ク ・ ・コ ン ピ ュー タ で 対 応

で き る場 合 に は.必 要 情 報 を商 品 マ ス タ ー ・フ ァ イ ル か ら抽 出 し て デ ィ

ス プ レ イ 上 に 表 示 す る。

ローレベル ・マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ で カ バ ー で き な い場 合 に は,セ ン タ

ー を 呼 び 出 し
,セ ン タ ー の 商 品 マ ス ター か ら必 要 情 報 を抽 出 し て デ ィ ス

プ レ イ上 に 表 示 す る 。

伺,必 要 に 応 じ て ハ ー ド ・コ ピー を とる こ と もで き る。

3)フ ァ イ ル

以 下 で 述 べ る フ ァ イ ル 類 が サ ポ ー ト され る 。

① フ ォ ー マ ッ ト ・フ ァ イ ル

デ ィ ス プ レ イ上 に表 示 され る入 力 形 式,問 合 せ 形 式 の フ ォ ー マ ッ トが

格 納 され て い る フ ァ イ ル で,10種 類 迄 の フ ォ ー マ ッ トが サ ー ビス で き

るo

② ジ ャ ー ナ ル ・ フ ァ イ ノレ

各 種 入 力 情 報 の 明 細 を 一 時 的 に格 納 す る フ ァ イ ル で,1日 の 処 理 が 終

了 後.日 報 類 を 作 成 し,明 細 デ ー タ を セ ン タ ー ・マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ 三

夕 に転 送 し て,セ ン タ ー の 各 マ ス タ ー ・ フ ァ イ ル の 更 新 が 終 了 した ら 消

去 され る 。

③ 商 品 マ ス タ ー

セ ン タ ー で サ ポ ー ト され る商 品 マ ス タ ー の サ ブ セ ッ トで,商 品 管 理 シ

ス テ ム で 必 要 と され る ア イ テ ム で構 成 され て い る 。 ・

一2}3一



(4),処 理 フ ロ ー

1

巴
ふ

1入 庫伝票

〔

ロ ー レ ベ ル

マ イ ク ロ ・コ ン ピュータ

＼く
_.

ロ_レ ベ ノじ

マ イ ク ロ 。コ ン ピュ一夕

フ ォ ー マ ヅ ト

フ ァ イ ル

商 品、

マ ス タ 「

ジ ャ ー ナ ル

フ ァ イ ル

入 庫 伝 票 フ ォ ー マ ッ トを デ ィ ス プ レイ 上 に 表

示 す る。

入 庫 伝票 か ら入 力 され た情 報 で商 品 マ ス ター

を更 新 す る と同 時 にそ の情 報 を ジ ャーナ ル ・フ

・ア イル に格 納 す る
。

1日cl)処 理 終 了後.ジ ャー ナ ル ・フ ァイ ルが

ら入 庫 日報 を作 成 す る。

● ヤ '
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、/

ロ ー レ ベ ノレ

マ イ ク ロ 。コ ン ピュー タ

出庫伝票

/

ー

フ オ ー マ ヅ
⊂

フ ァ'イル.

ロ ー レ ベ ル

マ イ ク ロ 。コ ン ピュータ

出庫 日報

①次頁へ

商 品

マ ス タ ー

ジ ャ ー ナ ル

フ ァイ ル

●
令

出 庫 伝 票 フ ォ ー マ ッ トを デ ィ ス プ レ イ 上 に 表 示

示 す る 。

出庫 伝 票 か ら入 力 され た 情報 で商 品 マ ス ター

を更 新 す る と同時 に,そ の情報 を ジ ャー ナノレ・

フ ァ イノレに格 納 す る。

1日 の処 理 終 了後,ジ ャーナ ル ・フ ァイル か

ら出 庫 日報 を作 成 す る。



∴
一

ロ ー レ ベ ル

マ イ ク ロ ・コ ン ピュ一 夕

フ ォ ー マ ッ

フ ァ イ ル

移動 伝 票入 力 フ ォ ー マ ッ トを デ ィ ス プ レ イ上

に表 示 す る。

ー

N
戸
O
ー

移動伝票 ＼
フ

ロ ー レ ベ ル

マ イ ク ロ.コ ン ピュータ

↓

商 品

マ ス タ ー

移動 日報

活 動 伝 票 か ら入 力 された 情 報 で商 品 マス ター

を更 新 す る と同 時 に ジ ャー ナ ル ・フ ァイル に そ

の情 報 を格 納 す る。

1日 の処 理 終 了後,ジ ャー ナ ル ・フ ァイル か

ら移 動 日報 を作 成 す る。

ジ ャ ー ナ ル

フ ァ イ ル

6
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問 合 せ

、〆

ロ ー レ ベ ノレ

●

マ イ ク ロ ●コ ン ピュータ

"'

_→r_
一＼＼二

○ フ オ ー マ ッ

フ ァ イ ル

-

N
　
べ
」

一く]一

間 合 せ フ ォ ー マ ッ トを デ ィス プ レ イ 上 に 表

示 す る。

ロ ー レ ベ ル

マ イ ク ロ ・ コ ン ピュrタ

品商

一タスマ

問合せ回答

＼

商 品 マ ス ター を参 照 して 問合 せ に対応 す る情

報 を デ ィス プ レイ上 に表 示 す る。

ロー レベ ル で充 分 サ ポー トで きな い場 合 には

ハ イ レベ ル を呼 出 し,そ ち らでサ ポー トされ る

商 品 マス ター か ら情 報 サ ー ビス を お こな う。

必要 に応 じて ハ ー ドコ ピー を とる。

ハ イ レ ベ ル

マ イ ク ロ コ ン ピュータ

商 品

マ ス タ ー

② 次頁へ
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ー

②

ハ イ レベ ル 商 品
一

マ ス タ ー'
マ イ ク ロ ・ヲ ン ピュ一夕

在 庫移 動

リス ト

入 出 庫 リス ト

棚 卸 し リス ト

● ウ

ハ イ レ ベ ル ・マイ:グロ・コ ン ピ ュ ー タ に サ ポ ー

ト され る商 品 マ ス タ ー か ら左 記 の 出 力 を 作 成 す

るo

φ



●
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●

5)入 出 力形 式

① 入 力形 式

入 庫予 定 入 力形 式 を サ ンプ ノレと して掲 載 す る。

ー

N
・声
㎏
ー

コー ド

× ×)

コー ド

× × (× ×… × ×)

(× ×… ××)

(x× 一ー一〉く・×)

(× ×・・× ×)

(× ×…×x)((×x… ××)

(× ×…××')(× ×…××)

(・××…××)(× ×…×x)

'
(注)"入 庫.予定 は生 産 計 画,

入 庫 予 定 入 力 形 式 例

(× ×…××)

(×x… ××)

(× ×…××)

(X× ・∵××)〈 ×x-・-x×)

(× ×…××)(× ×…××)

(× ×… ××)(× ×…××)

・(× ×…××)

製 造 指 図 書,加 工 指 図 書 等 か ら入 力 す る。



② 出力形式

在 庫 集 計 区 分 別 在 庫 リ ス ト
ページ ××

年 月日YY-MM-DD

在庫集
計区分 商品 コー ド

商品名 前月残高 当 月受注 当月売上 当月返品 当月移動 未納入残 引当数 引当可能数 現在庫

1

ー

N
N

O
ー

入 庫 予 定 表
ページ ××

年 月日YY-MM-DD

短 縮 コ ー ド 商 品 コ ー ド 商 品名 在庫量 引当可能数量 納入予定 1 2 3 4 5

一

6

仕 入

委 託

工 場

短 縮 コ ー ド 商 品 コ ー ド 商 品名 在庫量 引当可能数量 納 入予定 1 2 3 4 5 6

仕 入

委 託

工 場 |

ノL_,

発 行E月 か ら数 え て1ヵ 月 後 ～6ヵ 月後

の納 入 予 定数 量 をア ウ トプ ッ トす る

← `
⑱



● ●
'

在 庫 移 動 リ ス ト
ペーシ ××

年 月日YY-MM-DD

先 部 門 コ ー ド 商 品 コ ー ド 商 品 名 前月在庫残 当月振受数量 当月末在庫残 元 部 門 コ ー ド 在庫残

・

ー

N
N
培
1

入 出 庫 リ ス ト

ページ ×X

年月 日YY-MM-DD

部 門 コ ー ド 商 品 コ ー ド 商 品 名 前月末在庫高 当月入庫 当月 出庫 当月末在庫残 高



4.2.4そ の他 シ スデ ム(売 掛 金 管 理 シ ステ ム)

以 上 で商 品 を中心 と した販 売 在 庫 管理 シス テ ム の大 部 分 が カバ ー され てい

るが,イ ンタ ビ ュー調 査 の結 果,各 企 業 で販 売 管理 シ ス テ ム の範 囲 に売 掛 金

管理 を 含 め て い る と ころ が 多 くあ り,処 理 形 態 的 に も本 シ ス テ ム に含 め た方

が い い と考 え られ る の で,本 報 告 書 では オ プ シ ョナ ル ・シ ス テ ム とし て,売

掛 金 管 理 シス テ ム も併 せ提 案 す る。

売 掛 金 処理 は入 力 関 係 は主 と して営 業 部 門 に設置 され る ・一 レベ ノレ・マ イ ク

ロ 。コ ン ピ ュー タ で処理 し,請 求書,各 種 管 理 資料 は セ ン ター 。マ イ ク ロ 。

コ ン ピ ュー タで処 理 す る こ と とす る。

(1)処 理概 要

① 各 種情 報 の入 力

入 力情 報 と して次 の各 情 報 を取 扱 う。

(i)売 上 伝票

(川 入 金 伝票

② 各 種 問 合 せ

得 意 先 別 予信 限度,債 権 総 額,売 掛 金 残 高等 に関 す る問 合 せ に対 して,

情報 サ ー ビス を お こ な うo

③ デ イ リー 。リポー トの 作成

出力情 報 と して入金 日報 を作 成 す る。 筒,週,旬,月 次 等 の サ イ ク ル

で得意 先別 請 求 書,売 掛 金 リス ト等 を作 成 す る。

(2)処 理 内容

① 各入 力情 報,問 合 せ に対 す る入 力形 式 を規 定 した フ ォー マ ッ トを デ ィ

ス プ レイ上 の メニ ュー か ら選 択 し,該 当 フ ォー マ ッ トを表 示 す る。

②'デ ィス プ レ イ上 に表 示 された フ ォー マ ッ トに従 って,必 要 情 報 を キ ー

ボ ー ドか ら入 力 す る。

③ 入 力 が終 了 した時 点 で デ ィス プ レイ上 の デ ー タを ジ ャ ー ナル ・フ ァ イ

ル に格 納 す る と同 時 に ・一 レベ ノレ・マ イ ク ・ ・コ ン ピ ュー タで サ ポ ー ト
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ρ

■

6

φ



●

■

され る得 意 先 マ ス タ ー を 更 新 す るσ

④ 各 種 問 合 せ が 発 生 した 場 合,ロ ー レベ ル 。マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タ の

得 意 先 マ ス タ ー か ら必 要 情 報 を抽 出 し,デ ィス プ レ イ 上 に 表 示 す る。

こ れ で 不 充 分 な場 合 に は セ ン タ ー を 呼 び だ し,セ ン タ ー で サ ポ ー ト され

る得 意 先 マ ス タ ー か ら情 報 サ ー ビス を お こ な う。

必 要 に 応 じて ハ ー ド ・ コ ピー を 作 成 す る。

(3」 フ ァ イ ル

サ ポ ー ト され る フ ァ イ ル 類 は,受 注 処 理 シ ス テ ム で サ ポ ー ト され る もの

と 同 一 で あ る。'

●
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(4}処 理 フ ロ 一

－

N
N
■
ー 入金伝票

ロ ー レ ベ ル

マ イ ク ロ ・コ ン ピュータ

フ ォ ー マ ット

フ ァ イ ル

入 金 伝 票 フ ォ ー マ ッ トを デ ィ ス プ レ イ上 に 表

示 す る。

入金 日報

ロ ー レ ベ ル

マ イ ク ロ ・コ ン ピュータ

得意 先

マ ス ター

ジ ャ ー ナ ル

フ ァ イ ル

入 金 伝 票 か ら入 力 され た情 報 で得 意 先 マス タ

ー を更新 す る と同 時 に ジ ャー ナ ノレ ・フ ァイ ルに

そ の情報 を格 納 す る。

1日 の処 理 終 了後,ジ ャー ナル 。フ ァ イル の

内容 で入 金 日報 を作 成 す る。

亀 ● ●
、



]

N
N
O
－

問 合 せ

,L
ロ ー レ ベ ノレ

マ イ ク ロ 。コ ン ピュー タ

問合せ回答

ロ ー レ ベ ル

マ イ ク ロ ・コ ン ピュ一夕

フ ォ ー マ ッ

フ ァ イ ル

得 意 先

マ ス タ ー

ハ イ レ ベ ル

マ イ ク ロ ・コ ン ピュータ

①次頁へ

得意先
マ ス タ ー

● '

問 合 せ フ ォ ー マ ッ トを デ ィ ス プ レ イ上 に表 示

す る。

得 意 先 マス ター を参 照 して 問合 せ に対 す る情

報 を デ ィス プ レイ上 に表 示 す る。

ロー レベル で サ ポー トで きな い場 合 には ハ イ

レベ ル でサ ポー トされ る得 意 先 マス ターか ら情

報 サ ー ビスを お こな うo

必要 に応 じて,ハ ー ドコ ピーを作 成 す る。



①

ハ イ レ ベ ル

マ イ ク ロ ・・ コ ン ピュー タ

得意 先

マ ス ター

得 意先 マ ス ター か ら請 求 書,売 掛 金 リス トを

作 成 す る。

請 求 書

ー

N
N
O
ー

売 掛 金 リス ト

'

亀 亀



、

(5)入 出 力形 式 ・

1)入 力形 式

入 金 伝票 は デ ィス プ レイか ら入 力 され るか.入 力 形 式 は他 の伝票 類 と

同 じで あ る。

な お,売 上 情報 は既 に 受注 処 理 シス テ ムで 入 力 され て い るた め,こ こで

は特 に記 述 しな い。

2)出 力形 式

請求書は既述 の勘,。 。輌 容量 の制約 か 明 細 出加 しない。

入 金 日 報

ペーシ ××

年月 日YY二M>FDD

得 意 先 コー ド 得意先名 請求拓 入 金 額

請求書は各 企業 の実態 に則 した もので作成す る。

一22二7← 一



4.3コ ン ピュ ー タシ ス テ ム化 手引 書

本 節 では コ ン ピュー タ導 入 に際 し てそ の導 入手 順,シ ス テ ム化 方 法 等 につ

い て述 べ る。

4.3.1現 状 事務 の改 善

事 務 は 作 業 的 性格 を持 った もの が多 く,記 録 ・計算 ・分類 ・整理 ・通 信 な

どが そ の大 半 で あ り,こ れ らは 事 務 機械 化 の対 象 とな る。 で は即 機 械 化 をす

れ ば万事 片づ くか とい えば,そ うと もい い切 れ な い。 セ

まず,そ の事 務 を機 械化 す る必 要 が あ るか ど うか を判 断 す るた め に,現 状

の実態 を十 分調 査 し分析 してみ な け れ ば な らな い。

例 えば,事 務 機械 化 の要 望 は,膨 大 な事務 量 を抱 え,期 日的 に制 限 され ピ

ー クの多 い部 門 ,処 理 そ の もの に精 度 や ス ピー ドが要 求 され る部 門 な どか ら

起 こる6従 って,事 務 の機 械 化 を 図 る第一 歩 と して,対 象業 務 の現 状 を調 査

し,そ の 実態 を正 確 に把 握 し,ど こに改善 す べ き点が あ るか,む だ や重 複 が

あ るか,業 務 が どん な状 態 で実施 され て い るか な どを知 る こ とが先 決 で あ る。

た だ,注 意 しなけ れ ば な らな いの は,機 械化 の必要 性 か ら現 状 調 査 ・分析 を

行 うの では な く,事 務 の合理 イヒとか改 善 を行 うこ とは 事 務 の機 械 化 をす る と

い うこ と とは別 で,こ れ は機械 化 以 前 の問題 であ る とい う点 で あ る。

コ ン ピ ュー タに よ る事 務 の機 械 化 は,こ れ を側 面 か ら支 援 し,同 時 に経 営

の合 理 化 や 省 力化 に貢 献 してい く もの と考 え るべ きで あ る。

4.3.2対 象 業 務 機 械 化 の手 順

現状 事 務 の改 善 が終 了 す る と,対 象業 務 の コン ピ ュー タに よる処理 を 考 え

て い くこ とにな るが,そ の ス テ ップは 次 の よ うに な る。

ω

㈲

⑱

咀

対 象業 務 で必 要 と して い る帳 票 は何 か … … 出力設 計

そ の た めに は どの よ うな デー タ を必要 とす るか … …入 力 設計,フ ァイ

ル設 計

どん な処理 手 順 で行 え ば よい か … …処 理手 順設 計

コ ン ピュー タでの処 理 を速 や か に行 うた め には,何 を コー ド化 す べ き

一228一
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か … コ ー ド設計

これ らにつ い て の設 計 上 の 留意 点 を概 括 的 に述 べ れば,一 般 的 には 図43

-1の よ うに な るo

図4.3-1業 務 処 理 の 設 計 手 順

■

出 力設 計

コ ン ピュー タ シス テ ム の設 計 では,ま

ず 出 力情 報 か ら検 討 して い くの が妥 当 で

あ る。 当該 業 務 で どん な情 報 を必 要 と し

て い るか を考 えれ ば,そ れ を基 点 として

シス テ ム設 計 を展 開 して い くべ き であ る。

だ れ が,何 のた め に,い つ 使 用 す るか

を考 察 し,経 営 とか管 理 の面 か らの要 求

を満 た す た め の 出力 情報 が得 られ る よ う

に設計 す る こ とが 重要 で あ る。

1入 力設計

出力情 報 を得 るた め に は,ど ん な デ ー 、

タが必要 で あ るか を考 え,さ らに現 行 の'

帳 票 な どの 整理 ・総 合 ・削 除 ・改 案 を=考

え て い くこ とが必要 で あ る。

デー タの投入 時期 は,作 成 資料 の 重要

司暇‥
業 務 を コ ン ピ ュー タで処理

して,所 要 の出 力情 報 を得 る

ま でには,種 々な過 程 を経 る。

例 えば,分 類 とか照 合 が あ

るが,こ の処 理 を迅速 に 的確

に行 うた め には,顧 客 とか商

品 な どに 固有 の記 号 を付 け る

必要 が で て くる。

これ が コー ド化 で あ る。

コー ド設 計 上 の主 な検 討 事

項 を挙 げ れ ば次 の よ うにな る。

・使 用 目的 は何 かc

・どの業 務 で使 用 され るの か。

・使用期 間 は いつ ま で か。

・コー ド付番 対 象数 は どれ く

らいか。

・コ ー ドの種類 は何 が妥 当 か。

一229一



度,そ の 資料 の配 布 日数 機 械 の処 理 能 力

な どを考 慮 して,出 力 情報 の作成 時期 に

合 致 す る よ うに しな けれ ば な らな い。

レ ・・ル設弓

手 作 業 時 代 の台 帳類 が 主 と して フ ァ イ

ル と して作 成 され る。 これは特 定 業 務 だ

け で利 用 す る もの と考 え るべ きで は な く,

他 の業 務 に も利 用 で き る よ うな方 向 で考

え てい くこ とが望 ま しい。 この よ うに す

れ ば,手 作 業 時代 に い くつ か の台 帳 を 使

用 しなけ れ ば 作 成 で きなか った よ うな 資

料 も容 易 に得 られ る よ うに な り,コ ン ピ

ュー タの効果 的 な活 用 が で きる。

-

L
/

」

＼

已 手順設∋
デー タや フ ァイ ル を基 に どの よ うな手

順 で処 理 してい くか を検 討 し,処 理 手 順

図(プ ロセス フ ロ ーチ ャー ト)を 作 成 し

な け れ ば な らな い。 これ は コ ン ピュー タ

の構 成 ・処理 能 力 ・適 用業 務 な どに ょ っ

て決 ま る。

一230.一
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▼

検 当項 目例 を挙 げれ ば 次 の よ うに な る。

仕 事 の手 順

処 理 の 周期

デー タ量 とそ の増 減 処 理 時 間 の短縮 化

エ ラー処理 の方法 な ど

■

と ころ で本 報 告 書 で述 べ て い る,マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タを利 用 した特 定

目的 の シス テ ム開 発 に当 り,そ の 開発 工 数 が 多 くか か る こ とは.コ ン ピ ュー

タ ・コス トに比 較 して,シ ス テ ム全 体 の メ リ ッ トが 少 な くな る。

そ こで シ ステ ム開発 に当 り,よ り汎 用 的 な標準 業 務 処 理 プ ログ ラ ムを事 前 に

用 意 し,導 入 を予 定 す る各 企 業 の 実態 に合 せ る(カ ス トマ ィズ 化)手 段 と併

用 す る よ うな方 策 を考 え る必 要 が あ る○

この よ うな考 え方 を導 入 した シス テ ム開発 例 と して,日 本 電 信 電話 公社 の

DRESSシ ス テ ムや,コ ン ピ ュー タ 。メー カー で提 供 され て い る小 型,超

小 型 コ ン ピュー タ用汎 用 ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラム等 が既 にあ り,シ ス

テ ム 開発 費 用 低 減 効果 が 明 らか に な って い る。

本 報 告 書 では,こ の よ うな 背 景 を考 慮 した うえで,

1)標 準 業 務 処理 プ ログ ラム ・ライ ブ ラ リー

(STANDARDと 仮 称 す る)

2)コ ン ピュー タ導 入 時 に各 企業 の実態 に マ ッチ させ るた め の調 査表

(カ ス トマ イ ズ調 査 表 と仮 称す る)

3)カ ス トマ ィ ズ調 査 表,STANDARDに よ り導 入 各 企業 向 業務 処

理 プ ログ ラム を生 成 す るた め の ブ ・グ ラム(ジ ョブ ・ジ ェネ レー タ と

仮 称 す る)

の3種 類 の手 段 を用 意 し,シ ス テ ム開発 費 用 と期 間 の短 縮化 をは か る こ とを

提案 す る。
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この よ うな手 段 を 用 い て シ ス テ ム 開 発 を お こな う と,従 来 的 な方 法 に 比 べ,

図4.3-2の よ うに な り,概 算 で は あ る が,シ ス テ ム 開 発 費 用 が 約1/3に

な る。

(従来)・ ス三 ジ ご… 郵>1ブ ・クラ・遍>

1総合テスら ㌫S
7

　

(一 ・マ⇒;⊇ ⇒

受入テスt＼・r議 論
⊂ 一._ノ

図4.3-2シ ス テ ム 開 発 の ス テ ッ ブ

カ ス トマ イ ズ 調 査 表 の サ ン プ ル は 図4.3-3～ 図4.3-6の よ うに な る。
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、

奄

商 品 管 理 業 務 に 関 す る 質 問

図4.3-3カ ス ト マ イ ズ 調 査 表(1)

質 問(1)商 品 点数

(a)大 分 類

管理上分類 してい る商品点数

取 り扱 ってい る全商品点数

約 分類

占
"

点

具 体 的 に記入 して下 さい。

大 分 類 名 大 分 類 名

0 5

1 6

2 7

3 8

4 9

㈲ 中分類 約

具体的 に記入 して下 さい。

分類

中 分 類 名 中 分 類 名

0 5

1 6

2 7

3 8

4 9

(c)小 分 類 約 分類

一233=一



質 問(2)主 力商 品 を定 め る ポ イ ン トは ど の よ うな もの です か。 下 記 の項

目に順 位 をつ け て下 さい。

(a)売 上 金 額

㈲ 粗 利 益 率

(c}回 転 率

(d)営 業 利 益 率

㈲ そ の 他

位

位

位

位

位

質問

3

a

h
v

c

d

4

司

b

C

-q

5

図4.3-4カ ス トマ イ ズ調 査表(2)

現 在使 用 してい る倉 庫数 に つ い て記 入 して下 さい。

事 業 所 内倉 庫 ヵ所

営業倉庫(倉 庫公社)

共 同利用倉庫

その他

商 品 を入 庫 した場 合,

伝 名

商 品 を出庫 した場 合,

伝 国 名

ヵ所

ヵ所

ヵ所

どの よ うな 伝票 ・帳 簿 に 記入 し ます か。

ど の よ うな伝 票 ・帳 簿 に記 入 します か。
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句

、

¶

質問

問質

問質

その他

その他

質 問 ⑩

(a)

(b)

(c}

(d)

図4.3-5カ ス トマ イ ズ 調 査 表(3)

商 品 を 出庫 して か ら

出 庫 日

翌 日

日 日

向 日 目

,い つ商 品台 帳 に記 入 します か。
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質 問 ω 次 に挙 げ る各 在 庫 につ い て商 品棚 卸 しは,

行 い ます か。

どの くらい の頻 度 で

在 庫 の 種 類 頻 度(例 毎 月1回,半 期1回

(a)自 社 に あ る在 庫

(bl加 工先 に あ る在 庫

(c)得 意 先 に あ る在 庫

(d)そ の 他
`

質 問 ⑫

(a)

(b)

(c}

(d)

(e)

原価 算 出方法は どの よ うな方法 です か。

移動平均法

先入先 出法

後入先 出法

総平均法

その他

ぐ

◆
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ー

N
ω

ベ
ー

4

業 務 名
A

受 注処 理 シス テ ム

ニ

ラ

ファ イル名 称

得 意 先 マス タC 二

フ ァ イ ル ネ ー ム(ID) ブ

シ ス テ ム コ ー ド

ラ イ ブ ラ リ一 名

レ コ ー ド サ イ ズ

ブ ロ ッ キ ン グ フ ァ ク タ.

備 考

〆
■

刀61 キ ー 項 目 デ ー タ名 PICTURE 使 用区 分 変更指定

1 フ ァ イ ル コ ー ド FCDSYS ×(2) ○

2 取 引 先 コ ー ド TORISCD 9(8} ○

3 取 引先名 TORIMEI ×(20) ○

4 郵便番号 YUBINNO ×(5)

5 住 所 JUSHO X(45)

6 部 門 コ ー ド BUMONCD 9(4)

7 担 当 者 コ ー ド TANTOCD 9(5)

8 締 切 日 SHIMEB 9(2) ○
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糸 キ ー 項 目 デ ー タ名 PICTURE 便用区分 変更指定

9

当

日

金 額 DKG 9(8) ○

10 返 品 額 DHENKG 9(8)

11 値 引 額 DNEKG 9(8)

12 付 帯 費 DFUTAI 9(8)

13

当

月

金 額 MKG 9(8) ○
-

14 返 品 額 MHENKG 9(8) ○

15 値 引 額 MNEKG 9(8)
一

16 付 帯 貸 MFUTAI 9(8)

17 前 回 請 求 額 ZNSEIKU 9(8)

、

○

18

締
切

期
日

金 額 CKG 9(8) ○

19

　

返 品 額 CHENKG 9(8)

20 値 引 額 CNEKG 9(8)

21

o

伝 票 枚 数 CDENMAI 9(8)
・

22 現 金 NGENKIN 9(8) ○

23

一 一 ‥

手 形 NTEGATA 9(8} ○

入

金

累

◆ ● 全 句

一
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24 計 そ の 他 NSONOTA 9(81

25 当 日売掛残 高 URKZAN 9(8) ○

26 予信限度額(単 位千 円) YOSHIN 9(6)

27 月間売上 目標額(〃) MURIMK 9(6)

28 月間粗利 目標額(〃) MARAMK 9(6)

29 当 日粗利益 DARAI 9(8)

i、
当月粗利益 MARARI 9(8)

ー

N
ω

⑩
一

図4.3-6カ ス トマ イ ズ 調 査 表(4)



4.3.3コ ン ピュ ー タ導 入 の チェ ッ ク ・ポ イ ン ト

コ ン ピ ュー タ導 入 に先立 っ て,コ ン ピュー タ化 推進 の担 当者 は 次 の諸 点 を

考 慮 す る必要 が あ る。

(1)導 入 目的 を 明確 化 す る。

コ ン ピュー タを利 用 す るのは,導 入 に携 わ る人 た ち だ け で な く,そ の影

響 は全 社 に及 ぶ 。 そ こで,全 社 員 に導 入 目的 を理 解 して も らい,導 入 の結

果,ど ん な利益 を得 るか を認 識 させ て協 力 体 制 を作 る こ とが必 要 で あ る。

何 のた め に導 入 す るか,な ぜ 導 入 した ほ うが よ いか を は っ き りさせ,全

社 的 意 思 統一 を図 り,社 員 の 非協 力 を解 消 す る こ とが 重要 で あ る。

働 推 進 組織 を確 立 す る

導 入 目的 ・方 針 に基 づ い て効果 的 な事務 の機 械 化 を推 進 す るた め に は,

・全 社 的 な協 力体 制 の確 立

・要 員 の確保 や教 育 訓練 の計 画

・稼 動 開始 日 まで の スケ ジ ュー ル の決 定1

な ど種 々の ことを計 画 し,遂 行 し,フ ォ ・一 ア ップす る必要 が あ る。 この

よ うな ことを ス ム ー ズ に強 力 に推 進 してい くた め には,組 織 を作 って 進 め

てい くと効果 的 で あ る。

(3}PRに よ る意 識 の 高揚 化 を図 る

新 しい仕事 の概 念 が持 ち込 まれ た り,環 境 が か わ った りす る と,人 間 の

保 守性 か ら抵 抗感 が生 じた り,誤 解 や劣 等 感 を生 ん だ りす る。 この よ うな

こ とをそ の ま まに して機 械 化 を推 進 し よ うと して も.混 乱 を大 き くした り

して決 して うま くい くもの では な い。

そ こでい ろい ろ なPRを 通 して,機 械 化 の基 本 的 な考 え方,導 入 状況,

同規 模 の企業 の 導入 例,コ ン ピ ュー タの基 礎 知 識 な どを紹 介 し,積 極 的 な

参 画意 識 の 高揚 に努 め る こ とが重 要 で あ る。

PRの 方 法 と して は,次 の よ うな こ とが挙 げ られ る。

。専 門家 に よ る講 演 会 を開 く。
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。社 内 で の講 演会 を開 く。

・シ リー ズ もの の パ ン フ レ ッ トを作 成

・社内 報 に記 事 を載 せ る。

。映 写 会 を 開 く。

(4}要 員確 保 と教 育 訓練 を行 う

そ の企業 に と って特 色 の あ る コ ン ピ ュー タ シス テ ム を作 り,効 果 的 に コ

ン ピュー タを使 い こな して い くた め には.専 門家 の確 保 と養 成 が必要 で あ

るが,本 報 告 書 で取 り上 げ た マ イ ク ロ 。コ ン ピュー タは,ご く短 期 日の う

ちに容 易 に使 い こな せ る よ うに開 発 された コ ン ピ ュー タで あ るた め,要 員

養成 に大 掛 りな教 育 投 資 の必要 性 は な い。

た だ,コ ン ピ ュー タ活 用 の採来 構 想 を考 えて い った場 合,企 業 診断 が で

き,情 報 処理 の 分 析 ・設計 が で き る よ うな専 門家 を養 成 してお く ことは 必

要 で あ る。

〈要 員確 保 の方 法 〉

・ 社 内 の配 置 転 換

・ 新 規 採 用

く教 育 訓 練 の方法 〉

・ メー カの顧 客 向 け教 育

。 通 信 教 育 ,セ ミナ ー,放 送教 育 、

・ 各 種学 校 教 育

・ 社 内教 育

(5)推 進 ス ケ ジ ュー ル を 組 む

コン ピ ュー タ を企 業 中 に定着 させ,十 分 活用 す るた め には.ど うい う時

点 で何 を どの よ うに行 わ な けれ ば な らないか を考 え,導 入計 画 を立 て,準

備 を怠 りな く して お か な け れば な らな い。

これ に基 づ い て,計 画 と実 行 とを合 致 させ るた め の進 捗 管理 を行 って い

く ことが 必要 で あ る。
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倒 機械 化 対 象業 務 を 明確 化 す る

対 象業 務 の選 定 に あ た って,一 度 に た くさん の業 務 を機 械 化 す る こ とは

困難 で あ り,失 敗 の原 因 に もな る。 また一 度 に あれ もこれ も と,広 範 囲 に

対 象 を広 げ る よ り重 点 主義 を も って一 つ ずつ 着 実 に実 施 し てい くべ きであ

る。

対 象業 務 を選定 す る と きの条 件 とし て,

o

o

e

o

o

等 を挙 げ る こ とが で き るが,

の 内容 とそ の範 囲 を第3章 で述 べ た よ うな と ころ に しぼ って い る。

(7)コ ン ビ=一 夕規 模 と予 算 を見積 る

コ ン ピ ュー タ の導 入 は 企i業か ら見 る と,一 種 の設備 投 資 と もい え るの で,

支 出限 界 に つ い て一 応 の 目安 をつ け てお くこ とが 必要 であ る。

参考 まで に コ ン ピ ュー タ導入 企業 の費 用 を諸 統計 か らみ る と,コ ン ピ ュ

ー タ導入 に掛 け る投 資 額 と して ,売 上 げ の0.3～1%の 間 とい う目安 が あ

る。 これ は 製 造 業 ・非 製 造業 な ど業 種,企 業 規 模,経 営 者 の方針 に よ って

も違 うの で,大 わ く的 な 目安 と して考 えれ ば い い。

(8)そ の他

1)コ ン ピュー タ室 の設 備 を検 討 す る

従 来 の コ ン ピュー タでは,そ の設備 場 所 とか コ ン ピュー タ用 の設 備 が

必要 に な った が,特 別 な コン ピュー タ室 とか 設備 を必 要 と しな い。 た だ,

フ ァイル類 を管理 ・保 管 す るた め の設備 は若 干 考 慮 す る必 要 が あ る。

なお,コ ン ピュー タな どの設 置 場 所 と して,災 害 か ら守 れ る場 所 を選

定 す る よ うにす べ きで あ る。
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デ ー タ量 が十 分 あ る もの

計 数 化 に よる効果 測定 が容 易 な もの

迅 速 性 を必要 とす る もの

業 務 の 標準化 が しや す い もの

正 確 性 を必 要 とす る もの

この よ うな観 点 か ら,本 報 告 書 では対 象業務
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2)コ ン ピ ュー タ 担 当 部 門 の 管 理 に つ い て考 え る

コ ン ピ ュ ー タ を 効 果 的 に 経 済 的 に 活 用 す る た め に は ,あ る い は 一 時 的

な仕 事 の ピー ク時 に は,コ ン ピ ュ ー タ を 長 時 間 に わ た っ て使 用 す る場 合

が あ る 。 こ の よ うな 場 合 に備 え て,勤 務 体 制 や 健 康 管 理 な ど の 面 に 何 ら

か の 配 慮 を し て お く こ とが 必 要 で あ る。

以 上,コ ン ピ ュ ー タ 。シ ス テ ム化 に 際 し て 考 慮 し な け れ ば な ら な い 点 を 概

括 的 に 述 べ て きた が,こ の 種 マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ を 利 用 した 特 定 目 的

業 務 処 理 シ ス テ ム で は,

1)業 務 範 囲 を あ ら か じめ 限 定 し,最 も効 果 の あ る利 用 法 を常 に 念 頭

に お く。

2)シ ス テ ム 開 発 費 用 は 可 能 な 限 り,削 減 す る こ とが メ リ ッ トを 出 す

うえ で 不 可 欠 な 要 素 で あ る。

3)小 廻 りが き く よ うな シ ス テ ム化 を 心 掛 け る。

等 を 常 に 考 え な が ら,シ ス テ ム 化 を は か る こ と が 重 要 で あ る。

4.4マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の開 発 仕 様

4.4.1コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク

1)ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 発 展

コ ン ピ ュ ー タ処 理 仕 様 の と こ ろ で 述 べ て あ る よ うに ,マ イ ク ・ コ ン プ ユ

一 夕 を 利 用 した 販 売 在 庫 管 理 シ ス テ ム と し て2つ の タ イ プ の マ イ ク ロ コ ン

ピ ュ ー タ を 結 合 した 複 合 シ ス テ ム形 態 を採 用 し た 。

最 近,情 報 処 理 の広 域 化,コ ン ピ ュ ー タ パ ワ ー や リソ ー ス の 相 互 援 助 な

ど の 目的 か ら コ ン ピ ュ一 夕 ネ ソ トワ ー ク の 開 発,形 成 が 盛 ん に な って き て

い る。 そ の 代 表 的 な事 例 が,米 国 国 防 省 の 高 等 研 究 局(ARPA:Adv-

ancedResearchProjectAgency)の コ ン ピ ュー タ ネ ッ

ト ワー ク が あ る。 こ の プ ロ ジ ェク トは,1967年 に ス タ ー ト し,コ ン ピ

ュ ー タ の リソ ー ス を ハ ー ドウ ェ ア だ け で な く,ソ フ トウ ェア ま で も含 め 遠
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隔 地 か ら共 有 し あ う方 式 を 研 究 し て き て い る。 現 在 で は 。 コ ン ピ ュ ー タ ネ

ッ ト ワ ー ク 研 究 用 の 試 験 的 シ ス テ ム か ら実 用 機 能 を有 す る業 務 用 ネ ッ ト ワ

ー ク へ と発 展 しつ つ あ り,一 般 開 放 の 段 階 ま で き て い る。

こ の よ うな 大 型 コ ン ピ ュ ー タ に よ る ネ ッ トワ ー ク か ら,小 型 コ ン ピ ュー

タ,特 に ミ ニ コ ン ピ ュー タ の ネ ッ ト ワー ク,さ ら に は,こ こで 採 用 した マ

イ ク ロ コ ン ピ ュー タ,た と え ば イ ン テ リジ ェ ン ト 。タ ー ミ ナ ル ネ ッ ト ワー

ク シ ス テ ム な ど が 登 場 し て き て い る。 こ の よ うに大 型 コ ン ピ ュ ー タ か ら超

小 型 の コ ン ピ ュー タ ま で ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム の 開 発 が 盛 ん と な っ て きた

背 景 に は,次 の よ うな ネ ッ トワ ー ク に よ る メ リ ッ トが あ る た め で あ る 。

① デ ー タ の一 元 化

散 在 す る デ ー タ を 中 央 で 集 中 的 に 管 理 す る こ と に よ っ て デ ー タ の一 兀

化 が 図 ら れ,新 し い 情 報 の 効 用 が 生 まれ る 。

② 使 途 別 シ ス テ ム化

ネ ッ トワ ー ク を 構 成 す る コ ン ピ ュー タ は 日 常 使 用 す る最 小 限 の シ ス テ

ム 構 成 と し,そ の他 は ネ ッ ト ワー ク 内 の コ ン ピ ュ ー タ ・ リ ソ ー ス を 利 用

す る こ と が で き るた め,個 々 の コ ン ピ ュ ー タ は 使 途 別 に 専 用 化 が 図 れ コ

ス トパ ー フ ォ マ ン ス が 高 くな る。

③ ハ_ド ゥ ェァ,ソ フ ト ウ ェア の 共 有 化

最 近 は,コ ン ピ ュー タ本 体 そ の もの よ り周 辺 機 器 の方 が 高 価 で あ る場

合 が あ り,フ ル セ ッ トの シ ス テ ム は 常 時 フ ル セ ッ ト使 用 し て お れ ば よ い

が,そ うで な い場 合 は 遊 休 と な る。 この よ うに 高 価 な 周辺 機 器,遊 休 の

周 辺 機 器 を 各 シ ス テ ム で 必 要 な 時 に 使 用 で き る よ うに な り コ ス トパ ー フ

ォ マ ン ズ が 高 くな る。

また,個 別 の コ ン ピ ュ ー タ で 開 発 ・運 用 で き な い プ ロ グ ラ ム に つ い て

も,そ れ が 可 能 な コ ン ピ ュー タ を 通 じ て必 要 な 時 に使 用 で き る よ うに な

り,コ ス トパ ー フ ォ マ ン ス が 高 くな る 。

こ の よ うに,コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク化 す る と全 体 的 に パ ー フ ォ マ
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ンス の 高 い シス テ ム とな る。

2)ネ ッ トワー ク シス テ ム の形 態

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの種類 を分類 す る場 合,ま ず,構 成 す る コ

ン ピ ュー タ の機 種 が 同機 種 か異 機 種 か ど うか,回 線 交 換 か パ ケ ッ ト交換 か

ど うか,な どに よ って行 な う。 また,コ ン ピ ュー タ の結 合 形 態 に よ って も

分 類 す る こ とが で き る。

図4。4-1で 明 らか な よ うに,最 も ポ ピュ ラー な形 態 は,端 末 装 置 や イ

ンテ リジ ェ ン トタ ご ミナ ル とセ ン タ コ ン ピ ュー タに み られ る よ うな集 中型

ネ ッ トワー ク で あ り,こ れ らの結 節 点 が増 加 す る と階 層 型 ネ ソ トワー ク と

な って 中継 点 が設 定 され る。前 者 は 複数 の シス テ ムが 中 央 の シス テ ムに ょ

っ て交 換,分 配 な どの コ ン トロー ルが行 なわ れ る。 後 者は,中 間 に中継 す

る シス テ ムに よ って 同様 な交換,分 配 機 能 を=果す た め,そ れ ぞれ の段 階 で

処理 の レベ ル が異 な って くる。

次 に,結 節 点 同 士 が結 合 して一 つ の環 の形 に結 合 した ものが環 状 型 ネ ッ

トワー ク で あ り,結 節 点 同 士 の結合 と して シ ン ブル な形 態 で あ る。 この場

合 の デ ー タ交 換 は 環 上 に伝達 され る デ ー タを チ ェ ック し,所 要 の もの で あ

れ ば取 り込 み そ うで な い場 合 は他 へ 伝 送 す る とい った よ うに行 なわ れ る。

同 じ結 節 点 同 士 の結 合 で も分 岐 した 結 合 形 態 とな る と網 状 の 分散 型 ネ ッ

トワー ク とな る。 この場 合 は,各 結 節 点 に お い て各 々 コ ン ト・一ルが 行 な

われ るた め,特 定 の結 節 点 に障害 が生 じて もネ ッ トワー ク全 体 に影 響 す る

と ころは少 な い。 この 分 散型 ネ ッ トワー ク が コン ピュー タネ ッ トワー クの

主 流 を 占 め て お り,前 述 したARPAネ ッ トワー ク もそ の代 表 例 で あ る。

こ こでは,こ れ らの ネ ッ トワー ク形 態 の中 で,本 シ ステ ムの処理 レベ ル,

規 模,利 用 形 態 等 か ら階 層 型 ネ ッ トワー ク と した。
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i集中 型 ネ ッ ト ワ ー ク

＼

/

/

。
＼

環 状 型 ネ ッ トワ ー ク

＼
7

〉

階 層 型 ネ ッ ト ワ ー ク

分 散 型 ネ ッ トワ ー ク

図4.4-1コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク の 形 態 図

4.4.2ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム の 構 成

1)シ ス テ ム 構 成 と処 理

本 シ ス テ ム の 構 成 は,前 出 の コ ン ピ ュー タ処 理 仕 様 で 述 べ た と こ ろ で あ

る が,ハ イ レ ベ ル マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ と ロ ー レ ベ ル マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー

タ の2種 類 の マ イ ク ・ コ ン ピ ュ ー タ で 処 理 を行 な うた め に 図4.4-2で 示

す よ うな ネ ッ トワー ク 形 態 と な る。

-246-: .

《

マ

φ

4



・S

'

図4.4-2 マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー ク シス テ ム

に よる 販 売 在 庫 管 理 シス テ ム
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す な わ ち,・ 一 レ ベ ル で の 処 理.ハ イ レ ベ ル で の 処 理,上 位 コ ン ピ ュ ー

タ で の 処 理 と3段 階 の処 理 が あ り,・ 一 レ ベ ノレに も,受 注 処 理 を 専 門 に 行

な うサ テ ラ イ トコ ン ピ ュ ー タ と商 品 在 庫 管 理 を 専 門 に 行 な うサ テ ラ イ トコ

ン ピ ュ ー タ の2つ が あ る 。 い ず れ に し て も.m-・ レベ ル で は.第1の 機 能 が

デ ー タ 。エ ン ト リー 機 能 で あ り,次 い で 問 合 せ 機 能,日 報 出 力 機 能 等 が あ

る。 ハ イ レ ベ ル で は,集 計 期 間 ご と の 話 管 理 表 お よ び 請 求 書 を 出 力 す る。

上 位 の コ ン ピ ュー タ で は,こ れ ら の 諸 デ ー タ を 年 間 処 理 で あ る と か.統 計

処 理 で あ る とか,さ ら に は,経 理 ・財 務 な どの 他 シス テ ム の入 力 デ ー タ と

し て 活 用 す る こ と が で き る。

こ の よ うな シ ス テ ム構 成 に お け る ハ ー ドウ ェ ア,ソ フ ト ウ ェ ア の 特 徴 は

どの よ うな も の で あ る か を 次 に 述 べ る。

2)ハ ー ド ウ エ ア構 成

階 層 型 ネ ッ トワ ー ク に お け る ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 を 図 示 し た も の が 図4.4

-3で あ る
。 この 図 が 示 す よ うに,ハ ー ドウ ェ ア と し て は ハ イ レ ベ ル の マ

イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ に よ る ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ の 記 憶 容 量 は 最 低24KB,

32KB程 度 必 要 で あ り,大 容 量 記 憶 装 置 と し て磁 気 デ ィ ス ク,補 助 記 憶

装 置 と し て磁 気 テ ー プ,高 速 プ リ ン タ,キ ー ボ ー ドデ ィ ス ナ レ イ な ど の 周

辺 装 置 の ほ か に,他 の コ ン ピ ュー タ と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン を行 な うた め の

イ ン タ ー フ ェ イ ス ユ ニ ッ トお よ び 複 数 の 下 位 コ ン ピ ュー タ との コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョン と し て ネ ッ ト ワ ー ク コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ トが 必 要 で あ る。

ロ ー レ ベ ル の マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ に よ る サ テ ラ イ トコ ン ピ ュー タ の 記 憶

容 量 は16KBあ れ ば 十 分 で あ ろ う。 周辺 装 置 と し て は,外 部 記 憶 装 置 と

し て の フ 戸[ツ ピフー・ デ ィ ス ク 装 置,ミ ニ プ リ ン タ,キ ー ボ ー ドデ ィス プ レ

イ の ほ か に,ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン を 行 な うた め の イ

ン タ ー フ ェ イ ス ユ ニ ッ トが 必 要 で あ る。 こ こ で フ ィ ロ ッブ デ ィ ス ク お よ び

キ ー ボ ー ドデ ィス プ レ イ は,サ テ ラ イ トの コ ン トロ ー ル 部 に 内 蔵 され た デ

バ イ ス と し て コ ン ピ ュー タ メ イ ン コ ン トロ ー ル と 密i接 に 関 連 し て い る 記 憶

二r249一



装 置 と入 力 装 置 で あ る。 そ の た め,ミ ニ プ リ ン タ が 付 加 装 置 と し て 組 込 れ

て い る こ と に な る 。

ま た,サ テ ラ イ トで は,ホ ス トの ハ 〒 ドウ ェ ア リ ソ ー ス を 利 用 で き るた

め,高 度 な 問 合 せ に つ い ては,サ テ ラ イ トか ら ホ ス トへ 依 頼 す れ ば,サ テ

ラ イ'ト へ 情 報 を 伝 送 し て くれ る な ど高 度 な 処 理 を 可 能 と し て い る。

3ン ソ フ トウ ェ ア構 成

1コ ン ピ ュ ー タ 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お い て 必 要 と な る ソ フ ト ウ ェア の

構 成 を 図 示 した も の が 図44-4で あ る。 こ の 図 に 示 し て あ る よ うに コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン用 に は3つ の プ ロ グ ラ ム が あ る。 す な わ ち,ホ ス トコ ン ピ

ュ ー タ た お い て 上 位 コ ン ピ ュ ー タ と の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン を 担 当 す る ネ ッ

ト ワ ー ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム 。 同 じ くホ ス トコ ン ピ ュー タ に お

い て 下 位 の サ テ ラ イ ト コ ン ピ ュー タ と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン を 担 当 す る も

の で,送 受 信 の 要 求,伝 送 路 の ス テ ー タ ス チ ェ ック,デ ー タ転 送 で の エ ラ

ー チ ェ ッ ク な ど を 行 な うホ ス ト コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン プ ロ グ ラム 。 そ して,

'サ テ ラ イ トコ ン ピ
ュー タ に お い て 上 位 コ ン ピ ュ ー タ で あ る ホ ス ト コ ン ピ ュ

ー タ と の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン を 担 当 す る サ テ ラ イ ト コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン プ

ロ グ ラ ム で あ る。

こ れ ら の コ ミ ュ 三 ケ ー シ ョン プ ロ グ ラ ム を 通 じて,サ テ ラ イ トか ら ホ ス

トの 大 容 量 記 憶 装 置 へ の フ・ア イ ル ア ク セ ス が で き る,い わ ゆ る"リ モ ー ト

フ ァ イ ル ・ア ク セ ス 〃機 能 が 可 能 と な る6こ の 機 能 を 用 い て,デ ー タ の一

元 化 お よ び デ ー タ交'換 が で き る。

ま た,サ テ ラ イ トコ ン ピ ュ ー タ か ら ホ ス トコ ン ピ ュー タ に 対 し て プ ロ グ ラ

ム を 作 動 させ る 目 的 と した 処 理 を 行 な わ させ,そ の 情 報 を フ ィ'一 ドバ ック

させ る こ と が で き る,い わ ゆ る"リ モ ー ト ジ ョ ブ エ ン ト リ ル機 能 が 可 能 と

な る。 こ の機 能 を 用 い て 問 合 せ 処 理 が で き る。

さ ら に,ホ ス ト コ ン ピ ュー タ の 周 辺 機 器 が 共 有 に で き る こ とで あ る。 特 に

磁 気 デ ィ ス クや 高 速 プ リ ン タ を 自 由 に 使 用 で き る こ とは,シ ス テ ム全 体 の
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リ ソTス 効 率 は 著 じ ぐ 向 上 さ せ る こ と に'な る 。

以 上 が マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク ・シ ス テ ム に お け る ハ ー ドウ

ェ ア,ソ フ ト ウ ェ ア の 構 成 で あ る が,個 々 の マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ シ ス テ ム ・z'

の バ ー'ド ウ ェ ア,ソ フ トウ ェ ア に つ い ては 次 で 述 べ る。

4.4.3マ イ ク ロコ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム の 仕 様

こ れ ま で 述 べ て きた よ うに,本 シ ス テ ム で 使 用 す る マ イ ク ・ コ ン ピ ュ ー タ

に は,ホ ス ト コ ン ピ ュー タ と し て の ハ イ レ ベ ル の マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ,サ

テ ラ イ トコ ン ピ ュ ー タ と し て の ロ ー レ ベ ル の マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ の2種 類

が あ る。 双 方 の コ ン ピ ュー タ の違 い は,メ モ リー容 量 の大 き さ,周 辺 機 器 の

相 違 で あ り,処 理 内 容 の相 違 で あ る。 こ れ ら各 々 に つ い て ハ ー ドウ ェア,ソ

フ トウ ェア の 仕 様 を 以 下 説 明 す る 。

1)ハ ー ドウ エ ア 仕 様

ハ ー ドウ ェ ア は 大 き く分 け て ,中 央 処 理 部,周 辺 機 器 部 の2種 類 が あ る。

ま ず,中 央 処 理 部 と し て は,マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ を 中 核 と す る マ イ ク ロ コ

ン ピ ュー タ本 体 で あ る。 こ れ に シ ス テ ム ・コ ン ソ ー ル,メ モ リー,補 助 記

憶 が 付 加 さ れ る。 シ ス テ ム ・コ ン ソ ー ルは,プ ロ グ ラ ム の 走 行 状 態 を 制 御,

監 視 す る た め に 必 要 な表 示 装 置,ス イ ッチ 等 が 装 備 され て お り,通 常 状 態

に お け る プ ロ グ ラ ム 走 行 状 態 の 監 視 や 電 源 異 常 時 の 自動 復 帰 制 御,プ ロ グ

ラ ム異 常 処 理 の デ バ ッ ク が 行 え る 。

メモ リ に は 読 出 し だ け の メ モ リー で あ るPROM(Proqramable

ReadOnlyMemory),ROM(ReadOnlyMemory),

読 出 し,書 込 み 自 由 の メ モ リー で あ るRAM(RandomAccus

Memory)等 のICメ モ リー や コ ア メ モ リが あ る。PROMとRAMに

ょ る メ モ リは 処 理 の 標 準 化 が 可 能 な シ ス テ ム に 適 用 され,処 理 の 変 更 が 多

い シ ス テ ム では コ ア を 適 用 し て コ ス トパ ー フ ォ マ ン ス の 向 上 を 図 るo補 助

記 憶 は,主 と して デ ー タ量 が 非 常 に 多 い場 合 や 多 く'異 な っ た処 理 を 行 な う

場 合 に 用 い る が,本 シ ス テ ム で は 簡 便 で 安 価 な フ ィ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置
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を 利 用 す る。

次 に,周 辺 装 置 と し て は,キ ー ボ ー ドデ ィ ス プ レ イ,ミ ニ プ リ ン タ,プ

リン タ,そ して 必 要 で あ れ ば デ ー タ フ ァ イ ル と し て の 磁 気 テ ー プ を 用 い る。

マ イ ク ・ コ ン ピ ュ ー タ の 中 央 処 理 部 の 基 本 構 成 は 図4 .4-1に 示 す よ う

に な っ て い る・CPUモ ジ ュー ル か ら の 制 御 と し て の コ ン ト ロー ル パ ス
,

そ して ア ドレ ス ロ ジ ッ ク を通 じ てROM,RAMへ の ア ド レ ス バ ス の2つ

の流 れ と具 体 的 な 情 報 の 流 れ で あ る デ ー タ バ ス が あ る。

ロ ー レ ベ ル ,ハ イ レ ベ ル別 に バ ー 下 ウ ェ ア の 構 成 を 図 示 した の が 図4,.4

-2で あ る
。 図 中 の 構 成 装 置 の 仕 様 に っ い て は 次 の ・・一 ドウ ェ ァ仕 様 一 覧

に み る と お りで あ る 。'

瑠
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図4.4-2(次 頁)

ハ ー ドウ エア仕 様一 覧

1)中 央処 理 部

(1)基 本 処 理 部

○ 使 用 素 子MOS-LSI

O基 本 語 長8ビ ッ ト

.○ 命 令 の 種 類 … …74種

○ レ ジ ス タ ア キ ・一 ム レヲ
.(8ビ ・・ト)1個

デ ー タ レ ジ ス タ(8ビ ッ ト)6個

プ ロ グ ラ ム カ ウ ン タ(16ビ ・ ド)1個

ス タ ッ ク ポ イ ン タ(16ビ ッ ト)'1個

○ ア ド レ ス モ ー ド"… ダ イ ビ ク ト

レ シ ス タ

レ ジ ス タ間 接

イ ミ デ ィ エ ー ト

○ メモ リ容 量'65Kバ イ ト(最 大)

○ 基 本 命 令 サ イ ク ル …2・0!μS

O割 込 み 多 重 レベ ノい

(2)PROM部

記 憶 容 量16Kバ イ ト(ハ イ レ ベ ル)

8Kバ イ ト(ロ ー レ ベ ル)

ア ク セ ス タ イ ム1.3マ イ ク ロ秒(最 大)

(3}RAM部

言己J『意容 量16Kノ ミノfト'

8Kバ イ ト

ア ク セ ス タ イ ム1、3マ イ ク ・秒(最 大)

、
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ハ イ レ ベ ル マ イ ク ロ コ ン ピ ュ 一 夕

キ ー ボ ー ド

デ ィス プ レ イ装 置

2.400BPS

165cps.

高速 プ リンタ

メ イ ン コ ン トロール

装 置

32KB

磁 気 テ ー プ

⑬
磁 気 デ ィス ク

IFU… イ ン タ ー フ ェ イ ス ユ ニ ッ ト

10A…1/0ア ダ プ タ

MDA… マ ル チ デ バ イ ス ア ダ プ タ

ICU… 内 蔵 コ ン ト ロ ー ルユ ニ ッ ト

"
、

,
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『
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r 題

ロ ー ベ ル マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

〈

キ ー ボ ー ドデ ィス プ レ イ装i置

1、200BPS

255KB

フ ロ ッ ヒ ー ア ィ ス ク

図4.4-2レ ベ ル 別 ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 図
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2)

(1}

(2)

補 助 記 憶部

フ ロ ッ ピー デ ィス ク装置

記 録 密 度

トラ ック数

セ ク タ数

収 容 デ ー タ数

記 録 容量

ヘ ッ ドロー ド時 間 … …

ヘ ッ ド安 定 化 時 間 … 一

トラ ック移 動 時 間 … …

回 転速 度

デ ー タ転 送連 度 … … …

磁 気 デ ィス ク装 置

記録 密度

トラック数

記憶容 量

呼 出時間

ヘ ッ ド

回転 数

デ ー タ 転 送 速 度 …

磁 気 デ ィ ス ク仕 様 … …2面/カ ー ド リ ッ ジ

(3)磁 気 テ ー プ 装 置

記録密度

内 部a270ビ ッ ト/イ ン チ

外 部1,84'0ビ ッ ト/イ ン チ

77ト ラ ッ ク

26セ ク タ/ト ラ ッ ク

126文 字/セ ク タ

126×26×77=254,976ノ ミイ ト

60ミ リ秒

・10ミ リ秒

10ミ リ秒/ト ラ ッ ク

360rpm

245Kバ イ ト/秒

2.200ビ ッ ト/イ ン チ

200ト ラ ッ ク/デ ィ ス ク 面

2.45メ ガ バ イ ト

42.5ミ リ 秒

移 動 式2個

2.406rpm

312Kバ イ ト/秒

デ ィ ス ク 変 換 可 能

ト ラ ック 数

800ビ ヅ ト/イ ン チ

9ト ラ ッ ク

一258一
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3)

(t)

(2)

(3}

4)

ω

(2)

(3)

(4}

周辺 装 置

キ ー ボ ー ドデ ィ ス プ レ イ装 置

デ ー タ キ ー 文 字,記 号 入 力

テ ン キ ー0～9(・)(一)の 入 力

フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー … 諸 処 理 機 能

ス イ ッ チ 自動 レ コ ー ド前 進,自 動 イ ン ク リメ ン ト,

自 動 コ ピ ー,自 動 プ リ ン ト等 の 機 能

表 示 色 カ ラ ー(7色),モ ノ ク ロ

画 面 の 大 き さ9,14,20イ ン チ

表 示 文 字 数640,960,L920文 字

表 示 文 字 種 類128種

表 示 方 式TVラ ス タ ス キ ャ ン

輝 度 可 変

ミ ニ プ リ ン タ装 置

印 字 速 度20,30字/行

最 大 印 字 数80字/行

印字 方 式 ド ッ トマ ト リ ック ス 方 式

高 速 プ リ ン タ,.

印字速度165・180字/行

景 印 字 数132字/行

印 字 方 式 ドッ トマ ト リ ッ ク ス 方 式

接 続 装 置

イ ン タ ー フ ェ ク ス ユ ニ ッ ト…200,1,200,2.400ビ ッ ト/秒

1/0ア ダ プ タ 入 出 力 装 置 各1台 ご と

マ ル チ デ バ イ ス ア ダ プ タ … 補 助 記 憶 装 置1台 ご と

内 蔵 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト…基 本 処 理 部 に 内 蔵

一259一



2)ソ フ ト ウ ェア 仕 様

① ソ フ ト ウ ェ ア の 構 成

ソ フ ト ウ ェ アは 大 き く分 け て.マ イ ク ・・コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム を効 率

よ く機 能 させ る シ ス テ ム ブ ・ グ ラ ム と そ の コ ン ト・ 一 ノレの 下 で 機 能 す る

処 理 ブ ・ グ ラ ム の2種 類 が あ る 。 まず,シ ス テ ム ブ ・ グ ラ ム と し て は,

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム を 具 体 的 に 管 理 ・制 御 す る諸 プ ロ グ ラ

ム を駆 動 さ せ る た め の 呼 び 込 み 役 を果 す ブ ー トス ト ラ ッ プ ・ 一 ダ ,シ ス

テ ム全 体 を コ ン ト ロ ー ル す る モ ニ タ,OS(オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ

ム) ,コ ン ピ ュー タ間 の 通 信 を 制 御 す る コ'ミ ュニ ケ ー シ ョ ン コ ン トロ ー

ラ,直 接 に シ ス テ ム 全 体 の 状 態 の 監 視,指 令 を 果 す コ ン ソ ー ル ・コ ン ト

ロ ー ラ ,情 報 の 入 出力お よび プ ロ グ ラム の 編 集 機 能 を 果 す エ デ ィ タ,デ ー

タ,フ ァ イ ル の ア ク セ ス,メ イ ン デ ナ ン ス 等 の 管 理,制 御 を 行 な う フ ァ

イ ル ・マ ネ ジ メ ン トが あ る。

次 に,処 理 プ ロ グ ラ ム と し て は,コ ー ド変 換,入 力 情 報 の 編 集 な ど情

報 入 力 サ ポ ー ト機 能 を 果 す フ ォ ー マ ッ トサ ー ビス プ ロ グ ラ ム,具 体 的 な

処 理 を行 な い,要 求 され る情 報 を 出 力 す る,売 上 管 理 プ ログ ラ ム,受 注

管 理 プ ロ グ ラ ム,在 庫 管 理 プ ロ グ ラム が あ り,そ の 他,受 注 状 況,在 庫

状 況 な どの 日常 の 問 合 せ 機 能 を果 す 問 合 せ 処 理 プ ロ グ ラ ム が あ る。 これ

ら の ソ フ ト ウ ェ ア を 図 に ま とめ た の が 図+.4-7で あ る。

② ソ フ ト ウ ェア の 開 発

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の ソ フ トウ ェ ア は,汎 用 コ ン ピ ュー タ の ソ フ ト

ウ ェ ア が 書 き込 み,読 み 取 り 自 由 な メ モ リー 上 に 格 納 され る の と異 な り,

一 度 書 き込 まれ る と そ の 変 更 が で きな いROM
,PROMと い っ た 非 破

壊 メ モ リー に 格 納 さ れ る た め,繰 返 し て プ ロ グ ラム の デ バ ック が 不 可 能

と な る 。 こ の た め,マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の ソ フ トウ ェ ア 開 発 に は 一 般

に 図4.4-8で 示 さ れ る よ うに,直 接 に メ モ リー に 書 き込 ま ず に汎 用 コ

ン ピ ュー タ で シ ミ ュ レー シ ョ ン(模 似 実 験)を 行 な い,問 題 の な い ブ ・
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一 処 理 プ ロ グ ラ ム

ー ブ ー ト ス ト ラ ッ プ ロ ー ダ

モ ニ タ,OS

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン コ ン ト ロ ー ラ

コ ン ソ ー ル コ ン ト ロ ー ラ

エ ア イ タ

フ ァ イ ル ・ マ ネ ジ メ ン ト

フ ォ ー マ ッ ト サ ー ビ ス プ ロ グ ラ ム

売上管理 ブ ・グ・・一[暑 理

難 鯉 ブ ・グ・・一己 理

雄 管理 ジ ・グ・・一[暑 理

問合 せ処 理 プ ログ ラム

報

表

報

表

報

表

図4,4-7マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 用 ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 図

●

×

グ ラ ム と した 後 で マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ 用 オ ブ ジ ェ ク トプ ロ グ ラ ム と し'

て 出 力 す る 必 要 が あ る。 す な わ ち,あ る ゴ ン ピ ュー タ で 使 用 す る言 語 で

プ ロ グ ラ ム を記 述 し,他 の コ ン ピ ュ ー タ で 使 用 す る言 語 で 出 力 す る ク ロ

ス コ ン パ イ ラー と呼 ば れ る専 用 言 語 と汎 用 コ ン ピ ュー タ で マ イ ク ロ コ ン

ピ ュー タ 用 プ ロ グ ラ ム動 作 分 析 を す る プ ロ グ ラ ム シ ミ ュ レ ー タ,さ ら に

は,具 体 的 にROMと し て ブ ・ グ ラ ム を 電 子 回 路 化 す る マ ス キ ン グ 用 プ

ロ グ ラ ム の 開 発 が 必 要 とな っ て く る。

こ の よ うな こ と か ら,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ用 ソ フ トウ ェ ア の 開 発 と

し て は,実 際 に マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム で機 能 す る専 用 プ ロ グ ラ
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図4.4-8マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ用 ソ フ トウ ェ ア 開 発 手 順

プ

ロ

グ

ラ

ム

システム仕様 の決定

(入 出力情報,情 報 処理仕様)

↓
プ ログ ラム仕 様 の決 定

(入 出力,処 理手 順)

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ用

専 用 言 語(ク ロス コ ン パ イ ラ ー)

汎 用 コ ン ピ ュー タ

t ●
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N

Φ
ω
ー

デ

パ

ッ

ク

」 、ソ

オブジェクト

プログラム

＼
プ ロ グ ラ ム

リ ス ト

,

汎 用 コ ン ピ ュ ー タ

オブジェクト

プログラム

マ ス キ ン グ 用 プ ロ グ ラ ム作 成

汎 用 コ ン ピ ュ ー タ

回路 作 成

プ ログ ラム

動作分析表

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ'(PROM)

d



ムの ほ か に ,こ れ らの プ ログ ラム の開発 を効 率的 に行 な うた め 開発 サ ポ

ー ト ブ ・ グ ラ ム を 併 せ て 行 な わ な け れ ば な ら な い
。 これ ら を ま と め た も

の が 図4.4-9で あ る 。

ヅ

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ 一 夕 ー

関 連 ソ フ ト ウ ェア

開 発 サ ポ ー ト

プ ロ グ ラ ム

(汎 用 コ ン ピ

ュ ー タ処 理)

専 用 プ ロ グ ラ'ム

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ 一 夕用

専 用 記 述 言 語(ク ロ ス コ ン

パ イ ラ ー)

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 用

プ ロ グ ラ ム シ ミ ュ レ ー タ

マ ス キ ン グ用 プ ロ グ ラ ム

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

シ ス テ ム ブ ロ グ ラ ム

マ イ ク ロ コ シ ピ ュ 一 夕

処 理 プ ロ グ ラ ム

'

図4.4-9マ イ ク ・ コ ン ピ ュ ー タ 関 連 ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 図

③ プ ・ グ ラ ム作 成 の 留 意 点

これ ま で も触 れ て き た よ う に,汎 用 コ ン ピ ュ ー タ で は 読 み 書 き 目 由 の

メ モ リ ー に プ ロ グ ラ ム が 格 納 され る が,マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ では ,読

み 取 りの み し か で き な いROM,PROMに プ ロ グ ラ ム が 格 納 さ れ る た

め,ブ ・グ ラ ム の 作 成 に あ た っ て は,純 粋 の手 続 き部 分(固 定 ,不 変 部

分)と コ ン ト ロー ル フ ァ ン ク シ ョ ン な ど の 準 手 続 き部 分(可 変 部 分)と
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に 分 け て,不 変 部 分 はROM,PROMへ,可 変 部 分 はiRAM,外 部

メ モ リー へ と い うよ う に 区 別 し な け れ ば な ら な い 。

例 え ば,処 理 の 中 で 同 一 処 理 が 随 所 に 出 て く る もの や,機 能 的 に 分 割

した 方 が 都 合 が よ い 場 合 は,サ ブ ル ー チ ン と し て独 立 の プ ロ グ ラ ム と し

て作 成 し て,そ の 開 発 効 率,処 理 効 率 を 上 げ る の が 一 般 で あ る。 こ の サ

ブ ル ー チ ン に よ る処 理 の 場 合.従 来 の汎 用 コ ン ピ ュー タ の よ うに 処 理 終

了 の戻 りア ドレ ス を プ ロ グ ラ ム 内 に 格 納 す る こ とが で き な い 。(ROM,

PROM内 で あ る た め書 込 み が で き な い た め)こ の た め,サ ブ ル ー チ

ン 処 理 を 行 な う場 合 は,戻 り ア ド レス をROM,PROM以 外 に格 納 し

て お か な け れ ば な ら な い 。

こ の よ うな こ と か ら.図4.4-10に 示 す よ うに サ ブ ル ー チ ン 処 理 の た

め の 戻 り番 地 を 格 納 す る もの と し て ス タ ッ フ が あ る。 こ の 図 で 明 らか な

よ うに,サ ブ ル ー チ ン へ 処 理 が 移 る た び に 戻 りア ドレ ス を ス タ ッ ク に 次

次 に 重 ね,処 理 が 終 了 し,ス タ ッ クの 戻 りア ドレ ス に よ っ て 戻 る た び に

ス タ ッ ク に積 ま れ て い る ア ドレ ス を 上 か ら順 に 用 い て 消 し て い く。 こ の

よ うな ス タ ッ ク を プ ッ シ ュ ダ ウ ン ス タ ッ ク と呼 ん で い る。

(図4.4-10次 頁)

④ ブ ・ グ ラ ム の 特 徴

本 シ ス テ ム に お け る処 理 の 基 礎 で あ り,特 徴 と な る の が,イ ン テ リ ジ

ェ ン トタ ー ミナ ル と し て の デ ー タ エ ン ト リー 機 能 で あ る。 そ の た め の ソ'

フ トウ ェア と し て フ ォ ー マ ッ トサ ー ビ ス処 理 プ ログ ラ ム が あ る。 こ の ブ

・ グ ラ ム の処 理 を 図 示 し た もの が 図4.4-llで あ る。 この 図 に 示 す と

お りデ ィ ス プ レ イ 上 に 必 要 と な る デ ー タ 入 力 の た め の フ ォ ー マ ッ ト情 報

が シ ス テ ム よ り提 供 され る。 表 示 さ れ た フ ォ ー マ ヅ ト情 報 の 所 定 の 欄 に

必 要 な 情 報 を入 力 す る。 こ の 処 理 の た め に 用 意 され る の が デ 一 夕 ァ ィ テ

ム 指 令 で あ り,個 々 の デ ー タ に そ れ ぞ れ 対 応 した 指 令 に よ っ て入 力 処 理

が 行 な わ れ る。1つ の デ 一 夕 マ ィ テ ム 指 令 の 内訳 は,1っ の フ ォ ー・一マ ッ

ト情 報 は フ レ ー ム と呼 ば れ る単 位 で 表 現 され る空 間 に お け る位 置 を 示 す
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ス 。.ク(ア,レ ス⌒ 構)の 推 移'
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〈 デ ィス プ レイ上 の表 示 〉

〈 デ ー タ ア イ テ ム用 プ ロ グ ラ ム 〉 〈 デ ー タ ア イ テ ム 指 令 内 訳 〉

シ・ウワ[]粒[]カ ・ロ ニチ

(D1)(D2)(D3)

トク付 キメイ[=]

戊 ノ

デ 一 夕 ア イ テ ム 指 令

デ 一 夕 ア 行 ム指令(D・)

デ ー タ ア イ テ ム 指 令(D3)

一 ーへ

ノ
フ レ ー ム

デ 一 夕 ア イ テ ム 指 令(Dn)

図4.4-11フ ォ ー マ ヅ トサ ー ビス 処 理 概 略 図

1

2

3

4

5

フ レー ム位 置 の行 表 示

、フ レー ム位 置 の 列 表 示

入 力 前 ア イ テ ム表 示 記 号

ア イ テ ム入 力 指定 記 号

'ア イテ 三入 力 指定 記 号

、
●



、

●

た め の行 表 示,列 表 示 情 報,ア イテ ムの長 さ(桁 数),入 力 前 に表 示 さ

れ る記号(例 え ば ※※ … … ※ な ど)の 情 報,ア イテ ム入 力 指 定記 号(英

数 字,ガ タ カナ,記 号 等)の 情 報 お よび これ らの 情 報 に よっ て入 力処理

を行 な うプ ログ ラム との連 結 を行 な うた め の情 報 と して プ ログ ラム連 絡

用 記号 に よっ て構 成 され る。

こ の よ うな デ ー タ ア イ テ ム 指 令 を 用 い て,デ ィ ス プ レ イ 上 の位 置 を認 知

し て デ ー タ の 種 類,性 格 を 判 断 し,デ ー タ の エ ラ ー チ ェ ッ ク を 行 な い な

が ら効 率 的 な デ ー タ の 入 力 処 理 を行 な う。

⑤ プ ロ グ ラ ム と シ ス テ ム

これ ま で述 べ て き た よ うな 種 々 の処 理 を行 な う プ ロ グ ラ ム が マ イ ク ロ

コ ン ピ ュー タ シ ス テ ム で 動 作 す る場 合 の 関 連 を 図 示 し た も の が 図4.4-

⊥2で あ る。 こ の 図 で 示 し て い る よ うに.中 心 と な る の が メ モ リー の割

付 け(メ モ リー ・マ ッ プ)で あ る。 この メ モ リー マ ッ プ は,シ ス テ ム全

体 の 制 御e.管 理 を 行 な うモ ニ タ(OS)の た め の 情 報 エ リア,コ ー ド変

換 の た め の 情 報 エ リア,フ ァ イ ノレか ら の 入 力 情 報 エ リ ア.フ ァ イ ル へ の

出 力 情 報 エ リア,プ リ ン タへ の 出 力 情 報 エ リア,キ ー ボ ー ドデ ィ ス プ レ

イ 用 の 画 面 情 報 エ リア,プ ロ グ ラ ム用 の 情 報 エ リア,ワ ー ク用 情 報 エ リ

ア に よ っ て構 成 さ れ て い る。

また,外 部 記 憶 装 置 と し て の デ ィ ス クの 割 付 け(デ ィ ス ク マ ッ プ)は,

こ れ ら の メ モ リー マ ッ プ され た 各 エ リア へ の入 出 力 す る た め の 情 報 を格

納 し て お くた め の も の で,モ ニ タ ー(OS)パ ー ト,コ ー ド変 換 パ ー ト,

フ ォ ー マ ッ トサ ー ビ ス パ ー ト,得 意 先 マ ス タ ー,商 品 マ ス タ ー,ワ ー ク

エ リア の そ れ ぞ れ の パ ー トに 分 割 され る。

こ の よ うに,実 際 に デ ィ ス プ レ イ,キ ー ボ ー ド,プ リ ン タ ー へ の 入 出

力 を 行 な うた め の 情 報 エ リア,そ し て こ れ らの 処 理 に 必 要 と な る 情 報 エ

リア,そ し て,こ れ ら の 各 情 報 エ リア との 入 出 力 処 理 の た め に 必 要 と な

る外 部 記 憶 装 置 に お け る各 パ ー トに よ っ て 構 成 され る シ ス テ ム仕 様 に よ

って 各 プ ロ グ ラ ム は 所 期 の処 理 を行 な う。
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メ モ リ ー マ ッ プ デ ィ ス ク ・ マ ッ プ

モ ニ タ(OS)用 情 報 エ リア

コー ド変換 テ ー ブル用 情報 エ リア

ニ ＼(変 換 テ ー ブル へ 。ダ)

⇒

へ

入 力 情 報 エ リ ア

(フ ァイル か らの入 力 情 報)

出 力 情 報 エ リ ア

(フ ァイ ルへ の 出 力情 報)

編 集 出 力 エ リ ア

(プ リン タへ の 出力 情 報)

画 面 情 報 エ リ ア

(キ ー ボ ー ド 。デ ィ ス プ レ イ 用)

プ ロ グ ラ ム 用 情 報 エ リ ア

ワ ー ク 用 情 報 エ リ ア

処理関連 図
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5シ ス テ ム の 拡 張 と 展 望

5.1他 シ ステ ム との 関 連

前 述 して きた よ うに,本 シス テ ム の基 本 的 な設 計 思 想 は,製 品 ブ ・フ ィー

ル 情 報 を中心 と した シ ステ ム設 計 で あ り,そ の た め に商 品 マス ター 中心 の処

理 を基 礎 とした販 売 在 庫 管理 シス テ ム を設 計 した もの で あ る。

この こ とは,こ れ まで の調 査研 究 の結 果 か ら,フ ァ イ シ ョン情報 シス テ ム

の基 盤 とな る情報 として製 品 プ ロフ ィー ル情報 を抽 出 し,そ の把 握 を 目的 と

'
した単 品管 理 シ ス テ ムの設 計 思 想 を基 礎 とす る シス テ ムの形 成 が必要 であ る

との結論 を背 景 と した シス テ ムで あ る とい うこ とに よる。 この た めプ他 の シ

ス テ ム との関 連 を商 品 マス ター との関 連 を中心 に す る こ とに よ り トー タル シ

ス テ ム との位 置 づ け も明確 と な り,調 査 研究の 目的 に そ うこ とに もな る。 こ

の よ うな考 え方 に基 づ い て他 の シス テ ム との 関連 を 図示 した もの が 図5ユ ー

1で あ る。

この 図 が示 す よ うに,商 品 マ ス タ ーを 中心 と して,得 意 先 マ ス ヌ ー,『工程 マ

ス タ ー,顧 客 マ ス タ ー のそれ ぞれ の マス ター'との処 理 に よ って,販 売管 理,

生 産 管理,顧 客 情 報 管 理,さ らには,在 庫管 理,技 術 情 報 管理 が行 なわ れ.

商 品 企 画 の た め の フ ァ ッシ ョン ライ フ情報,フ ァ ッシ ョ ン ミ ックス情報 が提

,供 され る.こ とに な る。

そ して,デ ー タベ ー ス の設 計 の と ころ で も述 べ た よう に,各 処 理 シス テ ム
'
の 目的 に よ うて商 品 マス ター の ウ ェ イ トが 異 な って い る。 す なわ ち.具 体的

に消費 者 に供給 す る商 品仕 様 の レベ ルか ら実 際 の生産 に 必要 とな る製造 仕様

の レベ ル まで の い くつ かの情 報 の レベ ルが あ り,そ れ ぞ れ の対 応 す る商 品 マ

ス ター の デ ー タが異 な ってい る。

この ことを代 表 的 な関 連 シス テ ム と して具 体 的 な デ ー タ の対応 とそ の処 理

に よ って説 明 した もの が 図5,1-2,図5.1-3で あ る。 この図 の示 す よ う

に,顧 客 情報 管理 のベ ー スは.品 種 をア イテ ム とす る用 途属 性,色,,柄.素
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図5.1-1商 品 マ ス タ ー を中 心 と した シ ス テ ム関 連 図
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材,ス タ イル,ブ ラ ン ド,サ イズ を ア イ テ ム とす る製 造 属性,そ し てプ ライ

ス を ア イ テ ム とす る価 格 属性 の3つ の属 性 か らな る製 造 プ ロフ ィー ル と.年

令.学 歴,職 業,居 住地域 を ア イ テ ム とす る対 象属 性,所 得 をア イ テ ム とす

る性 向 属性,季 別,使 途 を ア イ テ ム とす る行 動属 性 の3つ の属 性 か らな る消

費 プ ロフ ィール とを結 合 す る処理 で あ る。 この プ ロフ ィー ル結 合 は,種 々の

消 費 者 に対 す る調 査 に よ って,5つ の購 買 行 動 パ ター ン であ る革 新 者,初 期

採 用 者,前 期 追 随 者,後 期 追 随 者,遅 滞 者 の それ ぞれ につ いて,製 品 プ ロフ

ィー ル サ イ ド,消 費 プ ロフ ィー ル サ イ ドの両 サ イ ドか ら関連 づ け.こ れ らの

購 買 行 動 パ タ ー ンをキ ー と して結 合 を行 な い プ ア ッシ ョン動 向 を分 析検 討 す

るo

また,生 産 管理 のベ ー スは,色,柄,素 材 の各 ア イ テ ムは原 反 の特性 と し

て把 握 され,直 接 の生 産 管 理 の デ ー タは 原 材料 の意 味 しか もた な い が,ス タ

イル.サ イズ,加 工仕 様 の各 ア イテ ムは 製 造 属性 の重 要 ア イテ ム と して生 産

管理 で取 扱 わ れ る。 これ らの製 造 属 性 とコ ス ト属 性 の2つ の属 性 か らな る製 ・

品 プ ロ フ ィール と裁断 準備.裁 断,組 合 せ,投 入 を ア イ テ ム とす る縫 製 準備

属 性.縫 製,外 注 縫 製,中 間 検 査,仕 上 を ア イテ ム とす る縫 製属 性,最 終検

査,包 装 を ア イテ ム とす る出荷 属 性 の3つ の属 性 か らな る工程 コ ン セプ トと

を結 合 す る処理 で あ る。 す な わ ち,製 品 プ ロ フ ィー ル に基 づ い て製造 可能 な

各 部 品 に展 開 す る と と もに 工程 コ ン セプ トに基 づ いて各 工 程 の処 理 能 力 に よ

ってそ の 製造 日程 を展 開 す る。 この 部 品展 開.日 程展 開 に よ って原 材料 仕 入

工程 別 負荷.ロ ッ ト数量 を決 定 す る製造 仕 様 展開 パ ター ンに基 づ い て具 体 的

な プ ロダ ク トス ケ ジ ュー ル が 立案 され,こ れ にょ って生 産 管 理 の基 礎 デ ー タ

として 各 種 の処理 が行 なわ れ る。
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〈 デ ー タ〉

ス リー ピー

ス ー ツ

ジ ャ ケ ッ ト

ス ラ ック ス

フ ォ ー マ ル

オ ー 八 一 コ

ス ポ ー ツ コ

ス ポ ー ツ ジ

そ の他

ホ ワ イ ト

ブ ラ ック

グ レー

フ ル ー

グ リー ン

オ リー ブ

プ ラ ウ ン

ベ ー ジ ュ

無 地

格 子

縞

綾

小 柄

ウー ス テ ッ ト

フ ラノ

サ ク ソ二 一

パ ラ ッ シ ャ

シ ●一 ク ス キ ン

ツ ィ ー ド

ギ ヤバ ジ ン

そ の他

コ ン チ ネ ン タ ル

トラ デ ィ シ ョナ ル

イ ン タ ー ナ シ ョナ

個 別 に設 定

JISs元 表 示

個 別 に 設 定

〈 アイテム〉〈属性〉

品種一 用途
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}
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サ イズ

搬

〈購買行動 パ ター ン〉
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図5・1-2顧 客 情 報 管理 関 連 デ ー タ構 成 図

対象

'性 向 一所 得

行 動 一

<デ ー タ>

0～20

21～25

26～SO

81～35

年令.86～ 、 。

41～45

45～50

51～55

56～60

61～

旧制中学卒

旧制高校卒

旧制 大学卒

学歴 新制中学卒

新制 高校卒

新制大学 卒

大学在学 中

その他

.大 中企業経営者

管理 的職業

専門的職業

小 企業 経営者

職業 事務 ・販売的職業

技術的職業

農林漁業

サー ビス職業

無 職

その他

居住地 域一個別 に設定

100万 円未満

200〃

250〃

800〃

400"

500〃

500万 円以上

…毘
.
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5.2知 識 集 約 化 グ ルー プ との 関連

1)知 識 集 約 化 グ ル ー プの育 成

昭 和49年5月25日 公 布 の 「特 定 繊 維 工業 構 造 改 善 臨 時措 置 法 の一 部

を改 正 す る法 律」 に よ って ス タ ー トした新 繊維 工業 構 造 改 善 政策 の重要 施

策 の ひ とつ が 知識 集 約化 施 策 で あ る。 この施 策 の具 体 策 と して知 識 集 約イヒ

グル ー ブの育 成 が あ る。 まず.繊 維 工業 に おけ る知 識 集 約 化 とは 織 工審 お よ

よび産 構 審 の合 同 答 申に よれ ぱ 〃価 格,品 質等 に関 す る 消費 者動 向 を商 品

の企 画 ,生 産 お よび販 売 に迅 速 かつ的 確 に反 映 す る諸 機 能 の強 化 を図 るた

め の情 報 収 集 機能 お よび商 品販 売機 能 の統 合 であ る」 と してい る。 この よ

うな意 味 で の機 能 の 統合 は大 手 の化合 繊 メー カー,卸 小 売 業 者 に よ ってい

わ ゆ る系列 化 と して一 部 進 め られ てい るが,中 小 零 細 企業,中 堅 企業 を中

心 と した機 能 の統合 化 は な され て いな い。 このため,本 施 策 の狙 い も これ

らの 中小 零 細 企業,中 堅 企業 に よ る統合 化 を図 る と ころ に あ る。 この よ う

な狙 い に よ って知 識 集約 化 の た め の グル ー ブ育成 策 が 推進 され てお り,次

の よ うな助 成措 置 が 講 じ られ て い る。

① 融 資

○ 中小 企 業事 業 団 に よ る融 資

・商 品 開発 等 の機 能強 化 のた め の共 同事業 に要 す る資金(ソ フ ト資

金)

・商 品 生 産 お よ び商 品流 通 強化 の ため の共 同事 業 に要 す る資金(ハ

ー ド資金)

・中小 企 業金 融 公 庫 に よる融 資

・日本 開発 銀行 に よ る融 資

② 債務 保 証

・繊 維 工業 改 善 事 業 協 会 に よる 債務 保 証

この他,特 別 償却 制度,税 額 控 除 制度 等 の税 制 優遇 措 置 が あ る。
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2)知 識 集 約 化 グル ー プの形 成 とそ の運 営

政府 に お い ては前 述 の よ うな概 念 と助成 措置 に よ って知 識 集 約 化 グルー

プの 育成 を図 っ て きてい るが,具 体 的 に知 識 集約 化 グル ー プが持 つべ き機

能 とし て次 の よう な機 能 を あげ て い る。

○ 情報 収 集 機 能

○ 製 品 開発 機 能

○ 製品 実現 機 能

○販 売機 能

この よ うな機 能 を効 率 的 か つ 円滑 に発 揮 させ るため には,こ れ ら の機 能 を

統 括 す る機 構 が 必要 とな って くる。 特 に.グ ル ー プそ の ものが ひ とつ の組

織 体 と して活動 す るた め には,グ ル ー プ全 体 を管理 してい く機 構 が必 要 で

あ り,そ の運 営 に 必要 な情 報 を一 元 化 し.各 構成 企 業 に対 して の迅 速.的

確 な情報 処 理 が必 須 の こ と とな る。

この よ うな考 え方 に基 づ い て,情 報 セ ンター を核 とした管理 機 能 を中心 と

した知 識 集約 化 グル ー ブの構 成 案 を示 した の が図5.2-1で あ る。

この図 に示 され て い る よ うに,情 報 セ ン ター を核 と した管理 機 能 を中心

と して商 品 企 画機 能,参 加 企業 に よ る生 産 機能.受 注機 能,出 荷 機 能 の5

っの機 能 に よ って 構成 され て い る。

商 品 企 画機 能 は,主 と して共 同 情報 収集 分 析 部 門 に よっ て具体 化 され,生

産 機 能 は,参 加 企業 へ の生産 分 配 と共 同仕 入 加 工処 理 部 門 に よ って具 体 化

され,受 注 機 能 は 主 として共 同 営 業 部 門 に よ って具 体 化 され,出 荷 機 能 は

共 同 配送 部 門 に よっ て具 体 化 され る。

この よ うな機 構 の 運営 で重 要 とな るの が,企 業 の主 体 性 と共 同 機 構 運営

に ょる集 中 管理 性 とを どの よ うに バ ランス させ るか とい うこ とで あ る。

な ぜ な らば.こ れ まで 自主 独 立 の運 営 を して きた 参加 企業 の主 体 性 を確

保 して お かな け れ ば,短 期 間 で 共 同機 構 に よ る メ リッ トが 出 な い こ とが予

想 され るため,安 易 な一 体 化 は か え って企 業 同 士 が もた れ あい な どグ ル ー
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ブ崩壊 を 招 く恐 れ が あ る こ とや,共 同機 構 で あ るた め,強 力な 管理 機 能 を:

発揮 しな い と激 しい市 場 競争 に勝 ち残 れ ない恐 れ が十 分 に あ る ことか ら.

参 加 企業 の主 体 性 と運 営 の集 中管 理性 の どち らか に ウ ェイ トが かか った場

合 は,グ ルー プ化 の達 成 とそ の維 持 は 困難 とな って くる。

この よ うな こ とか ら,知 識 集 約化 グル ー プ を運営 して い くた め には 次 の

よ うな こ とが重 要 とな るo

O受 注配 分 の公 正化

○ ク レー ムの 処理

○ 企業 機 密 の保 持

○情報 提 供 の公 平 化

○提 供 情報 の信 頼 性

○利 益 の適 正還 元

○経 費 負担 の 公 正 化

この よ うな課 題 を解 決 す るた め には 少 な くとも次 の よ うな ルー ノレ化 が 必

要 で あ る。

① 共 同事 業 処 理 ル ール

具 体 的 な事 業 を行 な う場 合 に それ ぞれ の参 加 企 業 の便益 を保 障 す るた

め の ル ール で,例 えば,製 品 につ いて の ク レー ム処 理 で当該 企業 へ何 ら

か の ペ ナ ル テ ィを課 す こ とや,企 業機 密 の保 護 の徹 底,受 注配 分 につ い

て の基 準 化(参 加 企業 に は品 種,デ ザ イ ンに よ って得 手,不 得手 が あ り,

具 体 的 には大 量 生 産 で き る大 衆 品,高 度 な技 術 が 要 求 され る高 級 品 な ど

で あ るが,こ の よ うな参 加 企業 の特 性 に よ る ラ ン クづ け等)な どの と り

決 め で あ る。

② 共 同事業 管理 ル ー ル

共 同事 業 を統 一 的 に管 理,実 施 す るた め に必要 とな るル ー ルで.参 加

企業,得 意 先 との取 引 きあ る いは原 材料 メー カー,加 工 企業 との取 引 き

におけ る形 式,用 語等 の 統一 化 や提 供 情報 の形 式,レ ベ ル.用 語 な どの
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統 一 化 す る こ との ほ か に各事 業 の実 施 にあ た って の権 限 と責 任 体 制 の と

り決 め な どで あ る。

3)知 識 集 約 化 グル ー ブ と情 報 シ ステ ム

知 識 集 約 化 グル ー プで の大 きな機 能 は,商 品 を企 画 で き る機 能,そ の

商 品 を生 産 す る機 能,そ して そ の商 品 を 自 らが販 売 す る機 能 で あ る こ とか

ら,そ れ らの機 能 を サ ポ ー トす る情報 シス テ ムが必 要 とな る。 す なわ ち,

商 品 企 画 の能 力 を高 め る シス テ ムの形成,多 品種 少 量 生 産 を効 率 的 に 円滑

に行 うため の サ ポ ー トシ ス テ ムの形 成,そ して,販 売 お よび在 庫 を単 品 レ

ベ ル で把 握 で き る シス テ ムの形 成 を狙 った フ ァ ッシ ョン情 報 シス テ ム の実

現 を 図 る こ とが必要 とな る。 具 体 的 には 図5.2-2で 示 す よ うに,情 報 セ

ン ター を 中心 と して 消 費 者 ニ ー ズ ,販 売 活動,生 産 活動 を統 一 的 に把 握 し,

そ れ ぞ れ の情報 を有 機 的 に結 合 す る情 報 シス テ ムの形 成 が必要 とな る。

この図 に示 す よ うに,情 報 セ ン ター を中心 と した情 報 シス テ ムは フ ァ ッ

シ ョン情報 管理 シス テ ム,多 品 種 少量 生産 管 理 シス テ ム,販 売 在 庫 管理 シ

ス テ ム の3つ の大 きな シス テ ムか ら構 成 され てお り,各 々が情 報 セ ン ター

の デ ー タ ベー ス に よ って結 合 され て い るわ け であ るが.各 シス テ ムで そ の

情 報 の とら え方 が 異 な って い る。 す なわ ち,生 産 に お い ては,ど の よ うに

製 造 す るか とい うこ とが第 一義 とな るた め,非 常 に詳 細 な製 品 の情 報 が必

要 とな る製 品 イ メ ー ジ の強 い情 報 群 であ り,販 売 に お いて は,消 費 者 の感

覚 に ど う訴 え る のか とい うこ とが第一 義 とな るため,色,柄.素 材,ス タ

イル とい った要 素 の組 み合 せ か ら くる商 品 イ メー ジの強 い情 報 群 で あ り,

これ らの イ メー ジを技 術面,採 算 面 か ら考慮 して製 品 開発 を行 な って い る

のが'商品 企 画 で あ る。

この よ うな情 報 の と らえ方 の相 異 か ら生 産 では製 造 仕 様,販 売 で は商 品

仕 様,商 品企 画 では 製 品 仕 様 とそ れ ぞれ重 要 とな る仕 様 が あ り,デ ー タベ

ース に お け る商 品 マ ス タ ーの サ ブマス ター と も関 連 して くる
。

これ らの仕 様 を 中心 に して商 品企 画 では,ど の よ うな衣 料 品 を揃 え るか と

:-28i一



図5.3-2知 識 集 約 化 グ ル ー プ に お け る情 報 ・:xテ ム概 念 図
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い った"品 揃 えの設 定",ど の よ うな価格 帯 とす るか とい った 〃ブ ラィス

ゾー ンの設定 〃.こ れ らの設 定 され た衣料 品 を どれ だ け の量 とす る のか と

い った 〃ボ リュー ム ゾー ンの設定 〃を行 な う。 生 産 では.期 間 内 の 生産 数

量 を決 め る 〃生産 ボ リ ュー ム の決定 〃をは じめ と して.〃 生 産 ス ケ ジ ュー

ル の決 定 〃,〃 生 産価 格 の決 定 〃な どを行 な う。 そ して販 売 で は,期 間 内

の販 売数 量 を見 込 む 〃販 売 ボ リュー ムの決定 〃をは じめ と して,"販 売 ス

ケ ジ ュー ノレの決 定 〃,〃 販 売価 格 の決 定 〃な どを行 な う。 この よ うに そ れ

ぞ れ の機 能 で種 々の決 定 を行 な うた め の必要 な情報 を提 供 す るな どの サ ポ

ー トを行 な5の が ,先 に述 べ た3つ の シス テ ム であ る。

まず.フ ァ ッ シ ョ ン情 報 管理 システ ムは.消 費 者 に対 して ア ン ケ ー ト調

査 な どに よ っ て行 な う消費 者購 買 調査,国 内外 の フ ァ ッシ ョン誌,各 種 統

計 な どの関連 文 献 資料 の収 集 ・分析,そ して特 定 の消 費者 を選 び具 体 的 な

衣 料 品着 用 に よ る感 想 を求 め るモ ニ ター調 査 な どに よ って得 られ る消費 者

ニ ーズ,フ ァ ッ シ ョン性 向等 の諸 情 報 を管理 し,商 品 企 画 を サ ポ ー トす る

システ ム で あ る。

つ ぎに,多 品 種 少量 生 産管 理 シス テ ムは,生 産 工 程.製 品 出荷 の 管理 を

行 な う納期 管 理,原 材料,仕 掛 品,製 品等 の在 庫管 理 ・品 質管 理 に ょ り.

少 ロ ヅ ト.短 期 生 産 を図 る シス テ ムで あ る。

そ して,販 売 在 庫 管 理 シ ス テ ムは,百 貨 店 ・量 販 店 ・専 門店,直 営店.

商 社 ・問屋 に対 して受 注 か ら納入.決 済 まで を管 理 し,販 売機 能 をサ ポ ー

トす る シス テ ムで あ る。

以 上 の よ うに,情 報 セ ン ター を 中心 とした シス テ ムの サ ポ ー トに よ って.

売 れ 筋 を把 握 し,生 産 の不 確 実性(リ ス ク)を 軽 減 し,付 加 価 値 の 高 い体

質 へ転換 す る知 識 集 約 化 グ ル ー プの確 立 とそ の充 実 が図 れ る。 そ して.こ

の情 報 セ ン ター が ひ とつ の結 節 点 とな って繊 維 産 業 全体 に ファ ッ シ ョン情

報 の流 通 円滑化,効 用 化 を図 る情 報 ネ ッ トワー ク が形 成 され て い く もの と

予 想 され る。
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6今 後 の 課 題

本 調 査 研 究 は,繊 維 産 業 を消 費 者 二τ ズ に対応 した 付 加 価値 の高 い産業,

い わ ゆ るフ ァ ッシ ョン産 業 化(シ ス テ ム産 業 化,情 報 産 業 化)を 図 るため,

多 様 化.個 性化 す る消 費 者 ニ ーズ の動 向(フ ァ ッシ ョ ン性 向)を 正 確 に とら'

え るた め の情報(フ ァ ッ シ ョン情報 を中心 と した 情報)を 収 集 し,加 工 し,

評価 す る こ とに よ って繊 維 製 品の 生 産 流通 過 程 に おけ る商 品 企 画.生 産,流

通,販 売 等 の諸 活動 に 消 費者 ニ ー ズ を迅速 ・的 確 に反 映 させ る シ ステ ム(フ

ァ ッシ ョン情 報 シス テ ム)の 形 成 にっ い て分析 ・検 討 し,ひ とつ の具 体 案 を

提示 した が,モ デ ル設計 として紳 士服 を と りあ げ た た め,他 の業 種 へ の適 合 ・・

に っ い て十 分検 討 が な され てい な いた め,今 後,本 シス テ ム の適 用 につ いて

は その相 違 を十 分考 慮 しな け れ ば な らな い。 また,衣 料 縫 製 業 を中 心 とす る

ア パ レル 産業 が 最 も得 意 とす る と ζろ であ る消費 者 ニ ーズ を具 体 的 な製 品 イ

メー ジ に転 換 し製 品 化 す る能 力 を十 分 に発揮 す るた め に は,フ ァ ッシ ョン情

報(製 品 プ ・ フ ィー ル情報)を 中心 と して多 品種 少 量 生 産 シス テ ム との イ ン

ター フ ェイス を十 分 考 慮 しな け れ ば な らない。 そ の た め に は,本 調 査 研 究 で

もそ の方 向 を示 唆 して結合 して い くこ とが最 も有 効 とな るで あ ろ ㌔ また,

新 構造 改善 対 策 に お い て も有 効 とな る システ ム と して考 慮 し て きたが,実 際

の グ ル ー プ化 では,そ の構成 メ ンバ ー の業 種,～規 模 も多種 多様 で あ る と ころ

か ら,そ れ ぞ れ シス テ ム化 の事 情 が異 な って くる と考 え られ るの で,実 情 に

あ った シス テ ム化 を図 って い く必要 が あ る。

い ずれ に して も,衣 料 縫 製業 を 中心 と した シ ス テ ム化,情 報 化 に つ い ては,

そ の方 向 づ け と 目標 の設 定.そ して,そ れ ら の基 礎 シス テ ム とな る単 品 管理

シス テ ム の設計 思 想 を現 実 の業 務 へ導 入 した シス テ ム の開 発 を通 じて,あ る

程 度 の レベ ル まで到 達 した もの と考 え られ る。 この た め,今 後 は,本 調 査 研

究 の成果 を実 際 の シス テ ム開 発 に 活用 すべ く,そ の 周知 力 を努 め な け れ ば な

らな い。
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今後 にお い て,繊 維 産 業 の シス テ ム化.情 報 化 の一 層 の推 進 を図 って い く

うえで 重 要 とな るの が,標 準 化体 系化 の方 向 であ る。 す なわ ち.繊 維 産 業 で

用 い られ る用 語(例 え ば,色.柄,素 材 の呼 び方)が 多種 多様 で統 一 が とれ

て いな い こ とや 取 引決 済 方 法 の不統 一 の た め.情 報 の円滑 な流 通 の防 げ とな

っ てお り,情 報 の効用 も低 くな って い る現 状 か ら,こ れ らの 統一 化,標 準 化

の推 進 が業 界 の システ ム化 レベ ル を向 上 させ るた め の基 本 的 な方 策 で あ り,

本 調 査 研 究 の 所期 の 目的 を達 成 させ るた めの基 本 要 件 で あ る。

以 上,今 後 の課 題 と して,い くつ か挙 げた が,最 も重 要 な こ とは,本 調 査

研 究 の成果 を短 期 間 に 実現 す る こ とは不 可能 で あ り,ト ー タル シス テ ムの一

環 と して実 現 可 能 な部 分 か ら シス テ ム化 す る こ とで あ る。 同一設 計 思 想 の基

盤 に立 った 個別 シス テ ム の構 築 に よ って.点 と点 を結 び線 と し,線 と線 を結

び面 と して い くよ うに効 果 的 な シス テ ム化 の推 進 が 可能 とな る。 そ して.政
へ

府 が講 じて きてい る新 構 造 改 善 対 策 の最 も重 要 な施 策 の ひ とつ で あ る知識 集

約化 施 策 の推 進 と期 を一 に して シス テ ム化 を 図 って い くこ とに よ って繊 維産

業 の システ ム化 ・情 報 化 の達 成 は非 常 に実 現性 の高 い もの とな るで あ ろ ㌔

＼
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7

ス テ ム化 を 図 る ア ン テ ナ ・シ ョ ップ情 報 管理 シス テ ム。

←う 消費 者 ニ ー ズに適 合 した,附 加価 値 の高 い 製 品を 生 産 す るた め に有効

と な る フ ァ ッシ ョン予 測 シス テ ム。

本 年 度 は,こ れ まで の成 果 を 踏 まえ て,具 体 的 に衣 料 縫 製 業 を 中心 と した

フ ァ ソ シ ョン 情報 シス テ ムを 形 成 す る た め,現 実 の業 務 にお い て どの よ うな

シ ス テ ムを 導 入 展 開 して ゆけ ば よい か を 明 らか に す る ことを 主 眼 と して調 査

㍍ 分析 を行 な っ た。 全 体 的 な調査 分析 と して紳 士服,布 畠,婦 人 子供 服,被 服

の4業 種 に つ い て そ れぞ れ代表 的 な企 業 を 選定 し特 質 を把 握 す るた めの分 析

を行 ない 業 務 分 析 と して と り まと めた 。 また,布 畠,紳 士 服 に つ い ては,情

報 ア イテ ム分 析,部 門間 情 報 フ ロー分 析 を通 じて販 売 在庫 管 理 の た めの情 報

処理 仕様 を 決 定 しシス テ ム基 本 設 計 と してと りま と めた。 さ らに,紳 士 服 に

つ い ては効 果 的 な シス テ ム開発 を 狙 っ て モデ ル企 業(紳 士 既 製 服 製 造 の 中堅

上位 の企 業)に つ い て以 下 の 内容 で マ イ ク ロコン ピュ ー タに よる販 売 在 庫 管

理 シス テ ム の設 計 を 行 な唆 シス テ ム詳 細 設計 と して と りま と め た。

① デ ー タベ ー スの 設 計

シス テ ム基本 設 計 に基 づ いた モ デ ル 企業 に お け るデ ー タベ ー ス(商 品 プ ロ

フ ィー ルを 中 心 と して フ ァ ッ シ ョン情 報 につ い て構造 的 に集大 成 した もの)

の作 成 を行 ない 具 体 的 な フ ァ イル処 理 に つい て も考 察 した 。

② コ ン ピュ ー タ処 理 仕様

販 売 管理,在 庫 管理 を 中心 と した シス テ ム の処理 内容 の調 査 分 析 を行 な い,

マ イク ロコ ン ピュ ー タネ ッ トワーク シス テ ムに よる処 理 に つ い て入 出 力 情報,

処 理手 順 等 を 明 らか に した 。

③ コ ン ピュ ー タ シス テ ム化手 引書

これ まで の調 査 分析 に よっ て明 らか と な った マ イク ロコン ピュ ー タ シス テ

ムの導 入 に つ い て そ の指 針 と な る手 引 書 を 作成 した 。

④ マ イク ・ コ ン ピュ ー タ システ ム の開発 仕様

実 際 に適 用 可能 な マ イ ク ロコ ン ピュ ー タ シス テ ムについ てそ の ハ ー ドウ ェ

ア 仕様,ソ フ トウ ェア仕様,さ らには,プ ロ グ ラ ム開発 上 の留 意 点 につ い て

も触 れた 。

最 後 に,本 調査 分 析 に基 づ いた シ ス テム の拡 張 と展 開 につ い て検 討 した。

まず,生 産 関 連,商 品企 画 関連 の シス テ ムへ の 拡張 展 開 につ い て,他 シス テ

ムと の関 連 と して と りま と め,他 業種 との結 合 に つ い て知 識集 約 化 グノレー ブ

と情 報 シス テ ムの 関係 か ら本 シス テ ムへ の係 わ りに つい て分 析 検 討 し知 識集

約化 グ ル ー プと の関連 と して と り まと めた 。

■
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繊維産業 のシス テム化 ・情報 化に関す る調 査報 告書
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1調 査 の 目的

繊 維産 業 を 消費者 ニ ーズ に対 応 した附 加 価 値 の高 い産 業,い わ ゆ る フ ァ ッ

シ ョン産 業 化(シ ス テ ム産 業 化,情 報 産 業 化)を 図 るた め,多 様 化,個 性 化

す る 消費者 ニ ー ズの 動 向(フ ァ ッ シ ョン性 向)を 正 確 に と らえ るた め の情 報

(フ ァ ッシ ョン情 報 を 中 心 と した 情 報)を 収集 し,加 工 し,評 価 す る こと に

よっ て繊 維製 品 の生産 流通 過 程 に お け る商 品 企画,生 産,流 通,販 売等 の諸

活 動 に 消費者 二ご ズを 迅速 的 確 に反 映 させ る シス テ ム(フ ァ ソシ ョン情 報 シ

ス テ ム)の 形 成 につ い て調 査 分 析 を行 な う。

2調 査 の概 要..

本 調 査 は,昭 和48年 か ら実 施 して きてい るが,初 年 度 では 衣 料縫 製 業 を

中心 と した繊維産業 の実態を 正確 に把握 し、繊維製品の生産 流通過程(企 画

=生 産=流 通=販 売)の す べ てに わ た っ て有機 的 に結合 す るた め の 中核 情 報

と し て,フ ァ ッ シ ョ ン 情 報 を と らえ,そ の 流 通 円 滑 化,効 用 化 を 図 る シ ス テ

ム,い わ ゆ る フ ァ ッ シ ョン 情 報 シ ス テ ム の ビ ジ ・ン を 策 定 し ,紳 士 服 に つ い

て その モデ ルを 作成 した。

昨 年 度 は,こ れ らの調 査 分 析 の成 果 を 基 に業 界 の シス テ ム化,情 報 化 の 動

向を 踏 まえ て,次 の3つ の サ ブ シス テ ム につ い て紳 士 服製 造 業 を モ デ ル と し

た 基 本 設計 を 行 な った。

(イ)フ ァ ッシ ョ ン 情 報 シ ス テ ム の 中 で 基 礎 と な る 製 品 プ ロ フ ィ ー ル 情 報 を

迅 速,的 確 に把 握 す るた めの 単 品管 理 シス テ ム。

(ロ)衣 料 縫 製 品 の ファ ッ シ ョン ・ラ イフを把 握 す るた めの 試行 的 販 売(い

わ ゆ る ア ン テ ナ ・シ ョ ッ プ に よ る 販 売)に お け る 情 報 収 集,加 工,評 価 の シ

財 団法人 日本情 報処理開発協会

東京都港 区芝公園3-5-8(機 械 振興会館内)電 話434-8211(大 代 表)

＼

本報告書についての ご照会は,内 容}とついては調査課(市 川:小 林EX442,286)に,

入手 については,普 及課(EX535)へ ご連絡下 さい。
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